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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関ずる調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 北海道

所属部署名

(所管部署名)
保健福祉部高齢者支援局高齢者保健福祉課地域包括ケアグループ

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

① .者随 府県職員  ② .

4.生活支援コーディネーター

6.研修会は欠席

中間支援組織  3.市町村職員

5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てに○

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築・運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3現状分析や課題把握
4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価ヨ改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8都道府県職員による訪間H助言
9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21モデル事業 B補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備

―
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～』

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 青森県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部高齢福祉保険課

研修会参加者

※研修会に参力Eする方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員 2.中 間支援組織  3.市町村職員

4.生活支援コーディネーター

6.研修会は欠席

5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築H運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価H改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6体制整備事業の回―ドマップ提示
7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問日助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11,トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施・調整

重6.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開
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(1)委託先
公益柱回法人 青森県介護支援専門員協会

(2)対象
帯町村職員、地域包括支援センター職員
(各国域10～ 20名 程度〉

(3)開催回数
医療圏域(6圏域)ごとに3回

(3)内容
効果的な地域ケア会議
地域サロンの取組み
(別紙参照〉

政策形成会議
サービス広域化調整会議

2介護予防・生活支援サービス倉ll出・広域1と支援事業

協議体の設置・生活支援]―ディネーターの配置・地域ケア推
進会議の運営について市町村を広波的に支軽する仕組み

認証キと会福祉法人等による他市町村への広域的な事業実施

等について、

1市町村政策形成支援事業

側 政策形成会議調催事業

○層1蛾肉市町村を対象とした、専開職 (医師、看談師、主任

ケアマネ等)による勧言 '指導を行う会議を開催

O取組の選れている市町村へ専門職による個別支援を実施
12,生 活支援ョーディネーター資質向上事業

○生活支1疑コーディネーター養成・資貨向上研修 開催

○生活支援コーディネーター情報交 ,英会 実施

ゆ蔭簸場亀勇巖璃 壌藍雹窯受轟
/地域ケア推進

(1)サービス広域化調整会議開催事業

圏域内市町村を対妹とした住民主体の多様な新規サービス

(訪 F口身型S・ D、 通Fテ型B)月毎l出 でサービス広域化に係る会議を

B再催、認証社会福祉法人等による事業の広域展開を促進

(2)介護予防・生活支援サービス創出・広域化事業開設準

備経費補助

(llの会議を受けて実施する住民主体サービス等の新規事業

開始前準備経費について、各市熙l村を通して喜業者に続助
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平成29勾羽翌角雇習譲脅レ嘉螂 磯
「政策形成会議開催事業」及び『広域化支援会議開催事業」

市町村職員等研修 (八戸圏域 3回 目)

平成80年 1月 16日 (火 )

ユートリー

10100～ 16100時

場

日

会

次    第
研修内容

9:30～

10 i lX〕～10:SO

10:30～12:00

受付

木村隆次講8mによるオープニング トー :́'

≪濱習≫

I也域ケフイ§BJ会議の司会l_修要なフアンリテーシヨン授術を暦こう !

昼食

≪謡纂≫

地す。■ケフ儘8U会議の司会に必要なフアン 1)チーシヨン技術を磨こう |

私たちの地域のサロンにつけて (各市阿村から取り組み等の発表 )

体憩

私たちの地颯のサロンにつしヽて (意見交換・貿疑応答 )

振り返りと語評

公益社団法人青森果介護支援専門員協会

副 会 長  木 村 隆 次

公益社団法人青森県介護支援専門員協会
常任理事 木 谷 牧 子

―

ト
ー

12:(X)～ 13:00

13 iC()～ 13:30

13:締～15:00

15:0(～16:10

15:10～16f∞

15:30～16:∞

1 講師

氏

　

　

　

氏

載 29寃馨撃銀戦覇馳卜…tう甲悟彎気惨轟驚
「政策酵成会議開償事業1及び r広域化支援会議開催事業」

市町村rat員等研修 (上十二圏域 2回目)

時

場

日

△泰

平成29年 10月 13日 (金)

十和瞬市総合体育センター

iO:00-16:00

次 第

1.研修内容

9130～

10:00～ 10:30

10:30～ 12100

12100～ 13:00

13:00ヤ 14:00

受付

本構隆次誇師によるオープニング トーク

地域ケア個別会鋭の実践  2事例

昼食

演習1:①各地区で開催した地域ケア個別会機、推進会
‐
議の報告と課題

②解決策・提案の検討と今後の計画

③圏域で地域ケア会議を普及展開させるための具体的な目標

14「 00～ 14■ 0

14:10-15:10

休憩

演習王 ①各地区:の地域サロン設置進抄状況報告と課題

②解決策・∫建棗の検討と今後の計画

③圏載で地域ケア会議を普漁展開させるための具体的な目標

16:10～ 15:20 休憩

15:20～ 16:00 1と ■について各グループからの発表とまとめ

1.講師
公益社団法人青森県介護支援専F弓員絡会

副 会 長 木 村 陰 次 氏
素れ獲 燒 再l'1え

公益社Ш法人青森県介護支援専閣員協会
驚任理事 本 谷 牧 子 氏



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 宮城県

所属部署名

(所管部署名)
保健福祉部長寿社会政策課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

∪ 都道府県職員  り 中間支援組織  ∪ 市町村職員
4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築重運営】

○ 推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5,推進策の評価也改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪間二助言

9.相談窓口の設置

① アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

C)住民向けセミナーやシンポジウムの実施
【推進策③ 知恵や経験の共有】

① 情報誌の発行

15現地視察の実施 B調整
16.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

⑦ 市町村職員向け研修の実施

C)生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

延》生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

C)市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催
廻)モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備
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轟汐――
10年後,20年後を見据えた地域づくり
～支え合いの体制づくりを継続 ,発展させていくために～

中 平成 30年 1月 26日 (金)10:20～ 16:50

日 H囲
偕 線 鈴 琴 誤 銘 ∴ _焼

薬
会む″ 猛 42211)

蜘 富城県地域支え合しl 生活支援接遠連絡会議

Ｉ

Ｎ
Ｉ

富親県 仙台市 宮域県社会福祉擦議会,仙台市社会網祉協議会,tヶ 浜町社会語ィ土編議会′票貫し福祉

大学,仙台日百合女子大学,東 ,ヒことこ権祉零出■陽,特定非営利活動法人全国コミュエティライクサ

ポートセンター 佃台市地域包蒸支援センター連絡協議会,富ケ責県サボートマンター支援獲務
。庁公益

財口法人きわやつ`悟社財目,ィ・▼足)・営不」活動法人移動サービスネットワークみやき 食事サービスネッ

トワーク みや雪 官」す県民生賽買児童委員協議会,仙合市民生委員見豊衰員協議会,公差財団法人留

城県老人クラブ運合全,公益社国法フくlA台臣老人クラブ連合会,仙台弁筆i会,特定非営不l活動法人せ
んだい みやぎNPOセンター,特定非曽イヽl活動法人宮城県ケアマネツマ~蒻会,―般■団活人富城県社

会橿社=会 ,宮城県高
工会醗所運合会,宮境県爾歳会運合会,公基疵回法人冨親票シル

'(人
″セン

ター運谷会,富城県生活協n組合連合会
`

特足非営ぉl

活動法人■の伝言板ゆるる
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繭

卵

螂

自治体関篤 社会福祉協議会 ,

民生委員児童委員,生協,農協 ,

商工業雹 NPO,各種ボランテイ
ア 自冶会 町内会などの地域組

織のリーダー,被災者支援従事
甘雪 地域包括支援センター職員 ,

生活支援コーティネーター,関心

のある全ζの方

600名 程度

無料

必須 (詳網は見開きを参照)
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第1層 l観置済み

第2B I段重済み

第1層 I秦おした

第1層 I輿れ予定

第2層 !実施しない



目困B富競尭これからの福祉を考える全国セミナー
i°年後,20年後を見据えた地域づく,

～支え合いの体制―ブくリセ雛筋 発展きせていくため,こ～

:爵嵌をi患鞠岳講ζ謝紳碁重煮髭晟5砲魏え
そ0疑酸から学んだ犠災者支長のノウ

'ヽ
ウを新しい憾令挙擦の推進に活かすため 市電,支援のプラヴト

フォームとして ξ言崚環地数支え合い とヽ文1養甘ケ進連鷺套滅Jを設置し ,とす去支え合い′〕体制サくりを
推として|ヽ ます.
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た
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Ⅷ 畠
10年 修120年後を見lBえた

'也

域づくり

～支え合いの体制づくりを維続・発展させていくために～

・舶蹴支え合いを推進するための宮城県の役割!

～被災者女撥から地域すくりへどのように展Uほされてきたのか～

～市町ヽを支機する県′ブ,役害lと iO年後,20年 後を見確えた今後の展開について～

～県内35市町村、全部お見せします。市町■の取報を映像で,1介 !～
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生活支援 コーディネーター 応  用  講  座

M
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-2017年 度 観の取り組み―
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教授 高悟譲―さん〉1こ協力をいたたき、研修会や巴前講座を通して、すでにあるl芭域の活動を住民ととも,こ

なお、この取り組みは、宮城県のf題範の支え合いの発見と活性のための体験型議塵Jのモデル市OT,とし
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～多逸そ後建,罐の交えあ患れ鷲逸琴る・▼

講雹爾紹介 |

酒井保さん |

li鳥 i6日 (木)

__生遷支援コーァ
~ィ
孝、 夕
=壁
よる実践報告&事例検討__

_J塑型墜Q家獅生ピ生理蝉塑堕塑上___   ____― ―

有懐サービスの立ち上十すと運自の方濃

9月 17自 (木 )_‐オ員自4二ば

二:モサ卒4

l二 月 2日 (ぺ )ニスポール
'や
さ

岳再ZL 6

盟 驀鋒覇籍鶏離抑
:些遊二場]
11月 30[量 (六)宮 了ヽ具剖 :年 f,「,含

講座 8

錮

浦 性

議座 6

O月 二:!自 (共 )01埼口爆頌種¬どセンター

9月 ia B(水)言章壕自お会痣

iott a自 (火)、章市市́民ヽ ■サ資候セン′ヽ一

地域幅粧綴一デイ孝…ⅢⅢ静重又露修

組会会場 2月 26日 (局 )～27日 (火 )吉張貝自お会館

・: =Ⅲ i

B ,

:攀

住民発表会の開催 :

12/14
20■8年
1/12iO/30■0/48/298/1817年度
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大琴口巴丁民によるお宝発1表1
蹴繊羅基皇羅纏折I'周驚諸「篭講党争蘊 艶―翻
見つかりました。その中から、プ(ラエティーとかな,者動をとれ

'区

1つすつ密分しよす。

あおちゃんが見つけた爺稔脇 義津奇
お宝をlt理介します:  晟継解 1釧騒

′ゝ幸席イ
=幹

郊ン鍾ンで傍こう 1:

ムじ
=、
経ヽ け

みんな笑顔であじさも1″ム`饉

■■箇改蓬

山田のニユースペーパーマン

おFユ

塚ど3ゼせRそぎ覚せ哲τきよfa:墨 曳
を堂みじすとい

「
に 無この取り霞

4活 0をこれから●盛星し、

'4

簾

月多動販売時のお茶つこ

′0盛 これ葉,こ

駆

鞄 妥

熔彿紗襟ものを食べる会

割攣 t友魂夕ヽ。と受与 会

森― l紗,Υン拶ψ籍立金欽移会   ε床→z
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 秋田県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部長寿社会課

研修会今加者

※研修会に参力Eする方全てに

Oをつけてください

c>[道府県職員 中間支援組織 市町村職員

4.生活支援ヨーディネーター

6.研修会は欠席

5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7現状分析や課題把握の支援
8.都道府県職員による訪間・助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局・支局等からのr陪報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備

一 H一



平成29年度釈田県生活支援
=ヨ
ーザイネーター養威研修カリキユラム

雲最:覇熊燿き,遅毒趨遷ど男
=羅
撃碧鰹議室

鞠嬢線余聴議麓堀田 カ鶴曲芳子

平成29年度
秋田県生活支援蜘―ディネーター養戒研修開催要I員

1 目的
平成27年度の介譲保険制度の改正により、市町村が新たに生活支援の仕組みづくり
(生活支援体制整備事業)を実施することになり、その事業推進を担う生活支援コーディ

ネーター (地域支え合い推進員)(以下、「SC」 とぃう。)が、平成29年度末までに各

市町村に百息署にされることになりなした。

本研修は、市町本

“

こ配置されたSCが、住民主体の助け合いによる地域づくりを推進す
るために、地域の生活課題を解決するための知識やノウハウを学び合い、役書Jや機能を発

揮し、効果的に事業展隣号を行うことができるよう、その養成を図るものです。

2 主催
秋田県
公益財団法人 さわやか福祉財団

公益財団法人 秋田県長寿社会与辰製財回 (Lと財図)

3 共催
こまち助け合い推進研究会

4 期露・会場

期日 平成29年 8月 29日 (火 )・ 30日 (水 )
会場 秋田県ゆとり生活創造センター遊学会 会議室

(秋田市上北手荒巻字堺切24-2  TEL018… 829-5301)

6 内容 別紙 1 カリキュラムのとおりです。
※受講される方は、2日間とも参加いただくことを原則とします。

6 受講対象者
① 生活支援コーデイネーター及び候補予定者 (第 1層及び第2層 )
② 市町村担当職員
※市町村担当職員|ま可能な限り参加してください。

定員 100名

7 講師・アドバイザー

公益財国法人 さわやか福祉財国 会長 堀出 力
公益財団法人 さわやか福祉財団 理事 鶴山芳子

―

冨

―

1露 29

2 3月 30

釜靱 翻 翻窪ξ患曽獣歌礫縣 暫
おりま筑大

研 修 内 容

～ 引

０

４

開会挨拶  秋田県健康福祉部長寿被会課 課長 千葉雅也
オリエン
'―
シヨン

★生活支援コーデイネーター (SC)と協議体に期待される
機能と役割

Oスチップ刊 r第 1層 ,第 2層の体制づくり1

(講義・グループワーク)

時 間

13145

(150分 )

～16:15

研 修 ぬ 容

0ステップ2「ニーズの把握や捜い手の事屈り起こし」

(講義・グループワーク)

(昼食・体憩)

Oステップ3r助け合い活動の創出」
(講義 'グループワーク)

全体の振り返り、アンケー トに記入、閉会

時 間

9:43

(150分 )

～ 12(16
12:16
～13115

13116

(160分 )

～i5145

16145
～16,00



平成29年度秋田県生活支援コーザィネーター (SC)情報交換会
(実践研修会)カ リキユラム

期日;平成30年Я月24日 (水 )
会場1秋田県ゆとり生活創造センター遊学舎 会議室

【講師、アドバイザー視
公益財団法人きわやか福祉財国 会長 堀園 カ
公益財団法人さわやか福祉財団 理事 鶴曲 芳子

1月 24日 (水 )

時 F日蜀

平成 29年度秋円県生活支援コーディネータ…情報交換会 (実践研修会)
開催要項

1 目的

平成 27年度の介再l棄保険常む度の改正により、市町本、子が新たに生婿支l友の仕組みづ く

り (rlこ浩文援体制整備事業)を実施することにな り、 その事業推進々担 う生活支援 津

…ディネーター (地域文え合しヽ推進員,(以下、「SC」 という,)と 協議体が、平成

30年度中ifは 、各中町村に第1層、第2屈 をもに
~西

かれるこ々になつておりま|.

本研修は、市町村に配置されたSCが、住民主体の助け合いによる地域づくりを推

,■するためtと、今後の誤顧となる2罵の体制づくり、ニーズ十 1」い手ソフ憾り起とtン 、

助け合いづくりについて、 ポィントを■び、各ナギの先進事例やlR二の情報ノx｀換で様々

なノウハタを学び合い、各地での実践につながるための研修会を開催するものです立

2 主イヒ
タ日県

公益財団法人 きわやか福祉財闇

公益財伸1法人 秋El県長寿社会披興財側 (LL財 →l)

3 共催
こまち助け今い推進研究会

4 期 臓 ,会場

期 科 平成 30年 1月 24日 (水 )

会場  秋開斥ゆとり生活創造センター遂学会  会ぅr乾宝

(秋田市上北手荒巻字堺りlZ 4… 2  
′FE1 018-829-心 お01,

6 内容  か紙 1 カ ツキュラム r′
ナっとぉ りです。

※受講 さオ・′る方は、金 日程参加しヽただく上とを原則 と (ッ ます。

6 受計対象を
① 生活文稜コーディネーター及び候補予て者 (第 1膚及び第2庸 )
② 中町本構駐当農豪
※市町村担よ〕職員イ■■r能な限り参加してください。

¬0:00～
(86分 )

(1)2層の生活支援コーディネーター (SC)/十協議体づくり
ネ講義 12層づくりのポイントなど  堀[El 力   (30分 )
事例発表 仙北市包括支援センター 苗資 亮子 氏 (15分 )
*GW進行:適切な2層の選出  鶴山 芳子    (40"

(2)離―ズと担い手の相り起こし (町内会レベルのWSなど)
*講義 :ニーズと損い手の掘り起としのポイントなど (30分 )
事例発表 曲利本荘市南部地域包播支援センター 本多 曲美子 氏

(第 1躍生活支援コーディネーター)(10分 )

11:26～
(40分 )

―

冨

―

人F‐員  100名

研 修 内 容

受 付

オリエンテーシヨン
開会挨拶  秋田県健康福ネと部長寿社会課 課長 千葉 雅也

昼食・休憩

9i30
9:50

12105～
13:05

Jヽ講義 :助け合いづくりのポイント  堀調 力  (30分 )
①居場所
導例発表 小坂町地域包括支援センター 亀囲 いさ子 氏
(10″フJ｀)(第 1層生活支援コーディネーター)

嚇 渤
キ事例発表 秋田市御所野地域包績支援センターけやき
(10分)高橋 美和子 氏(第 2層生活支援コーディネーター)
ⅢGW  ②地裸活動 (20分 )
*発表・報告    (10分 〉

③嘴捜ボラシティア
イ県外事例紹介 (10分)
*GW  ③有慎ボランティア (20分)
*発表・報告         (1 0/分 )

|

|

(3)助け合しヽづくり

*GW進 行【鶴山 芳子
境 表・報告    (1

15:50
16,00

句3:06～
(30分 )
(45分 )

14i20
(掛憩 10分 )
句4130
(40分 )

(4)ま とめ
閲 会

15:10
(40分 )

説明 (6分 )C居場所づくり(20分)
0分 ,



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果始な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 山形県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部健康長寿推進課

研修会今加者

※研修会に参力Eする方全てに

Oをつけてください

①,都道府県職員  ②.中間支援組織  ①.市町村職員
④.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※○をつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築二運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3。 現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業の区―ドマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問i助言

9,相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12広報ツールの雛形の提示

0.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

〇.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22事例集・手引き等の整備

-14-



平成29年度 地域支援事業関係研修予定表

地域包艦支援セン

ター切篠議員研修 歳縄 矧離 埠
許瑞驚
―
碍♂
務
継
ブ

地域包播支

援センターの

役割や業務

内容等基礎

知識

山形市

6月 22日 (木 )

・23日 (金 )

萬白金著生きがい0(り

,生活支援活動

入円講座

高齢化社会の現

状や、生きがいづ

くり・生活支援活

動の必要性等

山杉市 ,月 22H(■ )

米沢市 7月 23日 (日 )

断庄市 ″月29日 (土 )

庄内町 ,月 30日 (日 )

各地の取組
みと課題を出
し合い、情報
交換を行う

山形市

8月 17日 (木 )

新庄市

3月 18日 (金 )

対応力向上、

地域診断の方

法・課題抽出

の手法の習得

山形市
8月 23日 (水 )

9月 22日 (金 )

10月 27日 (金 )

生きがいづ

くり・生活支

援活動を実

施するため

の運営能力

や企画立案

能力の習得

山形市

8月 ～11月

庄内町

8月 ～lo月

地域での課題

抽出と課題解

決を目的とし

た協議体の運

営能力の向上

山形市

12月 S日 (火 )

・6日 (水 )

地域夫生社

会を見据え

た支え合い

の地域づくり

の理解

山形市

1月 16日 (火 )

実践講座以

降の活動事

柳lと課題に

ついて解決

策を検討

山形市

3月 1日 (木 )

庄内町

3月 8日 (本 )
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支え合いの地域づくり

担い手養成講座 【山形錫 】

講師プロフィール

●鎌田 岡u氏  (東北公益文科大学准教授・庄内オフィス長)

,11,十 1う 二かⅢ■ 文都11,管 lt,知〕,の■く )｀ ′■0ヽ|い ′4 ブ、 こ|′て、ム」と七十Hう .■ 1■■ 姓H。オ建めHtti大 ● IⅢⅢの△ エア山
'(サ

● 河田 珪子 氏  (際家の系の削代表,新潟市支え合いのしくみづくリアドバイザー)なぜ宥X逸域の助温ぷ !

滋鐸韓 3麟 1醸 蛉 R瑚 働 ゝ 田 抑名 (鰤

協ね 55歳以_こで、高齢者の生きがいづくりや層場所づくりなどの生活支援活動を実践したい方

団
紳 傾期 鱗 娼 鱒 醐 鰯 メ劉

氏名・郵優器 ・住所・紳 ・Fぷ番号・生年月日・「受講軸 を明記し、申翻

3月 Z日 (ガ )ヽまでに、は力1き 'Fぷ 。メールで、お申込みください。後日r案内をお送

りします。

H観 瑠溜?託伊靡習議Vμμ乱咬え奪増津評守承溢:亀け て
騒  023-625-641l Fぷ 023-6256415

肛 山際 皿
/ム`益罠オ団麒 山形県′佐― 文化真オ団

叫L●「ハiTし ,「ン|,オめナ(■人l,「lに |夕たしヽ,デ 1議 イ゙iる悧げ,大 Fr l,大 WJ it′ t(|ヽ4甘ムT,ステム●む1ワ it、 Jiけ
`'力

|テ、悧ばゃヨ早士祝!ナ ■`央J

z「■ょゥ栞0聞 ィ14Jを 引‖、主沖や I声コーデIネ ツー〔百¢、イ,,I“→貨Il、
『
修̀(卜 ,メ ′`モ(,只 籠てフている.半「ギ2Sttfよ 」城

"=い
い11の立Ⅲl'

■;Rttt)万 原 理■のアウA,″ イスえヽ 付,●気中IE瓜 1大θ,肘のげI IJ始 .介虔咀l～ユJiる |卜 lS、 オ(17曖亜
=4む
Ⅲ■ チヽ重氏■製●け,X強い■

|:お■,Ⅲ D儡・子Ⅲ射)|,「
」htt r^■ゃ 1庁コ 八年ドIヽ ハ

'生

の|lur習 ,ぉ荘おずt,/.メ いて` ●‐●

―

示

―

※フアックスでお申込みの場合ご利用ください。

希
とと会場

村山・置賜・最上・庄内

「高齢者の生きがいづくり・生活支援活動等人材育成事業」講座・研修開催予定・套線裁Jと な́ゃ塔0があります

●フォCl-7ッ郷

'多

(霙駐爾塵畏議霊・市BI村増員雪対象)、→案議嘉理(一般県民対議)
『支え合いの地域づくりJOい霧 戯齢塵」(全S日 )

日内  容/フオーラムを費協し、興爆,こ高皇令騒の生
=が
い0く りや居

づく|, 熊)る真似・。強そ輿遵するための紫蹴0ヽⅢな齢饉で

コ内  轡  質議Sf巫 を受笠儲された方を対無
=、
輿競するうえでの観敏

一Ｉ

団
団 〔山形会璃 :競争館I 〔駐内金切

`府
内u巧、Eヨ郵

=公
民建】

| 3/31くホ)。 9/1(金)10:∞～161罰   ※現地,鰺「始域の居塀廟めて?」～見て憫取 でヽ・機 して

9/13(アk)10ilX)～ lⅨ IX)

高齢春の鶴麗剣烈四購働閣陸孝巴t財る子織 学ぼう!

ロ
9/"(水)18:く X〕～lG:(X〉

課題に取り組むためのアクシヨンプランを学ぼう 1

鶏 国終了後～10/弱日(日洵議で

膨胃アル～実際に生活支援活ワた 実施してみよう

11/1(水)13:(Xl～ 16:(К l

膨Xアルの検証と振り肋

FAX番号

とヽ

侍  所

鱈きき番号

〒9900041山形市緑向J+236(公 財)」J形県生涯学省文化財廟
「支え合いの仕組みづくりを電えるフォーラムJ担当あて

TEと 023‐625‐641, FAX 023-625‐ 6415  E― mait yつ ぃЭOgЭkushubunkつ jρ

●お申込・お問い合せ先
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平成29年度高口,音生きがいづくり・生活― 動人材育成等事業 フォローアップ研修開催要項

ユ 題 旨

lj船イ生きがいづくり・生活文援活動実践講座の受i性生が、ηF修で学んだことや,膨終 r後に行っ

ている白らの活動について、よ)と交換を行い、課題の整H!や情報の共布をXlる とともに、新しい総合

文援事業について辻i帝の深い布識者や実際に高齢者のル:場所づくりを実践している実践イの,悔演や

実践Jf例を聞くなど 今後の活動のヒントを)と出してもらうことを11的とする。
2 '! lT生  山形)「 (
3 実施と体 公益財11法人+1げ杉ナtttVE学背文化財IJ
4 +1時及び会,)〃

【IIげ杉会場】

II時 :ir成 30イト3)]111(本) '3‖↓00少)～ 16'↓ 45ケ )
会場 :遊学鮮第 1'子修室 IIげ杉|∫洋故四「 1-2-36)
,1内会場】

11時 |｀ l′ l」党30イ十i3)〕 81'(本 )  12‖寺30少 )^ヤ 16‖与35少)

会場 :ナi内側「余|1第 i公民館 (束 IIり 防郁ナ1内世「払十
'ド'サ

ビ40)

5 参遭 、 ① 十`,成 29年度及び28イキ波高齢を生きがいづくり・4i活文援活動笑践講座受講冷
②
′卜市四〕イ1生 7舌文援コーディネーター

③41∫町村「了薔齢帝生きがいづくり'生活支援活動担
H4者

6内 容
IIIげ杉会場】

(1)ワ ークションプ「活動における悩みや課題の加り起し」

Iフ ァシリテーター】f晰橋山和氏 (NPO法人きらりよしじまネットワーク・l下務局長)

(2)特〃t件演「住み′ピ1れた地域でいつまで )ヽ元気に本ぼすために|

I講師】服部デご治氏 ( 鯛財卜1法人医療経済研究 社会保1突柄祉協会に狭経ィ,Cl,l究脚士
,子究謝
` 1'F究

11オR研究総務部次長)

(3)29イ 1技受iほrl,こ ょるトライアルlf業報告 (1ク
｀
ルア10分×2グループ)

(4)鴎 `よ答 (特別f枠航及びトライアル !F来搬41fを路まえて)
(5,ワークシヨップH「 これからの自分の活動を考えるJ

【ファシリテーター】高1缶 11和 i氏 (き らりよししまネットフーク'す弱与局長)

Iナ t:内会場】

(1)ワ ークショップ「活FJ」における悩みやI巽題のう1り 起し_

Iフ ァシリテーター】苺よ敬′氏 (IIげレ県まちづくリアドバイザー)

(2)特別。苫演「住み嶼れた地域でいつまでも元気に本らすためにJ

【講師】服‖げごイ,氏 ( 朋サ11法人|え序経済研究・イ貶ψ趣綸 社ヽ協会医療経済研究脚膏

イl,f究潮
` 
研究員旅研究総務割f次長)

(3)Ⅲ
'例
研究「1再お1町 の文え今い事業について」

〔嗜F例提供】村 1:余災 r氏 (F再占1町健lk差オ課諜長補佐)

我雰耐1美 r氏 (れ卜1腑「 オl長野日和楽茶の問運営ポランティア)

Iイ ンタビュアー】期 1敬 r氏

支え合いT,― くり1政1職 ―   (山― )〃 ラム

莞躍沖羽畿節q題ド側磯爾蚊伽膨餌p申魏

1 8/31(木 )・ 9/1(金)【夢_地研修】「地域の居場所つて?J～見て 田題いて・体験して

麺 雄 却 第 鶏 つ 聞 隊 づ御 か2圏陸 綜 難 濶 諌 勝 髄 翔 朋 ω 鍛 取 り銚 a瀬 鶏 秘 期離 課 監 詢
弾 滋嬢 回よ 3/81C卜)と 9/K② の両R参加,A― 仏 各日2会靭 り鴻れて卵 Й 嵯 洗

中  8′
′310p"湧 額魔0屯辞け、中 よしじまネ゙′トワーク(,II醐
9/1患鐵 高畠Hrlヴん絶 輝 目寂菓熟窮蹂 」節獲

"竜
いき倶楽都m

9/13(水l腐齢者の生活実態と生活課題を把握する方′法を学ぷ

陸 置 脚V浦那差知中 弾 抽四Й韓 ワ
=舛
ノヨツ禅

※この日は、ミーティングを掛     (ランチミーティン分 になり言免

醐距/卜IP― きらりよしし群 邦 た ク事務蜀員 商構 齢 眼

2

9/27(水 )課題に取り組むためのアクションプラン学ぶ

第獅頭線強奪脳出しピ躙割聴奥のための目掃憩策を始 転 契臓こアクシヨンプテン(え鮨
'こ

れDJは す
紳 PO法人きら味ししまネットワーク摩務局長 商橋 由和磯

3

日 第3回終了τ全～m力9頃まで l実鋤 4策́】トライア,レ
～
実際に偽活支援活動を体験してみよう

各グルーフkk第3回こ作厳したア分たツプラン幅砂づふ鶏 望獅昔糞麗商勁や層場所を開設・運営漱生活支撥活
騨 てみます
指導・塘 /NPO法人きらりよいまネットワータ事務局長 薦橋 由11氏

11/tr↓″、)ト ライアルの験証と振り返り

滝男アルにつ影ヽてチェタんを 卜で露州町態行引跡 Bヽ陸釧 朔 陶 駒 と吟捜 ね 9魂 謝 藪 り組′し争 敵
七功セ宣曹欧 力猟渡す。

副隣レn<口o逆J説 吹 しじまネットワーク事務島長  薦僑 画 鳳氏

5

生年月日   明・大・昭
年  月  日 (  才l

1.― レも瞼選・ 買い物角辟∋  2見 守り  &食 事 (会食・母食〉

4移動 。移送  &交流 (唇場所・サロン・話し春目番 ) &チ ョボラ (雪跨ゝき等)

4その他 (                         )

Ftl縛
(自宅)

(帥
な意 この講座を受講
しようと思いましたか

どんな牛_活― 動
をやってみたいで

'硝

】

獅

日常生活の中であ要だ

と思 う生活支援活動は

崎 かヽ

ふリカVよ

氏  名

住  所

―
号



―

湧

―

(4)質知 よ答 け十別「‖bt及び トライアル Ji又 敲十fを ,′よヽまえて )

7 タイムチーブノン (案 )
【げ杉会場】

13,0()～
'3110 

フアンタテーターに たるヽ人

13:,0～ 13i50 ワーク 1「「 己紹介と現bt報竹J 9舌 lllにおける脳みや↓決■17)枷 |り 起モレ)
13i50～ 1■ 100 イ木■t
14,()()～ 15:20 年子メサl,‖演 1住み1!レ|た地lまでいつまでも元気にオIら すために〕
15:20～ 15:40 29イ 1度文 F静生による トライアル「 火

“

|(1ク ルノ 10分 ×2グルーブ)

15!40～ 16100 質疑応答 (特l,i社か(及び FX Flt↑ fを跡まえて)
16:00へ 16!30 ワーク2 これからの自分のlTllを 考える J

16i30～ 16140 ファシリテータ…kと め
16i40～ 16:45 1れ‖市からのコメント
16(45      終「

pr内 会ナ′ノ′】

12i30～ 12
12:40～ 〕3
1:オ 4()-15
15:00^ヤ 15
15「 10～ 16

16:00～ 16
15:20～ 16
16:35

40 ファシリナーターによる■人
40 ワーーク 1 1白 己帝倍介と現況穀T,1 9岳コ」における脳みや洲趣のⅢllり 起し)
00 特〃i併演 1住みぽこれた地域でいつiで も九気にドらすためlf!
10 休■(
00 Ⅲ例,F究 「ドむhi町 の文支合い Ⅲ災|二つしヽて J
20 質陶′ユ体 (特別耐演及び Ⅲ例研究を,F■ ぇて)
$S i止 肺I・ JI例提りt社からのコメン ト・ファシリ

't―
ターー市Iメ ン ト

終「



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関ずる調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 福島県

所属部署名

(所管部署名)

保健福祉部高齢福祉課

研修会今加者     (
※研修会に参加する方全てに(

Oをつけてください

道府県職員  2.中間支 組織 町村職員

活支援コーディネーター の他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てに○

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みのぬ容が分かる

参考資料(A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

町村職員向け研修の実施

活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

町村職員や生活支援ヨーディネーターの連絡会議の開催

デル事業 H補助事業等の実施

例集 H手引き等の整備

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3現状分析や課題把握
4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6体制整備事業のロードマップ提示
7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問・助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 矢日恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15現地視察の実施・調整
16.国や地方厚生局3支局等からの情報の展開

-19-
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154%

133%

131%

245%

160%

146%

151L

70,421

20,825
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］
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田増別年齢帯減別人口 (平成 29年 10月 1日現在) (単位 :人 )

福島県の高齢者福祉圏城

Ⅲ目双

いわき

I南会津 I

O福島県の振況

高齢者 数 と高齢化車 の推移

O 平成 29年 10月 1日現在の福島県の住民基本台帳における人口は 1923.165人 、65歳

以上の高齢者入口は 565,037人 であり、高鈴化率は 2949る となつています。

また、75歳 以上の高齢者人回は、291.364人であり、総人口の 152%を 占めています。

O 平成 26年 と平成 29年 を比較すると、高齢化率は 17ポイン ト、75歳 以上高齢者の割

合 (以下「後期高齢化率」という。)は 18ポイン ト上昇 しています。

O 平成 37年 (2025年 )に高齢者人口はピークを迎え、人口減少に伴い高齢化率は上昇して

いくものと推測されていますが、高齢者人口のビーク以降は高齢者数に大きな変化がな

い状態で推移 していく見込みです。そのため、ピーク以降は人口減少による働き手不足

等の問題がより深刻化 していきます。

県のと人口と高齢者数の推移                      (単 位 :人 )

資料 :昭和 60年から平成 22年までは国勢調査、平成 26年 (10月 1 平

成 20年は市町村に際会した 10月 1日現在の住民基本台帳における人口、平成 32年以降は目立社会保

障・人口問題研究所「都道府県の将来推計人口 (平成 25年 3月 椎計)J、 全国の高齢化率の平成 29

年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口 (平成 29年推計)J
※ 高齢化率の分母は、総人口から年齢不群人口を除いたもの。

高齢化率

全 国
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614,859
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1,970.616

2,035,272
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2,091,319
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昭和 50年 (1975)

55年 (1980)
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7年 (1995)
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17年 (2005)

22年 (2010)

26年 (2014)

29年 (2017)

32年 (2020)

37年 (2025)

42年 (2030)

47年 (2035)



内容

開会・あいさつ

【事例報告】

O『住民参加の協議体づくり』

矢祭町社会福祉協議会 生活支援コーディネーター 緑川 早輝子 様

〇『生活支援コーディネーターによる住民活動の把握』

浅川町保健福祉課 生活支援ヨーディネーター 金肉 ′(董子 様

司会 :大山 重敏 (さわやか福祉財団 さわやかインス トラクター )

【意見交換】

Oテーマ 1「協議体づくりについて」

Oテーマ 2「助け合い活動の創出について」

Oテーマ 3「担い手づくりについて」

休憩

【グループワーク】

Oテーマ 「ヽ住民参加の協議体づくりは進んでいますか」

0テーマ2「既存の住民同士の助け合い活動をどのようにして把握してい

ますか」

Oテーマ3「行政 (社協、包括)はどのように関わるとよいですか」

【発表と総括】

各グループによる発表 (3分程度)

総括 :須田 弘子 (推進チームふくしま 座長)
岡野 貴代 (さ わやか福祉財回 新地域支援事業担当リーダー)

閉会

時   間

13:30～ 13:35

13:35～ 14:35

14135～ 15:20

15:20～ 15:30

15:30～ 16:30

16:30～ 16:55

16:55～ 17:00

平成 29年度生活支援コーディネーター情報変換会プログラム

―

淫

―

○平成27年度～平成29年度に実施した福島県主催の研修等

〇福島県地域包括ケアシステム構築推進事業成果報告会の開催

地1或包括ケアシステム構築に向け、県内の先駆的な事例を取りまとめた成果

報告善の作成と報告会を開催する (報告轡を一部抜鵞'し資料として添付)。

研修名・内容等

「新地 1或支援事業研修会～生活支援コーデ ィネーターと協議体～」

行政説明、語演、パネルディスカッシ ョン

「新地域支援事業 (生活支援コーディネーターと協議体)市町村意見

交換会」

県内の各圏域 (県北、県中、県南、会津、南会津、相双・いわき)で

計 6□開催。

「生活支援コーディネーター養成研修 (前理)」

制度解説、事例報告

「生活支援コーディネーター養威研修 (後期)」

指導者豊成研修に準じたプログラム (初任者向け)

「生活支援コーディネーター養成研修 (前期)」

指響者登成研修に準したプログラム (初任者向け)

「新地 1:_。荒支援事業 (生活支援コーディネーターと協議体)市町村意見

交換会」

27年度とFD]様に県内の各国域で開催。

「生活支援コーディネーター登成研修 (後期)」

指導者登成研修に準したプログラム、事例報告 (浅サ‖日]、 昭和村、宮

朔県岩沼市)、 グループディスカッション

「生活支援コーディネーター登成研修」

指導者養成研修に準したプログラム (初任者向け)

「相双管内市〔PJ村地以支援事業,膏報交換会」

語演、市町村による情報交換

「生活支援コーディネーター情報交換会」

※プログラム等配布資引尉を一部抜粋し添付

「生活支援コーディネーター貴成研修 (フラす口~アツプ)」

※プログラム等配布資料を一部抜粋し添付。支」象音をコーディネータ

ーに限定し開催

開催年月

平成 27年度

平成 27年 7月

平成 27年 9ロ

～ 10月

平成 27年 12月

平成 28年 3月

(2日 間)

平成 28年度

平成 28年 7月

(2日 間 )

平成 28年 10月

～ 11月

平成 29年 1月

(2日 間)

平成29年度

平成 29年 6月

(2日 間)

平成 29年 7月

平成 29年 8月

平成 29年 12ロ



2 取り組みを進めるうえでの課題と質問および課題への対応など

市町村名

ご協力、ありがとうございました。

事前情報シー ト

市町村名

歯己入者

1 生活支援体制整備事業の取 り組み状況

※ 生活支援体制整備事業を進めるにあたって、独自に取り組んだことで伝えておきたいことは「特
記事項」に記載してください。

―
―
］
］
・Ｉ
Ｉ

課題だと感 じていること

そのために確認
と ,今後学びた

質問 したいこ

いこと

上記の課題に対して取り組んで
いること

課題だと感 じていること

そのために確認・質問したいこ

と 今ヽ後学びたいこと

上記の課題に対して取り組んで
いること

住民参加の取 り組みについて、

他の生活支援コーディネー

ター・市町村に問いてみたいこ

と

自由記入

助
け
合
い

活

動
の

倉J
出
十三

て

担
い
手
づ
く
り
十三

い

て

そ
の
他

第 2層

配置時期

配電は人数

配置先

配観時期

樗成人数

区割りの数

構成員の具体
的な選出方法

第 1層

民生委員 人

自治会・区長 人

各種ド ,シ,イア 人

,PO等市民団体 大

陛民 大

色括職員 人

と協耳説員 大

その他

酉己議時期

配置人数

配置先

配置時期

構成人数

構成負の
内看R

生活支援コーディネーターの
配置

協議体の編成

助け合い活動の創出・担い手
づくりなどについて、これま
で行つてきた内容

活動を進めるうえでの連携

提携先

特記事項



【テーマ 2】

助け合い活動の創出について

(事前情報シートから)
・集会所等が近くない地域での助け合い活動の拠点を

どうしているか
・地域で行つている活動 (資源)の見つけ方
・継続困難な活動をどうすれば今後も続けていけるか

・助け合い活動をどのように創出したか

・実際の助け合い活動にどのくらいの人が協力してくれ

るのか、未知数
・地縁組織等の活動状況に差があるので、助け合い活

動の創出が難しいのでは ?

豊かな地域をつくるには日日■

会場との意見交換

FttLI念こ舷霞9'
舒υture From ruk、 ,shima

Ｉ
Ｉ

］
∞

Ｉ
Ｉ

【チーマ3】

捜い手づくりについて

(事前情報シートから)
・担い手になつたことでの負担の増大が気になる
・ボランティアサークルなどの高齢化
・地域に愛着を持ち、支え合うしくみに積極的に取り組

む担い手を集める(養成する?)方法は?
・若い世代の参加
・担い手の活動意欲を継続させるための支援方法
・助けてといえる方の見つけ方
・若い高齢者をどう巻き込むか

【テーマ刊】

協議体づくりについて

(事前情報シートから)
・小地域の協議体立ち上 Iずとその後の運営について
・協議体づくりのきつかけをどうつくつたか
・地域の懇談会や話し合いを行つているのか
・無理なく続けていく工夫は ?
・まだまだ行政主導というか、「自分たちが動く」という意

識に至つておらず、本来の協議体の役割を担引こ至つ

ていない



【チーマ 2】

既存の住民同士の助け合い活動を
どのようにして把握していますか

住民の皆さんが日々の暮らしのなかで、

何気なく当たり前のこととしてやっている助け合いがあります

・どんな助け合いがありましたか ?

。その情報はどうやつて集めましたか ?

・協議体でその情報をどう活かしますか ?

豊かな地域をつくるには中口

グループワーク

常
《  五

ふくしまから

はじめよう。

Future Froni Fけ kushima

Ｉ
Ｉ

Ｎ
ト

ー
ー

【テーマ 3】

行政 (社協、包括)は
どのように関わるとよいですか

O協議体づくりへのかかわり方
O助 け合い活動の創出へのかかわり方
O担い手づくりへのかかわり方

という3つの視点から、

・行政、社協、包括の連携はうまくいつていますか?

行政 (社協、包括)にどのように問わつてほしいですか?

【チーマ 1】

住民参加の

協議体づくりは進んでいますか

進めてきている市町村
・どういう働きかけをしたか
・どうしたらうまくいつたか(工夫した点、反省点も踏まえて)

なかなか と̈いう市町村
・どうしてうまくいかないのか
・原因として何があると思うか

大事な視点として¨

客観 (第二者)的に協議体づくりを見直してみてください



平成29年度生活支援コーディネーター養成研修
(フォローアップlプログラム

今隠の年後は中 H

協議体のロールプレイ

O各グループで、協議体のロールプレイをします
SCの役、協議体のメンバー、観察者を交互に
演じてもらいます

○演じてもらう場面設定
協議体のメンバーに、SCが話し合つてもらう
テーマを説明し、グループワークしてもらう手前
まで

O事前に説明もポインHま解説します

内容

開会 ,オ リエンテーシ ョン

【講義】

O多様な主体の連携による「まちづくり」

講師 :福島大学行政政策学類 今西 ―男 教授

Oグループワークにあたつて考え方・課題の整理

休 憩

【グループワーク】

〇協議体設置後の進め方や、住民への説明についてグループでのロールプ

レイを通 して考えます。

講師 :いわき自立生活センター 大山 重敏 氏

※―区切 り90分を目安に途中 15分休憩を 2回

閉会

時   間

9:50～ 10:00

10:00～ 11:30

11:30～ 12:00

12:00-13:00

13:00～ 18:00

18:00

Ｉ
Ｉ
〕
釦
―
―

ロールプレイのやり方

OSCの役、協議体のメンバーの役、観察者の役

OSC役
資料を使つて、協議体のメンバーに自分の言葉で

説明をして、理解してもらう

O観察者の役
「観察ポイントシート」を使つて、SC役の説明が協
議体のメンバーに伝わつているか、チェックする

O協議体のメンバー役
メンバーとして、住民目線で疑間・質問を投げる



【テーマ|】

協議体づくりの背景

場面設定

協議体をつくるための勉強会です。

集まつてもらつた住民の皆さんは、何をするのかよく

わかっていません。
生活支援ヨーディネーターから、集まつてもらった皆

さんに、なぜ協議体をつくるのかを説明しなければな

りません。

役害は分担

○生活支援コーディネーター ⇒ 1番の人

O観察者         ⇒ 2番の人

田―ルプレイの流れ
①【伝えるポイント】の解説

預激資料
のポイントを解説します

②実際のロールプレイ

忌麹   尋る
③振り返り

観察者役が司会をする

率直にSC役の説明が伝わり、納得できたか
を話し合う(良かつた点も振り返る)

Ｉ
Ｉ
‘
］
ω
ｌ
ｌ

【伝えるポイント】

①協議体をつくることの背景をきちんと伝える

単なる介護保険の改正ではない

介護保険が間違つてしまったことを伝える

住民の皆さんに「できること、できる範囲で、ちよつと

だけ」お手伝いしてほしいことを伝える

②自分のこととして捉えてもらう五夫をする
「このまま何もしなければ“・」がキーワード
ここで助け合うしくみをつくらないとどうなるかを想

像してもらう

2つのロールプレイを終了したら

④グループ発表

く〉 丙よ良樫ヨ無話」型暫塞疑峯
~プでも共有して

⑤疑間点の解消
疑問点を解消しましょう

住民全員に理解してもらうことは無理
3割の賛成者と4割のI鼠解者を見つけるつもりで中



【テーマ6】

担い手を見つける
場面設定

協議体での一場面です。

多くの住民は協議体ができたこと、何を話し合つてる

か知りません。

協議体での話し合いを伝え、助け合いの担い手、協

力してくれる人を見つけ出すには、どうしたらいいか

話し合つてもらいます。

役割分担

O生活支援コーディネーター ⇒ 6番の人
○観察者        ⇒ 1番の人

Ｉ
Ｉ

］
ミ

ー
ー

福島県地域包括ケアンステム構築推進事業

成果報告書

ふくしまから

はじめよう。

藤uture ttrOm ttukushima.

平成 29年 3月

福島県高齢福祉課

【伝えるポイント】

①どうやつて伝えるのが一番いいのかを考えてもらう

チラン、行政の広報などの例をあげる

巻き込みたい人にきちんと伝わるための工夫も…Ⅲ

②興味のある住民をどうやつて巻き込むかを考える

協議体への参加、担い手になつてもらう、協力者に

なってもらうなど、かかわり方はたくさんあることを

伝える
興味ある住民を見つけ出すにはどうしたらいいの

かを考えてもらう



地域づくりは、『人づくり』ズ)｀ら始めよう平田村

【平日村の概要】
平口村は、県の南る,、 百川目1の北東Bl、 いわき市と晉,山市のほぼ中間に位日しています 全地口が伺H
眼山系の中にあり 標高5∞～7CX:mのなだらかな uJ問 地石てす。重□岳の羅て開にする「シユビタラン

`基

本愴爺】 平成 29年 1つ 1日 現在
0人□          6.409人

●65歳以上高齢音人0  1, 793人

●高昴化率         27 9%

0要介護認定率       18 9%

0第 1号保険料月額     4 800円

1 福島県のI見状・・・・・・・・・ ●●●●●●●●●●●

目次

2 取組事例

(1)地 i引ケア会議の充実・・ ・

・ 本宮市・・・・ ・ ●●●●●

・ いわ き市・・・ ・・ ●●●●

・ 三吾町地Ц包括 支援センター

(2)認 矢日症施策の推進・

・ 田本す市・・ ・・ ・・・・ ・・

・ 会津若松市・・ ・・・ ●●●

・ 石川町・・・・ ・・・ ・・・

(3)在 宅医療・ 介護連携の推進
・ 須賀川市・ ・・・ ・ ●●●●

・ 白河市・・ ・・・ ●●●●●

(4)生 活支援サ ービスの充実・

・ 平 田村・ ・・・ ・ ●●●●●

・ 浅川 口」・・・・ ・・・ ・ ●●

・ 88不日本す。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

。櫓葉町

(5)地 域 づ くりによる介護予防の推進・・・ ・・

・ 福島市・・ ・・・ ●●●●●●●●●●●●●

新地町

・相双保健福祉事予ヵ宝所しヽわき出張所・・・・・・

(6)高齢者が支え合う地域コミュニティの構築・
・原田B」内会 (3日 山市)・ ・・・・・・・・ ●●

●●●●●●●5
●●●●●●●6
●●●●●●●8

コ1

13
14
17
¬9

Ｉ
Ｉ

］
∞

Ｉ
Ｉ

・ 21
。22
・ 28
・ 31
・ 32
・ 35
・ 37
・ 40
・ 43
・ 44
・ 46
・ 48
・ 51
・ 52

56

協議体の設置と役割を理解するために

0昔4
・平成28年 5月 に「任命」と言う形で協議体を設置 (事務局は、行政と生活
支援

=〕

―ディネーター)。

・メンバーは、婦大会・老人会・一般高鋪者 (住民代表)、 包括支援センター・

保健師 (保健福祉関係 )、 通所介護・ 訪間介護・ 訪 Po日 醤護 (介護サービス事業

所代表)、 ポランテイアセンター・児童民生委員 。社協 (地域福祉団l本 )、

事務局を入れて 16人で構成。
・ 地域づくりについて、話し合いが深まつた上での協議体設置ではないため、菱

員の第一声は「協議体つてイ]?」 「自分たちは何をすればいいの ?」
担当職員もどう違めて良い

')｀

わからない 困つたなあ。
とりあえずメンノヽ一と住民と一緒に勉強することから始めよう。

●取語日のポイン ト

・月に1回は、葉まる機会をつくる (協議体委員会の開催)

・住民と共に勉強する機会をつくる (地域づくり。雷演会の開催)

・地域づくりに関 bのある人、担い手になつてくれそうな人を見つける
(支 え合い与日しヽ手登成講座の開催)

・実 l祭に支える専門家も嚇要 (弁護暇員初任者研修を県の指定を受けてはどうか)

3 今後の展望・・・・・・・・・・・

■ 参者資料
福島県地頭包括ケアシステム構築推進補助金活用事例・・ ・・ 58



成果と課題
1取 組の成果

●地域づくり。お演会や支え合い担い手震庁光講座への参力0で、地域づく′フ`の大切さや

身近な方法を住民と一緒に学もヽことができた。
●実際に担い子になろうと言う人材が出てきた。新たな協議体委員への新メンバーが

発掘できた。
●協議体委員のメンバーとして、もう一歩前に進みたいと言う意欲が湧いてきた。

'今
後の晨霞 |

0かなりの
'っ

Aぃて語凛会やす日ぃ手養成誘座を開偕し、学びを深めてきたが、実際
「地域て高誘者がどんなことに口っているのか」「とんな支援をとのような形で行うの

メ〕`」、具体化した活勤|こついて深める作業をしたい。もつと話し合いたい。

轟
協議体委員に新メンアヽ― (住民代表)を力0え、活勤力のパワーアッフを図り、新たな
事業ごとの検討するき日会を作る。支え合いl日 ぃ手養成。毒座受講者を巻き込んていく。

O認矢0症 ボランテイア・認矢a症 カフェを立ち上 1するグループ
0新たなサービスを門拓する (ポ イント制のも入)グルーフ
O語演会・ ,日ぃ手整成講座を充実させるグルーフ
O財要とする支援 |ど検討する (実際に聞き取る)グルーフ

幹
より住民

目線で ,

取組の内容①
「緒」や「緒返し」の

意。
‐
説や地域の関わりを

取り戻そう。地域全体

で支え含おう

『地1或づくり語浸会の開催』
★第1回  7月 31日  「支え合い いきいきと暮らせるむらづくり」

(語師 :CLC 池田昌弘氏)

★第2回  12婦 188 「もつと豊かな地域をつくるには ～今地域でできる
助け合い～」 (講師 :さわやか財団 大山重1‐政氏)

※現在実施 してしヽるサロンをもつと身近な場所につくる

ことも隊要。サロンに参加できるようにするために、

何かできることはあるかな。サロン参力8者 と交流しよう

3月5日
(譴 8爾 :

★第3回 「SOSと言える地域を目指 して」
福島大学 鈴木輿夫教 lttH)

攀

住民と共に学ぶ

Ｉ
Ｉ

〕
Ｏ

ｌ
ｌ

地域づくり諮演会と担しヽ手盤成講座の様子
実際に支え合い担い手に
なつてくれる人が、こん
なにいる。平日村もおて
たもんしゃないね !!

騨

担い手になつてくれる人を見つける

『支え合い担い手登成語座の開催』

★第 1口 2月 2日「動けてと言える地域を目指して」
(誘師 :福島大学 鋪本典夫教授 )

※気軽に支えて欲しいと言える人間関係を作ることが大事

関西は、さみしい 。話したい⇒行きますメ〕`⇒お願いします

東北は、さみししヽ・話 したい⇒行きますか⇒い0い0大文夫

★第2回 2月 22日「傾聴とコミュニケーション」
(講師 :針生ヶ丘病院 大森洋売氏)

※悩むのも人間関係、解決するのも人間関係。誰にでもてきる

助け含いは『傾蹄』。自分たちにも出来ると確認し合う。

★第3回 3月 7日「暮らしの中で『気づき』と『私にできること』」
(講師 :福島市社協 佐藤 めぐみ氏)

※実際の訪 Fo珂 活動を具体的に知る

取組の内容②



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

r生活支援体需1整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 茨城県

所属部署名

(所管部署名)
保健福祉部 長寿福祉課 地域ケア推進室

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員 2.中 間支援組織 3.市町村職員

4.生活支援コーディネーター

6.研修会は欠席

5,その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さし`

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1 准進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3

4.

現状分析や課題把握

都道府県としての基本方針と推進策の提示

5,推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

７

　

８

　

９

現状分析や課題把握の支援

県職員による訪間・助

相談窓回の設置

10.アドバイザーの派遣

11 トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雑形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局日支局等からの情報の展開

17.

18.

19.

20.

市町村職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備

―…30-―



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 栃木県

所属部署名

(所管部署名)
保健福祉部高齢対策課

研修会今加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

①.都道府県職員  2.中間支援組織  ③.市町村職員
4.生活支援コーディネーター ⑤.その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3現状分析や課題把握
4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6体制整備事業のロードマップ提示
7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪間口助言

9.相談窓日の設置

O.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15,現地視察の実施日調整

16.国 や地方厚生局日支局等からの情報の展開

O.市町村職員向け研修の実施

①.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備

-31-



平成29年度生活支援体制整備アドバイザー名癖
平成 29年度栃木県生活支援体制整備ア ドバイザー派遣事業実施要判

“
l

1 日 的

介護 予防・ 日常生活支援総合事業ガイ ドラインに基づき市町が設置する協議体・コーディ

ネーター業務の円汁な実施に向け、生活支援体制整備ア ドパイザー (以 下「ア ドハイザー」

という。)を派遣し、指導及び助言を行 うことにより、生活支援ヨーディネーターの資質の向

上に資することを目的とする。

2 実施主体

栃木県

3 事業内容

本事業は、実施を希望する市町にア ドバイザーを派遣することにてたり行うものとする。

(1)ア ドハイザーの要件

厚生労働省開催の生活支援ヨーディネーター指導者養成研修修 了者

(2)指導・助言内容

ア 生活支援コーディネーター及び協議体の設置・運営について

イ f再齢者の生活支援ニーズと生活支援サービスについて

ウ 高齢者に係る地域アセスメントの手法について
エ サービス開発の方法について

オ その他生活文援体制整怖に関すること

4 派遣実施の手続きについて

(1)ア ドハイザーの派遣を希望する市町は、「栃木県生活支援体制整備ア ドバイザー派遣申請

苔」 (様式第 1め を県に提出する。

(2)県 は (1)の申諦について必要と認める場合は、派遣するア ドハイザーを決定し、「栃木県生

活支援体制整備ア ドパイザー派遣依頼苦」 (様尋 、2号 )|こよリア ドバイザーに依頼すると

ともに、「栃木県生活支援体制整備ア ドハイザー派遣決定通知書」 (様式第 3駒 により市町

に通知する。

① ア ドバイザーの派遣を受けた市町は、速や力ヽ こ助言の実績について「栃木県生活支援体脩」

整備ア ドバイザー派遣実績報告書J(様式第■号)を県に提出する。

5 費用の魚担
ア ドバイザーの派遣に関する負

I用のうち、報償費及び旅奥
!は予算の範囲内で県が負担する。

6 その他

会場は、派遣先の市町の会議室等を利用するものとし、派遣 日時は派遣 され るア ドバイザ

ー と調整の上、決定するものとする。

‥
―
・
∞
］
・Ｉ
Ｉ

活動地域

県北 (北部 )

県北 (北部 )

県北 (南部 )

県北 (北部 )

県西

県西

県西

県西

県東

県央

県央

県南

県南

県南

那須町

那須塩原市

高根沢町

大田原市

鹿沼市

鹿濯市

日光市

日光市

宇都宮市

宇都宮市

宇都宮市

小山市

栃木市

佐野市

所 属 等

ゆつくリサロン理事長

ゆいの里代表

グループたすけあいエプロン事務局長

大田原市在宅介護支援センター

デイサービスセンター無量荘施設長

栃木県高齢者小規模ケアネットワーク会長

養護老人ホーム 晃明荘

栃木県移送サービス連絡協議会副会長

社会福祉法人とちぎYMCA福社会 総主事

栃木県社会福祉協議会

福祉部長兼地域福祉・ボランティア課長

よこかわ地域包括支援センター

ワーカーズ・コレクティブたすけあい大地理事長

とちぎ市民活動推進センター

特定非営利活動法人まごの手

氏  名

荒木 純子

飯島 慈子

菅野 忠雄

丹野 香結里

青田 賢之

石綱 秀行

池田 正典

小林 秦進

塩澤 連俊

斎藤 禎

佐藤 亜紀子

中手 淳子

中村 絹江

装田 裕美子

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14



Ｉ
Ｉ
・
∞
∞
Ｉ
Ｉ

所 属 等

ゆつくリサロン理事長

ヮーカーズ・コレクティブたすけあい大地理事長

大日原市在宅介護支援センター

社会福祉法人とちぎYMCA福社会 総主事

侍定非営利活動法人まごの手

砺木県移送サービス連絡協議会会長

,メループホーム無量産ホーム長

ゆいの里代表

栃木県高齢者小規模ケアネットワーク会長

とちぎ市民活動推進センター

グループたすけあいエプロン事務局長

栃木県社会福祉協議会

福祉部長兼地域福祉 ボランティア課長

養護を入ホーム 晃明荘

よこかわ地域包括支援センター

氏  名

荒木 純子

中手 淳子

丹野 香結里

塩澤 達俊

蓑田 裕美子

小林 泰進

青田 賢之

飯島 恵手

石網 秀行

中村 絹江

菅野 忠雄

齋藤 禎

池田 正典

佐藤 重紀子

推盛口体名

きわやか福祉財団北関東ブロック

とちぎケアマネージャー協会

とちぎ地域福祉ネット

栃木県移送サービス連絡協議会

栃木県高齢者小規模ケアネット
ワーク

砺木県社会福祉協議会

栃木県社会福祉士会

栃木県地域包括在宅介護支援セ

ンター協議会

講師

`lo

12

平成20年度栃木県生活支援コーディネーター養成研修プログラム

平成29年度生活支援コーディネーター養成研停 講師一覧(H29125・ 6)

※順不同、推薦団体五十音順

第1日目 平成29年 12月 5日 (火 ):果庁東館4階講堂
講師・説明者

高齢対策課

高齢対策課

斎 藤
(中 手 )

昼休憩

青 日
(飯 島 )

休憩

塩 澤

(菅野 小林 )

日目 平成20年 12月 6日 (水 )

語師 説明者

蚕 日

(石組、中村 )

昼休憩

池 口

(荒 木 )

休憩

佐 藤
(塩 浮 )

高齢対策課

内容及び目A(,・ねらい

B爵会挨拶

オリエンテーション、講師紹介

⑦「生,舌支援コーデイネ ター及び協議体」とは
今後の介護保険をとりまく状況
介護保険制度における生活支援の状況と課題

9

け

③高齢者の生活支援ニーズと生活支援サービスについて
・高齢者の生活支援ニーズ
・発連する道具と生活支援サービス
高齢者の生活支援サービス活用上の課題と支援の方法

0高齢看に係る地壇アtスメントの手法につt
地域アセスメントの意義
地埼lアセスメントの方法

地域アセスメントの留意点

<演習>

寛疑応答

内容及び目的ねらい

9サービス開発の万法について
サービス開発の意転
・サービス開発の仕組みづくり
サービス開発のプロセスと方法
サービス開発の留意点

く演習>

0生活支援コーデイネーターの視点て行うべ
=ア
セスメントと更桜と槻点

・生活支援コーディネーターの根汽
・生活支,暴コーディネーターの役割
・生活支援コーデイネーターの視点でイ子うアセスメント
・生活支援サービスを推進・開発する上での生活支援コーディネーターの視点

く演 '習 >

⑫生活貢,離コーテイネーターとしての日繰 課題について

く演習>

閉会挨拶

項 目

政
明
行
説

語義

講義

華
習
講
演

項 自

義
習
講
演

禁
習
語
演

演習

時間

5分

5′フ〕`

30分

90分

60分

30分

iO分

120分

Oヽ分

時間

120分

60分

120う

'

iO分

45分

5分



平成 29年度栃木県
生活支援体制整備セミナー

平成 29年 度栃木 県生活支援 コー デ ィネー ター養成研修 の実施結 果 について

開催 日時

第 1日 日:平 成 29年 12月 5日 (火 )10時 00分 ～ 16時 00分

第 2日 日 :平成 29年 12月 6日 (水 )10H寺 00分 ～ 16時 00分

2 場  所   県庁東鱗 4階  講七

3 出席者   第 I日 日 115名 、第 2日 日115名

服翻真治氏講演倹造

ズ糸ヅレプ
~ィ
ス鈎ッ杉園ン
森置

国 題 帝螺 体制整備事業を活かした支え合いの

地域づくり」

4

(1)

(2)

講師 服部真治 氏

一般財口法人 医療経済研修。社会保険福祉協会
医療経済研究機構研究部研究員兼研究総務部次長

パネルデイスカッション
「安心して暮らせる支え合いのある地域を目指してJ

結 果
あいさつ 小川高齢対策課長
研修会内容

テキスト及びパワーポイントを使用し講義・演習を実施した。

〔第1日 目〕

①「生活支援コーディネーター及び協議体とは」

高齢対策課地域支援担当 課長補佐(CL)杉 山 庄吾
②「生活支援コーディネーターと協議体に期待される機能と役割」

栃木妹社会福祉協議会推薦 齋藤 ネ貞氏
③「高齢者の生活支援ニーズと生活支援サービスについて」

オ,ュ 木県蔚齢者小規模クアクットワーク推薦 寺田 質之 氏
④「高齢者に係る地域アセスメントの手法について」

とちぎ地域福祉ネット推薦 塩澤 達俊 氏
〔第2日 目〕

⑤「サービス開発の方法について」

とちぎ地域福祉ネット推薦 蓑日 裕美子 氏
⑤「生活支援コーディネーターの視点て行うべきアセスメントと支援の視点」

|力

‐
木県社会福社会推薦 池田 正典 氏

②「生活支援コーディネーターとしての目標・課題について」

栃木県地域包括在宅介護支援センター協議会推澪 佐藤 亜紀子 氏
配布資料

テキスト、アンケート

―
―

∞
ト

ー
ー

閥

園

コーディネーター<菅野 患雄 氏>
栃木県生活支援体制整備アドバイザー

非営利活動法人 グループたすけあいエプロン事務局長

助書者<服部真治氏>

パネリスト
上野異司氏

永森英明氏

井上永子氏
隅谷サヨ子氏

コンセーレ(栃木果青年会館)
2Fアイリスホール
宇毎富市駒生1-1-6
TEL 023-624-1417

日光市高齢福祉課主杢
大田原市社会福祉協議会

本所長素地域支援係長
下野市第一層生活支援コーディネーター

下野市第一層生活支援コーディネーター

閣 平成30年 2月 8日 (木 )
題園園日午後±30

8題題日午後1:00

爾 100名

(3)

5 アンケート結 果
・初任 、現任 に分 けての研 修 の実施→ 平成 30年 度 に向けて検 討予定

協議体構 成長など研 修受 講者 の習熱度 合いにバラツキがあつた。→対象をやカヅキュラム

(初 心を 向けの総論や 具体的な事例などSC向 けの演習など)イこついて
'寺

関数を含 めて具体

的 に検 討 予定【主催】 栃ホ県



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 埼玉県

所属部署名

(所管部署名)

福祉部地域包括ケア課

研修会今加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

府県職員 Qづ津間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター

6.研修会は欠席

5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み金てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提農ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築こ運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁ぬ連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価 H改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

回.都道府県職員による訪間・助言

団.相談窓日の設置
□・アドバイザーの派遣
11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

□ .現地視察の実施
ヨ調整

16.国や地方厚生局日支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

□ .モデル事業・補助事業等の実施

図 .事例集・手引き等の整備

―-35-―



。各事業の企画・立案

・ 可能な限り現地に同行、参加

。毎月の幸限告書のとりまとめ

・ 委託先や市町村に対し、適宜アⅣ イヾス

事業を進めるうえでの役割

・ 委託先 (専門家〕との、事業の進め方のベクト
'姶
わせ

・ 関係団体との協力体制構築

・ 委託先―腿 市町村への支援・助言時に同席

・ 生活支援コーディネーターとの関係構築のため、研修後の懇親会を

企画                      …等

63南町剌本の実態1響pし瑚 雷
留意した点

O他 市町村の状況
・生活支援コーディネーター配置状況、協議体 (構成員)の状況
・住民主体サービスや支え合い活動の実施状況

○ 生活支援コーデイネーターの取組
・協議体メンパーや第1層・第2層など関係者同士の連携の仕方 (強化・円滑化)

・協議体を円滑に進めていく上での悩みや課題

・住民との関わりの中での悩み

○ 講師の調整

・フォーラムや講座の講師の紹介。派遣依頼

・自ら講師として対応 (住民向け説明会、SC勉強会、協議体 )

市町村からの主な相談内容 (H29年度 )

―-36-―



概  要

平成 29年度実施状況

○ 公益財団法人さわやか福祉財団、埼玉県社会福祉協議会、埼玉県の3者共催で実施。
○ 実際に現場で活動する方から直接話を伺い、各市町村で支え合い活動の創出・充実を図る。
○ 平成 29年度は、3日程を設定し、それ詢 特徴の異なる3か所の活動の視察を実施。

。公民館でのサロン活動。支え合い活動 (富士見市)
・団地内での多世代交流・支え合い活動 (狭山市)
・空き家を利用したサロン。有償サ…ビス (日高市 )

。通いの場と生活支援サービスの拠点 (羽生市 )
・町立の介護予防施設 (吉見町)
・空き家を利用した多世代サロン活動 (川島町)

。団地内で在宅医療機関と連携した生活支援サービス (幸手市)
・遺贈された一軒家を活用したサロン。通所 B型 (草加市 )
。非会員制での有償ボランテイアサービス (川口市 )

全市町村における生活支援体制整備の促進

,生活支援]―ディネー

ターの不目言炎イ隻としてア
ドバイザとを派這
I住民啓発のための
フォーラムを開催

平成 29年度モカ レ市町村 (新座市、川島町 )
生活支援コーディネーター、協議体を中心に、アⅣ(イザーと連携

:一定程度専FE的な甕戒研修の開催(座学、実習)

ニーズと地域資源の把握 調査・訪闘

生活支援の担い手の発掘

手ヽ養成

フォーラム開催 (2回 1回目3月末まで)
‐出前講座  (3回以上 1回自7月末まで)

・サロン立ち上ιヂ,地域活動を行製 点の整備
*整備費 (備品購入費、改修費等)
*活動周矢B費用(イベント、広報経費)
*家賃、光熱水費等 (初年度のみ)

祉法人

NPO

企業

ボラン
テイア

協同
組合

民間
担い手養成研修
(ボランティア)
.渚動立ち上げ
や拠点整備

,連絡会議開催
(地域包括支援セン
ターとの連携)

―-37-―



① モi力♭市町の取組事例
1市町村と市町村社協との連携体制づくり
2既存の地縁組織との連携方法
3担い手確保につなげるためのイベント実施方法
4 ボランテイア養成プログラムイラJ
5活動団体の立ち上げ支援、既存団体とのマッチング
○ 市町村の役割
1 目指す地域像を示す
2生活支援コーディネーターの配置、協議体の立ち上げ・運営
3住民主体による活動の支援
4担当課内や庁内関係課との連携
○ 生活支援コーデイネーターの役害u
l各種団体との協働
2地域住民との対話
3 資源の見える化、見せる化
4住 民活動の組織化支援
5住 民座談会の開催 など

―-38-―



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 千葉県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部高齢者福祉課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

① 都道府県職員 ④ 中間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料(A4で上限 10枚程

度)を併せてご提避1ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築・運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8,都道府県職員による訪問・助言

9,相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

廷)現地視察の実施ヨ調整

16.国や地方厚生局 J支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

C)生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施
饉》生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業,補助事業等の実施

22.事例集 B手引き等の整備

―-39-―



3 プロ ム

―
―
卜
〇
―
―

(千葉県委託事業 )

平成29年度
千葉県生活支援コーディネーター養成研修

開 催 要 項

講  師

淑徳大学 総合福祉学部
山下 興一郎 氏

千葉県社会福祉協議会

日本社会事業大学

社会福祉学部

准教授 菱沼 幹男 氏

日本社会事業大学

社会福祉学部

准教授 菱沼 幹男 氏

講   師

千葉県社会福祉協議会

千葉県高齢者福祉課

【講師】

淑徳大学 総合福祉学部
准教授 山下 興一郎 氏
【活動発表者】

支え合い・助け合い活動実践者

1回 白井市社会福祉協議会
2回 柏市社会福祉協議会
【コーディネーター】

淑徳大学 総合福祉学部
准教授 山下 興一郎 氏

l修
【報告者】

【講義・演習】

「高齢者に係る地域アセスメントの手法に

ついて」

昼食・休憩

【議義・演習】

「サービス開発の方法について」

【質疑 。まとめ】

質疑応答及び研修全体の振り返り

閉会

【講義・演習】

「高齢者の生活支援ニーズと生活支援サー

ビスについて」

【実践報告】

「生活支援コーディネーターと協議体運営

の実際」

【質疑・まとめ】

質疑応答及び 1日 目の振り返り

科   目

オリエンテーション

科   目

開会・オリエンテーション

【行政説明】

「介護保険制度について」

【講義・演習】

「生活支援コーディネーターと協議体に期

待される機能と役割」

10:00～

10:OS

10:05～

12:00

12:00～

18:00

13:00 -

15:00

15:10 -

16:10

16:10～

16:20

14:50～

15:50

16:00 ～

16:30

問時

16:30～

17:00

時  間
13:00 ～

13:10

13:10～

13:40

13:40～

14:40 目 的
国は団塊の世代が75歳以上となる2025年に向け、重度の要介護状態となつても
住みなれた日常生活圏域で自分らしく暮らし続けられるよう、医療・介護・予防・住ま

い。生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」の構築を推進しています。

地域包括ケアシステム推進の一環として、市町村は地域支援事業の中で生活支援体制

整備事業に取り組み、多様な生活支援・介護予防サービスが利用可能な地域づくりを行

うことになっています。その地域づくりの中心を担うのが「生活支援コーディネーター」

であり、市町村を医域とする第 1層及び中学校を医域とする第 2層に配置する人材には

適切な技術と知識の習得が求められています。

本研修は、市町村が生活支援コーディネーターの適正配置を円滑にすすめられるよう、

これを養成することを目的として開催します。

2 主 催  千葉県

3 運 営  社会福祉法人千葉県社会福祉協議会

4  日

5 受講対象
①各市町村において生活支援コーディネーターとして配置、若しくは配置予定の方

② 2日 間とも受講できる方 (1日 目と2日 目を異なる研修回で受講することはできま

せんのでご留意ください)

6 受講定員  各会場 40名

千葉県社会福祉センター4階第 1会議室 (千葉市)

千葉県経営者会館403～ 406会議室 (千葉市)

貸会議室スカイルーム 大会議室 (柏市)

10月 6日 (金 )

10月 8日 (日 )

11月 13日 (月 )

11月 19日 (日 )

1日 目

2日 目

2日 目

1日 日

第 1回

第 2同

2

7 受講料   無料



―

占
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【会場案内図】

※駐車場の確保はできませんので、公共交通機関をご利用ください。

千葉都市モノレール「市役所前駅」から徒歩3分

9 申込方法
○各市町村担当課において参加者を取りまとめの上、次の期日までに所定の受講申込書

にて下記事務局まで郵送・ FAX・ 電子メール等でお申し込みください。

○会場収容人数の関係で受講定員は40人です。受付は原則として申込順とし、定員を
超えた時点で締切りとなります。参加できない場合のみ事務局からご連絡します。

なお、なるべく多くの自治体からの参加を優先させるため、参加者が単一の自治体に

偏らないよう調整する場合がありますので、あらかじめご了承下さい。

〇市町村職員については傍聴することも可能です。所定の傍聴申込書により第 1回 は

(別紙 2-1)で 、第 2回は (別紙 2-2)に てお申し込みください。
なお、研修受講者の参加を優先いたしますので、会場収容人数の関係上、傍聴をお断

りする場合がございますので、あらかじめご了承下さい。

10 その他
○昼食は各自でご用意ください。

02日 間のすべての科目を修了した方には県から「修了証書Jを交付します。
○修了証書は各市町村担当課へ郵送しますので、市町村担当課から受講者本人へ配布を

お願いします。

11 個人情報の保護について

本研修の受講申込を通じて取得した個人情報については、千葉県社会福祉協議会が

定める「個人情報に関する方針 (プライバシーポリシー)」 に基づき取り扱うこととし、

本研修の運営に関する業務以外の目的には使用しません。

12 問い合わせ先

事務局 :千葉県ボランティア・市民活動センター (担当 :牧内・佐野)

〒260駕508 千葉市中央区千葉港4-3
TEI´ 043‐ 204-6010/FAX043-204-6015
E一 ma i l : shakyo― vcOchibakenshakyo com

別紙 1-1

別紙 1-2

9月 25日 (月 )

11月 2日 (木 )

第 1回

第 2回

● 丸 井 櫛 虐 の ビ ル

JR 駅

4



7

8 「講義・ ム

30名

30集

30名

Qihall 13階 千葉市ビジネス支援センター会議室 1～ 3

柏市沼南社会福祉センター 3階会 ,議室 1～ 8

甲群り|1市市民会館 1階会議室

12月 10日 (H)

1月 20日 (■ )

1月 28日 (日 )

第 1回

第 2回

第 3回

(千葉県委託事業 )

平成29年度
千葉県生活支援コーディネーターフォローアップ研修

開 催 要 項

―
―

卜
〕

―
―

【講師】

日本社会事業大学 社会福祉学部

准教授 菱沼 幹男 氏

【ファシリテーター】

生活支援コーディネーター指導者

養成研修修了者

【講師】

日本社会事業大学 社会福祉学部
准教授 菱沼 幹男 氏

【進行】

千葉県社会福祉協議会

【講師】

日本社会事業大学 社会福祉学部
准教授 菱沼 幹男 氏

1国  佐倉市
人千代市

2回 柏市
白井市

3回 鶴り|1市

南房総市

【コーディネーター】

日本社会事業大学 社会福祉学部

准教授 菱沼 幹男 氏

【実践報告者】

第

第

休憩

【情報交換・グループ討議】

「生活支援ヨーディネーターの現状と課題について」

○事前アンケー トを基に、参加者問て成果や課題等を共

有する。

休憩

【質疑・まとめ】

質疑応答及び研修全体の振り返り

閉会

ド,将会・オ リエンテーション

【講義 ,演習】

「生活支援ヨーディネーターに求められる能力と役割に

つヤヽて」

【実践報告】

「生活支援ヨーディネーターの実践事例」

18:00

15:00

15:00

15:10

15110

16:10

16:10

16:20

10!00

10:10

1 目 的
現在、各市町村では地域包括ケアシステム推進の一環として、地域支援事業にお

ける生活支援体制整備に取り組み、多様な生活支援・介護予防サービスが利用可能

な地域づくりを行つておりますが、その地域づくりの中心を担う「生活支援コーデ

ィネーター」には、適切な技術と知識の習得が求められています。

本研修は、県内各地域において活動する生活支援コーディネーターを対象に、講

義・演習と協議体の視察をとおしてスキルアップを図ることを目的に開催します。

2主 催

千葉県

3運 営
社会福祉法人千葉県社会福祉協議会

4 受講対象
各市町村において配置され、実際に活動する生活支援コーディネーターで市町

村が推薦する者。

※「講義・演習」、「協議体視察」の2日 間を受講できる方を対象とします。

5 受講料
無料

6 研修の修了について
「講義・演習」、「協議体視察」を各 1回ずつ受講した方を修了者とします

(修了証は発行しません)。

※どちらのプログラムを先に受講していただいても構いません。



○「講義・演習」については市町村職員の傍聴が可能です (協議体の視察は傍聴不

可)。 別紙 2傍聴申込書によりお申し込みください。

※研修受講者の参加を優先いたしますので、会場収容人数の関係上、傍聴をお断

りする場合がありますので、あらかじめご了承ください。

12 昼食について
「講義・演習」は昼食休憲をはさみます。昼食は各自でご用意ください。

13 個人情報の保護について

本研修の受講申込を通じて取得したイ暦人情報については、千葉県社会福祉協議会

が定める「個人情報に関する方針 (プライバシーポツシー)」 に基づき取り扱うこ

ととし、本研修の運営に関する業務以外の目的には使用しません。

14 問い合わせ先

事務局 :千葉県ボランティア・市民活動センター (担当 :牧内・佐野)

〒2608508 千葉市中央区千葉港4-3
TEL043-204-6010//FAX043-204-6015
E― ma i l i shakyo― vcOchibakenshakyo com

―
―

ふ
∞

―
―

※視察箇所を増やす可能性がありますが、その際は都度ご案内をいたします。

10 事前アンケー ドについて

本研修を受講の際は、事前にアンケー トを提出していただきます。

アンケー ト様式については、受講決定した方に別途ご案内いたします。

11 申込方法
O各市町村担当課において参加者を取りまとめの上、希望する「講義・演習」の日

程または「協議体視察」の日程の申込メ研限のいずれか早い日までに別紙 1受講申

込書にて下記事務局まで郵送・FAX'電 子メール等でお申し込みください。
【「協議体視察」申込期限】

※受付は原則として申込順とし、定員を超え で締切りとなります。
「講義・演習」については、参加できない場合のみ概ね開催 1週間前までに事務局

からご連絡します。
「協議体視察」については、希望する日程の第 1～第 3希望までをお申し込みいた

だき、申込縮切後に事務局より視察いただく日程をご連絡します。

8名

33名

25名

8名

10名

13名

25名

14時 ～

16「手

13時 30分 ～

15H寺

13時 30分 ～

2時間程度

13時 30分 ～

15時

14時 ～

16H手

14Πキ～

2時 F口巧程度

13時 30分 ～

2時間程度

千代田 染井野ふれあいセンター
I階第 1会議室

白井市保健福祉センター

3階団体活動室

柏市介護予防センターいきいきプラザ

研修室

臼井公民館

ワ階集会室

白井市保健福祉センター

3階団体活動室

山武市役所車庫棟

第 6・ 7会議室

柏市介護予防センターいきいきプラザ

研修室

第 2層

第 2層

第 1層

第 2層

第 2層

第 1層

第 1層

佐倉市

白井市

柏i'

佐倉市

自井市

山武市

柏市

10月 20日 (金 )

11月 8日 (水 )

H月 10日 (金 )

11デ】17日 (金 )

12月 13日 (水 )

12月 14日 (本 )

2月 9日 (金 )

11月 10日 (金 )

12月 15日 (金 )

12月 22日 (金 )

千葉市

柏 市

鴨川市

第 1回

第 2回

第 3回

10月 9日 (月 )

10月 13日 (金 )

10月 13日 (金 )

10ナ120日 (金 )

H月 10日 (金 )

11月 10日 (金 )

1月 12日 (金 )

第 2層

第 2層

第 1層

第 2層

第 2層

第 1届

第 1卜1,

佐倉市

白井市

柿市

佐倉市

白井市

山武市

柏 市

10月 20日 (金 )

11プ]8日 (水 )

H月 10日 (金 )

11月 17日 (金 )

12月 13Eヨ (水 )

12月 14日 (本 )

2月 9日 (金 )



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 東京都

所属部署名

(所管部署名)
福祉保健局高齢社会対策部在宅支援課在宅支援担当

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

聾⊆星毎潔】E酬他(
研修会は欠席

3.市町村職員

学識経験者、アドバイザー等)4.

6.

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てに○

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料(A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価ヨ改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪間・助言

談窓回の設置

アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

C)住民向けセミナーやシンポジウムの実施
【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局B支局等からの情報の展開

市町村職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業B補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備

―-44-―



生活支援コーディネーター養成研修 鮮成27～29年度)

○目 的

O日 数

○実施時期

○受講人数

○対象者

O研修講師

O受講料

O研修内容

各区市町村の生活支援コーディネーター等に対し、活動に当たつての基本的

理念や具体的なサービスの開発手法等に関する知識及び技術の習得 。向上を

図る。

1コース (2日 間) × 2回

A 平成29年 7月 19・ 20日 、 B 平成29年 9月 20。 21日

合計 180名  (90名 ×2回 )

第 1層・第 2層の生活支援コーディネーター及び候補者、 区市町村職員等
(区市町村からの推薦により受講者を決定 )

※ 第1層の生活支援コーディネーター (候補者)、 区市町村職員の受講を優先する。

学識経験者、中央研修受講者、実践者、都職員、区市町村職員等

な し

介護保険制度の改正、生活支援]―ディネーター及び協議体の機能・役割、
高齢者の生活支援三―ズと生活支援サービス、多様なサービス開発のため
の具体的な手法、ネットワーク構築の手法、演習 等

※ 実施主体 :都  (公益財団法人東京都福祉保健財団に委託して実施 )

東京ホームタウンプロジェクト (平成29年度の事業概要)

基

ブ
°
Eツ
Ⅲ
■ ′アト fOkV◇・ HoM=「 OWtt PiOJξ CI

彙京本一とぅ′やアウンu
東京の強みである活発な企業活動、豊富な経験と知識を

持つた多くの人たちの力を活用し、地域包括ケアシステム
の構築に資する「地域貢献活動」を活性化

分_顧麹
理翻
魚景武

区市町れ等を対象としたセミナー 伴走支援

地域活動団体や新たな担い手を虻l域課題解決
のためにコーディネートする取組を支援

運営活動面からの支援 (「プロボノ」の活用〕

く例>● 情報発信基盤の強化
●資金調達力の強化
●業務改善 効率化
●事業単比略の策定

li■il ,F●   :■ ●
=―
⇔
ｉ
一帯
“一“一一

日常的な活酌の推進
地域の支援ニーズに対応したサービスを提供

運営基盤の強化

管 ;'ウェプサイト作成
営業資料イ乍チ,党
運営マニュアル作成
マーケティング基礎,隠査

→
0

―-45-―

3 Webサ イトによる情報発信

ビジネススキルや専門知識を活かしたボランティア活動である「ブ
ロボノJに より、地域貢献活動を展開している団体に対し、運営活動
面からの支援を提供

長期ブロジェク ト (3～ 6か月 )
・短期プロジェク ト (1日 )

2 新たな担い手・活勘の餌出に向けた支援
4 総括イベントの開催

企業人や元気な高齢者1こ対し、
広く地域貢献活動への参加のきつかけを提供攀

1 地域福祉固体の還営甚盤強化

東京ホームタウンプロジェク トの取組のうち、特に優れた事例を紹
介するなど、本事業の成果を発信地域福祉の担い手や新たな活動を創出するため、各地域において中間

支援を行う区市町村、社会福祉協議会、地域包括支援センター等の取組
を支援

セミナーの開催

伴走支援の実施 (個別相談 10地区、現地訪問支援5地区 僅塩ぁり〕)

>進捗状況をリア)レタイムに更新、課題解決のモデルケースを提示
>幅広い世代や多様な分野の人が興味を持てるコンテンツ

NPO法 人や元気な高齢者など多様な主体によ
報を発信

活動の質 量を拡充していくための運営基盤を橋築
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地増がつながる

居埒所づくり

|,II全 71

活Dを多拠点で

晨
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するための知恵
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住民同士の支え合い
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東京本一とbタウン大学

明治学院大学
白金 キヤン,■ス

,lⅢⅢ
―
確

♭
鰯解路路鷺

1 韓犠会 |

東 京ホーム ,ウ ンプロジェクト2017年 度総 括イベント

瑯 四
定員!5003(3コ |―クライン)

13:00‐ 17:00(開 場12100) 対争ナ

明治学眺大学白金キャンパス :銀害と鑑議黒を結耀:営響雹紹テ

主 催 :◆ 東 京悪日穏 紙 1果隠 局  協 力 :明治学隣大学

「いくつになつて0、 いとい音とこらせるまちを,く るJを合言素に、素るべき饉高い

■会に″。〕けて、人と人がつなどり、安心してこうせる鋭Hづくりを応盤する東京よ―ム

,ウ ンフロジエクトが、113限りの「大学Jを

'a強

じます。a十年窟は600人以上が未4

した本イヘント。今年
=も
、ユニークで活見な雄驚づくりに取り組む、増,内的20の

NPO地 通B休が互いの館働を共有します。実麟的 夷月
"を
知恵が条まり、

多韓な」会いよ生事れる場。あなたもlB臓 りの学生として、ぜ【|お 出かけください。

こ♂「そtisIど;EFギをと左iグ〈1'11''''〉

鸞

2.24戯

下:E小―ムベージにアクセスの上、本イペントのペーンからお中込みください。

9加申込方法 http:〃 hometOWn.metro.tokyo.jp′
東京 水―ムタウン

お問い合わせ1箸Υ論を呈蔀編基岳後思〒ユ:_£fX慢およ缶:密視子七_mtt tokyoo sg「 j cegrant or"

ll良91姦協 トークライブ

山崎 売 氏
studi e■ 代i

12限 口1地篤活動口体による分科会

131良目 1報 競 会 ピなたt● 争胸可建〕

TOKYO HOMETOWN Uド ＼ IVERSITY O'E卜 11
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーデイネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 神奈川県

所属部署名

(所管部署名)
横浜市 健康福祉局 高齢在宅支援課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

府県職員  2.中間支援組織 3.市町村職員

生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください |

く

　

　

―

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。※口を第表します。

【推進体制の構築口運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

現状分析や課題把握

道府県 (市町村)としての基本方針と推進策の提示

策の評価口改善

策① 市町村の進捗支援】

体制整備事業のロードマップ提示

都道府県 (市町村)職員による訪問・助言

相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

広報ツールの雛形の提示

住民向けセミナーやシンポジウムの実施

知恵や経験の共有】

誌の発行

15.現地視察の実施。調整

や地方厚生局日支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

モデル事業日補助事業等の実施

―-47-―



活支援体制整備事業

の手引き

平成 29年 4月 横浜市 健康福祉局

～ 目 次 ～

問縫写躙認錮理製との関席:‐‐‐‐‐‐‐‐ 1

酬 螂 鈴 セ
・ ・
i ii・ III‐ II::龍

|        (1)lE BJ支 1霞と慰嘘支l震の一体″」展開

魁磐繋臨 畜縮騰■IIII

樹二曇妻鵬 葉の目標の貫歳と

t】 1織獨雹餓路発サ丑頻普温競蓋にFo]j歳七函語にっし、てIIII● 11● IIII「 子!

問簿踊解線緑暴齢 訴鴨亀岳謀篭程銘地亀l香′ァ売ftt I I猾

酬脇 趨 綱 l菰 :::::

tヨキヨ三昭そ合ぞ重●I

酬盤垂糧2壱謡 ii■●‐●!■●●●■●II:増
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2地城づ｀くりの流れ

生活支援体制整備事業の目的を達成するための地域づくリイメージ国

[参考 :コ ーデイネーターの業務と能力の表 (R80～ )]

交流・居場所
生活支援

(3)本事難における関係機関の相関四

次の関係機醐 関図の 0～ 0岬 力 会議と併せて確認し韓 帆

見守り,

(なお、組織内連携は前述のとおりであるため、図では省略し、主に関係組織間の相関図を記しています。)

生活支援体制整備事業における関係機関相関図

ネットワークの構築
(コーデイネート・
つながり作り)

生活支援体制整偏事業の目的

地域との

関係づくり

的強が把握している情報や
課題などの把握・共有

地域の状況や活動を知る

専門職だけで1よ不足する情報を把握する

専門職朧 定したことを適宣修正する

協議の場をもち、具体的に企画立素する (協議体響〕

エーズの把握 (個別・地域〕

地域と専門職とで日指す地域像が一致

地域と信頼関縫 築き、ともに地域を作ってしく一員と認識される

地蛇 共に地域アセスメントを深める
。目指す姿に向けて、地勇た専門職が互いの役割を認識して取り組める

推進体制の構築

,CP内 で1ま所長以下 5職種運携
・区社協では、事務局長以下の第 1層 Co、 地区担当、事業担当の運携
・区役所で1よ、庁内体制を構築

活動・サービスの創出・継続・発履
場所 備品確tR II 広報の支援  ■

1揮い手確保 育成 1専 門的跡 ―卜 |

資金確保

課題解決に向けた支援

専門臓としての
―
援方針の決定

|これまでのCP等関係機関と地域との関係をふ |―
 まえる                      |
CP等関係機関から堆域への働きかけの方向性 F

! を賄 する                 |

―包括等と連携して、高齢者の生活三▼ズ等  
― ・これまでl巴握してし唸かつた社会資源等の把握・

|の把握・分析               分析

CP、 区社協、区、及び関係機関が既に把握しているものの把握・

地域情報(基礎情報
。社会資源)の把握 (I)イ

専門職による地域アセスメント・分析

横浜市社会種祉協議会

【役割】
事業 ,筐進に係る健康福祉局と

の協議

市内の取子且状況の把握

生活支援 Coの総合的な支援
(第 1店生活支援 Co連絡会
の開催、研修の実施、第 1層

生活支援 Co第 2層生活支
ltt Co FE弓 の連携に係る調整

等)

市社協内言[の連携 調整

市 燃区域 (第 1日 )
:

区役所(高齢・障害支援課)

【役割】
区目標の設定

区域における協議体等の連携 協議の

場の開催 (原則、区社協との共催 )

区内の第 1層生活支援 Cつ 及び第 2

届生活支援 Coへの総合的な支援
区内の取組状況全体の進捗管理 評

価

区内関係音,署 との連携 調整 (区 レ

ヘ,レ生活支援体制整備推

進会議の開催等 )

協議

評価

進捗管理

謝‥

総合的

評価

進捗管理

調整

支援

0
総合的離

拗

鰤難

健康福祉局

高齢在宅支援課

【役割】
事業推進方針の策定

区、生活支援 Co等への総合
的な支援 (市レヘ,レ生活支援

体制整備推進会議の開催、研

修の実施等 )

事業全体の進

"管
理 i平イ面

(必要に応じて)市域全体の
課題解決に向けた取組

市内関係台,署との連携 調整

(市社協との協議等を含む)

国、県との連携 調整

【役餌】

(区御所と協力して)区目標の設定
目標に向けた取組

(区イ寓所と協力して)区 1現における協
議体等の連携 協議の場のF■弓催 (原

貝J、 区役所との難 )

第 2層生活支援Coでは対応力域桂しい支
援ニーズや広域での夕寸応が効果的なニー

ズヘの対応

第2層生活支援 Coの状況把握 総合
的支援 (区生活支援 Co連絡会の開
l樫、研修の実施等)
区社斜 言祉協議会内の連携

調整 (地区すB当との連携等)

趨

支援

▲〉「
離勅

各区社会福祉協簡会

第 ■層生活支撮 Co

地域ケアフ七サ及び穣 包括

第 2旧生活支張Co賤

【役割】
担当国域での自標の設定

目標に向けた取組

担当 I聾
"■

における、協議体等の

連携 協議の場の開催

地域ケアプラザ内の連携 調整

(51就種連携会議等)

日常生活田域 (第 2層〕

0

進捗管理

評価

総合的

支援

ム 区(包括 )カンフアレシス 地域ケア会議
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活動事擁集

: ]―ディネーター
ユ層生活支援

綴
社会橘祉法人 績ユ兵市社会福祉協阻全

ぶ マ Aマ 基 ▼ ぶ マ ぶ マ 療 ▼

―

持

この冊子は共同肇金配分金モイ■成されました 141

一
‐
‐
―
‐―
―
　
　
‐―
‐
―
―
―
―
―

事B鼠0帝粛にあたつて 金 区内0こ但登
"

西区 i役割 業務を見える化する !

旭EI地 X勇 :テくりにFo]けて一致団結

都筑区 :情報も日慄も一つに !

打a事例について

徊 沖 層電OH籠期

協見区 :坂の多いようでもあきらめない !地既て作る地域のお店

神奈川区 :「地壇のことは俺たちでlЩ

港商区 :ド肇支援高齢者の夢
'1ラ

〔ます !ブE フヽエクト☆

全沢区 :想いをカタチに 1巨もけあいうょt∬う団体の結成に向かつて !

緑区 :区社協はCPの応援団 I

戸塚区 :こども食堂は金の

'D栄区 :① あ① たちIEしよう② んづくり

③ I

９

・１

・３

‐５

，

・９

２．

２ａ

中区 ;区Hl``議体を活用しオ、家事支援にESするアセスメント

腱子区 :認如症サボーター活隠げ′仕組jくり !

着茶区 :これからも2層 C。 と共に 1

泉区 :高購 f′タト出を,,んなてお助け!
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1どIl境活動交′声しコーティユーター (11」戯交流 Co)

生活支拶コーディネーター (生活支援Co)

第1層生活支脚 ―ディネーター (1層 Co】

生活支懐体制整備事業(体1,l饉篤B要 )



取組の内容

□ 何拗 り支l目 をJイ製 とする日入髭 δ哀炭を競 としてl了われる11目別支張 J

取ヤロのきつかけ
□  各 CPの「働Bl支蝦Jに対する支鰻、「lШ壇支観Jに対する支観の】aElt

その中で工電支猥に取り組》ながら生活菫攘Coの購B配a」こ″Hすること

(平膚お 強 0●― >
口,腕
編
"犠1,い
'お脅構 RI平おお年1,‐0月

●朗 ,臆t節(4か財)●付加 ,
1,1“
「

今後に向けて

取組の内容

取組のきつかけ

■嶽るかなr帝けといは所にしよりi

今後に向けて

鍬燃 魅:

i,を身貯
`.ヤ
を,I

～組4説内 外に生活支援 Coを理鳳専してもらうために‐′

業務を見える化する:

′議 弄ニテう、

輝ユ鷲簾舟
|

!プロジェクト☆ ・，
一　
一

一ｉ
■

一
・
≡

一

仕事て?o禁位■イサ 象̈ をⅢ買い本F■霞0コ
"η

雪0剰嬢 オ全

く,1も ,日,こツても要し,.蒔膀だ,テ..着ぃ介醸 員にもこ●感ゆをユ1、 1)ヽ

モF)ら ,■て、べ瘍め彗級 ф妊も 有効」額國望羹Cました。
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～生活支援ポラ坊常ア活動の立ち上 lデのい う は～

康 睡華一:華轟題_F‐ ittI「
取F日のきつかけ

O ECoや 地域蛉れCo醐 聴見り の併力ll下ありまし
'.

取組の内容

括蟄
=与
■lアめ_

ぃ ぅ r奮

P,9鋳

【案】

1芭l黛の専,ユ喘という強,,を生かしながら 横浜市の生活支援体翻整備事輩コ)目標である「高齢者一人帆 りが

横浜市■会福祉協議会 (以下、市社協)は 17の地報ケ死カヴlH29年 12月現在)を重営しており 1フ

【ぢ力,筈J理領】

rrr―

ψ  XttCoの 思い

社会福祉法人 績浜市社会福祉協協食

2層生活宝盈』―デイネーター連構金

―-52-―



はじめに

1群
I!Ⅲ 硝麟連続

1奪ma● 芝 1住民主悴め地:電づくりの催造棒,lめれ紫

|'■

“
G'い 社金資覇の田拓

②「おもいJを「カタテJに変えていく～マンシ]ン内で,んなが気軽に集える場を1～

.9聾 4,多 H■と0ネ )ヽ卜,―ク構築
目指せ !民間事業所と取リイ且む地Httl漏～共にwn‐ winの関係～

l cBぃよi4HァセスメントのあれE■

事傷分野

事例 411要

①

事例タイト,う

0グルーフつ―クで社会資源と課題を共有

‐１

■

姥

・２

‐３

樋

　

４．●書資料

おわりに

|く この冊子では 次の同語についてよ()内の表′丁、とします

匡■全福?止
`を

議会 (匡牡F,)

l口域遇動交流コーディネーター (雌 れ い )
生活支援コーディネーター (生′苔支 ltt Co)

■ 1層生活支 I霞 コーティネーター (1層 Co)

生活支颯体1,整 ,:事実(体制 '望偏ヨ学 )

3社会東源の開拓⑥

|

韓一拶

～取り組みの様子～

争

の醐き,想い 他の連絡

モξ事こ数 呻が   m
i翻 亀2%脚 硼 よ

買い物について考える会

,t!!|

■
 14ェ !|

一一一一一“
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第 1車 地朗語醸 サービスリスト0目的・趨騒

生活支援体制整備事業

地域活動・サービス
データベー

のマニユアル

平成 29年 11月  横浜市 健康福祉局

事務局  桟浜市 健康福佃ヨ 高齢健康福祉白J高齢在宅支援誤

3と― ―
いⅢμ日衛,も0(縮 Brl'

霧

‐qレ
 te,す ぃ II"と,,

毯
診

田熙オる)

たっては                             葛齢者の生名生:茜を取り讐く各国

'壌

0奮を共有す在 とJこ要だからです。引コのシステムも 出来る熙弾
できるような項目にしました (辞組は 別価「あ

一-54-―



i呉ど

“

塗行動(7里七丞)|

ir.ゴ4■if
i甲担す状態像(7ワⅢ空4)と
}

}
とヽイ■■,ぃ、'`・…Ⅲ・・ ,,と

1青報量

事室のa日 (,2〕 に合うものであれば 実施主体はFoiわない (

手魚0亀目に働 も0そう

“

ば 中            (例

えよ
=1日
でも国霊′J交流の機会と促えられるな

●田専珂職としての建 裁`支漿方ξir′ ,決定

t昌鬱監津籐暑擦が
1雪

““=目
も事兵F逆さいこ岳目採に向かって動ける体制づくり
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に閣する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展 F,F見をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 神奈川県

所属部署名

(所管部署名)
横須賀市役所福祉部高齢福祉課

研修会今加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員  2.中 間支援組織  ③ .市町村職員

4.生活支援コーディネーター 5,その他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち苺研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

②.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価E改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪間・助言

9.相談窓日の設置

10アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

⑬.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15現地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19,生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備
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取り組み紹介シート別紙 (横須賀市 )

【推進体制の構築・運営】

2庁 内連携の強化

〔内容 ]

● 庁肉連携を図るため、定期的に庁内関係課長を構成員とする第 1層協議体 (庁内)を開

催している。参加者は、第 1層協議体 (庁外)に参加している構成員に関係した、市民生

活課・地域コミユニテイ支援課・地域医療推進課・健康づくり課・生涯現役推進担当課長・

生涯学習課・福祉総務課・介護保険課・高齢福祉課の課長。

ヨ:た庁内関係課、地域包括、第 1層協議体構成員を対象とした勉強会を開催した。

[成果 ]

● 関係部署と定期的に会議を持つことで、庁内各部署の総合事業と生活支援体制整備事

業への理解が深まつたことで、協力体制がとりやすくなつた。

【推進策② 住民等への普及啓発】

13住民向けセミナーやシンポジウムの実施

〔内容」

● 基調講演、実践報告、グループワークをプログラムとしたセミナーを開催。
[成果]

● 市民への普及啓発だけでなく、第2層協議体独自で同様の企画が検討されるなど、住民
主体による活動に繁がっている。



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの F汗民発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～』

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 神奈川県

所属部署名

(所管部署名)
秦野市高齢介護課

研修会今加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員  2.中 間支援組織  ③ .市町村職員

4.生活支援コーディネーター  5。 その他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を傍せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち～研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

②.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

③.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問・助言

9,相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 宍日恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施“調整

16.国や地方厚生局と支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業a補助事業等の実施

22.事り1集・手引き等の整備
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生活支援体制整備事業の取り組み (神奈川県秦野市)

1 設置状況
第 1層  協議体研究会   平成 27年 4月

協議体      平成 29年 2月 設置
コーディネーター 平成 28年 4月 設置 市職員

第 2層 協議体      平成 28年 ■月 市内 1地区に設置
コーディネーター 平成 30年度設置予定 (7地区の包括に委託)

2 ″F兄状分析や課題把握の取り組み
協議体研究会の開催

参加者 :市社協・包括・地域で活動している方や興味のある方など

開催頻度 :月 1回

内容 !協議体の検討、課題の抽出、先進事例の講演会実施など

28年 9月 から、課題解決検討作業を行うコアメンバー会議に移行

3 庁内連携の強化
(1)協議体研究会に立地適正化計画を策定する都市政策課が参加

(2)移動困難者支援の取り組みで公共交通推進課と協力

コミュニティバスなど公共交通の周知

地域支えあい型認定 ドライバー研修への協力

移動困難地区と交通事業者との調整

(3)高齢者を取り巻く課題について関係課に照会

抽出された課題

①安否確認・ダA独死対応 → 生活福祉課、水道局
②救急対応 → 消防
③空き家・空き店舗対策

→生活福祉誤、くらし安全課、都市政策課、企画課

市民活動支援課、市民相談人権課、建築住宅課、開発建築指導課

④ごみ→生活福祉課、環境資源対策課

⑤外出支援 → 生活福祉課、公共交通推進課、くらし安全課
⑥就労対策 → 産業政策課
⑦権利擁護 → 障害福祉課、生活福社課、地域福祉課
⑥まちづくり → 都市政策課、建築住宅課、公共交通推進課 など
今後優先順位を決め、庁内連携会議を開催 していく予定



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーデイネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 神奈川県葉山町

所属部署名

(所管部署名)
福祉課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員  2.中間支援組織 町村職員

4.生活支援ヨーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

体制の構築日運営】

進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価B改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問・助言

9.相談窓口の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20,市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備
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①求められる地域像についてグループワーク

【`′成29年度】

第 1回 :1

①ⅢT成 28年度に実施したグルーブワークのl既要説明

②町内8か所の第 21イl閣域設定 (案)を提示し、意見を求めた。

第2回目 (予定)

①平成29年度に実施した、第2層モデル地域での活動内容についての報告、意うと

協議体で決定した事項

①第2層協議体として町内を8閣域に設定すること。

②第2層生活支援コーデォネーターとして社会福祉協議会へ委託すること。

(2)第 2層生活文授コーディネーター、脇談体

平成 30年度に第 2層生活支援協議体、生活支援コーデイネーターを設置予定。
・生1缶支援コーデイネーター・・・社会福祉協議会職 li 4名 ・

協議体   町内 8圏域で設置 予定。

ただし、平成 30年度はモデル地 lン として 3地区を選定 し、平成 29

年度より3地 |え との協議を開始 した。

協議体の活動実絞

①堀内地区  '・ 平成 29年 10チ」13H ″lk談会を開催
・地域包括ケアについて (地域福祉推進プランより)

・介護保険制度改定に伴 う協議体について

・堀内地 Xの地域福祉活動について

堀内地区の現状について (グループワーク)

② ド山11地 lメ  平成 29年 11ナ]111

ド山II町 内会役,t会で生活支援協法体を説明

③長柄地区 (長柄田T内会 ,長柄下町内会)

・・ 平成 29年 1よ 月 8H

愛柄地区 (歩く柄 ド 受 l凸 町`内会地 lメ )イ ットワーク会議で

生活支援協議体の題 旨を説明

④令地 lメ 対象の研修会 ,  平成 29年 12)」 21日

さわやか福祉財団による「地域の文え合い研修会」

生活文援体制整備事業の推進に向けた取 り和1み資料

｀F成 30年 2月 7H

葉山町福祉課

推進主体のネットワーク化

1 これまでの奥 III町の取 り珀とみ

(1)第 1層生活支援ヨーデイネーター、協議体
｀r成 28年 10チ〕第 1'゛生活文援協議体、生活支援 y― ディネーターを設置。

生活支援コーディネーター・・・町役場職員 (行政職員)2名

協議体   (構 成員)① 小地域れi祉活動推進連絡会歩 ,t

②インフォーマル会議参加団体職よと

③民生委員・児童委員

④シルバー人材センター職よと

⑥介護保険事業所賊 jt

⑥地域包括支援センター♯ましJ

⑦某山町地域包括文援センター職じと

①葉山町住民福祉センター職員

◎老人クラグ

協議体の活動実績 平成 28年度    3日 脇談体を開催

さわやか福祉財回のテキス トを参考に、地域での課題に

ついて参加者で協議 した。

｀F戒 29年度   ・ 2μ可協議体を開催 予定

l μl‖ は今年度の方F]性の説明,(5'1に 開催済み)

2,111は 今年度の実憲i報告の 予定。 (3チ 1開催 予定)

・協議体で議論 した内容

【平成28年度】

第 l lll H

O生活支援・介護予防体制整備事業についての説明

②葉
`角

町の高齢化窄等の状況について

③各地域での地域∵`f源、地域での課逝についてグループワーク

第2口 H

①地域でのつながり、担い手確保に対する課題と解決策についてグループワーク

2
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3 ネットワークについて
(1)第 1層 。第2層生活支援コーデイネーター、協議体設置

【背景担

地域福祉活動計歳l策定において、行政と社会福祉協議会が協働で事業に取り組んだ。

→・住民lll体へのとアリング、グルーブワークを行政と社会福祉協議会が協働で行い,

地域課題を把握した。

(そ の過程で、住民箇体から行政との服斑l感がある、あるいは行政と社会福祉協議会

の役割 (違い)が分から|ないとの意見をいただいた。)

・地域づくりによる介護予防事業として、住民と体の貯筋運動を町内9か所で実施するこ

とで、行政と住民団体との開わりが深まつた。

【結論J

・行政から社会福社協議会への全面委託では、行政と住民との距離が違ぐなり、また興の

地球包挿ケアを行うことが出来ないとの判断の)と、行政と社会福祉協議会が
‐体とな

って本事業に取り率巳むこととした。

■第 1層|は奮√内全域なのて'、 行政瑠涙が生活支援コーデォネーターになり、

第2府は各地域でのこれまであ実績を生かす意味で社会福祉協議会が生活支援コー

ディ赤―ターとなった。

(実納】

・十と民と体の常設サロン (‐般介護予【メJ事業〉の開設を行った。

来年度、通所赳サービス Bと 訪聞1型サービスDを立ち上げ、行寡から住民国体^の
支

援を強化することで、多様なサービスの構築を卜1指すこととなった。

(2)ネ ットワーク化の課題

行政と社会柄社陽議会が ‐体となつて住民 (第 21霞協議体モデル3地 lX)と のネットワ

ークイヒ々
「
1指し、́4ノl在研修会、話し合いを進めているが、住iミ例のやらされ感は先4に

は払拭されていない.

・各地域の課逆抽出、解胸機能を高めるためには、十と民と体のあり方が人事になつてくる.

ので、今後丁輩な対応を進められるかが課題となる。

→喜ゃゃか嶺祉財mと の面識ができたので、アドバイスをいただきながら事業を進めて生

きたいと考えます。



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展Fォ弓をどう支援するか～ど

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 神奈川県

所属部署名

(所管部署名)
二宮町健康づくり課地域包括ケアシステム班

研修会今加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員  2.中 間支援組織  煙D市町村職員
4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築 B運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把1屋の支援

8都道府県職員による訪間〔助言
9.相談窓回の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15,現地視察の実施し調整

16.国や地方厚生局 3支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18,生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 新潟県

所属部署名

(所管部署名)
福祉保健部高齢福祉保健課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

o都 道府県職員 ④ 中間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター ① その他 (学識経験者、アド

バイザー等 )

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

体のネットワーク化

2,庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

① 現状分析や課題把握

⊂光1道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

① 体制整備事業のロードマップ提示

働 状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問・助言

9,相談窓口の設置

① アドバイザーの派遣

11,トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 宍日恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

⊂).市町村職員向け研修の実施

⑩ .生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

① 生活支援
コニディネーター向けフォローアップ研修の実施

⊂》市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

廻Dモデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 富山県

所属部署名

(所管部署名)
厚生部高齢福祉課

研修会今加者     く
※研修会に参加する方金てに

Oをつけてください

都道府県職員  2.中 間支援組織 3.市町村職員
他 (学識経験者Ⅲアドバイザー等 )4.生活支援コーディネーター

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3現状分析や課題把握
4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価い改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6体制整備事業のロードマップ提示
7.現状分析や課題把1屋の支援

8.都道府県職員による訪間・助言

9.相談窓口の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

広報ツールの雛形の提示

住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施H調整

16.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業 E補助事業等の実施

22.事例集H手引き等の整備
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2 市町村贈R等セミナーの開催
地域包括ケアシステム構築に関わりの深いテーマについて、講義、県内外の事例発表、

グループワーク等を通して、必要な知識や企画立葉の手法を学べるセミナーを開催して

いま丸

29

開催 日

H29 5 16

H29721

■29 11 14

H30112

テーマ

総合事業のねらい

総合事業・介護予防の取組み

在宅医療・介護連携の評価

地域ケア会議の推進

第 1回

第 2回

第 3回

第 4回

※テーマは年度ごとに市町村が注視している内容を選定

3 市町村等地域支援事業担当係長会議の開催
県内市町村の自立支援、重度化防止及び地域支援事業の取組み等について、情報提供

や意見交換を行う会議を開催しています。事前に市町村の取組状況等に関するアンケー

トを実施し、とりまとめ結果も会議資料に盛り込み、情報共有を行っています。

4 生活支援コーデイネーター研修の開催
地域の生活支援ニーズの把握や担い手の発掘等を行うために市町村が配置する

「生活

支援コーディネーター」の養成及びフォローアップ研修を開催していま丸

なお、養成研修受講者には、講義後、修了証を交付しています。

養 成 研 修 :年 2回

フォローアップ研修 :年 1回

各研修の次第概要  :別添次第参照

猾戎29年度開催状況

住民等への普及啓発

「地域包橘ケア推進屎民フォーラム」の開催

県民の理解を深めるとともに、地域包括クアシステム構築の機運の醸成を図ること

を目的に開催しており、地域包括ケア活動に積極的に取り組んでいる団体の顕彰など

をおこなっています。

平成 29年度開催 :¬或29年 12月 2日 (上l

内容 :別添プログラム参照

・「地増包括ケア活動を実賤する団体」募集・公表

社会貢献活動の一環として高齢者の支援を行う事業者やボランティア団体などを募

集しています毛登録団体等によるシンボルマークのステッカー掲示、IP等にて公表す

ることで県民に広く周知し、新たな団体の創出等を促し、高齢者を地域で支える団体

活動の拡大に取り組んでいま坑

平成29年 12月 末茅現在土登録数 :1,932団体
′ヽ
,とい」理黙●社今ウを1    … Ⅲ鱒‐

ぼ輪逮輩転戦義

http://-loyama,chttkihoukatsu net シンポルマークのステッカー

七やr'由増傷循ケアンステム (熱

ふれあいコミュニティ・ケアネット21(ケアネット活動)事業
平成15年から、富山県社会福祉協議会が中心となり、富山県の助成のもと、高齢者、

障害者、健康や生活に不安のある方、介護や子育てに悩んでいる方、母子家庭等の支

援が必要な世帯を広く対象として、地域の人々自らがチームをつくり、見守りや声が

け、ゴミ出しなどの生活支援サービスを提供する「ケアネット活動」を実施していま

丸

ケアネット活動 :別添パンフレット参照

謂或15年度 :40地区 ⇒
｀ヽ
1地区=小′b｀文 l概ね日必ヾ教 区) |
1   住民に身近な日常生活圏  |

管
みなさんが高餞a奮の

生 活 をいきいきと

支える答を表現

四棄のクロイパーは

高齢者の幸せを顔う

をモチー

'に

開催 日

磁969
H29 8 80

H3028

研修内容

第 1回養成研修

第 1回フォローアップ研修

第 2回養成研修



地域包括ケアとは

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、医療・介護 介護予防 ,住

まい・生活支援を一体的に受けられる支援体制を「地域包括ケアシステム」といいます。

「地域包括ケアシステム」を実現するためには、これまで以上に県民 事業者が担い手として参加 し、
地域で支える活動が重要にな ります。

本国のフオーラムを契機に地域包括ケアについて理解を深めていただき、高齢者を地域で支える担い

手として参加いただければと思います。

地域色橋ケアシステムの泰
無 祭 介 議

霊μ  

―

住まし

地域包括ケアを進ゆよう
平成29年度 雪由県地嬢毎括ケア推進県民フオーラム

～住み観れたまちでいつまでも～
麟 介a介観手鱒 住藤い とを真機が…韓的に重僚される
「増壕a猛ケアJシステ転

住み慣れたまちでいうなや霊 うし慎けうオ.φに、

こつと競 働電クタのこを擦 l●てみませんか
'傘
宅麟
'介
重につ 蝉ヽ

寅え合う造壕ヴくりに向l,て、乗しく韓鰐こ潔0ましょう。

簿
轟
爾

機

出

国寺駒 田帥∞～イ∞
会 場
晒・滋市文化会館多目的ホール
弱滅市花1鐵町+32 TEと 076争 33・5515 主催 :zへB曲県・磨山県地域包括ケアシステム指進会蕩

<スケジュール>

生活支盤・
獣逮

Ｉ
Ｉ

⇔
〇

―
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特別請演

「まむし流 ことばで介護」
講師 毒懐 三太夫さんω停優・タレン閂
お年寄りのアイドル「まむちゃん」として活躍中の毒姫 三太夫さんが、

笑つて元気になる介護コミュニケーション術を伝授します !

<プロフィール>
1936年 3月 31日 生まれ 東京言B出身
ラジフ「番組で長年、高齢者と関わ り続ける経験から、笑いや トークを軸にした介護・福祉論を展開。

1999年 より、聖徳大学 客員教授としても活躍中 (福祉コミュニケーション論 )

ト ッシヨン

「突然の入院に偏えて本人・家族が知つておきたい医療の仕組み

～富山県地域医療構想を踏まえて～      」
講 師  伴 正 海 氏 (医師・厚生労働省地域医療計画課 )

下 河 原 忠 道 氏 (株式会社シルバーウッド代表取締役 )

演劇 Jヽ杉爆笑劇回 こころちやん劇回

将来も身近な地域で安心 して質の高い医療を受けることができるよう、今後、病院はどのような方向

に進んでいくのでしようか。また、私違一人ひとりができることは何があるで しようか。そうした、

今後の医療のあり方を共に考えましよう。

14
14
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■4

■4
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15
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05
■0

開会挨拶

開催地挨拶

顕彰式
地域包括ケア実践顕彰
エイジレス社会活動推進協議会顕彰
がんばる介護事業所表彰

頭彰受賞者による取組報告

Jし部かようまいけa官 得永忠雄氏
砺波市による取組報告
砺渡市地域包括支援センター 平田暁子氏
休憩

特別講演「まむし流 ことばで介護」
講師 :毒姫三太夫氏 (俳優・タレント)

休憩

トークセッション

『突然の入院に偏えて本人・家族が知つておきたい医療の仕組み

～富山県地域医療精想を踏まえて～      」
講師 :伴 正海氏 (医師・厚生労働省地域医療計画課)
下河原忠道氏 (株式会社シルバーウッド代表取締役)

演劇 :小杉爆笑劇団 こころちやん劇団

,

30

40

55
05

50
00

15
■6

会場ロビーでは、地域包括ケア活動実践団体の募集コーナーのほか、在宅医療・

訪問看護の紹介・相談コーナー、介護用品の紹介・体験コーナー、ねんりんピッ

ク富山2018の 紹介コーナーをご用意しています。

彎

翡



地域包括ケアシステムの構築を推進するため、高齢者の日常生活を支援するボランティア団

体や、社会貢献活動の一環として高齢者への支援を行う事業者など、地域での支え合い活動を

積極的に実践されている団体等を県民の模範として顕彰し、広く紹介するものです。

平成 29年度顕彰団体一覧
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活動概要

医療と健康の学習会やスポーツ大会等を開催し、健康追進の権

進に貢献している。また、平成13年より継続して料理教室を開催

し、食からの介護予防及び蘭じこもり予防を実施している。

交流の場となる通いの場を開催し、運動による介護予防や健康

増進の推進に貢献している。また、手渡しの配食サービスによる

見守りや相談等話し相手になるなど生活支援を実施している。

買い物弱者を支援するため、買い物代行、移動販売事業を実施

している。また、ウォーキング教室の開催や高齢者を学校に講師

派遣するなど、介護予防や生きがいづくりの活動を支援している。

住民とボランティアが一体となり、百歳体操など介護予防・筋

力体操やレクリエーシヨン活動も行うサロンを開催し、閉じこも

り予防及び生きがいづくりの場を実施している。

社交の場「ものがたり茶屋」をFテ確 し、健康体操など介護予防

を実施している。また、敷地内での野菜づくりなどの生きがいづ

くり活動など、地域密着型の層場所づくりを実施している。

多耳l銹重と連携しながら医師グループが 24時間 366日、緊急対

応や看取りを行つている。また、医師会と協働で市民公開シンポ

ジウムを行うなど、地域医療の理解推進に貢献している。

事業所の経営体の垣根を越えた協力体制を構築し、寸劇を通し

た認知症の理解を深める普及啓発や健康体擦の講師など住民と一

緒に、地域の介護予防、福祉のまちづくりに取り組んでいる。

団体名

14ヽ矢剖市長芽会

連合会

(Jヽタギ翠F,)

生活

支援

介護
予防

北部

かようまい(競

(膏甲新
"缶

)

みな穂

農業協同組合

(入善町)

介護
予防

1健康サロン (山崎)

(朝日町)

ものがたり診療所

太田

(砺波市)

医療
介護
連携

かたかご会

(高岡市)

そのl也 水橋福祉事業所

1連絡会
|

|(富
山市)

摺



実際のテームは要支援者の際電に応して構成(a～S名程度)されます。
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内容

開会

①全国事例紹介等

「生活支援コーディネーターと協議体の役割について」

②富山県内市町村の生活支援コーディネーターの

取組みについて

・黒部市
「地域包括ケアシステムの構築に向けた地域づくり

地域支え合い推進員の取組み   」
・滑川市
「滑川市における生活支援コーディネーターの取組みについて」

昼休憩

③富山県での実践の共有について(グループワーク)

(1)取組み状況の再確認
【同又は近隣市町村でグループ化】

(2)各市町村の取組状況について情報交換
【さまざまな市町村でグループ化】

(3)今後の取組みについての検討
【同又は近隣市町村でグループ化】

④グループワークの発表・講評

⑤講悴(全体を通して)

閉会・事務連絡

時間

10!00-10:05

10:05～ 11:05

(60分 )

11:05～ 11155

(50分 )

12100-13〔 00

13:00～ 14130

(90分 )

14:40～ 15:10

(30分 )

16:10～ 15!20

(10分 )

15:20～ 15:25

1

2

3

5

G

フ

8

平成29年度生活支援コーディネーターフォローアップ研修 次第

グループワークの参考例



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 石川県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部長寿社会課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員 2.中間支援組制 3.市町村職員

4.生活支援コーディネーター  5,その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち.研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪闘・助言

9,相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施 H調整

16.国 や地方厚生局 E支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20,市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備

―-73-―



平成 29年度生活支援コーディネーター養成研修会 【入門プログラム】

開 催 要 綱

1 目的
市町で配置された新任の生活支援コーデイネーターおよび生活支援コーデイネーターと

協働し、地域における生活支援の体制づくりに取り組まれる協議体構成員等に対して研修を

実施し、新しい総合事業と生活支援体制整備事業とは何かを学びます。

2 期日・会場・対象者

3 プログラム

平成 29年度第 1回生活支援コーディネーター連絡会

同 時 平成 29年 8月 24日 (木 )
10:00～ 12:00

会 場 石川県地場産業振興センター
本館 3階 第 6研修室

対 象 介護保険担当及び
高齢者福祉担当行政職員等

(30名 )

¬ 連絡事項
平成 29年度連絡会、研修会について

2 講  義
「自治体と生活支援コーディネーター・協議体の関係」

講師 :特定非営利活動法人 全国コミュニテイライフサポー トセンター (CLC)
理事長 池田 昌弘 氏

3 意見交換
「新しい総合事業の実施状況、移行に向けた準備状況等について」

|

Hヽ
,ドヽ

|

対象者

(1)今年度市町で配置された (又は予定している)
新任生活支援コーディネーター

(2)市町の生活支援体制整備事業担当職員
(3)協 議体構成回体および構成員

67名

期日・会場

司0月 25日 (水 )
10:15～ 12:15
石川県地場産業振興センター

新館 2階第 10研修室

内   容

「生活烹援コーディネーターと協議体に期待される機能と役割」

講師 :同志社大学社会学部社会福祉学科

准教授 永田 祐氏

「協議体と生活支援割―ディネーターの理解」

発表 :野々市市地域包括支援センター

主査 池上 森彦氏
(第 1層生活支援コーディネーター )

助言者 ,同志社大学社会学部 准教授 永田 祐氏

受 付

開  会

講  義

実践発表

閉  会

時間

9:30～ 10:15

10:15～ 10:20

1020～ 11コ 5

1,15～ 12:15

12コ 5



平成 29年度生活支援コーディネーター養成研修会 【スキ,レアッププログラム】

第 2回生活支援コーディネーター連絡会

開 催 要 綱

1 目的
平成 27年 4月 の改正介護保険法施行により創設された生活支援体制整備事業は、住民主

体の活動、地域の団体、企業、行政の協働を通じて社会参加・介護予防・生活支援につなが

る活動等が充実している地域づくりを目指している。生活支援体制整備事業の実施方法は金

国―律ではなく、それぞれの地域が試行錯誤で取り組んでいるのが現状である。

こうした背景を踏まえ、本研修では、全国で先行的な取組事例を紹介するとともに、生活

支援コーディネーターが日々の活動を持ち寄り、実践の交流をとおした県内の情報交換を行

うことを目的に開催する。

2 期日・会場・対象者

3 ム

対象者

(1)市町の第 1・ 2層生活支援コーディネーター
(2)市町の生活支援体制整備事業担当職員

46名

期日・会場

11月 15日 (水 )
10:00～ 司6:OO
石川県庁 1司 階第 1102会 議室

―
―
ミ
リ
ー
ー

内   容

開  会

O講義・演習「生活支援コーディネーターの取り組み実践」

『高齢者の活躍と暮らしを応援する地域づくりのヒント集』から全国事例を交え
「協議体運営のポイント」「地域の課題を『自分ごと』にする」をテーマに学習

O連絡会 (情報交換)「市町の生活支援体制整備事業の実施状況」

自ら取り組んだ (取 り組んでいる)活動を紹介し、次への活動の参考情報を交換

講師 :株式会社日本総合研究所創発戦略センター

マネジャー 山崎 香織 氏
コンサルタント辻本 まりえ 氏

開  会

時間

10:00～ 10:10

10:10～ 16:00
■途中 1時間

昼食休憩

16:00



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体市1整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 山梨県

所属部署名

(所管部署名)
福祉保健部健康長寿推進課

研修会今加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

県職員  2.中間支援組織  3,市町村職員
4,生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築・運営】

1.推進主体のネットワーク化

2庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のコードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

道府県職員による訪問B助言

9.相談窓日の設置

110.アドバイザーの派遣

11 トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局 J支局等からの情報の展開

① 市町村職員向け研修の実施

活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

〔⊃
市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集H手引き等の整備
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各市町村d表 介臓ラ防,日 常生活支援総合事業の実施簿程伴い、NPOや約 ンテイアなど地域の多様
な方々が多加呟 冑齢者への多様なサービスの提供や地域の支え合いの取ι)組みが推進されてい討 。
このため、県ては、地域における住民同士の交流や自然な支え合いを県内全体に広めていくためのセミ

ナーを開催しますのく 多くの方の得多加をお待ちしてお|)ます。

■日時

■場所

■対象者

■申込方法

本チラン裏面の申込書で

■主催  山梨県
■プログラム

平成 29年 12月 19日 (火) 13:30～ 16:30 ハ
中央市 玉穂生涯学習館 (中 央市立玉穂図書館)視聴覚 ホール

(中央市下河東 卜1)  ※裏面の地図参照
・一般住民、ボランティアグループ

・ 地域に根 ざした活動を行 つている NPO、 民間企業、事業者等
・社会福祉協議会及び行政職員、その他参加を希望する者

12月 14日 (木 )までに FAX又 はメールでお申し込み下さい。
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講師等

NPO法人全国コミュニティ

ライフサポートセンター

(CLC)

理事長 池田 昌弘 氏

<発表者 >

生 活 支 援 コー ディネー

ター (中央市、身延町、小

菅村 )、 地域住民等

<コメンテーター>
NPO法人全国コミュニティ

ライフサポートセンター

(CLC)

理事長 池田 昌弘 氏

内容

受付

あいさつ、事務連絡等

(講演 )

「日常の 自然な支え合いと足元を見すえた地域 づくり

について」

～全国各地の事例とともに、それぞれの地域に合った豊かな

暮らuこついて考えます～

(休憩 )

「高齢者の実顔をサポート」

「ちょっとした困りごとをお手伝い」

「炭焼き小屋での男の居場所、介護予

防としてのドクダミ採取活動等」

(事例発表)

「宝石のようにキラッと輝(多様な支え合い」

～生活支援ヨーディネーターと住民等が地域での活動につ

いて発表します～

①中央市

②身延町

③小菅村

時間

13:00～

13:30～ 13:40

1340～ 1500

(80分 )

15Ю O～ 1510

1510～ 16E0

(80分 )

韓 浄諜韓攀群寺



高齢者を地域で支え合うための

知識や技能を学んでみませんか

FAX 055-223-1469
<

山梨県健康長寿推進課 認知症・地域支援担当あて
合い活動推進セミナー ◆加申込書>

翻舗審い遵い奮鬱イフヅく攀トナ韓

機戯研修
4

―
―

汽
∞

Ｉ
Ｉ

～開 催 の お 知 ら せ～

平成 29年 4月 から全市町村で行われている r介護予防・日常生活支援総合事業」では、各市町村の実情に

応して、ボランティアやNPO等 の多様な主体による地域ての支え合い活動が、サービスの仕組みの 1つ と

して位置づけることが可能となりました。

掃除、調理、ゴミ出し、買い物など高齢者の日常生活上の困り事に対して支援をしていくためには、高齢

者に寄り添う気持ちとともに、基礎的な知識や技能を学ぷことも大切です。

「高齢者いきいきライフパー トナー養成研修」を受講して、地域での支え合い活動をしてみませんか。

■日時 :<1日目>平 成 29年 10月 5日 (木) 9時 15分～ 16時 40分

<2日目> 平成 29年 10月 12日 (木)9時 30分～ lo時 10分

(3日自> 平成 29年 10月 19日 (木)9時 30分～ 16時 30分 (1ゲ,レープ〕また1よ

平成 29年 10月 27日 (金)9時 30分～ 16時 30分 (2グループl
※3日 目は受誠君を二つのグループに分け、開催日をグループごと別にして行います。

■野所 :く 1日 目>、 く2日目>

山梨県生涯学習推進センター交流室 A・ B(甲府市丸の内 1-6-1山梨県防災新館 1階 )

く3日目>学校法人伊藤学園 優和福祉専門学校 (中巨摩君瞬昭和町築地新居 37牛 1)

日主催 :山梨県

日定員 :50名 ※定員を超える申込みがあつた場合、受講をお断りする場合もありますが、御了承ください。

日研修内容 :訪間による生活援助を行うための一定程度の基礎知識と技能 (嚢面参照)

日申込方法 :本チラシ墓面の申込書により、9月 27日 (水〕までにFAX、 メール又は電話で申込願います

日受爾尉 :無撰。ただし、テキストとして受語者は次の書籍を予め各自で購入していただきます。

◇「介護の基本,キスト はじめて学ぷ介醸」(株式会社日本医療企画発行) 定価 本体 2,400円 +税
※お近くの書店又は発行元からお買い求めください。ただし、書店の場合、納入までに日数がかかる場

合もありますので、お早めにお買い求めください。

く発行元連絡先>  株式会社日本医療企画  電箭 03-3266-7495
日持ぢ鞠零 :筆記用具、テキスト、動きやすい服装 (3日目のみ)、 運動尉し(外履き及ひ上履き:3日 目のみ)

■停了証書の変村 :全課程の修了者には、修了証書を交付します。

H目憲事項 :受講及び3日ログループの決定は、決定次第、各受講者へお伝えします。

<間い合わせ先> 山梨県福祉保健部健康長野推進課 露知虚・地域支撮担当
T巳:055-223-14SO FAX:OS5-223-1460 メール :ChOujuOpref yttnashi lと jp

陰場の案内|

会場  :中央市玉穂生涯学習館 (中 央市立玉穂図書館) 視聴覚ホール

所在地 :中央市下河東 卜1   電話 :055-230-7300
※「 新山梨瑕状道路Jの側道における「 成島」(信号)交差点を市川三l邸町方面に曲がり、直進し

「 総合会館東」(信号)交差点を南アルプス市方面にとがると、左側にあります。

★ 駐車台数に限りがありますので、出来るJサ乗り合わせてご来場ください。

申 し込み・ 問い合わせ先

山理県福桂韓 毎 儀章齢 振建際  電知建・違増声曇担当
蠍騒 OS5… 229-1460  FAX OSS-223-1460
メール

所属報機や地域で多加 し

ている活動等がありまし

たら記入してください

連絡先

(電話、FAX又はメールのいずれか
を籠入してください)

所在市町村
フリガナ

氏 名

ウ ン

PⅢ口 ,

く
イ

重昭和町

れ
議
曲
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購



平成29年度第1回山梨県生活支援コーディネーター養成・スキルアップ研修会 (基礎編)

実施要領

趣旨

各 市Hr村においては、地域の資源開発やネ ッ トワークづ くりなどを行 う生活支援 コー

デ ィネーターの配置や、地域づ くりの話 し合い等を行 う協議体の設置を内容 とする/生活

支援体制整備事業を平成 30年 4月 までの開に行 うことになつている。
生活支援 コーディネーターの養成及びスキルアップについては、先進事例等を共有 し、

市町村相互で意見交換を行 うことが重要であることか ら、都道府県が研修 を行 うことに

なっている。

平成 29年 度の研修においては、県内各市町村の取 り組み状況年 を路まえ、基礎編 と
実践編の 2回に分けて行 うこととし、第 1同研修は、基礎編 とする。

2日 時及び会場
平成 29年 9ナ122日 (金) 10:00～ 16i30
県立男女共同参画推進センター ぴゅあ総合 大研修室  (甲府 市重月気 122)

3対 象者
〇生活支援 コーディネーター (候補者含む )

〇協議体構成員 (候補を含む )

①市町村職員

○市町村社会福祉協議会職員

ONPO
O民生委員
〇ボランティアグループ等地域の関係者 (地域住民 )

〇その他受講を希望する者

生活支援の体制整備には、多様な主体間の情報共有及び連携・ 協働が必要であることから、

生活支援ヨーデ ィネーターの他、協議体構成貝、市町村職員、市町村社会福祉協議会職員な

ど射象者を幅広 くして開催する。

4人 数   原則各市町村 6牢l(程度 )

5研 修内容 別紙プログラムのとお り

6備 考    実践編は、年度後半に開催する予定

研修肉喜<山梨暴高齢者いきいきライフパー トナー養成研修>

内容等

オリエンテーション

0介護のための基礎知識①  ～介護に必要な基礎知識～

⑤介護のための基礎知識②  ～介護の意味、役割～

O高齢者の病気のと魔知識①  ～老化と障害を知る、日常的な病気の基礎知識～
0高齢者の病気の基礎知識②  ～高齢者に多い病気の基礎知識、感染症の理解と予防～

O認知症の理解 (認知症サポーター養成講座 )

0介護保険などの制度とサービス ～介護保険制度のしくみとサービスの理解、高齢者虐待の防止と対応～

0和 1用者の心を支える①  ～高船者の生活と心理、高齢者とのコミユニケーション～

0和l用者の心を支える②  ～精神面(心理面)への支援方法、高齢者の「家族」の理解～

Э利用者を理解して信頼関係を形成する ～信頼関係を集くためにロールブレイで相手の気持ちを理解する、liど理

0介護技術の基本① ～家事援助、環境整備、シーツ交換～
0介護技術の基本②  ～車いすでの移動介助、若脱介動、杖歩行 (歩行介動 )、 超き上がり立ち上がりの介動～

事務連絡

時間

930～ 10「 40

1250～ 1950

日程

目

※当日の研修進行状況等により、変更する場合があります。

×3日 目は実技のため 運動着などの動きやすい服装での受講と運動靴 (■履き及び外履き)の持参をお願いします

Ｉ
Ｉ

『
〇

―
―

【会場】

【多加申込書】

(  )

◎

平成29年 10月   19日 (木 )。 27日 (金)。 どちらでも可

FAX( )TEL

MAに

参加者氏名

住所

運4各先

3日 目参加可能日

※Oを して国笞願います

◎この申込書における1国人情報は、以下の目的にのみ利用し、それ以外には利用しません。

生活支援サービス(地域ささえあい)人材として本研修修了者情報の住所地市町村への提供

本研修の受講者名簿及び修了者名簿の作成と修了者に対する修了証の発行

受講及び3日 ログループの決定連絡その他研修の運営に際し必要な連絡

日申込書送付先 FAX055-223-1469(山 梨県福社保儀部儀農長寿推進課 B知症・地増支援担当)

◇

山梨県生涯学習推進センター (甲府市丸の内 1-6-1県防災新館 1階〕

・列車 :JR甲府駅南口から平和通りを南へ進み徒歩 7分

◇3日目 (1グループ:10/19(未 ))(2ゲループ:10/27(金 ))
学校法人伊藤学園 優希口†目孝止専門学校 (中巨摩郡昭和町築地新居 374-1)

・甲斐市民ブtス :JR竜王駅より15分  「山梨大学医学部 [小す属病院」行き→「玉川西区」′(ス停下車
・身延線 :常 ,づく晒Rより1 8km

※3日 目は、1ゲループと2グループで開催日と曜日が異なりますので、御注意釜埜い。

※会場の案内図につしては、別紙をご覧ください。駐車場に限りがありますので、出来る限り乗り合わせ又は公共

交通機関の利用をお願いします。



平成 29年度第 1回 山梨県生活支援コーディネーター意見交換会

(甲府会場)

次  第

「1時 :平成 29年 9月 15H(金 )

午後 3時 00分 ～
会場 :県社会 ll島社協議会 会議室

1 開会

平成29年度第1回山梨県生活支援コーディネーター養成・スキルアップ研修会(基礎編)

プログラム

O研修の目的・れらい
各市町村が、それぞれの地域の実情を踏まえ、生活支援体制整備事業を効果的に進めていく

ための必要な視点、知識、技術を学ぶことを目的とする。今年度第1回 目については、基礎編と

して、地域の実情を踏まえた生活支援コーディネーター 協議体の配看吐 設置の方法、第1層と

第2層のアプローチの連い、生活支援コーディネーターの活動と協議体運営の実際の様子、行政

と社協の連携方法の実際等について学ぶことをねらいとする。

0日時・会場
平成29年9月 22日 (金)l G00～ 16:30

県立男女共同参画推進センター ぴゆあ総合 大研修室 (甲府市朝気 卜2-2)

※上記は現時点での予定であり、当日変更となる場合もある。

O研修企画協力
特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター(CLC)

2 あいさつ

Ｉ
Ｉ

∞
〇

―
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3 情報提供

4 意見交換

〇生活支援コーディネーター又は事業担当者としての現在の取り組み

状況、成果として挙げられること、課題に感じていること等の意見

交換

○各市町村の取り組み状況の共有

5 閉会

まとめ

地域の実構を踏まえた生活支援コーディネーター・協議体の多様な配置

設置と運営の方法について く講義>
講師 :東北福祉大学 総合マネジメント学部 高橋 誠― 教授

☆ねらい:協議体運営の実際の方法、第1層と第2層のアプローチの違

い、生活支援コーディネーターの活動のポイントを中心に学ぶ。

休憩

既存の会議体等を活か暁 生活支援体制整備事業への取り組みについて

～総合事業との関連も含めて～  <事例発表>
講師:武蔵野市健康福祉部高齢者支援課 吉田 竜生 課長補佐

行政と社協の連携を中心とした地域づくりの推進について

～自らの地域の実情に合つた第2層の整備へ～ <事例発表>
講師:宮田村福祉課福祉係  山下 孝― 係長
宮田村社会福祉協議会 生活支援ヨーテ

・
ィネーター黒沢 香菜 さん

質疑応答

休 憩

グループワーク
・我が地域て'の協議体のあり方、やり方

・地域の宝物探しの方法

講師との意見交換

研 修 内 容

あいさつ、事務連絡

山梨県における生活支援体制整備事業の取り組み状況について

く行政説明>
説明者:山 梨県福祉保健部健康長寿推進課 認知症 ,地域支援担当

13:50～ 14:40

(50分 )

14:40～ 14:50

14:50～ 15:00

15:00～ 16:20

16:20～ 16:30

時  間
10:00～ 10:10

1010～ 10125

(15分 )

10:25～ 12100

(95分 )

12:00～ 13:00

13:00～ 13:50

(50分 )



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 長野県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部介護支援課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

①.都道府県職員  ②.中間支援組織  ③.市町村職員
④.生活支援コーディネーター ⑤。その他(学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築n運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4,都道府県としての基本方針と推進策の提示

5,推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問・助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

③.市町村職員向け研修の実施

18,生活支援ヨーディネーター初任者向け養成研修の実施

⑩.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

④.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業H補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備

-81-



5 会 場

松本 市総合社会福祉セ ンター 大会議室

(長野県松本市双来 4‐ 16)

6 受講料

無料

7 申込み方法
別紙により電子メールにて、■月 18日 (金)までに介護支援課計画係

(kaigo‐ keikahЮ コreinaビ傘れ0よ営iつ)あてお申込みください。

8 その他

(1)受講決定通知書は省略 させていただきます。

(2)受 講者が多イ跡(の場合、.局整 させていただ く可能性があ りますので、御承知おきく

だ さい。

(3)駐 車台数に限 りがあ りますので、できるだけ公共交通機関を利用 して ください。

会場の身I車場が満車の場合には、イオン南松本ショッピングセンター立体駐車場の

3階をご利用 ください。

(別十氏1)

平成 28年度長野県生活支援体制整備事業市町村等研修実施要領

1 目的

地域における生活支援・介護帝防サー ビスの提供体制の整備 を推進するために市n「

村等が行 う生活支援体輛l整備事業の取組みを支援 し、高齢者がいきいき生活できる地

r支の構築を目的 とする。

2 主催

長野県

3 対象者
(1)市町村生活文媛体制整備事業担当職員

(2)広
'1支

連合生活支援体制整備事業担当職員

(3)地域包括支援センター生活支援体制整備事業担当職員

(4)市町村に配置されている生活支援コーディネーター

(5)保健相社事務所生活支援体制整備事業担当職員

4 研修 日程等

―
―

∞
］

Ｉ
Ｉ

I生活支援サービス綻供体制整備のポイン ト②】

生活支援体制整備事業のハー ドルを Fげる

～地域の宝物探 しが第一歩～

【講師】

(特非)全 lFJコ ミュニティライフサポー トセンター (CLC)
理事長    池田 昌弘 氏

I生活支援サービス提供体制整備のポイン ト①】

長野県内の取組みを共有し全体のパワーアップ

【コーディネーター】

杉山社会保険労務士事務所      杉山 逸人 氏
【ア ドバイザー】

中沢 群  氏
池田 昌弘 氏

【/ヽネラー】

安曇野市保健医療部介護保険課 係長
富田村福ィ「課         係長

(福 )宮閉村社会福祉協議会
生活支援コーデ ィネーター

麻績村住民課         主事

沢

崎

黒

関

香束

登

氏

氏

　

氏

氏

西澤 弘修
山ド 孝一

【生活支援サービス提供体制整備のポイン ト①】

生活支援体制整備事業に対する市町付の姿勢

～松戸市の実践から～

【講師】

松戸市福祉長寿部介護制度改革課

譲受     中沢 螢 氏

パネル

ディスカッション

閉会

受付開始

開会

講義

,善義

25-

16:30

12:30

13:00

05～

15～



6 参加受
無料

7 申込み方法
別紙 2に下記8を添付の上、電子メールにて、 8月 12日 (金 )までに長野県健康
福祉部介護支援誤計画係 (kaigo‐ keikakuの ,そtnagano lビ ia)あてお中込みください。

8 アピールカードの提出について
7の 申込みに併せて「アピールカード」の提出をお願いします。

御提出いただいたアピールカードは、とりまとめたとで当日の資料として配布し、

研修中また研修終了後の情報共有ツールとして使用しますので御承知おきください。

なお、当日出席できない場合についても、各団体の取組みを■有し、県内の生活支
援サー ビスを充実 させる参考 とするため可能な限 り提出をお願いた します。

9 その他
受講決定通知書は省略 させていただきます。

躊と車台数に限 りがありますので、できるだけ公共交通機関を利用 してくだ さい。

(別紙 1)

平成 28年度長野県生活支援コーディネーターネットワーク研修実施要領

目 的
(1)地 域で活動する生活支援コーディネーターの活動に必要な地域アセスメント
の手法を提供することにより資質向上及び生活支援コーディネーター同士の

ネットワーク化を図り地域における活動を充実 ,強化する

(2)生活支援サービスの構築の族振り役となる生活支援コーディネーター及び市
町村と、生活支援サービスの提供主体となりうる PヽO・ 宅幼老所等が双方の

取組みについて晴芋R賓換を行い、生活支援体制の充実を図るきつかけとする

2主 催

長野県

3 参加対象者
市町村に配健されている (又は肥置 T'定の)生活支援コーディネーター
生活支援サービスのllpゼ供主体 (宅幼老所、NPO、 その他生活サービス提供団体)

市町村職員、地域包楯支援センター職員
F'町村社会柄社協議会職員

その他関心のある方

4 日程及び会場
(1)東北信会場
平成 28年 8月 23日 (火) 10100～ 15:30
長野県社会福祉総合センター講堂 (長野市若里 7丁 目 1-7)
(2)中南信会場
平成 28年 8月 30日 (火) 10:00～ 15130
長野県松本勤労者柄祉ヤンター大会議室 (松本市中央 4「 日 7番 26号 )

Ｉ
Ｉ
，
∞
∞

―
―

5

辱付開始

:と め

日会

講義 :「つながりを大切にする地域づくり

～ 生活支援コーディネーターに必要な地域をみる力 ～」
講師 :(公財)身体教育医学研究所 研究部長

朴 相俊 氏

オ リエンテーション
「生活支援サービスの充実にむけての情報交換会」

生活文媛サービスの提供主体、生活支援コーディネーター、社協職員、

行政イ脱員みんなで、お互いの取 り組んでいること、生活支援サービスの

充実のために連携 していきたいことの情報交換 と、今後地域で連携 して

活動するための顔合わせを行います。

県内事例の報告 (出店形式 )、 アピールカー ド等を用いた情報交換等を

予定しています。

県内の特徴的な取組発表も見ながら連携の場をつくりましょう。

9 :30

10:00

10:05-12:00

13:00-13:10

13: 10-15:10

lS:10-15:30
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平成 29年度長野県生活支援コーディネーター連絡会議実施要領

(生活支援コーディネーターネットワーク研修)

1 目 的
県内に配に管された生活支援コーディネーター同との連携を強化し、各地域での活動の充実を

図るとともに、白冶体間の取組を情報共有することにより、全ての自治体で生活支援体制整備

事業が円了fユに実施されるよう支援する。

2  今集者

(1)生活支援 ヨーデ ィネーター (第一層又は第 二層に配置されている者 )

(2)生活支援体制整備事業に取 り組んでいる市町村、介護保険者である広城連合の担普職員

3  傍聴者

今後生活支援体制整備事業に着手する市町村、介護保険者である広域連令の担粥職員

4 同時及〔ド場所
平成29年 6月 15日 (木)午後 1時 30分から午後 4時 00分 (受付開始 :午後 1時 )

長野県総合教育センター (塩尻市大学片丘字南唐沢 63424)講堂 TEL:0263538800

S 内容

6 出欠報告
別紙 1により平成29年 6月 5日 (月 )までに下記アドレスヘ辛健告。

堕数型亜迎挫堕 Jと製理は上in

29介第 89号

平成 29年 (20W年 )5月 9口

市町村生活支援体制整備事業担当課長

市町村地域包括支援センターの長

介護保険者である広域連合生活支援体制整備担当課長

様

長野県健康福祉部介護支援課長

平成 29年度長野県生活支援コーディネーター連絡会議の開催について (通知 )

(生活支援コーディネーターネットワーク研修 )

県の介護保険行政の推進につきまして、日頃から御協力を賜り厚 く御礼中し上げます。

平成 27年度施行の介護保険制度改正により、介護保険者は生活支援体制整備事業 (以 下、

「本事業」とする。)を実施することとされ、県内においても生活支援コーディネーターの

配置、防J議体の設置・運営、本事業実施に向けた研究会の開催等、御尽力いただいている

ところです。

つきましては、県内の生活支援ヨーデ ィネーター及び介 ,獲保険者等の取組状
`,と

を共有し、

本事業の充実を図るため、標記会議を別添実施要領により開催 しますので、御担当者及び

商己置している生活支援コーディネーターの出席に御配きください。

なお、本事業は、平成 30年 4月 までに全ての介護保険者において実施することとされて

お り、本事業未実施の介護保険者にあつては傍聴を可能としましたので、今後の業務の参

考とするため、積極的に御出席いただくようお願いします。

R己

1 出席者報告  別紙 11こ提出資料を添付 し、介護支援課あてに電 子メール (送信先ア

ドレス :kaiことo‐kelkakuQDretnagano Iビ iゅ )で報告してください。

提 出 書 類  生活支援体制整備事業実施要綱 (生活支援コーディネーターの配置、

協議体の設置に係るもの)等及び活動内容が分かる資料

※新たに作成する必要はありませんので、既存資料を御継出ください。

※会 ,養資料 として活用しますので、欠席の場合も提出に御協力願います

3 報 告 期 限  平成 20年 6月 5Π (月 )

4 そ の 他  大変お手数をおかけしますが、生活支援コーディネーター及び地域包

括支援センター職員分の報告については、市町村担!4課でとりまとめを

お願いいたします。

長野県健康福祉部 介護支援 lレR 計画係
担  当 小山 靖 (課長) 小林 志伸 (担当)
電 話  026-236-71H(直通 )
FAX  026-235-7394
c―mail kЭ ∫

`:o一
k(ヽ ikむ kロイ0(lr(H lェ o質みno l質  iゅ

担 当

介護支援課

大町市地域包括支援センター

進行 :介護支援課

会議事項

開催趣旨説切

取組報告

～大口l市の生活支援体制整備事業の取組み～

情報交換

～生活支援コーディネーターの取組報告～

～生活支援コーディネーターの選定経過～

～生活支援体制整備事業にかかる要綱等～

質疑応答

時間

13:30´-13:45

13:45-14:00

14:00-15:45

(途中休憩 )

15145´ヤ16:00
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(別紙 1)

平成 29年度長野県生活支援コーディネーターネットワーク研修実施要領

1 目 的
地域で活動する生活支援コーディネーターの活動に必要な地域アセスメント及び

資源開発の手法を提供することにより生活支援コーディネーターの資質向_上及びネ

ットワーク化を図り地域における活動を充実・強化する。

2主 催
長野県

3 参加対象者
市町村に配置されている生活支援コーディネーター、市町付職員、地域包括支援セ

ンター職員

4 研修の位置づけ
生活支援コーディネーターとして活動している方のフォローアップ及び他地域の

生活支援コーディネーターとの連携強化を意図した研修

5 日 時
平成 29年 10月 27日 l金) 13:00～ 16:30

6会 場

安曇野市明科公民館 (安曇野市明科中川手 6824各地 1)

電宦舌:0263-62-4605

7講 師
日本社会事業大学 社会福祉学部福祉計画学科

准教授 菱沼 幹男 氏

9 参加費

10 申込方法
別紙 2を電子メールで、10月 18日 (水)までに長野県健康福祉部分護支援課口十画
係 (kaigo‐ keitak熊力どeinaganO tt iっ )あて送付してください。

11 その他
受講決定通矢H書は省幣 させていただきます。

駐 車台数に限 りがありますので、できるだけ公共交通機関を利用 してください。

無料

各地の事例を踏まえつつ、地域
アセスメントと資源開発につい

て解説をいただきます。

講義を受けての成果及び疑間を

参加者同士で深めます。

併せて、 日頃の活動について情

報交換を行います。

受付

講義
「生活支援コーディネーターに求められ

る役割～地域アセスメントと資源開発卜」

グループワーク・質疑応答

閉会

12:30-

13:00-

14:30

14:40-
16:20

16:30



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーデイネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 岐阜県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部高齢福祉課

研修会今加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員 2中間支援組織 3.市町村職員

4.生活支援コーディネーター  5,その他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3現状分析や課題把握
4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価ヨ改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7現状分析や課題把握の支援
8.都道府県職員による訪問・助言

9,相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

市町村職員向け研修の実施

生活支援ヨーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集H手引き等の整備

―-86-―



平成 28年度岐阜県生活支援コーディネーター養成研修

平成 28年岐阜県生活支援コーディネーター養成研修 同時 V成 29412月 23日 (本 )
10:00～ 16「 00

場所 得務原市 テクノプラザ プラザホール日時

場所

主催

講師

平成 29年 3月 23日 (木 )

10:00～ 16:00

不二羽島文化センター大会議室

岐阜県健康福祉都高齢福祉課

日本社会事業大学社会福祉学部

菱イフロ
〕
幹男 先生

1 内容

① 講携   「高齢なのぅ/体機能と生活支援ニーズについてJ
資料 I P,～P4  10100～ 10!30 岐単黙内齢 ,々lれと諜

② i士養   「地域包括ケアシステムにおける生活支援サービスのと襲について」
資料2 P5～ P9  10:30～ H,00 岐民と県高船柄祉課

③ 滞装   「生活支援コーディネーターと協議体に期待される機能と役割についてJ
資料 3 P10～P34 11:00～ 】2:00(前半)13:00～ 14:00(後

｀
十■) 等松肘r社会柄社協議会

④ 央践報T, 「コーディネーター晋動実践Ⅲ例報Ti」
資料4 P35～ P50 14:00～ 14:30 瑞穂‖

'地
域相れたf再齢課

P51～ P70 】4:30～ 15:00 竹裕町社会栖祉防,雄会

③ 意見交換  15:00～ 16i00

1  『高齢者にかかる地域アセスメントについて』
10:00～ 12:00
【資料 Pl～ 12】

‐
Ｉ
，
∞
ミ
　
ー
ー

≪ 休憩 12〔 00～ 13:00 》

2

3

『サービス開発の手法について』

18:00～ 15:00
【資料 P13～ P25】

『研修の振り返り』

15:00～ 16:00
【資料 P25,

〔狩料】

資オ|】

食料 2

賞43

資料 4

前齢者の・ r体機能 と■Fr支援ニー ズに
フういて

地域包括ケアシステム 1■おける1:ユ f支援サー ヒスの意技 11ついて

生活支援 コーディネーター と協議体に則待 され る機能 と役常J十 二ついて

コーデ ィネーター活動実践 事例線Ti

その他 地域アセスメントシー ト
社会資源開発演習シー ト

【資料

【資料

P27～ P29】
P31】



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーデイネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展 F牙弓をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 静岡県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部長寿政策課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

回・都道府県職員  図.中間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター 固.その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てに

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のコードマップ提示

現状分析や課題把握の支援

県職員による訪問日助言

相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

向けセミナーやシンポジウムの実施

策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局・支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援ヨ―ディネーター向けフォローアップ研修の実施

町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

モデル事業・補助事業等の実施

22事例集・手引き等の整備
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O平成 27年度

O平成26年度
Ｉ
Ｉ
，
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平成 27年 9月 7日 (月 ) 13時 30分から 16時 30分 まで
二島市民文化会館  小ホール
13p寺 35分～14時 45分
「地域に根ざしたケアの展開」

社会福祉法人恵仁福祉″,会 高齢者総合福祉施設 (長野県上円市)
アザレアンさなだ 常務理事・総合施設長 宮島渡 氏

15時 00分 ～16時 30分  パネルディスカッション
「地域で最後まで住み続けるために～実践をからのメッセージ～」

※ハネリストは二十音1慣

所属・役岸註等

社会福祉法人恵仁福祉協会 高齢者総合福祉施設
アザレアンさただ 常務理事・総合施コ没長
公立森町
「
ぃ]院 院長

NPO法 人みんなの家 (西伊豆町)
富士宮市保健福祉部福祉総合相談課長

静 lЧl県健康福祉部福祉受文〕局長

氏  ″】

宙島 波

中村昌樹

奥田真美

土屋幸己

高橋ナに典

コーテ
｀
ィネーター

′ヽネリスト

250

開 催 同 時

開 催 場 所

内    容

亦 加 者 数

(件名 )

平成 29年度地域包括ケアシンポジウムの開催について
(福社長寿局長寿政策課 )

1 要旨
地域包括ケアシステムの 「医療」「介護」「予防」「生活支援」「住まい」の各々の

観′点1こついて、基調講演及びパネルディスカンシヨンを通じ、地域包括ケアシステ

ムの県民理解の普及を図るための標記シンポジタムを開催する。

2 概要

(開催実績)

0平成28年度

平成 29年 9月 8日 (金)13時 00分から 16時 00分
静岡市民文化会館 大会議室
県民、市町職 員、地域包括支援セ ンター 、民生委員 、事業所等  約 250名

O挨拶 (13100～ 13110):静 岡県社会福祉協議会、静岡県健康福祉部
○講演① (13:10～ 14:00)
「地域に展開する医療福社ネットワークJ

講師 :前田 ガヽ百合 氏 (二重県立志摩病院 地域連携センター長)
講演② (14:00～ 14:50)
「たすけ合ってここで安心して暮らしたい」

講師 :加藤 由紀子 氏 (NPO法人ふれあい天童 代表理事)
〇鼎談 (15:00～ 16100)
「我が事・丸ごと」の地域共生社会の地域づくりに向けて
コーディネータい:三枝 智宏 氏 (浜松市国民健康保険佐久聞病院 院長)
鼎 談 者 :前田 ガヽ百合 氏 (二重県立志摩病院 地域連携センター長)

加藤 由紀子 氏 (MO法人おゝれあい天童 代表理事)

静岡県、(福 )静岡県社会福祉協議会、さわやか福社財団さわやか静岡

開催 日

場 所

対 象

内 容

主 催

平成 26年 9月 9日 (火 ) 13H寺 30分 か ら 16時 30分まで

ィF松市士

“

域情 I限センター ホール

13時 35分～14時 35分

「住みなれたまちで すこやカイこ 暮らしつづける

あなたを応援する “本らしの保健室"J

東京都新宿区 暮らしの保健室 室長 秋山正子 氏
14時 35分～15時 15分

「住みなれた地域で暮らし続けることを支援する」

(‐社)地域ケア総合研究所 所長 竹重俊文 氏
15時 30分～16時 30分 パネルディスカッション
「地域包括ケアのある地域づくり、街づくり」

※′ヽ'ネリストは五十普)慣

所属 役職等
( ネ上)地域ケア総合研究所 所長

寒 らしの保健室 室長

木工声 「いつで平、わめ″ 1代表

小規模多機能型居宅介護事業所

「おたがいさん」代表

氏  名

竹重俊文

秋山正子

稲茶 修
加藤忠布H

コ予
｀
ィネツー

′ヽネリスト

開 催 日 時

開 催 場 所

内   容

参 加 者 数

中部会場  平成 28年 9月 2日 (金 ) 13時 30分か ら 16時 00分 まで
西部会場  平成 28年 9月 13日 (火)13時 30分 から 16時 00分 まで

中部会′・場 静岡県コンベンションアーツセンター グランシンプ 10階会議室
酉HI会場 饗田市文化振輿センター 大会議宝
」3時 40分～14時 40分
「地域で安心して,Iら すために ～これからの人生を最高に生きる～」
福祉ジャーナリス ト/元 ⅢК解説委員 村田 幸子 氏
14時 50分～16時 00分  パネルディスカッション
「地域で安心して暮らすために、地域住民による文え合いを考える」

※ドネリストは i五十青1頓

所属・役職等

福祉ジャーナツフ、卜/元 NHK解説委員
伊豆・松崎・であい村蔵 ら 代表理事
浜松市国民健ナ楽保険佐久‖】病院 院長
大田区地域包括支援センター人新井 センター長

氏  名

村 田幸子

吾森千枝美

i枝欠.口宏

淫荘久雄

コヤ
｀
ィネツー

′ヽネリスト

中郎会場 約 240% 西部会場 約 210お 計 450夕」

|ヂl催 日 R手

開 催 場 所

内   容

参 加 寿 教



平成 29年度

第 2回 生活支援コーディネーター養成研修 開催要項

1 目的・概要
全ての市町

`■

、地域支援事業の生活支援体制整備事業を、平成 30年 4月 から開

始し、さらに、平成 30年度内には、第 1層・第 2層に生活支援コーディネーター

を配置、協議体を設置し、地域の実情に応じた生活支援等サービスの提供体制の率

備に向けた取組を推進していく必要があります。

ついてti、 厚生労働省の「介護予防・日常生活支援総合事業ガイ ドラインJに基

づき、市町で硝置を予定している人材を対象とした共通理念のも
ユ得を図ることを目

的に、第 2口生活支援コーディネーター養成研修を開催します。

〇平成25年度

〇平成 24年度

2  日 時 平成 30年 1月 23日 (火)～ 24日 (水 )
※両日とモ)午前 10時から午後 4時 30分まで

Ｉ
Ｉ

〇
〇

Ｉ
Ｉ

3 場 所 静岡市産学交流センター (プ レゼンテーションルーム)
静岡市奏区御幸町 3番地の 21 ペガサー ト6階

4 対 象 第 1層 (市町区域)及び第 2層 (日 常生活 lよl域)を活動対象とする
生活支援コーディネーターとその候補者

員 50人

聴 市町行政担当者及び平成 27・ 28、 29年度第1回養成研修修了者の傍聴可能

容  「研修プログラム」のとおり
厚生労働省の実施する (生活支援コーディネーター指導者養成に係る

中央研修 |の内容を基本とヤンます.

8 主  催 静岡県、静岡県社会福祉協議会、さわやか静 lぼl

※従来まで東部 中西都会場で実施しておりましたが、今回は1か所で実施しますので、御留意腰います

【申込・

静岡県社会福祉協議会 福祉企 l面J部 地域福祉課 担当 :松永
別紙、「研修申込書Jに必要事項記入の上、1月 15日 (月 )必着でお申込みください。

〒4208670静 岡市葵区駿府町 1-70 TEL 054 254 5224/Fに｀064-2517508

E―mail :kazuki_mat

定

　

傍
　
　
内

5

7

平サ戎 254:9サ」2+1()」 )  13‖ 子か ら ,6'+30ケ)ま
‐C

あざれあ 大ホール 6 Ftヒ (静 配県ツj女共同参山
「センター)

13'↓ 05歩 」ヽ 131+55う)
「地域包拓クアンフくテムの4占集に

"」

けて〕

立川 |「 朽部西ち、しみ地域包1下 支援センター センター長 山本繁樹 氏

'3時
55分～ 11時 45分
「医療と介護のこli携」

浜松 |'呵 民健康保険佐八問
'テ

l院 院長  i枝御宏 氏
15時 00分～ 16時 30分  /｀ネルディスカンシヨン

1地域包括ケア～積ともが住みげtれた地ナ文で安心して本らせるよう|こ ～ 1

※′ヽネリ必は

'1汁
順

所居・役職 4宇

静 ll人 サ人文社会′ll学 劇
`

許 Ill,It空 を所 ク
｀
ルーフホムJ:締協議会運ギ子委 ;甚

浜松市11民建lk・ l入険

“

:久州UツぉJJグ与

(れ1)掛川市社会価祉協議会 l任

立川 市 ■m171ち 、しみ地域包括支援センター

氏  名

11、占 ■

桶爽いく代

i枝午∵宏

松淋i木伸

111木
'ど

米樹

コーティネター

ハイリスト

約 370名

静 イ,lり ,モ、 (柄 )浄 Irl,Itネ L会 ll祉協議会、さわやか ttt tll

開 111!11時

Bil lti:場 ナ)F

内    容

参カロ者抜

i:    ll!!

1上成 24419)〕 4H(火 ,  10時 から16時まで
あざねフあ 大ホール 6階 (静 l`lチャ(プザ女〕Ч司参いFヤ ンター)

10時 05分～11時 OO分
「要援護者文媛から見るll人情報保護法」 弁護 1: 波邊II分 氏
H時 00分～12時 00分
1地域包括クアのJと い 子を考える 1

(独 )労 lttlJ政策研究 研修機4111研究1と  ,中 ‖聰 r氏
13時 00分～ 11時 30分
「地域41社の推〕lと 地域包括ケ/1 束京大r′名誉教授 人森 抑 氏
14時 80分～お 時 00分 バネルデ ィノ、カッシコン
十地域包!下 ヶァ～it平 ,が fiみ世Iれた地域で安心してネらせるように～ i

〃子属 役職等
(独 )労働政策,F究  'F修機片lF)イリ1究ιI

東京大学名誉教授

(N)た すけあい速州 代表現!1「
lと∪ 11,地域眈

'fFイ
寛進 I決  1イ
=

】ll■干市地域包括文援センター センターサt

(株 )I´ Cウ エルネス 代表取 T】役

氏  ノィ
)1日 1岬なr

大森  lll

千
′1大 わ り
「

格
'丈
・  奥

lillヽ 十己

見μFtt r

ユーナ'ィイーター

助 1'若

′ヽネリスト

/ハ ネリストは正I TI慎

静 ,lり「て、 (れ )ヽ静 rlり鮮柱会柘祉協巌会

開 催 |1時

ァl催 場 所

内    容

参 力
"社
数

1   催



日本ファン,テーション協会

鈴木まり子氏

県社会福祉協議会

講義

演習

演習

⑦生活支援コーディネーターに

必要なファシリテーションスキル

【視点】
・住民の「主体性」を促す方法
・住民の「想い」を引き出し、様々

な意見を合意形成する力

⑥研修の振り返り+決意表明

閉会

(180分 )

(30分 )

18 :00-16:00

16:00-16:30

16:30

―

】

―

【会場案内図】

」R静岡駅から徒歩 5分

静岡鉄道新静岡駅から徒歩 1分

静岡市葵区御幸町 3番地の 21

ペガサー ト6階

※静岡市産学交流センター (8-ヽ13ST)は

ペガサー トの6・ 7階です。

跛脂公園 ④
市役所

"岡
庁舎

(t擁津 消ネ>

1日】研修プログラム

【第2日 】 ロ ム

講師

県長寿政策課

県社会福祉協議会

さわやか静岡

◎全体進行 :さわや力靖岡

◎SC取糸且報告

①島田市社会福祉協 ,と

会  係 長 ″与塚 新 次
氏

②函南町社会福祉協議

会

主事 中村 美 那 子

氏

◎ 事例紹介

①道眈島地lメ 社会福祉協議

会

会長 小林 強 氏

②たまり場さくら(居場

所)

小櫻 詳枝子 氏

③芝川地区社会福祉協議

会

相談役 多日監葺 氏

具社会福祉 協議会

種別

講義

講義

義

習

講

演

例

告

事

報

開会挨拶・連絡事項

研修内容

受付開始

①改正介護保険制度の概要

②生活支援コーディネーターと協

議体に期待される機能と役害」

⑥高齢者に係る地域アセスメントの手法

昼休憩

④助け合い活動ゲーム

目指す地域像

⑤生活支援コーディネーターの取

組と地域における生活支援サー

ビスの事例紹介

質疑応答

連絡事項

(10歩 ))

(50分 )

(60分 )

(75分 )

(120

分 )

(10歩 ))

(5分 )

時  間
9 :45～

10:00-10:10

10:10-11:00

11:00-12:00

12:00-13:00

13:00～ 14:15

14:15-16:15

16:15-16:25

16:25-16130

県社会福祉 協議会

講師

県社会福祉協議会

種 別

義

　

習

講

　

演

研修内容

受付開始

連絡事項

⑥足りない助け合い活動の把握
・生活支援コーディネーターが行

うべきアセスメントと支援の視点

・サービス開発の方法

昼休憩

(5分 )

(116分 )

時  間
9 : 30-

10:00～ 10:05

10 : 05-12 : 00

12 : 00-13 :00
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平成 28年度 生活支援コーデイネーター情報交換会

日時 平成 29年 3月 15日 (水 )
10時 30分から16時 30分まで

場所 静岡県男女共同参画センター
あぎれあ 2階 大会議室

次  第

刊 開会

2 今年度の事業実績及び来年度の予定について

・静岡県長寿政策課

・静岡県社会福祉協議会

・さわやか福祉財団 さわやか静岡

3 事前課題発表

4 『全国の生活支援コーディネーターの取組状況等について』…・資料 2

講師 :公益財団法人さわやか福祉財回 理事長 清水 肇子 氏

5 グループワーク

6 閉会



X 市町の生活支援体制整備事業の取組状況

生 活 支 援 コーディネーターの配 置 状 況  僻 成28年8月長寿政策課調査)

1%笏吻4配置済

未配署ヒ

―-93-―



◎第 1層。第 2層の配置ぬ容

・社会福祉協議会…18市町
。行政職員… 4市町
・NPO等 … 3市町
・地域包括支援センター… 1市町

第 1層 26/35市町 (4フ人)が配置

・4/22市町 (11人)が配置
※日常生活圏域 1つを除く

・社会福祉協議会… 3市町
・地域包括支援センター… 1市町第 2層

西己署L状況 配看L先

協議体の設看丘状況

|″ケ 設置済

未設置

―-94-一



第 1層 20/35市町力垢隻置
・直営…16市町
。市町社会福祉協議会…4市町

第 2層
。4/22市町が設置
※日常生活圏域 1つを除く

・市町社会福祉協議会
・地域包括支援センター

3市
1市

設置状況 (研究会含む) 設置先

⑨鶏工層う韓 2層畿霞の内容

く参加者の種漏曝毎の市町数>

※そのほか商工会、職能団体 (医師会等)、 地区社協など

単位 :市聴数

Ⅷ 実施予定

検討中

予定なし

1層 32 29 25 25 16 23 24 19 12

2層 4 フ 6 1 3 2 フ 5 3

シル,(゛―

人材
セシ,―

老人  介護
クラブ 事業所

ホ
Sラ
ンティア

団体
自,台会

参画 民 生 NPO
団体 ］自

⌒
委

社協  包括

御ワ■1月市

富士市

伊亘市

河薄町■
１

割‖市

総合事業における住民主体によるサービス (B型)の平成29年度取組予定

―-95-―



生活支援体制整備事業・総合事業推進にあたっての課題

③事業金体の課題

<生活支援体制整備事業>
,生活支援コーディネーター及硯協議体とも第 2層の設置・配置が進んでいない。

・生活支援コーデイネーターの職員の兼務が多い。

<総合事業>
・住民主体によるサービス (サービスB型)の創出が図られていない。

◎市電が絶える語黒題

・生活支援コーデイネーターの具体的な業務内容の設定や構成団体等への働きかけ

。第 2層生活支援コーディネーターの選任方法と構成団体
。生活支援コーディネーターの活動・企画に主体性を持たせる方法

・事業推進に係る社会福祉協議会等との方向性の共有

工 県による生活支援体制整備事業の取組状況

―…96-―



平成28年度生活支援体制整備事業 事業実績

◎生活支援コーディネーター養成研修

◎生活支援コーディネーター情報交換会 (※本国)
◎地域包括ケアシンポジウム

※「担い手養成講座」等での行政説明の実施
市町 :裾野市、清水町、島田市、吉田町、浜松市、湖西市 等
社協 :市町社会福祉協議会連絡協議会
団体 :JA静岡中央会、静岡ガスい 等

※生活支援コーディネーター養成に係る中央研修受講者 13名
(県 4名、県社協 3名、静岡市2名、浜松市 2名、さわやか静岡 4名 )
※政令市各 1名 人事異動による減

<目的>
市町で生活支援コーディネーターとして配置 (予定を含む)する人材を対象に、
共通理念の習得等を図る

<実施内容>
・2会場 (東部・中西部地区)計 4回開催
・請義 :コーディネーターと協議体に期待される機能と役割
高齢者に係る地域アセスメント、目指す地域像

・演習 :サービス開発の方法 等
・事例報告 :県内の生活支援サービスの取組

<修了者

◎生活支援コーディネーター養成研修

計 94名 (33市町)

①60名 (26市町 )

②34名 (17市町 )

市町社協 56名 (①39名 ② 17名 )
地域包括 23名 (① 14名 ② 9名 )
市町行政 8名 (① 6名 ② 2名 )
その他   フ名 (① l名 ② 6名 )

※①は第 1回、②は第 2回

―-97-―



◎生活支援コーデイネーター養成研修

◇主な内容 ※①(飾 1回、②は第2回
県内の生活支援サービス取組事例報告  県内の生活支援コーディネーター取組事例報告

<目的>
地域包括ケアシステムの「医療」「介護」「予防」「生活支援」「住まい」の各々の観点につい

て、県民理解の普及を図る

<実施内容>
◎開催日 :中部会場 平成28年 9月 2日 (金)グランシツプ

東部会場     9月 13日 (火)磐 田市文化振興センター
◎内 容 :

・請演『地域で安心して暮らすために ～これからの人生を最高に生きる～』

講師 村田 幸子 氏 福祉ジャーナリスト/元NHK解説委員
・パネルディスカッション

<医 療>
三枝 智宏 氏 (浜松市国民健康保険佐久間病院 院長)

<生活支援>
青森 千枝美 氏 (伊豆・松崎 であい村蔵ら 代表理事)

<地域づくり>
澤登 久雄 氏 (東京都大田区地域包括支援センター入新井センター長)

村田氏基調講演

鄭
錫

①小山町社会福ネ止協議会  加藤 憂子 氏
①三島市社会福祉協議会 野口啓太郎 氏

②伊豆の国市福祉事務所  山田芳治 氏
②静岡市社会福祉協議会  村松 伸隆氏地縁

①芝川地区社会福祉協議会

多田 重喜 氏

②豊同地区社会福祉協議会

江問 彦之 氏

②黒田よりあtけロン

外岡 準司 氏
中西部

会場

①森町社会福祉協議会   高野 一利 氏
①磐田市社会福祉協議会  守谷 充子 氏
②島田市社会福ネ止協議会  持塚 新次氏
②牧之原市社会福祉協議会 カロ藤 孝通 氏

②浜松市高齢者福祉課   吉林 清一 氏

①NPO法人こころの泉
小林 秀昭 氏

①NPO法人(よつとす―る

黒,II里江 氏

有償

ホ
Sラ
ンテイア

居場所

無償ドランテイア

さわやか静岡インストラクター

②ひだまり亭    秋山 恵 氏
②(有 )ヌマタ   沼田直樹 氏
②仰アクティブモコ 大庭健一郎氏民間事業所

多田氏事例報告

会 場 報 告 者報 告 者

◎地域包掻ケアシンポジウム

―-98-―



平成29年度生活支援体制整備事業 事業計画

凋

”
明

第 1回

生活支援

]―テ
Sィ
ネーター

養成研修

東部

中西部

各会場2日間

11月

1月

第2回

生活支援

]―テ
｀
ィネーター

養成研修

東部

中西部

各会場2日間

生活支援

コーディネーターの養成

◎厚生労働省による

「生活支援]―テ
｀
ィネーター中

央研修」の内容を

基本

第 1層

第 2層

]―テ
｀
ィネーター

羽

”
明

生活支援

]―テ
｀
ィネーター

情報交換会

1日

(圏域毎の実施を検
討中)

生活支援]―テ
｀
ィネ…ターのネッ

トワーク構築

◎情報交換 等

生活支援

]―テ
｀
ィネーター

時期  事業名   場所 目的・内容    対象者

壮年熟期が活躍するいきいき長寿社会づくり事業 (平成29年度実施予定)

輯 摯

: 【対象】  |
1昔はノヽリパリ働していたけど

1【社会参加促進フェア】

①路演
充実した生活と健康のための社会参加

②活動発表
4,

③ブース出晨

■フェア実施

○企画    O広 報・参加者募集 (市町は広報支援 )
O硝 目・体験会のメユ ーずくリ キ 受入先の開拓

・やh験会のメニュー

目標i

2【諸習・体験会】(11～ 2月頃)
○講習      .様 な々社会参加に
◎③◎◎  ついて学ぶ講召
◎ (D(D(⊃   社会参加ノウ八ウ講座等

O体験会     ●継続的
僧瞭雷翌

日

⑬8∞8;観ぅ勢寿
O社会参加促違効果のフオローアツプ

O各種「講習・体験会」の開催

目
機
中
２
地
競

考

銀
‐
閣

退職したら

,0何かしたいけど…Ⅲ…
| ・何をすれtよいいのか?
| ・どこでできるのか?

●仲間がし上らいいのに,・

i髪 |

!0人の役に立ちたいのに中

・やり方がわからない

, スキ,レを身に種けたい

∞

日基礎研修
・生活支援の担い子となる人材を対象とした
基礎知識習得のためいЛ修

日専門研修
・介護予防。日常生活支援総合事業の担い手
育成研修 (介護従事着初任者研修の縮小版)

■市町の要望によるメニュー
・地域協議体の要望によリメニュー化

広域実行委員会 <県主体>
県・市町,県老連・県社協・NPC
中小企業団体中央会 等
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壮年熟期が活躍するいきいき長寿社会づくり事業 (平成28年度実績)

社会参加促進フェア

社会参カロ促進による③健康鶏命の題伸 ②墨奪輩が支える地域社会づくり

<平成28年度 実績>

<

請 習 :○地域社会を考える

O居場所C企業組合の立上げ万 等

体験会 :O槙擬「居場所」
O居場所等の視察
O就農体験

講習・体験会

■語演 :社会参力Πへの動機づけ

■活動発表 :様々な社会参加を知る

■プース出厩 :人と場の砂 チング
識碧・体験会の募集

地域で百議体操 層場所の運営

企業組合

107人基礎講習 地域づくり、生活支援を学ぶ

39人居場所等見学 居場所、企業組合の見学・交流

みかんの川又穫を体験 16人就農体験

162人合 計

参力翻者数区分 内容

袋井市 9月 29日 (木 ) メロープラザ 300人

300人磐田市 10月 12日 (水 ) ワークピア磐田

250人御殿場市 10月 16日 (日 ) ふじざくら

会 場    参加者数開催市   開催日

20人模擬居場所 1日限定の居場所企画・運営

参力働者致区分 内容

亜 静岡県保健医療計画と静岡県長寿者保健福祉計画
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静岡県保健医療計画と静岡県長寿者保健福祉計画

医療計画
長寿者保健福祉計画

介護保険事業計画
老人福祉計画 介護保険事業支

援計画

計画主体 県 県 市町

計画期間 6年
(平成30～35年度)

3年
(平成30～32年度)

3年
(平成30～32年度)

主な内容 ・7疾病・5事業及び在宅
医療等の医療提供体制
・地域医療構想の実現
・圏域中心に

・養護老人ホーム
等の必要入所定
員総数その他老
人福祉事業の量
の目標

・介護保険事業
計画の支援に関
すること 等

。地域包括ケアシステムの
深化・推進の方針・取組

(介護総付等サービス量
見込み、居宅・地域密
着型サービスの充実)

■平成 30年度からの医療計画と介護保険事業計画を初めて並行して策定 (同時策定 )
*医療計画 ■ 介謹盤険事業計画 全 (葉質的な)地域包括ケア計画

第 6次 第 9次
(2010-2014)

回塊の世代が65歳に 介護療養病床廃止△

第フ次
(2015-2017) (2018-

第8次静岡
(第7

第7期
(2018-2020)

静岡県長寿者保健福祉計画について

計画期間 平成30年度から3年間

長寿者保健
福祉圏域

介護サービス基盤の整備や長寿者の保健・福祉サービスを効率的かつ効果的に進める (2次
保健医療圏域と同一)

対象サービス量 各年度における介護給付費等対象サービスの種類ごとの量の見込み

市町村が行う自立支
援等への支援

被保険者の地域 1こおける自立した日常生活の支援、要介護状態等の予防叉は軽減若しくは
悪化の防止、介護給付等の適正化への支援及び目標設定

広域的調整 老人福祉圏域を単位とする広域的調整

市町村介護保険事業
計画との整合

市町村介護保険事業計画との整合性確保(地域医療構想における「在宅医療等」の必要塁
に対する市町の介護サービスロ標値との整合)

地域包括

ケアシステム深化
・推進

(1)在宅医療・介護連携推進(2)認知症施策推進(3〕生活支援。生活予防サービス基盤整
捕雑逢(4)地域ケア会議推進(5)介護予防推進(6)高齢者の居住安定関連施策と連携

その他

(介護給付費等
対象サービスの
提供等)

・施設(こおける生活環境の改善を図る事業 (施設の整備、ユニット型施設の整備)
。人材確保及び資質向上に関する事業
・地域支援事業の円滑な提供を図る事業

(介護サービス情報公表、療養病床の円滑な転換)

-101-



市町村介護保掛父票業計画につして

根拠 老人福祉法第 20条の9、 介護保険法第 118条

計画期間 平成30年度から3年間

策定体制
計画策定委員会等を開催し策定

(防災や障害部門との連携、また都道府県との連携が必要)

計画策定で求めら

れる主な項目

□2025年の姿
・介護需要、・サービス種類毎の量の見込み、・必要な保険料水準

。第7期から第9期における段階的充実の方針
。その中で第7期の目指す目標、具体的な施策

□介護保険事業計画と県の保健医療計画における目標
井数値等の整合性の確保

⇒医療分野の目標値・必要量と市町の介護保険事業計画で掲院 介護

サービスの目標値との芸整合‖生

(地域医療構想で掲院 在宅医療等 <H37:40,093人/日 >)

計画策定での検

討要点 (地域包

括ケアシステムの

推進)

・居宅、地域密着型サービスの充実

・地域 (こおける医療・介護連携の推進、多職種連携の推進(地域ケア会議の充実等)
。医療・介護人材 (事業者)の確保 (地域資源の確認、養成 )

・市町内の生活支援サービスの状況の的確な把握 (生活支援体制整備事業 )

・提供するサービスの充実、多様化に努め、住民圭体の多様なサービスを創出 (総合事業)

・総合的な認知症施策の推進 (初期集中支援の実施、見守り体制等)

・住民 (県民)に対する啓発 (理解促進)
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 愛知県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部医療福祉計画課地域包括ケア推進室

研修会参加者    (
※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

都道府県職員  2.中 間支援組織  3.市町村職員
生活支援コーディネーター その他 (県社協職員)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築H運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価色改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問B助言

9.相談窓回の設置

アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

⊂⊃広報ツールの雛形の提示
13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施 L調整

16.国 や地方厚生局 B支局等からの情報の展開

C)市町村職員向け研修の実施

短⊃生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

延⊃
生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集 B手引き等の整備
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'20,5年
闘 題 」 「 新 しい ス テ ー ジ l rF.勁 j

別紙

毎う0ヒガ蒼声をかがいう,'や つたい

「生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート」
◆考資料 【愛知県】

高齢者見守 り・生活支援会議等への助言者派遣事業

(取 り組み紹介シー ト:項 10)

学識経験者や先駆的取組を実施 している自治体職員

会議等へ派遣する。

・平成 28年 度 :3市町村募集。3市町村実施 (実績 )

・平成 29年 度 :3市町村募集。3市町村実施 (予定)

団体職員等を、要語のある市町村の

2 生活支援体制豊常支援研修事業 (平成 28年度～)
(取 り組み紹介シー ト :項 17)

市町村の生活支援体制整備を支援するため、県内市町村の担当職員を対象とし、有識者によ

る講義、県内外の先進事例の紹介、グループワーク (1脅報交換会)を実施する。

・開催回数 1日研修。年 1回実施 (平成 29年度は平成 30年 2月 に実施予定 )
・対象者 :(市町村職員、協議体関係者等 )

3 生活支撮コーディネーター碁成研修事業 (平成 27年度～平成 29年度 l
(取 り組み紹介シー ト:項 18)

国の中央研修受話者を講師として語義 (伝達研修)を行うとともに、県内の取組事例の紹介

グループワーク (情報交換会)を実施。

・開催回数 :2日 研修。年 2回実施 (同 内容を 2会場で実施 )

・対象者 :生活支援コーディネーター、市町村職員等

4 生活支援コーディネーターフォローアップ研修事業 (平成 28年度～)
(取 り組み紹介シー ト :項 19)

生活支援コーディネーターの活動を支援するため、大学教授等の有識者の講演、県内外の先

駆的取組事例の紹介、グループワーク 1情報交換会)を実施。
・開催回数 :1日 研修。年 2回実施 (平成 29年 度実績。同内容を 2会場で実施 )

・対象者 :生活支援コーディネーター、市町村職員等

5 普及啓発用 リーフレッ ト作成 (平成 29年度)
(取 り組み紹介シー ト :項 12)

市町村等が行う住民への普及啓発に資するため、元気な高齢者に地域において生活支援や介

護予防の担い手としての参加を提すリーフレッ トを作成 して市町村等に配布。

6 普及啓発用ショー トムービーの作成 (平成 29年度)
(取 り組み紹介シー ト :項 12)

市町村等が行う住民への普及啓発に資するため、住民に対 して地域包括ケアシステムの意義

紹介や、住民による互助の取組を促すショー トムー ビーを作成 し、動画配信サイ トに掲載。

また、 DVDと して市町村等に配布予定。

※詳細十引月1巨勝照

地域包播ケ7システム｀ある擦偵社の調査結果～J

内Y@Ⅶ丁Шb9ヘージ∽

この度、愛矢□県では、愛矢□工業大学の学生の方友とコラボレーションし、

県民の皆様に、地 1或包括ケアシステムについて分かりやすく解説するとと

もに、地域におけるお互いの支え合いなどの活動の意義や醍醐味を紹介す

る、エンターテイメン トタイプの地重色活ケアシ ヨー トム…ピー『拍H包

括ケアンステム～ある録慎社の日査情果～」を制作 しました。

次の通り、YouTubeに おいて本編及びダイジェス ト版を
′△`関しています

ので、お楽 しみいただくとともに、会合や研修などの場でもご活用くださ

い 。

愛ンク案ルワ2アロエクア/之鍵書

曲与

白
'と

,文 t,おつフシスク」を
襴Ⅲせ■1:

―
―

｝
〇
ト

ー
ー

Oダ イジェス ト版 :httpsi//youtu.be/9_― ZpHHyCis

O本編 : httpsi//youtu be/1也 XsI― WhecY

包括ケア 探偵
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関ずる調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 二重県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部長寿介護課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員 2.中 間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪間・助言

9.相談窓日の設置

10.ア ドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局B支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備
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平成30年度からは全ての市町に設置しなくてはならない

(C)ニーズと取組のマッチング(B)ネ ットワーク構築

0 関係者間の情報共有
O サービス提供主体閣の連続の弊田づくリ
など など

工:チ 7と てはこ 1

O 聰域の支援ニーズとサービス提供主体の
活Rbをマッチング

嘉 一るよ ネ トア イの轟置合い推進長) →多様な主体に 多様な取組のタイ ネー至―デ1 生活支援》(
A C る 当面 とA Bの が、 の機能を耳以衰 r― ヶ トネー の機能があ一体酌な活動を推進. 機能tよ

(A)資 源 開 発

この役割を担うコーディネーターを

養成する研修を実施

0 地域に不足するサービスの81出
○ サービスの担い手の基戚
O 元気な高齢者などが担い手として活動す
る場の確保  など

機能を捜い、
中心に充実。生

活
支
援

・
介
護
予
防
の
基
盤
整
備

に
向
け
た
取
組 ポランテイア鶴司組合 徹金福機 人NPO

ビスの多様な常幻係主体の参画例

2

生

0研修内容
①実績のある外部講師による研修

CLC(NPO法人全国コミュニティライフサポートセンター)
②わかりやすいテキストの使用

③ワークシヨップなど、意見交換の場の設定

(1)全体研修 (2)フォローアップ研修

開催場所 サン・ワーク津 三重県社会福祉脇議会語堂

対 象者 生活支援コーディネーター、市田」職員 等

開 催 日 H29.84 H30.2.21

参加人数 67人

2
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【二重県】生活支援体制整備事業に関する市町アンケート

(平成 29年 10月 1日 現在 )

(1)生 活支援コーディネーター (第 1層 )に関する課題
・ 第 1層 コーディネーターと第 2層 コーディネーターの連携・役害」分担につい
てさらなる検討が必要。

・ コミュニティツーシャルワークのできる人材確保。第 2層コーディネータ

ーヘの拡大。

・ 当コーディネーターの主たる役害1の、地域資源や課題の把握、多様な主体と

の連携を重ねる業務は、単独でできる事ではなく、また短時間で達成できる

)ヽの ではない。まずは、市と包括が協力して、介護予防の集いの場の創設・

継統支援に関わり、そこから地域住民のニーズ把握を深め、生活支援サービ

スのニーズ把握や支援体制を検討していきたい。住民団体の立ち上げ支援は、

熱意のある住民の思いが重要で、そこを見守りつつすすめたい。

・ 地域ごとに実情が異なるため、地域ごとにどのような支援をしていったら良

いかを、コーディネーターを中心に包括や市が、さらに連携を取つて話し合

いを持ち、これまで以上に効果的な地Ⅲ文支援に取り組んでいく必要がある。

生活支援体市」整備事業を実施していく上では、高齢者だけでなく、様々な世

代や様々な分野の方々と )ヽ関係を構築していく必要がある。

・ 生活支援コーディネーターになつてもらう人材を確保するのに苦慮してい

る。

・ 活動に対する評価方法について
・ 生活支援コーディネーターの設置は済んでいるが、活動について整理されて

いないため、協議体を含め体制づくりが進んでいないっ

・ 人件費に係る経費が増大し、財源の確保が困難である。

・ 他の業務に追われ、生活支援コーディネーターとしての活動が十分にできて

いない。

・ 市の規模が小さいことから、第 1層 と第 2層 を兼ねた生活支援コーディネ

ーター設置を検討している。また、専任ではなく兼務を予定しているため、

事業がスター トした後のコーディネーターヘのサポー ト体制をどのように

充実させるかが課題。

・ 地域の実情を確認しながら実施していく事業である為、事業 (ア l全容やすすめ

方などの手順を日月確に示したり、見積もることが難しく、関係機関間や担当

者と上司との間で理解や共通理解が得られにくい。

・ 専門職等の人材不足のため委託したが、委託先でモづ兼務のため業務過多とな

り、計画的な推進が困難であると懸念される。また、住えの意識改革等に時

間を要し、コーディネーターの支援体制が不十分であるが、町の人材も不十

務

三慢置)が 地箪課題の解決に向けた糠論や ■套資源

常=,

博建体置二教

麟i清

― ィネ
‐

ター人数

市民苛争名

●■

日日す市

盛名市

憲摩市

Dユ貨市

木曽い口,

臣良町

飢野苛
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分なため余力がなしち

市単位で進める事業としながらも、住民レベルからの声を上げられる仕組み

づくりと、地域住民が主体となつた展開が求められるところに難しさを感じ

る。また、各層へ拡げるに当たつては、その効果的な手法が考えにくい。

(2)協議体に関する課題
・ 現在、協議体と地域ケア会議 (市 レベル)を兼おる形で実施しており、本来
の協議体としての役割を十分果たせていない。

・ 既存の協議体や包括支援センター主催の地域ケア会議から抽出された地域
課題の解決に向けて協議を行 うが、簡単ではない。残された課題が多数ある。

ア ドバイザーの先生から、それらの課題解決だけに目を向けるのではなく、

地域の高齢者がやりたい事への支援 (元気高齢者づくり)と 、在宅での医療

や介護が必要となつたときに、高齢者に関わる専門職によるかかりつけネッ

トワークが役割発揮できるような仕組みを整える重要性を教えていただい

た。これらについて、関係者が目的共有し、時間はかかると思われるが、ぶ

れることなく推進していきたい。多数の関係者の共有のために、情報のみえ

る化が重要であると思う。

・ 第 2層について、地域によつて現在の活動や活動に向けた思いに温度差があ

るので、地域への働きかけに差が出てしまう。

・ 把握を行つた地域課題の解決方法について。
・ 福祉分野における個人情報の取扱いについて、明確な指針が示されないため

困つている。

・ 既存の協議体を活用しているため、コーディネーターとの連携が課題となっ

ている。 (それぞれで動いている状況である。)

・ メンバーの地域づくりに対する意思統一が難しい。
・ 単なる意見交換で終わらせず、資源開発に結び付けるためにはどのように進
めていけばよいのか。

・ 地域の実情を確認しながら実施していく事業である為、事業の全容やすすめ

方などの手順を明確に示したり、見積もることが難しく、関係機関間や担当

者と上司との間で理解や共通理解が得られにくい。

・ 現在、日常生活圏域が市全体で 1圏域となっているため、第一層協議体のみ
の設置としているが、市域が広いため、今後は第二層の協議体として整備が

必要と考えている。

・ 町の課題を協議体委員に提示し、協議体の役割を説明してきたが、十分な理

解には至つていない。また、住民力を引き出していくための人材やノウハウ

が不足している。



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 滋賀県

所属部署名

(所管部署名)
滋賀県健康医療福祉部医療福祉推進課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

県職員 ② 中間支援組織  3.市町村職員

①
生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価 H改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問B助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施 B調整

16.国や地方厚生局B支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

C)生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施
20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集口手引き等の整備
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平成 28年度第 2回

生活支援コーデイネーター学習 B情報交換会

(生活支援コーディネーターフォローアップ研俸)

平成 28年度第 1回

生活支援コーデイネーター学習 B情報交換会

(生活支援コーディネーターフォローアップ研修)

日程

Ｉ

Ｐ
Ｓ

Ｉ

プログラム

受付

開会/オリエンテーシヨン

グループワーク

コーディネーター :同志社大学 社会学部 社会福祉学科 准教授 永田 祐 氏

各グループ内での情報交換 (社会資源の招経、協麟体の状況等について)

情報共有

休憩

序例検劇

事例提供者 :彦根市社会福祉協臓会 地域福祉課 地城サポート係

主任 (地増支え合い推遠員) 速井 格子 氏

講師 :同志社大学 社会学部 社会福社学科

准数授 永田 祐 氏

各グループ内での事例検討を行う

グループ発表

永田先生による奎理、まとめ

国会

時間

13:30～

14:00～

14:10

14:10～

15:10

15:10～

15:15

lS:15～

16:30

16:30

プログラム

受付

開会/オ リエンテーシヨン

廉職報告|

「生活支援ヨーディネーターの活動についてJ

報告者 :高島市社会福祉協議会 ふ くしのまちづくり推進際 係長 杉本 学士 氏

ヨーディネーター :同志社大学 社会学部 社会福祉学科 潅教授 永田 祐 氏

グザレープワーク

①気づいたこと、疑閻点を出しあう

②各グループからの発表、講師からの助言

③際題だし・整理

④各グループからの発表

⑤講師まとめ

酪師 :同志社大学 社会学部 社会福牡報  准教授 永田 祐 氏

高島市社会福社協鵬会 ふくしのまちづくり推進課 係長 杉本 学士 氏

田会

時間

13:00～

13:30～

13:40

13:40～

14:40

14:50～

16:30

16:30



Ｉ

Ｅ

ｗ
ｌ

①/■活支援サービスを行う主体及びその内容の把握 (中学校区ごと)

②生活支援サービスに関する情報を掲載した地域資源マップの作成

③住民主体の生活支援活動に関する市民への啓発

①生活支援コーディネーター定イタl会議 (月 】

“

1)への出席

⑤生活支援体布」整備l′/デザ議体への参加 (企山f・ 運営含む)

③研修会への参加 (回、県、市等が開催するもの)

⑦その他関連事業の企画・運営に参加

3 グループフーク
①気づいたこと、疑門点を出しあう

②各グループからの発表、講師からの助語

③課題だし・整理 (K」 法)

③各グループからの/プき表

4 事前質問に対する回答とまとめ
※質問に対する国容は別紙資料のとおり

・今恒十の高島の報告にく)あつたように、地域づくりには時間がかかる。

10年スハンで考えていく必要がある。
・住民が主体的に行うことは「サービス」とは呼ぶべきではないと考えている。生活支援コー

ディネーターは、住民の「活動」を応援していくべき

である。

・4:活支援コーディネーターが、何から始めたらよいか分からないということをよく聞く。地

域にどのような活動があるのかを把握することをはじめてはどうか。

・ニーズ把握を住民と共にすることが人事で、資源マップを完成させることより、ネットワー

ク構築等のプロセスが大切である。

・今後も、このような県全体の第 0層の協議体があるとよい。

平成28年度 第1回生活支援ヨーディネーター学習ヨ情報交換会

(生活支援コーディネーターフォローアップ研修)

開催結果

◆日時

平成 28年 9月 7日 (水)13:30～ 16:30

◆会場

ビアザ淡海 県立県民交流センター 203会 議室
◆主催

滋賀県、滋賀県社会福祉協議会

◆協力

滋賀県生活支援基盤整備推進事業生活支援コーディネーター養成研修等

企画委員会

◆参加者

30名 (8市 4町 場任の生活支援コーディネーター )

◆内容

1 開会/オ リエンテーシヨン

2 奥践報告
「生活支援コーディネーターの活動について」

講師 :同志社大学 社会学部 社会福祉学科 准教授 永田 祐 氏
報告者 :高島市社会福祉協離会 ふくしのまちづくり推進課

係長 杉本 学士 氏

※事前アンケー トを提出していただき、生活支援コーディネーターとしての取 り組み状況、講師に質問した

い事項、情報交換を希望する事項等について整理し、当日資料として参加者には配布 した。

白治会域、旧附丁相 '市町それぞれに特徴的な推進組織活動、協議の場があり

それらをベースにした生活支援体制整備事業である。

平成 28年 7月 から第 1層協議体をFフ何始したが、27年度に住民参加型サー
ビス連絡会+α で研究協議し、考え方の共イ]を図つている。

現在、第 1層協議体においてモデル的に第 2層協議体を始めることや、訪問

サービスB型の具体的な進め方の協議をしている。
生活支援コーディネーターは、第 1層 に2名 (たかしま「「 民協働交流

センター、市島市社脇)ll己 肘し、それぞれの役割を定めている。

生活支援コーディネーターの業務内容は、ケて任事業計画に 7項 目が明記され

ている。



―
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―

・実績が欲 しくて住民さんへ活動を強要しないよう気を付けたい。早期に取 り組まなければ Frら ないが、ゆつくりじ

つくり行っていくよう心掛ける。

・地域の人への説 ナlに 動 Ittlの活用をすることは効果的かもしれないと感 じました。

・行Ⅲ吹と社協の方向性を同 じにしていく。

・協議体の作 り方。

ニースの把握の仕方。

・地道に住民さんと話 し合う11の 大切さを学びました.早 く、ゆつくり1荒てずに。

・関係者、機関とのネ ッ トワーク、集まりの場の必要性を学ぶ事ができた。一 どのように ll係 者、機関に持ち力Чサて

いけば良い力Чま不明だが,

・地域に足を運び、“真の生活のニーズ"を )とえられるようにしていたいです。やはり、この事業は地域に根 ざして

きた社協が受 Hとする事にき義があつたとも感 じます。

・まだ、これから活動開始という状況にほとんどの方がお られるのだと感 じ迷た しながらも事例が出来ていく事、自

分 も何か、と。互いに学び合い、探 まりたいと感 じました。

2、 今後の学習・情報交換会で企画してほしいこと、学びたいこと

・ファシリテーシコンのれ汗修.住民さんの意見を引き出す為にはどうしたらいいか (方法等 )

・様々な市町 COと 情報交換できる機会 (フ リーだけどテーマを決めて)一社会参加、資源把握、 lイナイl議体づくりなど

先
"〕

(的に取 り糸Rん でいる市町社協 (他訳)ワ)事例発表。

・生活支援をされている市町の具体例を
′
ア綱りたいです.社協、行政、住民が 一緒に地域づくりをされている様子。

行政 との連携 .

・第 二層ヨーディネーターの内容を取 り Lげ る研修もお願いしたい.

層、二届や町、市など、エ リアや役割が似かよつた地 l支の方との交流。

・地
'支

への人 り方、住民への啓発について具体的に教えて ,ヽら いたいです。

・ Jf例発表。 グループで情報交換 v
・プ レゼンの技法、 レクチャー,

生活支援 Coと して成果物をどう見せるかとい う課題があつたので、成果物の作 り方、見せ方についての情報交換

ができればと思います。

他の地区のコーディネーターの活上tを知 りたい。 (苦労 している事等 )

・地域へ人るコツ、人 り方など。

・テーマに沿つて学ぶ とか先進的な市町の事例を学ぶのもよいが、今回の グループワークを見ているといるいろ吐き

出 した り、他の市贈]の状況などを教えてもらった りするだけの場をまずは求められているように思 う
のでそこから始

めてモ)ら えればよいかと。

・第一用と第二層のグループ分けも企口「して慎きたいです。

情報交換。

平成28年度 第1回
生活支援ユーディネーター学習・情報交換会 参加者アンケート

1、 今回の学習・情報交換会で学んだこと、参考にしようと思ったこと

会議をやる前の準備の大切 さがわかつた。高島市の自治会長さんへの事前の打ち合わせは私もや らなければならな

いと思った。

皆さんの意見を聞きなが ら、活動計画について t)参 考になります.(計 画を立てるのに悩んでました。何から取 り

組めばいいのか、囚っていたので )

・イ
=民
への働き力Чナ方など、実際の体験を {ぅ とに話が聞けたので参考になりました。

既存のもの、場、資源 (人 も)を準理 し、紫いでいく.
,「サー ビスづ くり」「地域づくりJ力 大` lタノl.他 市●)生活支援 CDの 状況などもわか り、有意義な時間となりました

どの I引 十ヽ も ,lじ 悩みを )ヽつ ているんだv

・他市町社協との情おl交換の充実

・様々な取組みや各種団 l本 とのつなが りを大切にする (実際に出向く)

地域に保健曲F梯 と出向く

他地域の社協の動きを知ることが出来て勉強になりました。

・第二居を充実することが大切て、第 一l!lの トンブダウンだけでは事業 (住民意識の向上)を すすめることが難 しい

と思いました。

・住民 (第 i層 )の 資源マ ップ作 り、イrf源整理等、参考にしたいと思います。

・ 平成 28年度から第二層の Tズ リれ1み を進めてお り、地域課題の見える化をどう進めていくのか、今回の高出市の実

例を参考にしたい。 もつともHl象 的だつたのは、他市町でく)ま だ手探 りの状態であ均、悩みを抱えているところが多

いとい う事ぅ情報共有の必要性を故めて感 じた。

・“協謡体は 「テーマ別」もあり"だ ということ。

今回、生活支援 コーデ ィネーターなヽ成研修も受けてお らず、業 rヵ
文も違 う中参加 させて頂とました。小さな社協で地

域′つくりは社協職員待員の誤題 と与足えています。勉強になつたJHす か りですが、地域住民の近い場所にいれる耳脱員に

なるため、杉本さんの大しlザに している事や 同じグループで話し合った ことは、もう一度考え lLう す良い機会 となりま

した。行政 との連携は、地域や住民さんを中心に進めると自然にできていくのかな。

地 llヤに出て、今まで以上に住民ジ)方 との接点を作っていかないといけないなと思います。

・我が町のエーズ把握、行政 との連携、ヨーデイネーターの立ら位置の確認。

・他市町社協の人々も生活支援 CDに 問いて 司じような思いを持ってお られることが分かつた.′と活支援 CDに 関し

て、今後のサービスありきではなく、地域づくりの観点から月ヌリ組む必要性を改めて認識できた。

・他の状況をド・打けたの )ヽ良 かつたが、自身
の‖々の業務の振 り返 りとなり良かつた .

・住民の真のエー ズを把握する小が大ワJで 、その為には多くの人や団体 とつなが リコミュニケーションを充分にとつ

て情報を集めることをこまめにやつていく。

`他 のCOの 方の意見がたくさん聞けて良かつた。 COと して成果物があげにくい事が共通 してあつた。



平成28年度 第2回
生活支援ヨーディネーター学習・情報交換会 参加者アンケート

1、 今回の学習・情報交換会で学んだこと、参考にしようと思つたこと

各市世丁lこよつて違いがあることが分かつたが、どこの市口lも どのように進んでいるのかとい う進捗状況が分か

らなかつた。短時間では共有は英にしい。

皆ちがつて皆いい、やれるところから進めていけばよいのではないかということを改めて確認できました。

第 2周 づくりの参考になった。 ワーカー としてのイ主た らきかけ方法など。

事例検討はイメージももてて参考になりました

実際に活動 していく中で 第 lE口 Jに比べ具体的な内容の話がきけて良かつたです。地域の分析方法など他の市

町に学べました。

他市町での 2層 のもち方、考え方。会議の持ち方

2層 の進め方 テーマ型で進める等、制度の話をせずに進めていくや り方

fF外で庶どのような形で協議 l本、ケア会議等を持たれているのか分からなかったので大変参考になった。

第 2層 の配置の仕方が様 々であることを知った。未設置なので検討時に参考にしたい。

性協、民協、白治会とどんどん足を運んでいること。

CWの 進め方、計画 (課腹解決に向けた)を 立て実行すること。チャー トを活用する

商店街へのアプローチは実践 していきたい。

企業との連携、活動をiよ続する意識づけ、ほめる

協議体の作 り方、カチ ンとした型ではなくゆるや力‖こ開かれる方に

CWの 意図や働きかけなどの様子は地域が違っても勉強になります

他の地域の取 りくみが詳しくわかつた

実際の事例に沿つて検討できたことがよかつた。課題解決のプロセスを打,る ことができてよかった。

わが町で行われている事と今後進めたい事を整理出来た

推進会議  協議体のすすめ方、作 り方

少 しずつ生活コーデ ィネーター活動が具体的になり、質問や意見が具体的になり出るようになった。

他市との共有→事例による具体的学ぷ→グループワークをうまく構成 していただき、変化があり大変よかつた

です。若い再説員にも少 し人が付いたのではとうれ しく思います。

2、 今後の学習・情線交換会で企画してほしいこと、学びたいこと

他市置rと の交換会

そろそる来年度くらいになれば、先進地事例の話も聞けるようになっているのかな ?と 思いました。

引き続き晴報支援を

宝さがしのミlFめ 方、事例検討続けたい

時ド1弓のない中、いつ も設置、配魔状況を 1か ら話し合 うのはもったいないので一覧で示 して欲 しいです。 (事

前アンケー トく,イ可度 も同じ内容を記入 しています)一他の研修も含めます

時間が短いのでテーマ型の研修をして欲 しいです。

行政 として 「実績」とするにはどうい う報告、評価があるか ?

3、 苦労 していること、よくわからないこと、意見、感想

とても参考にな りま した。匙井続けていつて欲 しいです (

・苦労している、困つている、悩んでいることが話せてよかつたです。

受来の社協義務にウエイ トが大きく、なかなか動けていない。

年数回の継統的な開 l整をお願い します。

・取 り組みが進まない地域へのアフローチ。

・第 一層ヨーディネーターとしての話が前提のものが多く、第二層を担当している立場では内容が合わない部分 もあ

った。

具体的な事例を開かせて頂いた事で (資料もいただいて)と てもヒン トになりましたv

第 一層、第二層のメンノヽ一、私自身の居場所を再度考えている。

・地域への入 り方、エーズの把握、成果をどう見せるかが難 しいと感 じた。

ワークの日的が分か りにくかつた。

行政 との考え方の相違。

・ グループワークの内容がいまひとつだつた,ど うせやるならね らいや 目的がはっき りしたく)の が良いと思われる。
・今年度は助たなので、成果物 もこれでよいのかなという不安ばか りですがv皆さんと繁が りが出来て心強いです。

十

三

十
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協議体、Coに対するできるだけ自由度が高くなるお金の出し方

市からのお金をつかわない活動をつづける方法

定期的に情報交換会をしてはしい。学習は制度がたってから学びたいことができると思うので…

事例検討

生活支援コーディネーターの課題別の話ができるもの (ワ ール ドカフェ的な―)

2層の立ち上げを中心にした各市町の取組手法について

住民、団体への説日)]の 方法

生活支援コーディネーターに限らず、ケアマネ、包括の方にももつと来てもらえればいいと思う。

各市町推進表 (会議体)

CWの手法
大きなテーマでフリーな話し合いの場をお願いしたい

情報交換の時間は継統して行つてもらえるとうれしいです

3、 苦労していること、よくわからないこと、意見、感な

協議体で何を話すか、その方向性と日標、着地点がいまひとつ分からなかつた

‐ 協議体の見学会とか
このような機会をもつて下さることは生活支援ヨーディネーターのつながり作りにもなり、また心強いです。

ありがとうどざいます。

COの要綱づくり

もう少し時間があるといいと思いました。

市町の職員も参加す ミ́き。生活支援コーディネーターがかかえている課題を行政職員も把握していないとなげ

っばなしになっているような気が、今回の参加状況で感じたロ

もつとグループで話,時間があればよかつたと思う。

全体のフォローアップも大事ですが、各々の独自性も出てきているので似たような地域のグループワークもあ

ればよいと思いました。

地域への入り方。現在はサロンカフェ、ボランティアグループ参加等を行つている。

大きく取り上げたい内容をピックアップして学べたらいいと思った。

・ 新たな 2層 Coの差がでないか (担当者により)心配しています。包括とのうまい関係づくりも



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 京都府

所属部署名

(所管部署名)
高齢者支援課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

道府県職員  2.中 間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

市町村職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築・運営】

1.推進主体のネットワーク化

② 庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価H改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

Э 現状分析や課題把握の支援

③ 都道府県職員による訪問日助言

9.相談窓回の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施B調整

16.国や地方厚生局日支局等からの情報の展開

― ■5-



京都府の概要 《高齢者健虜こ福れに圏域別の市1年村》

京丹後市・伊lR町・与訪゙野町

柄知山市・歩f鶴市・綾都市

r也岡市・南丹市・京月波四「

京都市 ,向 日市 長岡京市・大山崎碑「
宇治市 城陽市・人 lT子市・京田辺市・久御山町

井手町・宇治田原町

山城市 =本 rlI川 市・竿世町・下li束田I 精す1町  南 111城村′

(平成 ワ8年度末)

ρ

プ名引どマ雪リア

京都府

ノ、口 2,563,208ブ、

65歳以上人口 722,847ノ、

高齢化率 282%

要介護等認定者教 145,051人

要介護認定率 197%

29年度28年 度

〉
0生活支援コーザィネーター養成研修

〉 0生活支援コーディネーター圏域意見交換会

※生活支援コーディネーター養成〕F修テキストに基づき、一m`、 府独自で十1民

主体による具体的な活動実践をとおした研修内容に変更し、研修会場を実際

の住民主体のに1場所で開催することを追力‖.

※より地域の兵情に合わせ SC同士の杖のつながりを,aイヒ十る争を目的に、保

健所圏域単位(6箇 所)で 、意兄交換会を開ll=。

0圏域学習会
い
※より地域の実情に合わせ SC、 市臣`付担

当者 Iこ力1え、社会名れた協議会 地域

包括支援センターを交えた 1考による圏域学習会(保健所圏域)を 一部こH域開

催予定。

●生活支援コーデイネーター養成研修

※生活支援コーディネーター養成研修テキス トにようき実施

※地域性′こも配慮し 北部 商訂
'で

会場を設定.

●市町村担当者会議

※地域μヽイこもれし慮し、北 l, 両訂Iで会場を設定.

0生活支援コーデイネーターステップアップ研修 コ

0生活支援・介護予防サービスを提供するための

「協議体」設置に係る研亀

●市町村意見交換会 (全市町村へ個月1訪問)

●府内各市町村の地域支援事業推進に向けた取組状況 (市町村間情報交換用シー トの集計・配布)

生活支援体制整備事業の推進に向けた取組の概要
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京都府

1 段置 目的

地域包括ケアに係る市町村や地す攻の課題について、保健所のネットワークと推進機構の ll′ 門性をもつ

て市町村を伴た支援する機側を待保健所に設置 (げμ,託職員)す ることにより、市町村における地域包括ケ

アの推進を文援する。 (H上成 26年 0チl設 置)

2 推進体制
保11を所職員 (兼イモ)及び専任嘱話耳1茂員

3 役割

圏域における十え療・介護 福祉・行政の各ネ ッ トワークを連携・強化させることにより、市町村の地

域包括ケアの推進を支援

地域包括ケア推進ネット

4 主な取組標要

地域支援事業の移行 (在宅医療 介護連携、認知症施策、生活支援、介護予防、地域ケア会議等)

に伴 う市町村への伴走文媛

認知症対策 (「オレンジロー ドつなげF次」の企画運営 )

基幹型地域包括支援センターの整備や多様なサービスの担い手の育成支援などの i'H】 村の
'ま

組に対

する伴た支援

推進機構プロジェク ト (多職
^‐

■協働、在宅療養あんしん病院登録システム等)プ )地域への授透

S 設置娼所 ※1こ囚域で保ケど所と推進機僻が連携し、市町村の地域包括クアの推進を支援

O

O
O

C

ト

地域傷悟ケ7

府保樋所

・認
'a症
総合対策

・地域におけるリハEり

凧都府

京鱚蛇麟色括
ケ7構造機構 6圏域・7ネ ット

0溜劇痕施策

0新しい介震予防,日

常生活支援盤含幕素

0在宅医療・介護運終

等

市可村

30年度までに地域包括
ケア施策を完全実施

設置場所

乙訓保牧と所  企画調整室内
II城北保建所 企画調整室内

山城南保健所 企画が,1整 室内

南月十栞健所  企 ど
'HR同

整室内

中丹西保 l建所 企口F調整室内

中チ`ナ束保健所 企画」員整室内

丹後保健所  企 酉l調整室内

名  称

る 。
'I 
地域包括ケア推進ネ ット

城北 地域包括ケ/推進ネ ント

山城南 地域包括クア推進ネ ット

南 月 地域包括ケア推進ネット

中丹西 地域包括ケア推進ネ ット

中丹束 地域包括ケア推進ネ ット

月 後 地域包括クア推進ネット

囲境

京都 乙訓
|1城北

山城南

南月

中丹

ナ1後



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 大阪府

所属部署名

(所管部署名)
福祉部高齢介護室介護支援課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

匡亜邑支援組縛め 3.市町村職員

4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築・運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

D状 分析や課題把握の支援
8.都道府県職員による訪問日助言

働 談窓日の設置

① アド
バイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局H支局等からの情報の展開

〇 市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

⊂)事例集H手引き等の整備
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オージレ大阪で高齢者の生きがいづくりと介護予防への機運を霞成する

「大阪ええ書ぢ7ロジェクト」について ,14 大「丘ええよち
O住 民主体型サービス創出支援協議会などを踏まえながら、3つの取組みを進めます。
大阪府『住民主体型サービス創出支援推進協鵬会」
新しい介護予防・日常生活支援総合事業における住民主体サービスの倉II出 を
推進するため、市町村支援の具体的方策の検討・意見交換、本プロジェク ト
の事業評価等を行う。

構成メンバー:府内市町(政令市
さわやか福祉財団

、先進的取組市町 )、 府社協、ポラ協、府老連、
意見聴取

(特非)サービスグラント

2.住民主体型サービス創出に向けた情報発信・機運醸成 住民主体型サービス創出こ向けた機運を醸成

的
・特設ウェブサイトを立ち上げ、プロジェクトの進捗状況を随時共有・発信
・「ブロック会議 1を通じて、地域を超えた情報共有と連携機会の創出、好事例集又はエッセンスをまとめたマニュアルの提供
・年度末の大交流会において、地域貢献団体・プロボノワーカー等を交えた交流とネットワーキングの機会提供

3.市町村における生活支援コーディネーターのネットワークの強化 支援ノウハウを共有し、地域に蓄積
生活支援CDの地域を超えた関係づくり
地域貢献団体への支援による地域活動の強化

(要請があれば)B型創出のアドバイス

イベント情報の提供

聖 ト

. ―  評価・助言    ‐ ■ 報告                     委託

六面ええ移ぢ寡ロジェクト
～ 住民主体璽サービえの

“

出女編 ～
為
V
えぇぎ‐i火服

を 生
 梨

ト

○「大阪ええまちプロジェクト」は、若手からシエアまでオール大阪で住民主体 (支え合い)による
地域包括ケアシステムの構築を目指そうとするプロジェクトです。

○ 地域において「住民主体型サービス」の創出に向けて取り組もうとする地域貢献団体に対して、
① プロボノ(仕事上で得た知識や経験、技能を、社会貢献のため提供するボランティア)による「プロジェクト型 支 援 」、

②府内で活躍する先進NPO法人等(先輩団体)による「個別相談型支援」
をマッチングすることを通じて、運営上の悩みを具体的に解決していきます。

て 体

居場所・サロン 移動支援サービス 等

連携・協働

地域づくりFこ活用

大阪府

住民主体型サービス創出のため
の広域的な市町村支援の実施。

また、そのための好事例の抽出
及び府内市町村への情報提供

1.住民主体型サービス創出に向けた直接的支援 生活支援コーディネーターと連携しつつ、支援を実施

プロジェクト型支援
ビジネス経験や専門知識を活かした「プロボノ」により、団体
の活動基盤強化につながる具体的な成果物等を作成支援
(短期)1か月 (長期)3～6か月 (支援件数)20件 程度

価 町I相酪 41守怪
府内で活躍する先進NPO法 人等による電話、メール、訪間に
よる相言炎支援

(支援件数)年間SO件程度

家事援助サービス 配食サービス

上の課題解決ユーズ
・情報発信
・運営改善
・事業戦略

府内市町村性活支援コーディネーター】
・生活支援CDの地域を超えた関係づくり
・地域貢献団体への支援による地域活動の強化
・(要請があれば)B型創出のアドバイス
・イベント情報の提供

・制度の活用
行政との連携

・先輩の知恵・ノウ′ 等

実務 の相談ユーズ

プ嘘 ェクト型支援「プロボノ」による伴走型支援
ビジネス経験や専門知識を活かした「プロボノ」により
体の活動基盤強化につながる具体的な成果物等を
作成支援
(短期)1か月 (長期)3～ 6か月
(支援件数)20件程度
(支援実施団体)(特非)サービスグラント

国

鯉萌u苺輩送型童」選「先輩団体」こよる随時対応型支援

府内で活躍する先進NPO法 人等による電話、メール、訪間
による相談支援
(支援件数)年間50件程度
(支援実施団体)(社福)大阪府社会福祉協議会、
(特非)大阪ボランティア協会、(特非)寝屋川あいの会
(特非)ニッポン・アクテイブライフ・クラブ
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 兵庫県

所属部署名

(所管部署名)

健康福祉部少子高齢局高齢対策課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

9道 府県職員 間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター

6.研修会は欠席

5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価口改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問日助言

9.相談窓回の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

民向けセミナーやシンポジウムの実施

策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施 H調整

16.国や地方厚生局 B支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備
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平成 29年度
生活支援コーディネーター養成研修 【昼礎編】

開催要頂

■ 趣 旨
市町域での生活支援の体制整備に向けて、新しい地域支援事業の趣旨や生活支援コ

ーディネーターの役割を理解するとともに、コーデイネーターに求められる支援方策

を学ぶことを目的に養成研修を開催します。

2 主 催 兵庫県社会福祉協議会 ※兵庫県からの委託により開催します

S 対 象

平成29年 6月 30日 (金) 10:00～ 16:00
兵庫県民会館  11階  パルテホール

(〒 650-0011 神戸市中央区下山手通 4-163)

①生活支援コーディネーター (1層 。2層 )

②市町行政、地
"或

包括支援センター、社協等の関係機関職員

今回の 【基礎福】に続き、11月 (予定うに 【実L竜名目】の研修を実施します。

いずれも過去に研修を受話していない方を主な対象としています。

また、研修に加え「情報交換会」を実施し、過去に研修を受話した方も参加

対象とします。

6定 員 150名

※定員を超えた場合は、昨年度までの養成研修に参加していない方の受

講を優先 し、受講者の調整をさせていただ くことがあ りますので、あ

らか じめ工了承 ください。

地域とともに進める生活支援全県フォーラム

開催要項

多様化する要支援者等の多様な生活支援ニーズに対応するため、昨年度の介護保険制度により、従来

の介護サービスだけでオょく、地域の支え合いも言めた多様な生活支援の充実が目指されています。その

ような中、来年度 /_1｀らの「新しい総合事業」への完全移行を目前に、住民とともにいかに地以での生活

を支えるのか、各市町1剪での仕組みづく19が求められています。

県内では、徐々に「協議体」の設置が達み、住民と関係機関との協議が進みつつある一んで、これか

ら本格的な協議が夕台まる地域もあります。

本フラユ~ラ ムは、地 l:。1での生活支援に関わる活動者や関係機関の職員が一堂に会 し、新 しい地域支 l愛
事業が目指す方向性を改めて確認し、これからの地域づくりの方向性と員体的なん策を学ぴ、◆後の各

市町での協議や活重」」に活かすことを目的に開催します。

開催日/平成 29年 2月 2日 (本)1 3iOO～ 16:OO

対 象/民生委員・ 児童委員、NPO、 ボランティア団体、市町行政 (生活支援体制整傭事業及

び地生凱福祉所管きB局等 )、 社会福祉協議会、地以包括支援センター等

※協議体の構成メンバー等、関心のあるんはどなたでもご参力Bいただけます

会 場/神戸市産業振興センター 3階  ハーバーホール ※地図は裏面

定 員/300名

参加費/無料
申込方法/裏面の申込書にご言B入の上、 FAXま たは e― ma‖ にてお送りください。
申込千る切/平成 29年 1月 27日 (金 )※先醤順

―

臣
騨
―

7 参加費 無

8 申込方法

料

別紙受講申込書 によ り、必ず e―mo‖ にてお申し込み ください。

申込先メールア ドレス )chttki@hyogO wel orjp

※ 1つの機関から複数お申込みされる場合は、各機関で取りまとめの

上、お申込みください。

9 申齢 切 平成 29年 6月 16日 (金 )

10 申込み・問合せ先
兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 (担当 :高橋・茨木 )
〒6510062 神戸市中央区坂口通 2-卜 1 兵庫県福祉センター内

TEL:0ア8-242-4634   FAX:078-242-0297

饉
「新しい地域支援事業の目指すもの～今、地域に求められる取り組み～」

<講師>一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会

医療経済研究機構 研究きE研究員兼研究総テヵ碇部 次長 日侵部真治 氏

服召4真冶氏プDフィール ,P京著I八王子市脇員を経て2014年 より厚生労働省壱健局で「新しい総合子美」
のガイドライン

「
威から笞及までをl:]当。2016年 より現職に至る.

「地域とともに進める生活支援の実際と生活支援コーディネーターの取り組み」

地域での見gりや住民同士の居場所・交流の場づくりの実践者とともに、その活動を支える生活支援
⊃―テイネーターの取り組みを学びます。

<実践報告>
・ 賢父市森区 民生委員・ 児重委員 田村規博 氏

・ 登父市社会福祉協議会 生活支援コーディネーター 苫田明|§ 氏

・ NPO法 人なごみ 事務局長 田村幸大 氏 (西自市 )
。西宮市社会福祉協議会 生活支援コーディネーター 音川礼子 氏
くコメンテーター>服音[_占治 氏

<コーディネーター>神戸学院大学 総合リハピリテーション学部 教授 藤井博志 氏

顔井憎志氏プロフィール 兵〕車県社会編祉場。勇会(地域編祉部長)、 大阪府立大学社会福祉学き1を経て、2004
年より現大学現字壱:荘教授、2011年 より現踏。研究分望引ユ地li'福祉実践やコミュニティワーク等。

主 催/社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会



平成 29年度
生活支援コーデイネーター養成研修 【実践編】

開催要項

1 趣  旨
市町域での生活支援の体制整備に向けて、新しい地域支援事業の趣旨や生活支援コ

ーディネーターの役割を理解するとともに、コーデイネーターに求められる支援方策

を学ぶことを目的に養成研修を開催します。

2 主 催 剣軍県社会福祉協議会 ※剣軍県からの委託により開催します

■1 プログラム

※フロ′フラムは、変更する場合があります。

12 事前課題について
。 事前課題の様式は、下記のページからWordデータをダウンロードすることができ
ますのでご活用ください。

URL   h‖ps://―w hyOgo―wel or,p/di/Seik01usienco_kodoi_h29 docx

13 会場アクセス
螂 藝 薄 導 や 暮

一
藝

… … β

●地下鉄山手線「県庁前駅」下車すぐ

●」泉・阪神「元町駅」北へ徒歩 7分

●阪急「花隈駅」北へ徒歩 15分

14 その他留意事項
● 会場及び周辺の駐車場には限りがありますので、できる限り公共交通機関でお越し
ください。

● 空調設備の調整が難しいため、着脱して体温調節が可能な服装でお越しください。

Ｉ
Ｉ
　
Ｐ
］
］
―
―

3 日

4 場

5  対

6 定

程

所

象

良

平成29年 1 1月 21日 (火 ) 10:00～ 17:00

神戸商工会議所会館 3階 神商ホール

(〒 650-0046 神戸市中央区港昌中町 6丁目 1香地)

①生活支援コーディネーター (1層 。2層 )

①市町行政、地域包括支援センター、社協等の関係機関職員

6月 30日 に開催した 【墨碗編】に続く研修となります。

昨年度までに本研修を受講していない方を主な対象としています。

また、研修に力nえ、別途「ll脅報交換会」を実施し、過去に研修を受語した方

も参力E対象とします。

150名

※定員を超えた場合は、昨年度までの養成研修に参加していない方の受

講を優先し、受講者の調整をさせていただくことがありますので、あ

らかじめご了承ください。

料

別紙受講申込言により、必ず←mo‖ にてお申し込みください。

申込先メールアドレス)ch積節@hyogo wel orjp

※ 1つの機関から複数お申込みされる場合は、各機関で取りまとめの

上、お申込みください。

平成 29年 10月 31日 (火 )

問合せ先

兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 (担当 :高橋 )
〒651-0062 神戸市中央区坂口通多卜1 兵庫県福祉センター内

TEL:078-242-4634   FAX:078-242-0297

7 参加費 無

8 申込方法

9 申込締切

10 申込み

プログラム

開会・オ リエンテーシヨン

【行政説明】「新しい地域支援事業の概要」

講師 :兵庫県健康福祉部少子高齢局高齢対策課

【誘義】「新しい地域支援事業と生活支援コーデイネーターの役割を理解する」

講師 :関西学院大学 教授 μ〕_卜井博志氏

【演召 1】 「様 な々背景 立場の生活支援コーディネーターを理解する」

【実践報告】「生活支援コーディネーターの実際の取り組み」

報告者 :西富市社会福祉協議会    生活支援コーディネーター 音サ1悼し子氏
福山奇町地域包括支援センター 生活支援コーディネーター 竹本博行氏

語師 :関西学院大学 教授 月褒井博志氏
【演習 2】 |これから私たちが取り組むことを考える」

講師 :関西学院大学 教授 藤井博志氏

閉会

時  間

10:00

12:00

13:00

16:00

16:00



(公 印 省 略 )

兵社地発第 130号
平成 30午 1月 19日

各市町生活支援体制整備事業 所管課長 様
(介護保険所管諜 高齢者福祉所管課等 )
各市

“

l「社会福祉協議会 事務局長 様

兵庫県社会福祉協議会

事務局長 隅肘 昇次

平成 29年度「生活支援コーディネーター情報交換会」の開催について

'寺
「 、ま
〕
~ま
す
~ご
イ吉1羊のこととお慶び中しあ′デまサ。

さて 生活支援体制整備事業の本格実施から2年が経過 しようとする中、協議の場づくり

や、住民の支え合い活動への支援が、各市町の地域の状況に応 じて進められています。

このような中、具体的な取組みや紺応泳題、今後の取組みの方向性等を共有するため、下

記のとお り、標記情報交換会を開催 します▽
つきましては、生活支援 コーデ ィネーターヘの周知及び関係職員のυR遣 についてご協力

くださいますようお願い中し上げます。

なお、市町行政におかれましては、141係 地域包括支援センター等にもご案内くださいます

よう併せてお願いいたします。

1 日 時 平成 30年 2月 0～ 17:00
0-〕 2:30

水

木

11 プログラム

※プログラムは、変更する場合があります。

12 事前課題について
● 事前課題の様式は、下記のページから Wo「dデータをダウンロードすることができ
ますので工

｀
活用ください。

URL hキキps://―w hyogo_weLorJp/d1/Seikcliυ sienco_kcldoLh29 docx

■3 会場アクセス

0各線三宮駅からポートライナー「みなとしま(キャンパス前)」
叉は「市民広場」下車 徒歩 5分

●駐車場 26合  ※料金 300円 /時間 (以降 30分毎に 150円 )

―
―
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］
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Ｉ
Ｉ

2 場 所 神戸市男女共同参画センターあすてつぷ 【OBE
(神 戸市中央区橘通 3丁 目4番 3号 )

2階  セ ミナーー掌 1・ 2

3 対象者 生活支援コーディネーター 【I層・2層】(今後西己l昔予定の方も含む)
市圧「イf政、地域包ナ舌支援センター、社会福祉協,奮売会等の関係機Fヵ口職貝
鬱 賀′にどιた塀今ば、複数を参力,Iι て,Ⅲ るヽ Iヽの参勢置ス″を誨婆させ
てιⅢたたて参紗 あク芸ナのでご▼策〈だ詢 L

4内 容

1)1日 日  「住民の主体的な協議の場の運営支援を考えるJ
イ七民の文え合い活動が発展的・継統的に行われるためには、住民の主体的な協

議の場が大きな要素 とな ります。各f,町の様々な協議の場の状況を共有 し、運営

の工大や支援のポイン トについて情報交換 します。

併せて、主体的な lttJ汚議の場づ くりに向けて、会議の参加や発言を引き出すため

のファシリテーション技術を学びます。

2)2日 目  「各市町での生活支援体制整備事業の 目裸・成果指標を考える」
各市世Rこ より、地域の環境や住民の文え合いの活動の状況は異なることか ら、

その状況に合わせて事業の 日標や成果指標を考える必要があ ります。各市町で生

活支援体怖」整備事業を進めるための地域分析や関係者問の協議、計 画J化・共有化

な どの状況を情キR交換 し、現場の実態に基づいた方針や H標の策定や事業の成果
について考えます。

S 申込方法
O別紙の 十出席希連絡共 1を 2月 7日 (水 )までに Eメ ール又は ettIこ てご提日1く だ
さい。 (欠席の歩合も、ご連絡 ください)

辺
コ
国
田
］

日囲
14 その他留意事項
● 会場及び周辺の駐車場には限りがありますので、できる限り公共交通機関でお越し
ください。

● 空調設備の調整が難しいため、着脱して体温調節が可能な服装でお越しください。

フロクフム

開雲 ・ライリエ ンア ー シ ヨン

【語義 1】 「地域資源の考え方とユ也
"或

分析の視点」

講師 :関西学院大学 教授 藤井博志氏

【実践報告 1・ 演習 1】

生活支援コーディネーターとしての地域への入り方と、住民とともに行う地域分

析について実践報告と演習を通じて学びます。

報告者 :NPO法 人 なごみ    事務局長 田村幸大氏

進行 :生活支援コーディネーター蚕成研修企画運営会議委員

昼食休憩

【講義 2】 「住民主体の協議の場づくりとネットワークの協議で進める資源開発」

講師 :関西学院大学 教授 藤井博志氏
【冥騰報告 2・ 浸習 2】

協議の場づくりと資源開発について、実践報告と演習を通して学びます。

報告者 :三木市社会福祉協議会 ボランタリー活動プラザみき Ξ」所長 坂本幸校氏

進行 :生活支援コーディネーター甍成石,Tl彦企画運営会議委員

【演習 3】 「明日からの実践につなげるために」

研修での学びを実践につなげるために、生活支援コーデイネーターとしてのこれ

から取り組むことを考えます。

進行 :生活支援コーディネーター覆成研修企画運営会議委員

閉会

時  間

10:00

12:30

(休憩含 )

０ゃ
３０

オ

・３

13:30

17:00

(休憩含 )

17:00

()農面に続 く)
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会場アクセス

神戸市男女共同参画センターあすてっぷKOBE 2階  セミナー室 1・ 2

(神戸市中央区橘通 3丁目4番 3号、TEL:078-361-6977)

O」 R 「神戸駅」 住歩7分

O神戸市営地下鉄 山手線  「大倉山駅」西2番出口 徒歩3分

O神戸市営地下鉄 海岸線  「ハーバーランド駅」 徒歩7分

O神戸高速鉄道 (阪急・販神) 「高速神戸駅」 徒歩3分

※車でお越 しの場合は、会場の地下駐車場 (可 0台のみ、 30分 100円 )、

又は、近隣の有料駐車場をご利用ください。 (大倉山駐車場、神戸市立中央

体育館駐車場、神戸駅南駐車場 等 )

6 手前確露物・提出物のお願い (参加 しない場合でも 全ての市町から握出腰います )

①生活支撮コーディネーター已置状況、協臓体の状況、総合事業の状況 【別紙 1】
。これまでの情搬交換会や養成

'F修

等でイ学た情報をもとに 本会で 覧にまとめてい
ます。修正ゃ吏新価所がありましたら、該当筒所に加筆をお願いします。修正・更

新したものを改めて晴報交換会で共有します。

②情報交換のテーマに基づく事項の取組み状況 【別紙 2】
。「取組み状況共有シート」への記入をお願いします。シートの情報イよ、情学k交換会で

)年有 します。

・ 口l一 市町か ら、複オ
イズのコーデ ィネーターが参加 され る場合は、代表 して 1部 のみ作

成 ください。

③生活支援ヨーデイネーターの名簿及び連絡先について 【別級 3】

・各市町の生活支援コーディネーター相・
Fの情報共有を図るため、生活支援コーディ

ネーターの名綽及び連絡先の一覧を作成し、各市世「の生活支援コーディネーターで

共有したいと思います。名縛掲破にご脇力いただける方は、別紙に,し人のう身晃はヽ

をお願いします。

④事業報告書や成果物 (資源マップ等)について
/合市熙「で作成 さオしたものがあればご提け(原Jlい ます。

冊 子・パンフレット等の現物をご提供いただける場合は 50部の提供をお願いしま

す.50剖
`提

供できない場合は、閲覧対応 としますので 2部のみご提供ください。

・PDFな どのデータにてご提供いただく場合は、Eメ ールにてご提出ください。な

お、プ リン トアウトはモノクロとなり 分量によつては閲党のみの対応とする場合

もありますのでご r承 くださぃ.

O様式のダウンロード
URI_:https〃 岬w hyOgo却 ol or jp/d1/scikatusicnco_kadath29 docx

O提出先 (事務処理の都合 に、極力 Eメ ールでの提出にご協力ください)
Eメ ール

“
hiikiOhyogo wcl orづ p

FAX :078-24-0297
日,  送 :〒 651-0062 神戸市中央とX坂 口通 2コー1 兵庫県福祉センター内

兵庫県社会福祉協議会 地域幅hL部 宛

7 その他
・宿泊される場合、宿泊先は各自で手配いただきますようお願いします。

いずれか 1日 のみの参力‖の方は、その旨を「出席者連絡来 |の連絡事項‖刑にご記入く

ださい。

【申込先・お問合せ先】 兵l下県社会福祉協議会 地域福祉部 (担当 :高橋・木野)
〒651-0062 神戸市中央lス 坂日通 2コー1 兵庫県福祉センター内
TElフ  078-242-4634
FAX 078-242-0297
1,一 m´,H Glh ik10hγ Φビo一W(:10ュ jp

々

e
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 奈良県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部地域包括ケア推進室

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

①.都道府県職員  ②.中間支援組織  3.市町村職員
①.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※○をつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3,現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問・助言

9.相談窓国の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局日支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

①.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

O.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施
20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

O.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集口手引き等の整備

―-125-―



【会場案内】

<甚礎研修>奈良県産業会館 5階大会議室 (大和高田市幸町 2-33)

【奈良県委託事業】

平成 29年度生活支援体制整備推進研修 (生活支援コーディネーター養成研修)

開 催 要 項

!拌 41 ロ
1趣  旨

2主  催

3,日 時会場

4.対 象 者

5定  員

6.受 講 料

7 申込方法

8 申込期限

10.問 合せ先

地域包括ケアシステム構築にあたり、生活支援 介護予防サービスの体制整備を行うた

め、各市町村に配置される「生活支援コーディネーター」の養成を行うことを目的として

開催します。

また、生遇支援コーディネーターとしての実務に携わるなかでの課題をふまえ、実践カ

を向上することを目的とするフォローアップ研修を併せて開催します。

社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会 (奈良県からの委託による実施)

<基礎研修> 於 :奈良県産業会館 5階大会議室

1日 目 :平成30年 2月 26日 (月 )10:30～ 16:30

2日 目 :平成30年 2月 27日 (火 )10:00～ 16i30

<フォローアップ研修> 於 :かしはら万葉ホール 5階レセプシヨン木―ル

平成30年 2月 9日 (金 )10:30～ 16:00

<基礎研修>

① 奈良県内市町村の生活支よ震コーディネーター (配置予定者含む)

② 市町村行政の生活支援コーデイネーター配置担当日読員

※その他、地域包括支援センターなど生活支援コーデイネーターとの運携が想定される

機関職員等も傍聴参加いた声_けます。

<フォローアップ研修>

① 平成27 28年度生活支援コーデイネーター養成研修基o‐楚コースを修了されてい

る方のうち、既に実務に着手されている方

② 行政職員で協議体運営等に関わられている方

※原則として、基礎コース修了者を対象としてますが、今年度中に基礎研修 フォ回―

アップ研修を併せて受講されたい場合は、事務局にE相談ください。

100名 (申込多数の場合は、各市町村内の優先順位に従つて受講いただきます)

無料

市町村担当課てとりまとめの上、申込書を下記宛にメー)レ等で送信 してください。

平成 30年 1月 26日 (金)必着

※受講決定通知の送付はありません。

※申込者多数により受講者の調整が必要な場合は、個別にご連絡します。

社会福祉法人 奈良県社会福祉協議会 福祉人材センター 担当 :竹島

〒 634-0061 橿原市大久保町 320-11 県社会福祉総合センター 3階

電話 :0744-29-0225  FAX:0744-29-6114

●市盈峙ril市
'

面ih it 
大東町

黒

‐ i■

“

IJ

υ  l壷 l 10

矯五送
喝ノ

<フォローアツプ研修>かしはら万票ホール5階レt'°シヨシ点―ル(橿原市小房町■1-5)

取 鴬鶴太
0 攀

●

嘗

【電車でお越 しの場合】

JR高田駅 東出口 徒歩約 3分

近鉄大不日高田駅からフ「―クタウン方向 徒歩約 5分

近鉄高田市駅から北方向 徒歩約 20分

【電車でお越しの場合】

近鉄橿原線「畝傍御陵前」駅下車 徒歩約15分
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フオローアツプ研修プログラム (2月 9日 )

講   師 :酒井 保  氏 (ご近所福祉ク リエーター )

● 認知酵 レゝープホーム・小共見′1臭多機能施設の施設長を経て、2011年「ご近所クリエーション」倉J設

● 広島と仙台を拠点として、全国で講規やワークシヨップを行つている。

● 主な著雷、『「見守り活動」から「見守られ活動へ」』 (CLC)、 『元気を生み出す !ご当地サロン

/新しい総合事業大見本市』 (CLC)、 『生活支援コーデイネーターと協議体』 (共同執筆、CLC)

、月刊ケアマネジメント『地域から始める包括ケア』運載中、月刊地域支え合い情報『平成向こう

三軒両隣ヨ 音』運載中

2月 9日 (金) 於 :かしはら万葉木―ル5階レセプシヨンホール

開講式 オリエンテーシヨン

①生活支援コーデイネーターの活動実際について

・生活支援コーディネーターに共通する音悩

→ 求められる「活動実績」  「活動実績」とイよイ可か ?

・生活支援コーデイネーターと協議体 (筆者からのメッセージ)

→ 漫画「八イリョする町・八イジョする町」が何故ウケる !?

地域住民と専門職の関係   だから先に進まない !

そのニーズは、「誰」のニーズか ?(本質の理解 )

生活支援コーデイネーターはラ|モシロイ !!

→ 生活支援コーデイネーターという「シナリオライター」

→ 「呟き拾い」の話

「地域福祉計画・地域福祉活動計画」と生活支援コーデイネーター

→ 生活支援コーデイネーターの位置付けは明確か ?協議体の位置付けは ?

②住民力をアップする・住民力を味方につける手法について

,「活動実績」のつくり方

住民は、「やりたい気持ち」をたくさん持つている !

現ムの詔 面・釧 団ヒされない支え合いの謂 面の仕方

14:40^フ 15:50 ③見せる技術の磨き方について

講義 ,演習

意見変換

プレゼンテーシヨンの技術

平成 30年 2月 18日 (日 )

酒井先生による生活支援体制整備事業に関する

相談会を橿原市商工経済会館 (予 定)にて実施い

たします。 (参加希望について別紙「事前アンケ

ー ト」にご記入ください。正式な申込ではありま

せん)

さあ !これからどうする !?

15:50-16:00 Fォ弓語式

《フォローアップ研修》受語にあたつて (お願い)

◆ 参加 申込 と併せて「事前アンケ ー トJ(ご 参加者 1名 につき 1枚 )をご提 出願 います

◆ 当日fよ、ご自身で作成された事前アンケー ト1部を各自ご持参 ください。

10:30-10:40

10:40-12:00

語義

13:00～ 14:30

講義 演響

開講式 オリエンテーシヨン

①生活支援コーデイネーターと協議体に期待される機能と役割

制度の理念や枠組み

生活支援コーデイネーイフー及び協議体の目的、仕組等について

②高齢者の生活支援ニーズと生活支援サービスについて

高齢者の生活支援ニーズの考え方

地域の関係性を断ち切らない支援の必要性

③生活支援コーデイネーターの具体的な役割

コーディネーターに求められる機能と役割

・コーディネーターと地域づくり実送の視点

①生活支援体制整偏事業の実際

コーディネーターと協議体の冥際 (事例報告)

生活支援体制整傭事業のポイント

⑤地域アセスメントとサービス資源開発

高齢者に係る地域アセスメントの慧義と方法について

サービスFォ弓発の位置づけと方法

⑤地域づくリ サービス開発の実際 (事例報告)

②研修の振り返りと総括

基礎研修プログラム (2月 26日・ 27口 )

講  師 :永田 祐  氏 (同志社大学 社会学部 准教授 )

● 上智大学文字研究科社会字奪攻博士後期課程修了す博士 (社会福祉学)
● 専門は、介護保険などの社会福祉政策及び市町村を中心とした地

':。

党ネ土会政策、地域福祉

● 「地域における住民主体の課題解決力強化 相談支援体制の在り方に関する検討会 (地域力強化検討会)

」オ再成員、京都市成年後見支援センター運営委員、奈良県域地域福祉計画策定委員長他を歴任。

● 近著、『地域福祉論』(共著、ミネルヴア書房、2017)『 よくわかる権利l,饉護と成年後見制度』(編者、ミ

ネルヴア書房、2016)、 『住民と倉Jる地域包括ケ/』 (ミネルヴア筈房、2013)、 『地域の実践を変え

る社会福祉調査入門』(編著、春秋社、2013)『 ローカル ガパナシスと参加』(中央法規出版、2011年 )

1日目 :2月 26日 (月) 於 :奈良県歴業会館 5階大会議室

10:30～ 10:40

10:40-12:30

講義 演習

13:30-16:30

と語義 演習

2日 目 :2月 27日 (火) 於 :奈良県産業会館 5階大会議室

10100^彰 12:30

講義・演習

13:30^▽ 16:20

講義・演圏

《基礎研修》受調にあたって (お願い)

0 自治体の「第 6期介護保険事業計画」を持参してください。

● めざす地域像についてどのように摘かれているのか、目を通しておいてください。

閉語式16120-16:30



生活支援体制整備事業促進補助金について

1.概要
市町村は多様な主体による生活支援サービスを提供するため平成30年 4月 までに生活

支援体制整備事業として①協議体の設置及び②生活支援コーディネーターの配置を行わ

なければならない。その準備及び充実のために市町村が実施する以下の取組を県が補助

することにより市町村の取組を促す。

①生活支援体制整備事業開始に向けた取組 (全国セミナー参加による情報収集等)

②生活支援体制の機能を強化するための取組 (ア ドバイザー活用等)

③住民等への普及啓発 (住民向け研修会等)

④その他生活支援体制整備及び地域住民主体の取組の充実に資すると県が認める取組

2. 要 件

補助事業実施年度内に以下①及び②を実施すること

①生活 整備のための協議体の設置

②生活支援コーディネーターの配置

3.補 助額及び補助率
1市町村あたり上限300千 円  補助率10/10  対象 :12市町村 (H29年度)
(報償費、旅費、需用費、役務費、委託料、負担金、使用料及び賃借料、備品購入費)

介護者支援
安否確認

外出支援

交流・カフェ

´
υ

配食

l①生活支援体制整備のための協議体設置  (情報共有・連携協働)

②生活支援コーディネーターの配置 (資源開発・ネットワーク構築)

生活支援体制整備事業

籍
幾
対
象
募
業

市町村  【市町村職員・生活支援の協議体・関係者】

・ 協議体の設置、運営充実に

向けた取組 (勉強会等)
・ 全国研修・セミナーヘの参加

による情報収集等

アドバイザー、ファシリ
テーターによる支援

・ 住民への普及啓発
(研修会開催等)

県    市町村の早期着手・取組の充実を支援

―-128-―



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 和歌山県

所属部署名

(所管部署名)
福祉保健部福祉保健政策局長寿社会課高齢者生活支援室

研修会参加者

※研修会に参加する方途【に

Oをつけてください

都道府県職員 中間支援組織  3.市町村職員
生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当ずる取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築口運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価口改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問日助言

談窓回の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局B支局等からの情報の展開

市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備

―…129-―
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生活支援体制整備事業に係る和歌山県の取組

【相談窓日の設置】

O和歌山県福祉保健部福祉保健政策局長寿社会課高齢者生活支援室に相談窓口を設置し、
市町村からの問い合わせに随時対応している。

また、市町村の生活支援コーディネーター及び協議体の設置状況に係る調査を随時行い、各

市町村にフィードバックしている。(参考資料1)

さらに、国や近畿厚生局から情報提供があれば、随時、各市町村へ情報提供を実施している。

【市町村職員向け研修の実施】

O平成27年度に県内を紀北、紀中、紀南の3ブロックに分け、各ブロックで生活支援コーディネ

ーター養成研修を実施し、各ブロックとも、国の中央研修を受講した和歌山県社会福祉協議会

1名 、NPO和歌山保健科学 1名 、県職員3名 の計5名 で下記内容の研修会を実施。(参考資

料2)

テ 高齢者の生活支援ニーズと生活支援サービス
ン サービス開発の方法
> 介護保険制度の改正について(生活支援コーディネーター関連を中心 )
> 生活支援コーディネーターと協議体に期待される機能と役割
> 高齢者に係る地域アセスメントの手法について
※市町村職員、市町村推薦者 (社協等)及び県保健所職員を対象とし、計121名 が参加。

O平成29年度に県内の生活支援コーディネーターの取組事例の発表(2市 1町 )を通じて、情報

交換会を実施。(参考資料3)

ン 講演 :「生活支援コーデイネーターの役割と任務」
> 推進事例報告
> 情報交換会
※市町村職員、生活支援コーディネーター及び県保健所職員を対象とし、計90名 が参加
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参考資料3
参考資料2

生活支援コディネーター研修会
プログラム

平成27年度和歌山県生活支援コーディネーター養成研修 (紀北会場)次第

○研修の目的・れらい

今後市町村が生活支援コーディネーターを設置するに当たり、コーディネーター候補者

や市町村関係職員等にコーディネーター及び協議体の目的・役割等について修得いた

だくことを目的とする。

○日時・場所 :平成27年 8月 19日 (水)10:OO～ 17:05 和歌山ビッグ愛1201

0研修スケジュール                     ・

―

冨
Ｐ
Ｉ

日時 平成29年 10月 3日 (火 )13:30～ 16:00
会場 有田川町金屋文化保催センター(有田川町大字金屋7番地)

講師等

和歌山県長寿社会課高齢者生活支援室

室長 栗柳 弘也

公益財団法人さわやか福祉財団

戦略アドバイザー 土屋 幸己 氏

休 憩

有田川町
NPO法 人ひだまりの和 第2層統括責任者

河蔦 咲智子 氏

橋本市
橋本市社会福祉協議会 望月 亮司 氏

和歌山市
和歌山市社会福祉協議会 前田 洋伸 氏

アドバィザー
公益財団法人さわやか福祉財団

戦略アドバイザー    土屋 幸己 氏
さわやかインストラクター 高林  稔 氏

休憩

アドバイザー
公益財団法人さわやか福祉財団
戦略アドバイザー    土屋 幸己 氏
さわやかインストラクター 中村 富子 氏
さわやかインストラクター 紙谷 伸子 氏
さわやかインストラクター 市野 弘 氏
さわやかインストラクター 高林 稔 氏

項 目

開会挨拶
研修会趣旨説明

講演
「生活支援コーディネーターの役割と任務J

「地域づくり新暮劇」 15分
笑つて秦しい実演

推進報告
橋本市
和歌山市

20分 (10分 X2)

まとめ       10分
土屋 幸己 氏
高林 稔 氏

情報交換会
その他今後の進め方について等

開会

時間

13:30 - 13:40

(10分 )

13:40 ～ 14:25

(45′分)

14:25 ～ 14:30

(5分 )

14:30 ^, 15:15

(45/分 )

15:15 ～ 15:20

(5分 )

15:20 - 16:00

(40/介 】

16:00

黒高齢者生活支援室

県高綸者生活支援富
室長
山下芳弘

県高齢者生活支援室

課長捕佐
小西秀文

県高齢者生活支援室

困l主査
川口雄掘司

セン

'一
理事長

市野 弘

NPO和歌山保健科学

県高齢者生活東援室

票長構佐
小西秀文

和歌山県社会福祉協

確会事務局次長
末口作也

呆高齢者生活支援室
まか

配布資料の確認など

③挨拶 ②介護保険制度の改正について
(生活支援コーディネーター関連を中心に)

テキストI
生活支援コーディネーターと協議体に期待

される機能と役割

地域の

テキストⅢ
サービス開発の方法

テキストV
生活支援コーディネーターが行うべきアセ

スメントと支援の視点

テキストV
高齢者の生活支援ニーズと生活支援サー
ビス

資疑応答、研修総括

事前説明

開会挨拶
行政説明

講義

休憩

諸義

昼休憩

諮義

休憩

講義

休憩

講義

まとめ

10:OO-10:05

10:05-10:30

10:30-11:00

11:OO-11:10

11110-12:10

12:10-13:10

13:10-14:40

14:40-14:SO

14:60-15:50

15:50-16:00

16:00-16:50

16150-17,05

1

2

3

4

5

6

7

8

※予定であり内容や時間は多少変わる場合があります。



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 鳥取県

所属部署名

(所管部署名)
福祉保健部ささえあい福祉局長寿社会課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員  2.中間支援組織 C)市町村職員
活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)

は欠席 (都道府県職員)

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料(A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

県職員による訪問・助言

窓日の設置

アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15。 現地視察の実施a調整

国や地方厚生局 B支局等からの情報の展開

市町村職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備

―…132-―



平成29年度みんなで支え合う地域包括ケア全県展開事業
(みんなでつくる地域の生活支援体争l整備事業)

団塊の世代が75歳以上となる2025年 (平成37年 )に向け、住み慣れた地域で暮らし続けられる地域
包括ケアシステムの構築が市町村に求められており、平成30年 4月 の全市町村における①生活支援
体制整備事業、②在宅医療介護連携推進事業、③認知症総合支援事業の実施に向けて、市町村の
体制整備を後押しする。                   ・

みんなでつくる地域の生活支援体制整備事業

一礁
ェ

≪事業メニュー》

①生活支援コーディネーター基虚研修
目 的:生活支援コーディネーターの配置・運営支援、新た伸 ―ディネーターの養脱等
内 容:研修会(初任者、スキルアップ等)及び情報交換会(各国域)を実施
対 象:市町村、地域色情支援センター職員、生活支援コーディネータと等

の支え合い支援活馳銀出のため0)コーディネート主張 煎
目 的:生活支援ユーディネーターの配Eや協議体の設置等に関する課題を具体的に解決するため、
内 容:アドバイザーによる助営(旅費な照がアド′ヽイザtへ蕉綸)対 象:市町村
③芝ZttL餌田阻語口濾則阻効hめ⊇度逢聾箇血麓臓』E_夕

_ぷ雪幅尋雲票
g認
9に必要なサービス・

地域を支える担い手となつてしヽただく
内 容:勉強会、住民ワークショップ実施(旅費・VI金を県が専田戦へ支給) 対 象:市町村、地域包括支援センター、社会福祉協議会等

県がアドバイザーとともに市町村の支援を奥施する

支援の仕方等を検討する勉強会や研修会をB円催し、

O市町村相改窓日の設置
0生活支援ヨーディネーターの養成
0コーディネーター情報交換会の開催°協確財
霧燕

市町村職員
生活支援コーテ・ィネーター

謂
・畠基墨
―

市町村鳥取県 例)住民ワークショップの開催

地域てコーディネート体制づくりを行い、助け合い創出・

担い手育成を園るとともに、地域の先進白与で活発な活
動・取組を各地域に広げていくための発信を積極的に

行い、各地域での地域づくりの取組を強力に進めていく。
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

島根県都道府県名

健康福祉部 高齢者福祉課
所属部署名

(所管部署名)

回.都道府県職員  □.中間支援組織  3.市町村職員

日.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

6.研修会は欠席

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築 H運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

固・都道府県職員による訪問
日助言

9.相談窓口の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住 民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局 H支局等からの情報の展開

□ .市町村職員向け研修の実施

匝1.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

睡].生活支援コーディネーター向けフォ
ローアップ研修の実施

区〕.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業巨補助事業等の実施

22.事例集ヨ手引き等の整備

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください
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(第 B回 )

O開催 日時 :3ナ〕1日 (本) 9:30～ 12:00(予 定 )

O内容 :

今年度の活動の振 り返 りと次年度に向けて

4 生活支援コーディネーター、市町村担当者を主対象とした助け合い活動見学ツアー

の開催

Ol,日 催 日時 :9月 5日 (火 ) 13:30～ 17:00

0日 (水 )  9:00～ 13:00

0視察先 :・ NPO法 人たすけあい平H(出雲 HD
oNPO法 人なないるネット (出雲市)
・ NPO法 人別府あん しんネット (美郷世lつ

※さわやか福祉財団との共催により実施

5 生活支援コーディネーターや、市町村における生活支援体制整備事業のバ ックアッ

プ体制づ くり

○内容 :個別相談 (出 雲市、川本田])

○実施 H:5月 31日 (金)9:30～ 12:00

①対応者 :さ わやか福祉財団

6 生活支援コーディネーター等を対象とした視察研修事業

○内容 :先進地視察 (居場所や協議体の見学 )

①実施 日 :9月 27日 (水 )

○視察先 :オ羊馬県高崎 市

○視察者 :7名

(江津市生活支援 コーデ ィネーター 4名 、江津市職員 2名 、県職員 1名 )

7 県職員による支援

平成 29年度から、県内全ての保健所 (7か所)に地域包括ケア推進スタッフを配置。

市町村との共同により住民向けフォーラムを開催 したり、生活支援 コーデ ィネーター

との連絡会に出席 している。

H30 1 10

平成29年度 島根県高齢者福祉課取組状況

1 生活支援コーディネーター養成研修

〇開催 日時 :7月 28日 (金)10:00～ 17:00

0内容 |

①行政説明 (県 )

②生活支援コーデ ィネーター・協議体とは            ―

(松江市生活支援コーディネーター 池世l士介 氏  【中央研修受講者】)

①生活支援コーディネーター活動発表

(安来市 生活支援コーディネーター 永島 談 氏 )

①講ザ莞・演習 (島 IR大学 加川充治 准教授 )
・地ら支アセン、メン トの手法

,生
l吾支援コーディネーターが行 うべきアセスメン トと支援のイ見点

・生活支援サービスllB発 の方法

2 生活支援コーディネーターフォローアップ研修

○開催 口 :2月 28日 (水 )10:00～ 16:30(予 定 )

①内容 :(予定)

①県内事例発′(

②先進地事例発表 (山梨県市アルプス市 生活支援 コーディネーター

①協議体運営について nl甘義・演習  (さ わやかイi祉財団)

斎藤飾子 氏 )

3 生活支援コーディネーター情報交換会

(第 1回 )

○開催 日時 :5月 31日  13:00～ 16,00

0内容 :

①情報提供

(さ わやか福祉財団。す演、市民団体による活動発表、alJけ 合い活動体験ゲーム)

②情報交換

③情報提供 (小 さな拠点について :しまね暮らし推進,民 )

(第 2「口司)

○開催口時 :11月 27日 (月 ) 13:30～ 15:30

0内容 :

①先進地 (群馬県高崎市)視察発表

(江津市 生活支援 コーディネーター 佐々木常生 氏 )

②情報交換



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 岡山県

所属部署名

(所管部署名)
保健福祉部 長寿社会課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

C).都道府県職員  ② .中間支援組織  ③ .市町村職員

④ .生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪間L助言

9.相談窓口の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

〇 .住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施口調整

16.国や地方厚生局日支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備
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H29地域包括ケア普及啓発事業

地域包括ケアシステムヘの県民の関心を高め、生活支援と介護予防の多様な担い手の拡充を図るための啓発事業

平成29年度圃山県地域包括ケアシステム普及啓発事業

実 施 要 領

司 目的
介護予防・日常生活支援総合事業 (以下「総合事業」という。)の さらなる充実に

向けて、広く県民に、総合事業における地域づくりの魅力を発信するととともに、

高齢者の介護予防や生活支援の担い手として活動する県内のNPO、 ボランティア、

地縁組織等 (以下「関係団体」という。)の情鶏・意見交換等の機会を設けることに

より、県民の地域づくりへの参加の機運を醸成するとともに、県内で活動する関係

団体のネットワークの構築を図るもの。

2 実施主体
岡山県

3 対象
(1)高齢者の介護予防・生活支援に取り組むNPO・ ボランティア・地縁組織

(2)高齢者の介護予防・生活支援に関心のある県民

(3)そ の他関係者

4 事業内容
(1)介護予防交流フォーラム

日程 :平成 29年 10月 司9日 (木 )

会場 〔おかやま未来ホール (イオンモール 5F)岡山市北区下石井 1丁目2番 1

内容 :高齢者の介護予防の担い手として活動する県内の関係団体や通いの場の

参加者が―堂に会し、活動発表や情報 ,意見交換を行う。

(2)高齢者の出番と居場所づくりを考えるワークショップ

県民局単位で、高齢者の地域活動への参加促進に向けた具体的な取組 (通いの

場立ち上げ等)を考える。

5 その他
4の (1)の事業については、一部の業務を委託して実施することとし、県内の

NPOに よる実行委員会を組織して、準備・運営に当たることとする。

介震予防詑域交流

フォーラム

住民運営の通いの場の普及促進

市民公関爾堕 (ワークショップ)

(備前県民局 備中県民局・美作県民局)

地域単位で住民同士の意見交換

Ｉ
Ｉ
μ
∞
ミ
ー
ー

参加見込

50人

50人

50人

50人

50人

50人

主催

美作県民局

t喬前県劇葛

美作県劇局

傭中県民局

備前県民局

傭中県口弓

県内団体等の実践発表

①居場所 生産支援「住民で作る居場所と生活支援」
(NPO法人スマイルちわ 理事長 園米彰氏)
②通いの場「ふらつとカフェの活動と立ち上げの経緯」

(滓山市日土地区民生委員 須江 保氏)

①届場所 生活支援「住民でつくる居場所と生活支援」
(NPO法人スマイルうわ 園米氏)
②外出支

'震

「住民でつくる移動支援のあり方」

(NPO法人かめかめ福祉移送 模山氏)
◎生活支援「和国地区ボランテイアセンター和について」

(和田地区社会福祉協議会 会長 三浦氏、富‐Jl会長 杉本氏)

テーマ  f住民運営の通いの場で介護予防を進めよう」

①語話 &百歳体操の体験実圏

②先進地に学′う、('境野町大町地区の通いの場、イJ用者の体験談)

③居場所「駄粟子屋とお食事処地域住民みんなの居場′所」 (NPO活人
ぶどうの雰わたぼうし I里事 津田氏)

②通所付添活動「自力で通いの場に行けない人のために～吉傭中央町適所

付添サ′ギ、―卜隊の活動～」 (吉備中央町通所付添サポート協議会と吉偏中

央町地域包括支援センター)

Э外出支援「住民主体で創る耳多動支援のあり方」 (NPO法人かめかめ福
祉移送 I里事長横山氏)

Э「私たちにてきる助け合い 支え合い活動」～偏前市のきさえあい訪問

サービスを通して～ (NPO法人スマイリレ つるみ 横山氏、松原氏〕

0支え合い活動 (NPO法人東 4薦子どもNPOセ ンター 金本氏、長四氏)

0世代のふれあう居場所 (NPO法人元気交流クラフたけのこの家 澤

氏)

テーマ  「住民運営の通いの場の苔及促進」
①高梁市の介護予防の取り組み

②先進地に字ぶ (倉敷市玉島南高齢者支援センターの地域づくり、通し

か場利用者の体験談)

場PザF

【津山市】

専山市総合福祉会籠

4F大会議室

【玉野市】

玉野市立中央公民鍵

多目的室 (大 )

【奈義町】

奈義町文化センター

〔早島町】

ゆるびの合

2酵 室

【備前市】
備前市市民センター

2鰭講座室

【高梁市】

高梁総合文化会館

開催日時

¬磯29年

12月 21日

平成30年

2月 23日 (金 )

13時半～16時

平成30年

2月 28日

(水 )

平成30年

3月 1日 (木 )

平成30年

3月 6日 (火 )

13時～16時

平成30年

3月 19日 (月 )



計

393

無記入

126

③その他

16

②ふれあい
サロン

131

①介護予防

体操を行う

通いの場

120
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7-1  6 で、①参加していると答えた人におたずねします。

通いの場の種類と参加頻度についてお関かせください。

*通いの場のFこ類

*参加頻度

計

339

無記入

137

③年数回程度

19

②月1回程度

64

①週 1回程度

119

42 6.で、②参加していないと答えた人におたずねします。参加していない理由をお開かせください。(あて

はまるものすべて選択してください)

無記入

248

⑥その他

16

③通いの場をサ

ポートする立場
だからく市町村・

地域包括センタ
ー等閣係者う

33

④通いの場が

必要な年代で

はないから

24

③送迎がない

と1人で出か
けられないか

ら

1

②通いの場
が身近にな
いから

9

①通いの場
のことを知ら

なかつた

10

8 あなたは通いの場に関心がありますお、

計

335

無記入

27

④どちらともいえ
ない

22

③ない

2

②ある

174

①大いにある

110

0 これからの通いの場が、さらに広がるためにあなたに何かできることがあればお開かせください。(あてはま

るものすべて選択してください)

計

424

無記入

57

④その他

9ヽ

③地域の取組を
手伝いたい

157

②通いの場を
つくりたい

63

①通いの場に
友人を誘いた
い

128

10 来年も、このフォーラムに参加 したいと思いますか。

H29『介護予防交流フォーラム」アンケート集計
■アンケート回答者数 全 335名
1 性月」

計

335

100%

無記入

1

031

女

256

76%

男

78

23%

2.お住まいの市町村

計

335

無記入

18

美咲町

5

久米南町

5

西粟倉村

1

3.年齢

4あなた lま
'A織

・ 団体に所属されています力、

・無記入 29名

5 近くに、居場所 。広場・サロン等の「通いの場」があります力、

計

335

無記入

6

③わからない

15

②ある

295

①ない

19

6 あなたはサロンなどの通いの場に参方口してますか。

和気町

11

赤磐市

33

瀬戸内市

11

備前市

13

玉野市

12

固山市

91

浅口市

9

新見市

2

高梁市

12

総社市

12

井原市

6

笠岡市

6

勝央町

3

鏡野町

20

新庄村

2

美作市

0

真庭市

7

津山市

12

奈義町

9

矢掛町

8

里庄町

3

早島町

4

倉敷市吉備中央町

フ

計

335

無記入

9

⊃80代以上

21

⑤70代

133

⑤60代

102

④50代

24

③40代

16

②30代

17

①20代

13

⑥その他

38

⑤NPO法人

9

①行政 (市町

村 県)

39

③ 保

'1 
福祉

医ァ狩 介部関係

27

②公共的な

組織

60

①ポランティ
アグループ

88

所 l■ していない

計

335

無記入

40

③わからない

43

②特に参加した

いと思わない

4

①参加したい

248

計

335

無記入

16

②参加して
いない

①参加して
いる

226
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に必要であることがわかりました。

・とてもいいお話を聞き良かつたです。私の平山地区でサロンと月 1回おこなつています。いきいき百歳体操ができ

たらいいと思います。皆と力をあわせてやりたいと思います。ありがとうございました。

・大変良〈勉強になりました。今後の我の町での参考にします。

・大変良いお話を聞き、元気に過ごしたいと思いました。

・色々と考えさせられることが多く、参考になりました。

・各々参考にはなりましたが、私たちは私たちの事情からみんなで考えてゆきたいと思いました。

・楽しく良い情報をいただきました。                     ,     i
・はじめての参加でしナ_・が、実のある勉強でした。

・長時間でしたがあつという間に過ぎていきました。大変参考になりました。

・各発表大変参考になりました。同じような苦労があります。

・これからもハツラツ体操続けていくことがとても大切だと思いました。

・私送は月 1回でも中々人数が集まりませんのに、発表の方々のサロンはどれもこれもすばらしいです。考えを新

たにしました 1

・大変いいお話でいい勉強になりました。皆さんにこのお話をしてあげたいです。

・すごく勉強になり、皆さんのがんばつている姿を見て私たちも頑張らなくてはと思いました。

・今、よりそいの会を立ち上げようと準備しているので大変参考になりました。

・有意褒な時間で大変勉強になりました。

・各地活動されていることがわかり参考になりました。

・意味がよく分かりました。大変勉強になりました。私連の区も始めて1年。これからも参加者を増やしていくよう努

力したいと思います。サロンとの関係を考えていきたいと思います。

・地区の取り組みがわかり参考になりました。

・大変良かったです。来なくなつた人のことを考える。歩いているだけではダメ。筋力体操が大切。

・初めてきました。皆さんのお話とても楽しいです。続けることが大事ですね。皆さんのはじめての吉労も大変だつ

たことでしょう。

■基調講演「介護予防の地域づくり」

・堀川先生のお話を聞き集つて体操することの大切さを改めて認識しました。

・堀川先生のお話がよかつたです。ありがとうございました。

・介護予防の話よかつたです。通い場が広まることを願つております。

・地均との少人数から始める。

・1部基調講演大変良かつた。私たちのサロンでも取り入れたい

・良い体験を聞かせていただき私ども高齢者として取り組みしたらいいのでは。高知県の例をはじめ良かったと思

います。

・百歳休操の研究をされている高知県の先生のお話も大変良かつたが、3地区の活動の発表はすばらしいと思い

ました。高齢者を指導するのはとても大変でしょうが世話をする人は本当に大変だと思います。

・来られない人をどうするか、全戸に知らせる活動に感心しました。引きこもりをなくす地域のつながりを持つ私の地

域ではかけているように思いました。

・堀川先生のお話で今後元気で取り組んでいきたいと思いました。

11本 日のフォーラムについて、ご意見、ご感想など、お開かせ ください。

E有意義だつた 。勉強になつた 。参考になった
,勉強になりました。ありがとうございました。

・通いの場をサポートする立場になろうとしていて、それに関わる方々がどの様な思いがあるのか分かり勉強にな

りました。

・通いの場を広めていく為に住民主体で、役割を持つ、楽しく通える場作りなど。たくさん学べました。ありがとうござ

いました。

・介護予防・元気であり続けるためには場所つくり、集まれる場所がとても必要だと思いました。とてもいいフォ=ラ

ムだったと思います。

・色々な取り組み参考になりました。また次回参加します。

・月 1回を週 1回に増やした話をお聞きしたい。サロンが下降ぎみですが、大変参考になりました。発表の方のご意

見参考になりました。

・帰つて体操教室で発表します。有難うございました。

・色々な面で勉強になりました。ありがとうございました。時間がないので感謝です。

・楽しい時間でした。2回答

・各地域の取り組みを聞けて良かつたと思います。私達の地域の方々もしつかりできています。

・各地域の取り組みが聞け、大変参考になりました。

・大変良かつた。

・茶活會・食事会・カラオケ体操だけではなく楽しみ方が増え認知症も～。素敵な発表で感動 !!

,大変参考になりました。7回答

・参考になりました。3回答

・地域活動の参考になりました。(サロン活動の内容等)

・介護予防の意味が実感でき、大変興味があります。

・とても良かつたです。

・現在行つている体操グループがこれからどういうように進展していけばよいか参考になつたのでとてもいい会でし

た。
,身体は動かさないより、動かした方が良い。それも週1回以上でないと継続は難しいことがわかり、勉強になった。

・運動の大切さが分かりました。

・色々な実施体験が聞けて良かつたと思う。市は独自の体操 (ロコモ体操)を始めていますが、同じよ〕こ広がり、通

いの場になればいいと思います。

・すごく継続して楽に体操等通じて交流され生き生きと生活されているのをみさせていただき、やつぱリサロン等、

集まりの場所の大切さが解りました。

・取り組みも色々あるんだなあ～。私ももう少し頑張ろう～(毎週サロンをやつてます)

・元気もらいました。継続していきます 100歳まで。

・末月より始めるにあたりとつても良い勉強になりました。参考にしたいことがたくさんありました。

・これからサロンを行つていく上で大変参考になりました。

・はじめて参加したので、大変有意義でした。

・今日は大変勉強になりました。身体を動かすことが大好きで地域の皆様とともに元気でいつまでも若くいきいきと

体操ができるように頑張りたいと思います。今日はありがとうございました。皆様いつまでも元気で百歳体操で元気

はつらつ !し きヽいきと !

・皆、取り組みがすばらしかつた。参考になることもありました。

・老後をいかに楽しく過ごすことが大切か、又、人の話に立って生きることが生きがいであるということが今まで以上



―
―
ド
ト
Ｏ
Ｉ
Ｉ

・100歳まで頑張つていきたいと思つた !体操がよかつた。

・体操の継続の大切さがわかりました。出てこられない人にも来てもらうことの工夫が必要だと思いました。

・百歳体操があることを知らなかつたです。皆様すごく色々とされているのですね。

・今後もよりいつそう体操が必要と思つた。

・体操をすることによってこの体力の継続、これからもどんどん体操を広げて皆さんで元気な老後を送りたいと思い

ました。各市町村での体操の取り組みもどんどん増えていくことを願つて頑張ります。

・週 1回体操と毎朝自分でやつている。今日違う体操を習つたので頑張つてやります。

・108歳すごい !いい運動になりました。

・90歳でも筋カアップすることができると聞き、これからもがんばって週 1やつていきたいと思います。とても参考に

なりました。

・筋力体操の大切さを知りました。我が市にも取り入れてもらいたいと思いました。長時間で休みがなかつたので疲

れたけど最後の体操がよかつたです。

・私達の活動も昨年 1112月 にもも太郎体操を指導していただき、1月 より始めました。4月より1ま週 2回団地内の

集会所で体操しています。「紅業の会」と名付けて月1回のサロンは2年 目です。よその活動を知り、元気づけられ

ました。

・百歳以上の方も元気で頑張つておられる様子から私自身これからも元気で多くの高齢者を誘つて元気高齢者の

村つくり1こしていかなくてはと思っています。

・自分には自信があると思つたがゲメでした。努力したいと思う。

■行政の立場から

・業務の中で、地区の体操活動に出向き、地区住民の方と体操を行つている。体操の場所は、高齢者同士のつな

がりの場となつていると思われる為、今後も書及啓発に努めていきたいと思う。

・とても良かつたです。包括職員として意欲がわきました。

■会場。参加者について

・楽しく参加できました。

・今日のお話を聞いて、私達の活動も同じ様な問題があると思いました。男性参加者が少ない。

・良かつた。これらの話を各地域で自分で自分を守ることでみんなにしてもらうぞと思う。男性を引つ張り出す術はど

うすれば?

・参加して、感動が多いので、年に1回はぜひ来たいと思っています。

・これからも筋力をつけるよう1こします。

・体操の効果、各地域での取り組み

・とても良かつたです。ありがとうございました。少々体操も続けていきたいと考えています。

・体操を実際にでき、座ったままでの血の巡りが悪いのを予防できた。97歳の方が体操に参加され私たちのお手本

となつた。

・どこも一生懸命頑張つているのがよくわかりました。私達の所もはじめはラジオ体操をして 100歳体操をして最後

に手をつなぎ足あIザをして、歌を歌つたり、脳とれをしたりしています。

・全国の方にいきいき百歳体操が広がる活動すばらしいことと思います。(介護予防をする為にひとりひとりが元気

に過ごすため)私たちもいきいき体操を始めました。長く続けて元気で過ごしたいとおもいます。

・週 1回のいきいき体操がとてもいいときき、元気が出ました。皆が主役、居場所ができた。絆が深まり英語で体操

しその声かけできるようになればいいと思う。次世代へつなIずるということはとてもいいことですね。感動しました

(次世代の若い人は無理かなと思つていた)

■取り組み発表

・他の市町村の実施報告が参考になりました。

・3グループの発表がよかつたです。参考になりました。

・地域密着型の取り組みの具体例が聞けて良かつた。

・他地域の活動内容が聞けて良かつた。これからもサークルに参加し、元気な高齢者でおれたらと思いました。

・発表者の人もわかりやすくよかつた。週 1回みんなですることがよく分かつた。

・玉野、総社、鏡野の地域での発表から独自の発想で工夫されている。そして皆でささえ合い皆が主役である事が

継続になっているよう1こ感じた。

・区長さん中心にされている鏡野町うらやましいと思った。男性の参加が少ないのは考えないといけないと思った。

・他の地区の通いの場の取り組みがよく分かりました。毎週通つていますが、頑張らなくてはと思つています。

・玉野、鏡野、総社市、三地区の活発な活動に感動しました。いきいき百歳体操はしていませんが、会を発展して フ

年間が経ちました。私たちの会にも百歳体操(いきいき体操)を取り入れたいと思いました。

・3地区からの発表がありましたが、皆さんの積極的な参加によつて成り立っていることをとても頼もしく、うらやまし

く思います。

・各地域の活動発表を聞き、大変勉強になりました。自分もサロンなど運営活動など協力しておりますが、まだやる

ことは、いつぱいあると感じています。

・他地区の集会の様子がよく分かり良かつたと思います。参考になりました。

・各地の活動の様子がみえて参考になりました。

・発表者の3地区の方ほんとうに元気になる話で良かったです。私の地区でももっと大きな輸ができればいいなあと

思います。

・3団体の報告で自分も考えを変えたいと思う。

・地域の方の話がよかつた。

・動画を使つての発表なのでわかりやすく帰つてがんばろうとやる気が出ました。

・玉野市、鏡野町、総社市各地域の取り組みが大変参考になつた。

・様々な地域で頑張っておられる様子、参考になりました。

・具体的事例を参考に実践したい。

・他の市町村の頑張りがよく分かつた。

・みんなの発表で楽しい集いができていることはいいですね。体操もしつかり続けてすることです。

■介護予防体操

・百歳体操の魅力を改めて感じました。体操が勉強になりました。

・100歳体操について詳しく知ることができた。

・地域主体の活力を感じました。高齢化社会が進出中で、自身がなりたい百歳をめざして多くの人が体操に取組ま

れることを期待します。

・発表や体操にでてこられた皆様の表情いきいきして良かつたです。

・体操、各地区の取り組み、身近に感じられました。

・改めて今やり始めている桃たろう体操を続けていきたい。

・いきいき体操は大事だと思います。外出することも必要なことと思いました。

・高齢者だけのいきいき百体操だけではなくて、早い時から筋力をつける習慣を身につけることが大切ですね。自

分のためにも良い話でした。

・90歳以上の皆さんが登壇されていて一緒に体操をされたのがよかつたです。

・100歳体操の取り組みによる地域のつながりがとてもいいと思いました。地元でもできればしてゆきたい。
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・老後に良いと思います。大変助かります。

・自分のことは自分ですること。100歳まで元気で生きたい。近所の人と仲良く話し合い笑いあい生きる人生を送り

たい。高知県の老人たちに負けずに健康体操を続けたい。

・継続は力なり。やはりやめないように続けてみたい。全員が役割をつけることが大切である。

■その他

・母達の後を引きついで、続けていきたいと思いました。

・来なくなつた人の対応は本当に課題だと思います。

・とても良かったです。

・体操の実施が楽しかつた。各市町の取り組みもすばらしい。

・資料冊子の中にメモの場所をつけてほしいです。書きやすい紙で !ほかの地域の様子を間けて参考にさせてい

ただきます。

・初めての参加です。個人情報だからという時代が何となく寂しいと思つています。人と人のふれあい、取組みすば

らしいと思いました。

・高齢者の皆様が頑張つている姿がすばらしい。地域の皆でささえ合うことの大切。人と話す事で認知症の予防に

もなるのでは。

・週 1国会を開いているのは大変ですね

・何処の場所も大変素晴らしかつたです。自分の場所でも負けないほど頑張つてます。

・次のフォーラムも参加したいです。

・現在活動しているものとだいたい同じでした。

・又来ます。

・大変良かったです。来年も来させてもらいます。

・いろんな問目があつても実行に移すことが大切だと思つた。

・有難うございました。5回答

・今回が初めてだったけど良かつたです。

・継続すること、自分のことは自分でやる。

■要望

・私は若い方ですが、みなさま高齢者が多いので、長時間座りつばなしで足腰が痛くなるので、時間をみてその場

で立って足ふみ等やってはいかがかと思いました。これもフォーラムを長く聞きに来れる 1つの体操ではないでしょ

うか?

・体操のやり方のパンフレットがほしい。

・杖なしで歩けるよう希望持った。体力・筋力つけたい(転倒で腰・膝いためる)参加できる場所は?あるいていける

所、迎えのあるところで(リハビリ)どこ1こある?元気になりお手伝いができるといいな。百歳体操まってます。

・移動手段についてもう少し細かく教えて頂ければ良かったです。

・開催場所が県北からしたら違い。一度津山など県北での開催をお願いしたいです。

・地元から実践発表があり、90歳以上の高齢の人にも5人参加いただけました。できれば、記念品等の配慮があ

ればいいと思います。



H29フォーラム ～来場者の様子～

各市町村の通いの場の参加者、ボランティアが集結

野

H29フォーラム ～基調講演～

介護予防と地域づくり

要支援艇TⅢr,

要介談|と
'｀

たる3つの速
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H29フォーラム ～取組発表～

住民運営の通いの場の紹介 (3市町 )

H29フォーラム ～介護予防体操の体験～

リハビリテーション専門職団体連絡会が、体操指導

―-143-―



平成 27年度岡山県地域包括ケア普及啓発事英

砲主選難と
1■11:五: ズ歯柱■先生茨城県立健康

プラザ管理者

茨城県立医療大学付属病院名誉院長

亀基に進む超高船社会を生 き抜 くために、これだけ t主夜ヮっておきたい身体 もィことえ気に生 tる ため

の起待があります。ユーモアを交 えたお話の中に上手に老いる知恵 と紳識が詰 まっています。キ歩たち

一人一人がをいについて しっかり考 えることが、地域包括ケアの出発点です。

こイ〔からの こと、さあ 一結 に考えてみませんか。

HttRSi (プ ロフィール〉
|サ ′ヽ ビ ,テ ーション医療  イドt堂の募― ノ、考。
長年 病たと |に ならない させないための り′ヽ ビ 〕♪普及に取

'征

t.

2004年 か
', 
岳幹者がキユ手者 とをって介叢予 'あ を行 う |シ ′しバー

)ハ じ ,林株指導士」 を教成果〆1に 答成 しltけ 、現注 7+メ 、t実咬。
茨茂県では f'っ占1者 の ,'を ユ勁透 i'ア lが広が っている。呑ナ1果 葛ナ`市士身。

拶加脅

会場 おかやま未来ホ
ール (ィォンモール5F) 無 料

(〒700‐0907岡山県岡山市北区下石井 1丁□2番 13)

平呼8年
,1月 1〕日(周 )1量i盤怠:,6:00

対象 国露歎経選霊鍾蹴 ゴ頸肇⊆私亀曽露響
織等

酪縣罷ぞ移ラチナ世代

'定 員
600名
足員になり次第禍酌切ります,

斜■
おかやま未来ホール
(イオンモール岡山内)
同出県 同山市 Jし 区下 6井

'丁
自 2晉 |=

1式

Ⅲ

Ⅲ
■ iil

l      .-0,  ・ 1   お` |―       
・
―
・   ごさ     簿|

i憩 1懸
 豊
暇腰  |

Ｉ
Ｉ

Ｐ
ト
ト

ー
ー

TEヒ 086-803-6207

【電車の塙合】〕R同曲駅地 下改札国から徒歩約 5分 ～老いぬさまでいよう～」
講師:大田 仁史先生 茨城県立健康プラザ管理者

茨城県立医療大学付属病院名誉院長

③第 2部 活動発表
◆プ喘乱炉い
【移動支獨 玉野市よ原地に革 鶏 議会  会 長 4ヽ泉 馨さん
醜縁組織】将つ法人 スマイ)レちわ        理事長 國米 申ぬ勇
隠 場 所】氏PO渚人 ァじ気交流グヌ均土ただの家 雲事長 澤 協子さん

◆淋 ′ヽ甲

"―

:大日 仁史うと生
‐‐◆―
~林―ター:卜PO法人 翻 哺 朧~ 
生_翼定＼甲0法人

Ⅲ
復
=憾

NPO・地域交流フォーラム実行委員会
岡山市・倉敷市・津山市,玉野市・笠岡市・井原市・総社市・高梁市
新見市・備前市・瀬戸内市・赤磐市・真庭市・崇作市・浅口市・和気町
早島町・里庄町・矢掛町・新庄村・鏡野町・勝央町・奈義町・西粟倉村
久米南町・美咲町・吉備中央町

【申 込 先】実 行 委 員 会 事 務 局 ψ、一モニーネット末来 記足 NPO速人子ども劇場堂働センタ )

TEL 0865-63-4955 FAX 0865-63-4950 E― man kodomo10kcv.ne.19

【申込期限】1 8日

※お申込みいただいた方に、入場整理券をお送りします。当Bよ、会場受付て入場望 I里券をご提示くださしヽ。
※お申し込み よ、定員になり次第 l帝め切らせていただきます。

理事長

理事長

横山 和慶読

習
羊 囃

静 ん '

一静
，一一一．一一・ヽ

電話・FAXまたはメールで、1月 3日 (金 )までにお申し込みください。
実行委員会事務局 o‐モニーネット未来認定NPO法人子ども序1場笠岡センタ )

TEL 0865-63-4955   FAX 0865-63-4950  E― ma‖ kodomoヽ Okcv neJp

【主  催】岡山県
【実施団体】
【共  催】

NPO・ 地域交流フォーラム参加申込書

Eメーザレ

一Ｔ

)紺 ・ 有(団体名所属団体

参力D者氏名

住所

電話番号

FAX

裏面が申込書に



NPOう地燃禁″ オ‐ラム平成 23年 9月 30日 (0開催
らのフォすラ対よ地麟包括クアツヌ′ムを弾 めるために、高a併香の甥 支援や介避予島この押い手想レて落勘する

県ぬの卜欧Xポランげイン慧が｀堂ほ会し、活動発表や精報・騒見交韻廷行うもので曳

平成 28年度岡山県地域包括ケア普及啓発事業

(プ ロフィール〉

リハビ
'テ

ーション仄舜 介貴の第一ぺ者、

長年 度たきりに■
',■

い させないための

'ハ
ビリのき及に取 り細と。

2004年 か
',「

J前

'者

が指 :子者と■って

介談予防を行 う「シルバー

ナハ ヒリ体撫指導士Jを

茨城県内に養成 し続け

Jしな  ワ千人を突破
茨城蝋ては 高船者の

自〕
"互
勁話勁が広がっ て

いる。合川県高松市出身 .

茨城県立健康プラザ管理者

茨城県立医療大学付属病院名誉院長

!ギ 1轟i

高齢者の生活支援D介護予防を担う

NPO・地域交流フォ申ラム
菊壽欝警ぶ覺鐵で薄籐で懸轟鷺鐵ψ《好警霧鬼轟特大田仁史先生

急速に進む超高歯争社会を生き抜 くために、これだけは紳 っておきたい身体 も造 もえ気に生 きるため

の世イ、号があります。ユーモアを交えたお話の中に上手に老いる女口起と炉識が詰 まっています。私たち

一人ひとりが老いについてしっか り考 えることが、地域包括ケアの出発点です。

これか らのこと、さあ ―結に考 えてみませんか。

鰺

おかやま未来ホール (ィォンモール岡山肉)
同山県同山市北区下石井1丁□2選 lΞ TEL086‐ 803‐ 6207

F==i11:諄∫Ⅲ煮|'

輩:ritll床
t準大キ

I HJ

串 緯Ⅲ
強

【申 込 先】実 行 委 員 会 事 務 局 儲定 NPO法人ハーモニーネット未来 子とも劇場笠団セン
'―

)

TEL 0865〔 63)495S′ 〔61,4002  FAX 086S・ 63‐4950

メールアドレスkodomol Qkcv.ne.,p

一Ｔ

無 ・ 有(団体名 )

Eメーザレ

参加者氏名

住所

電話番号

FAX

所属団体

【申込期限】9月 2日 (金 )
※お申し込みは、定員になり人́'第締め切らせていただきます。
※お申込みいただいた方には、フィーラム 1週間前までに入場整I聖券をお送りします。9月 23日 (金)までに
整理芳が届かなかつた場合は事務局こご連絡ください。

※当日は、全場受付て入場整運券をご提示ください。

定 員

600名
定員になり次第絆め切ります】

【電車の場合】

〕R岡山駅
地下改4し口がう

徒歩約 5分

平成28年

「宅いめしき」

―
―

ド
ト
リ

ー
ー

働
　
　
　
　
　
ω
　
　
　
韓

齢社会を生き抜く知
講師:大田 仁史先生 茨城県立健康プラザ管理者

茨城県立医療大学付属病院名誉院長

2部 活動発表
◆パネリスト
【過いの場】津山市工門地区「こけないん`らだ」の住民代表 +津山市高齢介護課
醇勤支援〕卜PO法人 ん`めかめ福祉移送 + 倉叡市市民協働推進課

卜PO法人 まちづくり夢百笑 + 赤磐市地域包括支援センター

大田 仁史先生

移動ネットおかやま   理事長 横山 和廣さん
ハーモ三 ―ネット未来 理事長 宇野 均悪さん

電話・FAXまたはメールで、9月 2日〔金)までにお申し込みください。
実 行 委 員 会 事 務 局 認定 NPO法人ハーモニーネット未来 (旧 子ども劇場笠岡センタ )

TEL 0865-63-4955/ 61-4002   FAX 0865-63-4950
メールアドレス kodomol@kcv.neJp

‐ 裏面が申込書に

なっておりま現

NPO・地域交流フォーラム参加申込薔

申
込
方
法



10月 19日 (木)13乳S■
おかやま未来ホール はォンモール5D
(〒 700-0907岡 山県岡山市北区下石井 1丁 目 2番 1号 )

定 員 600名 (定員になり次第締め切ります。)

現在、介護予防や地域づくりに取り組んでいる方、
これから取り組みたい方は、ぜひ、ご参加ください。

平成 29年
介護予防に取り組んでし

15:30

みなさ～ん !

集まりましよう !

Ｉ
Ｉ

Ｐ
卜
ω

ｌ
ｌ

裏面が申込喜になつております。



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修ブログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 広島県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉局地域包括ケアロ高齢者支援課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員 2.中間支援組織 3.市町村職員

4.生活支援コーディネーター 5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進i歩支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問日助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住 民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 宍日恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施口調整

16,国や地方厚生局コ支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集 H手引き等の整備
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様式第 1号

中央研修修了者派遣申込書

平成  午

Ｉ
Ｉ

Ｐ
卜
∞

―
―

派遣希望事項 (記入又は希望するものにOを してください。)

①協議体の設邑に関すること

②コーディネーターの設麓に関すること

③地域の社会資源の把握等に関すること

①その他 ( に「封すること)

市  町  名

担 当課名

電話番号

メールアドレス

担当者名

派 遣 時 期

派 遣 場 所

主な派造要請内容

※複数回答可

助言等を依頼 したい

内容等

※ 上記①～①の区分
ごとに,具体的に記
入 してください。

その他

※ 李前に連絡 してお
きたいことなど,自
由に記入 してくださ

平成 29年度生活支援コーデ ィネーター指導者養成中央研修修 了者

市町派遣事業実施褒領

1 目的

平成 26年度,平成 27年度及び平成 28年度に厚
`LttlDJ省

が実施 した生活支援コーディ

ネーター指導者養成中央研修を修 rし た者 (以 下「中央研修修 r者」という。)を 派遣 し,

市町における生活支援・介護予防サービスの

'卜

制整備 (以 下 「生括支援体制整備」とい

う。)に 向けた支援を行い,生活支援体制整備を推進することを目的とする。

2 実施主体

広島県及び広島県地域包括クア推、Fセ ンター

3 派遣先

市口J

4 事業内本

中央研修修丁者は,市町における生活支援体制整備のため,市
"rに
次の事項に係 る助

言,指導及び援助を行 う。

(1)協議体の設置に関すること。

(2)コ ーディネーターの設世に関すること。

(3)地域のネ上会資源 (イ ンフォーマルなものを含む。)の |ピ握等に1llすること。

(4,その他 , 目的達成のために必要な事項に関すること。

5 中央研修修了者の派遣

市町長は,中 央研修修了者の派遣を希望する場合は,派遣申込書(様式第 1号)を ,広島

県健康福祉局地れ文
・
包括クア 高齢者支援課長 (以 下 「地域包括ケア・高齢者支援課長」

という。)に提出するものとする。

ただし,中央研修修 r者の派遣は,各 市町 1回に眠る。

6 派遣の報告

中央研修修 rをは,派遣に
'蓋

づき業務を行つたときは,速やかに派遣実施報告書 (別

紙様式第 2号)を地域包括ケア・高齢者支援課長に提出するものとする。

7 経費

この事業に要する経費 (報償費及び旅費)は,実施主体で負担する。

8 事業実施期間

平成 20年 5月 16日 から平成 30年 3月 31日 まで



Ｉ

Ｐ
Ｓ

Ｉ

平成  年  月  日 (  )   |

報告者名

案殖日時

√に遣先―市置l名

及び派遺場所

対象者及び

人数等

支援内容
―

支援成果

今後の諜題|

特記事項

様式第 2号

中央研修修了者√(遺実施報告書

※ た , してく



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 山口県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部長寿社会課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員 2.中 間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター 5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価H改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問日助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施B調整

16.国や地方厚生局B支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

9.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備
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平成 29年度 生活支援コーディネーター養成研修 プログラム

29年度 生活支援コーディネーター養成研修 プログラム

【1日 目 (10月 4日 )】
9115-9:45

9i50

10:00-11100

(60分 )

∞
生活支援章―ディネーター及び協議体とは
・生活支援コーディネーターが活動する上で知っておくべき制度 (法的

根拠)とその背景 (現状・課題)を理解する。
・県内の状況及び、生活支援体制整備事業における県の方針を理解する。

山口県長寿社会課

11,00-12100

(60分 )

蔭
生活支援コーディネーターと協議体に期待される機能と役割
。第1層、2層のコーディネーターと協議体の役割を理解する.。

日本大学 女理学部 社会福祉学科
教授 諏訪 徹氏

13:00-14:00

(60分 )

Ⅷ
生活支援体制整備事業の市町の取組につヤ

・県内の市町で生活支援体制整備事業について市町行政の立場からどの

ように進めているのか報告をいただき、生活支援体制整備事業を上手く
進めていくためのポイントについて考える。

てヽ

<報告者>
①学部市 地域福祉課
主任 亦崎 敦子氏
②山陽小野田市 高齢福祉課
技監 尾山 貴子氏
くコーディネーター>
日本大学 文理学部 社会福祉学科
教授 諏訪 徹氏

14:oO′～14:40

(40分 )

<コーディネート業務の実際を学ぶ>

…
高齢者が抱える課題とは?

・「高齢者の生活支援ニーズ」と「生活支援サービス・活動Jが どのよう

生活支援コーディネーター

指導者妾成研修修T者

なものなのか、現状と課題を整理する。
14:40-16:10

(90分)
Ⅷ 十饉画劉
まずは、自分の地域を知ることから始めよう
。地域アセスメントの必要性を理解する。
・地域アセスメントの手法と留意点について理解する。

日本大学 文理学部 社会福祉学科
教授 諏訪 徹氏

【2日 目 (19月 5日 )】
9:40-10100

10'00-12:00

(120分 )

Ⅷ 十饉題劉
今ある物を大切にすることからはじまる資源開発
・整理した地域資源を活用して、それぞれの層での具体的な仕組みや活
動を考える。

日本大学 文理学部 社会福祉学科
教授 諏訪 徹氏

13!00-14:00

(60分 )

悦
生活支援コ‐ディネーターとしての実践からポイントを学ぶ
。第 1層、2層それぞれのコーディネーターより取組の状況を報告して

もらい、コーディネーターとしての実践のポイントを学ぶ。

<報告者>
①周南市社会福祉協議会

業務課 地臨 縣 騰原明美氏

(第 1層ヨーディネーター)

②由万川地域生活支援コーディネーター

原 宏子氏  (第 2層 コーディネーター)
<コーディネーター>
日本大学 文理学部 社会福祉学科
教授 諏訪 徹氏

14:00-15:20

(80分 )
鰯
生活支援コーディネーターとしての今後の活動を考える
。研修を踏まえて、グループで、生活支援コーディネーターとして必要
であると考える視点や姿勢、大切にしたいことを考える。

生活支援コーディネーター

指導者養成研修修了者
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ニユ宮言ユ

10:00～ 10:20

10:20～ 10:80

日本社会事業大学

社会福祉学部

社会福祉計画学科

准教授

菱沼幹男 氏

・生活支援コーディネーターに係る基本的な事項をおさらいする。

・制度の次間にある生活課題 (サービスで補えない生活の困り事、

支援が必要な人の孤立ィヒ)について学ぶ。
・生活支援コーディネーターの地域アセスメントの重要性と様々な

地域アセスメントの手法を学ぶ。 (例 :街歩きによる調査、アン

ケー ト調査、座談会、サロンでの個別ニーズの聞き取り等

10:30～ 12:00

(90分 )

饉
『生活支援コーディネーターの役割

と地地域アセスメントの手法』

CSWフ レームを用いて、個別事例からの地域アセスメントを行
う手法を学ぶ。

個人のリスク・弱みだけでなく、エンパワメント視点の必要性を

学ぶ。

地域のお宝=活用したら輝く物を見つける視点を学ぶ。 (空き家、

施設など)

菱沼幹男 氏

l演習⑥

『個別事例から個別支援と地域支援

を考えよう～CSWフ レームによ
る事例検討～』

12:50～ 15:00

(130分 )

12日 目】

10:00～ 10:30

菱沼幹男 氏
膜習②

『同じような因り事を皆も抱えてい

るかも?～個別ニーズから同様な

ニーズ把握の方法を考えよう～』

発見した個別ニーズが多くの地域住民が共通に抱えている困り事

なのかどうかを確認していくプロセスを学ぶ。10:30～ 12130

(120分 )

菱沼幹男 氏

コーディネーター同士のネットワーク形成を促進する。13:20～ 15:00

(100分 )

踊誦変調

『お互いの活動・地域の取組や悩み

を分かち合おう』

平成 29年度 生活支援コーディネーター養成フォローアップ研修 プログラム
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援ずるか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 徳島県

所属部署名

(所管部署名)
保健福祉部長寿いきがい課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

2.中 間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター

6.研修会は欠席

その他 (学識経験者、アドバイ

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

18.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業`補助事業等の実施

22.事例集B手引き等の整備

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築・運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問口助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施B調整

16.国や地方厚生局B支局等からの情報の展開
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日 時 平成29年 12月 8日 (金 )
午後 1時 30のから午後4時30分まで

場 所 徳島県教育会館 5階小ホール

平成29年度 生活支援体制整備事業 〈生活支援CO.登成〉研修会 平成29年度 生活支援体制整備事業 く情報交換会〉

日 時 平成 29年 3月 23日 (月 )

午前 10時 か ら午後 4時まで

場 所 障がい者交流プラザ3階研修室

1 開会 (13:30-13:40)
挨拶

オリエンテーシヨン

2 本日の流れ

l P,手]会 (10:OO～刊O:10)

ラすリエンテーション

2 本国の流れ (予定 )

Oステップ 1(10:刊 0～ 12:10)

「第 1層 。第2層の基盤づくり」

〇休憩 (12:10～ 13:10)

0ステップ2・ ステップ3(刊 3コ O～ 14:50)

「ニーズの把握と担しヽ手の掘り起こし」 「勤け合い活動の創出」

Oグループ発表 (刊 4:50～ ¬5:40)

○語評・質疑応答 (15:40～ 1 6iOO)

3 閉 会

主催 :徳島県保健福祉き日長毒いきがい課

Ｉ
Ｉ

Ｐ
釦
ト

ー
ー

刊)那賀日」地 1或包括支援センター

2)F可波市地域包括支援センター

3)阿南東部高齢者お世話センター

主任介護支援専門員 湯浅雅志 氏

保健師 矢部美穏子 氏

管理者 (第2層SC)消 E'II造写 氏

徳島大学 白山靖彦先生

徳島大学 白山靖彦 先生

・・・休憩 (10分 :質疑応答用紙を回収します )・ ・・

座長 :徳島大学 本つB沢志津子先生 / 助言者
パネリス ト :事例報告いただいた 3名の方

内容  ・ 生活支援体制整備事業の現状
・生活支援体制整備の倉」り万

3 今後のサポート体制について (16115～ )

4 閉会 (封 6:30)

<本国の目標>
『生渇支援体制整備事業の目的や進めアう,生活支援コーディネーターや

協議体の選出,住民主体の助け合い活動を創出する方法を夢び,

課題を話合い,つ 日から新しい一歩を踏み出そう』

<語師>
(ノ上、`財)さわやか福卒止財団 新地域支援事業 担当リーダー 森 孝則 氏

0～ 15:05)

>15

主催 :徳島県 l呆健福社吝B長毒いきがい課



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 愛媛県

所属部署名

(所管部署名)
保健福祉部生きがい推進局長寿介護課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

県職員  2.中 間支援組織 町村職員

4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当ずる取り組み全てにO

をつけて下さい

※○をつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料(A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

市町村職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集口手引き等の整備

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価口改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問・助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局日支局等からの情報の展開
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年後
Ｉ
Ｉ

Ｐ
釦
⇔

―
―

平成 28年度生活支援コーディネーター養成講座開催要項

1 目 的
県内各市町における新しい総合事業の円滑な実施に向け、生活支援コーディネーターの

養成を前提に、その機能や仕組みに対する正しい理解と実践に向けた講座を開催し、各地

域の実情に応じた地域ケアシステムの構築を目的とする。

2 受講対象
市町職員、地域包括支援センター職員、生活支援コーディネーター (候補者)、 関係機

関 等

3 日時・会場
平成 29年 2月 7日 (火) 13時 30分～16時 30分

受媛県総合社会福社会館 2階 多目的ホール

(松山市持田町三丁目8番地 15)

4 内容
・講 義  「生活支援コーディネーター及び協議体とはJ

「生活支援コーデイネーターに期待される機能と役割」

「生活支援ニーズと生活支援サービス」

「高齢者に係る地域アセスメントの手法について」

「サービスの開発方法」

・事例紹介「生活支援ヨーデイネーターの活動報告」

(八幡浜市社会福祉協議会地域福祉課 前川 恵美子氏)
・情報交換 (グループワーク)

平成27年度生活支援コーデイネーター養成講座開催要項

1 目 的
県内各市町における新しい総合事業の円滑な実施に向け、生活支援コーディネーターの

養成を前提に、その機能や仕組みに対する正しい理解と実践に向けた講座を開催し、各地

域の実情に応じた地域ケアシステムの構築を目的とする。

2 受講対象
市町職員、地域包括支援センター職員、生活支援コーディネーター候補者、関係機関 等

3 日時・会場・内容
O日 時 平成28年 3月 11日 (金) 11時 00分～14時 45分
O会  場 ひめぎんホール 2陪  真珠の間A・ 第3会議室

(松山市道後町二丁目5番地 1)

O内  容
午前

行政説明 「介護保険制度の改正と新しい総合事業について」

(愛媛県保控福祉部生きがい推進局長寿介護課)

行政説明  「生活支援コーディネーター及び協議体とは」
(愛媛県保健福祉部生きがい推進局長寿介護課)

事例紹介  「生活支援コーディネーター及び協議体の設置に向けた取組」
(宇和島市高齢者福祉課 課長柿佐 岩村 正裕氏)

詰義・演習「生活支援コーディネーターに期待される機能と役割」

「模擬事例を通した生活支援の検討」(グループワーク)

4 申込み方法
別紙「参加申込書」に必要事項をご記入の上、平成28年 3月 4日 (金 )

てにFAXで お申込みください。
愛媛県社会福祉協議会・地域福祉部福祉人材課

【電話番号】089-92■ 8566 【FAX】 089-921-3398

までに、下記あ

5 受講料等
受講料は無料ですが、交通費などは受講者の負担となります

6 その他
駐車場は収容台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関の利用に御協力願い

ます。

5 申込み方法
別紙「参加申込書」に必要事項をご記入の上、平成 29年 1月 16日 (月 )

あてにFAX又はメールでお申込みください。
愛媛県保健福祉部生きがい推進局長寿介護課介護予防係

【電話番号】089-912-2431 【FAX】 089-935-8075

【触 IL】 sanada― shizuko10pref ehime Jp

までに、下記

6 その他
会場の駐車場は、一般来客者も利用するため、公共交通機関、周辺有料駐車場等の利用

をお願いします。
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平成29年度生活支援コーディネーター養成講座開催要項

1 目 的
県内各市町における新しい総合事業の円滑な実施を図るため、生活支援コーディネータ

ーの養成を目的に、その機能や仕組みに対する理解と実践に向けた講座を開催 し、各地域

の実情に応じた地域ケアシステムの構築を目指す。

2 受講対象
市町職員、地域包括支援センター職員、生活支援コーディネーター (候補者)、 関係機

関 等

3 日時・会場
平成30年 2月 16日 (金 ) 13時 30分 ～16時 30分

愛媛県総合社会福祉会館 3階 研修室
(松山市持田町三丁目8番地 15)

4 内容
・講 義  「地域づくりとは」

(愛媛県保健福祉部生きがい推進局長寿介護課 係長 前神 有里)
「地域包括ケアから地域共生社会へ ～滋賀県の取組～ (仮 )」
(しが生活支援者ネット共同代表・滋賀県職員 中西 大輔氏)

・事例紹介「第 2層の設置に向けた取組」

(伊予市長寿介護課 主任 相田 紗也可氏)
・事例紹介「生活支援コーディネーターの活動報告」

(久万高原町社会福祉協議会柳谷支所 支所長 山之内 砂有美氏)
・情報交換 (グループワーク)

5 申込み方法
別紙「参加申込書」に必要事項をご記入の上、平成 30年 1月 31日 (水)までに、

あてにFAX又はメールでお申込みください。
愛媛県保健福祉部生きがい推進局長寿介護課介護予防係

【電言吾君争手争】089-912-2431   【FAX】 089-935-8075

【MAIと】 sanada―shizuko10pref ehime lg jp

下記

6 その他
会場の駐車場は、一般来客者も利用するため、公共交通機関、周辺有料駐車場等の利用

をお願いします。



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 高知県

所属部署名

(所管部署名)
地域福祉部 高齢者福祉課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員  2.中 間支援組織  ⑥.市町村職員
①.生活支援コーディネーター 5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築口運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価H改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問・助言

9.相談窓口の設置

①.アドバイザーの派遣

11.トップセミナTの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 宍日恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局日支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

①.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

①.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

②.事例集・手引き等の整備

―…158-―



■現 状 ,■■

1覇齢 磁強f学甲甲弊輩鶉警こ
■あつたかふれあいセンタ中における介震予防サービスの売案

概ね週 1回以上の介護予防の取 り組み :29/44箇所

■住民主体の介蓮予防の取り組み
住民主体の箇所数 :1′ 369箇 所、リーター サポーター数 :4′ 506人 (H233月末)
週 1回以上開催の介護予防の場への参加率 :全国 1位  (H283月 末)
総合事業または介護予防事業にリノヽビリテーション専門職等が

関与している保険者数 :21/30(H287月末)

■新しい総合事

“

への移行と生活支援サービスの売実に向けた支服
ヽ【総合事業への移行】Hクフ年度 :12保険者、H23年度 :14保険者、H29年度 :4保険者

2課 題

日高齢者向け住まいの確保
,平成2フ年度 :四万十町で整備

0高齢者ができる限り地域で元気で住み続けられるよう地域の実情に応じた介護予防のし
くみづくりが必要

〇総合的な介。こ予防の取り組みを推進していくため、多1表な専P日職の関与が必要

O住民主体の介護予防のしくみづくりは進んできているが、さらに介。穫予防 重症化の予防
を推進するため、リツヽビリテーション専門咄や来養士、歯科衛生土等の関与を通した効果

的な取り組みが必要

〇多様な担い手による生活支援のしく力づくりが必要 (元気な高齢者の社会参加〕

争

喉堪
OttE慮が必要な高齢者の住まいの確保が必要

1 地域の実情に応じた介護予防のしくみづ くり

派遣する職種を拡充 (楽養士、歯科衛生士)し、地域の実情に応した介
護予防の取り組みを充実

(2)住 屋主体の介護予防の増への支顔

嶋域のエーズに応じたり′ヽビリテーシヨン専門職管の派遣支援
住民主体の介護予防活動を支援できるリノヽビリテーション専門1説等の派遣

e・ 引1誂亀 翼舗晋詔野1盟F毛ィЧ衛生士の派遣が可能とな
るよう、人材育成を支援

2 総合事業の充実と生活支援サービス提供体制づくりへの支援

。(:堺認瑞説絶;祟名鐘際
低再鋤

(1)高 齢者の社会

'加
の推進

高知県老人クラブ連合会と連携し、高齢者が生活支援サービスの担い手
として活,電できるよう 人材育成を支援

電》(:首暫藍雷雪r覇イ軍
=ぢ

笙冴窪盟路フォロ_ァップのための研修を実施
(3〕生活支援体調整偏推進の取り組み事例集の作成
中山間地域の生活支l震サービス充実に向けた支援

事例集を作成し、市町村での事辛展開に活用

(4)ア ド八イザーの派遣

市町村での生活支援体制の充実が図られるよう 地颯の支え合ぃ活動を
支l震 しているNPO職 員などのア ドノ(イザーを′Fm旨

3 高節者向け住まいの確保
低所得等の配慮が必要な高齢者が安心して暮らせる住まいの確保対策に
取り組む市町村を支援

0

0

0 平成29年度0取り組み
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29年 8月 301 平成29年度生活支援コーディネーター養成研修

内容

受付

開会・オ リエンテーション

介護保険制度について (講義 )

■行政説明

介護保険制度改正のポイント

・弁護保 l,令制度イこお
'る
生活支援の状況と課題

‐■1吾支援コーディネーター(地域文え合い推進員)の定義

占猟1県高齢者編祉搬

Ⅱ 生活支援コーディネーターの役割について (議義 )

日高知県における生活支援」―ディネーターとは

知ヽ県立大学社会福祉学部准教授 山村 '昔彦 氏

【休 憩】

Ⅲ 地域活動の実際 (講義 )

地域のユーズに応した地域福祉活 ,力の実際ヽ佐川獨Jの事例より
ヽ

社会福祉法人佐川町社会福イに協議会事務局長     円村 佳久 氏

あったかふれあいセンターとかの         森口 右紀 氏

【昼休憩】

久市 i曜美 氏

中越 す_渚  氏

小谷 史 ol 氏

若本 和呑 氏

V 生活支援コーディネーターの実際
B実践売喪

社会福祉法人本山町社会イ畠祉材I議会生活支援:fデ ′杵クー

高灯市役所高齢

`支
援課 披査

社会福れと法人_コ 万十市社会福祉協議会生活支援カティ十 ,一

中上佐町地域包括支援センクー生活支援Dテ ィイーター

※休憩あり

ログルーフワーク 情報交換

生活支援体制整備■来について

座長 i 高知ナ!立大学社会福祉学部准教授
佐川呵社会福祉協議会 〕f務局長

山村 )昔彦 氏
田ォ}イ士久 氏

V まとめ
高矢n県 立大学社会福祉学部准教授  山村 'l,彦  氏

M 閉会

時 間

9:30～ 9:50

9:511-10:00

10:00～ 11:35

(95ケ )

11135～ 11:45

11:45-12:15

(30分)

12:15-13:15

13:15-16:25

(190/ノ ))

16:25‐ψ16:55

(30う ))

16:55～ 17:00

1 研修の目的・ねらい

平成 30今三度までに全市町利で配饉することとなつている、生活支援コーデ ィネーター(地域文え

合い推進貝)の養成を日的とする。

箕`た、行政と生活支援コーディネーターが大に学ぶことにより、介護保険制度及び地域における

生活支援ニーズと生活支援コーディネーターの機能・役室1についての共通理解を深め、地域の日指

す姿を共に考え、生活支キ友体術」整備李業を推進していくことを目指す。

2 研修対象者
①市町|ヽlが指名する生活支援コーディネーター (予定者含む)及び市町村の担当職員

※第二部については、必ず各市町村の事業ナ]当者ととヽ ,に出席する()の とする。

②その他、市町村が必要と認める者

3 研修日・会場
【第 1都】

第

Ｉ
Ｉ
・
Ｐ
⇔
〇
―
―

H  Rキ

会 場
Fl  Ⅲ寺

会 場

平成 29年 8月 30日 (水 ) 9:50～ 17:00

県立ち、くし交流プラザ 2階 多目的ホール

平成 20年 9)]6日 (水 )10:50～ 15:30

県立ふくし交流プラザ 2階  多目的ホーール

4 研修内害
講 ,た及びワークショップ形式で行います。詳細はプログラムをご確認ください。

5 →加費   無料

6 実施主体  高魚I県

7 運営主体  社会福祉法人高知県社会福祉l'」議会

8 申し込み
各市町村で取 りまとめの うえ、別紙中込さにより平成 29年 8月 23日 (水)ま でに PAX

(088‐844‐3852)´ おヽ i伊 しに入みください。

9 お問い合わせ

社会福祉法人高知1県社会禄祉協議会 地域・生活支援課

〒780‐ 8567 高知市卓月倉炭 375‐ 1 県立ふくし交流プラザ
TEL:088‐ 844‐0019  FAX:088‐ 844‐ 3852

E‐Mad:k‐ chttЮplpp■ koch o■ jp*時 F8日は予定として記朝 しています。当日の研修の進行状況により変更する場合があります。
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平成29年度 生活支援コーデイネーター
フォローアップ研修

1 目   的

平成 27年の介護保険法改正により、高齢になつても住み慣れた地域で暮らし続けられる

ために「地域での支え合い」に香日した生活支援体制の整備が位置づけられ、住民同士の

支え合い活動の開発やマッチングを行う生活支援コーディネーターの役割が期待されてい

ます。 しかし、住民同土の支え合しヽは、反人同主のお茶のみ声dど曽段の書らしの中に既に

存在 していることも多しヽため、生活支援コーディネーターがどのように地域と関わつてい

くかといった視点や、実施主体である行政と受託機関が共に地以の現状にあった地1引づく

りの方向性を確認し推進する体制も隊要です。

◆回は、生活支援コーディネーターの活動としての地域との関わり万や、住民の目線に

立った協議の場づくりについて学ぶとともに、関係オ鶴関との推進体制の構築を目指して実

施します。

2 日晴・ 会場
平成 29年 11月 9日 (木 )9:50～ 16:OO (受 付 :9:20～ )

高央□県立ふくし交流フラザ 2階 多目的ホール

3対  象

生遇支援コーディネーター (登成研修修了者 )、 受託機関における担当課長、

行政担当者所属長、行政担当者 等

4実 施 主 体

高矢8県  (運営主体 :高矢□県社会福祉協議会)

5参 力ll費

無 料  (お弁当を注文される場合は別途受用がかかります。)

6申 込 み

各市町村にて取りまとめのうえ、B」紙申込書により平

までに高矢8県社協 地域・生活支援課 (FAX:088-8牟 牛3852)へ送付ください。

7 お間し始わせ先

社会福祉法人高矢□県社会福祉協議会 地域・生活支援課

〒780-3567 高矢日市朝倉成 375-1 も
~ヽ

くし交流プラザ4階

TEL:088-344-9019  FAX i 088-344-3852

E―卜謝an:k―。「市kiC'Diooikochi or,p

*時間は!予定として記載しています。当日の研修の進行状況により変更する場合があります。

【第2部】平成29年 9月 6日

内容

受付

開会・オリエンテーシヨン

I 研修 【第1部】の振り返り
高知フ「 立大Ⅲ社会福祉学謝

`准
教授 山村 射彦 氏

こ 地域資源とニーズのマッチングについて

高■日県社会福祉協議会福れとへ材センター主任  仙頭 正″
“

【昼休慰】

Ⅲ はじめの一歩 !生活支援ヨーディネーターの実践
ロクループワーク

今な
「

がド十来るか考えよう !

■lⅢ別 ワーク

地 ),文 でどう行動 していくか考えよう !

※途中休憩あ り

高矩県商帥士福祉課

V まとめ
高知県立大学社会福祉学部准教授 山イす 璃彦 氏

V 閉会挨拶

時閣

10:20-10:50

10:50-11:00

11:00-12:00

(60分 )

12:00-‐ 13:00

13:00～ 15:00

(120'ヽ )`

15:00-15:25

(25ノノ))

15:25-15:30



8 プログラム
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内 容

PぇR会・オリエンテーシヨン

I購 義
|

テーマ「生活支援コーディネーターに必要な地域の見ダj・ 入り方」

1 地域に出かけて住民の暮らしぶ りを聞き (まざる)       |

| そこからつながりや支え合いの営みを知る (見つける)など   |
: 生活支援コーディネーターが日常の営みを活かし、広げていく

 ヽ方法を全国の実践事例等を参考にしながら学びます。

講師 :特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポー トセンター

理事長 池田 昌弘氏

Ⅱ 情報交換

ワークをとおして質疑・応答

【昼 休 憩】

Ⅲ 膜習11

「地よ現の′J｀くれた資源を見つけ出せ」

【休 憩】

Ⅳ 騰  蒻 テーマ「住民の力が発l軍される協議の場づくり」

語師 :特定非営利活奎l法人全国コミュニテイライフサポー トセンター

理事長 池田 昌弘氏

V 膜習劇
「あなたが考える協議の場とは」

Ⅵ まとめ

閉 会

時 間

9:50～10:OO

10:00～ 11:30
(90分 )

1¬ :30～ 12:OO
(30分 )

12:00-13:OO

13:00-¬ 4:20

(80分 )

14:20-14:30

14:30-15!OO

(30分 )

15:00-¬ 5145

(45分 )

15:45-16:OO

16:OO



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援ヨーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 福岡県

所属部署名

(所管部署名)
保健医療介護部 高齢者地域包括ケア推進課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

都道府県職員  2.中 間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築・運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価 a改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業の日―ドマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問E助言

9.相談窓回の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施 B調整

16.国 や地方厚生局 B支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

① 生活支援
コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

⑩ 市町村職員や生活支援
コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集 H手引き等の整備

―-163-―
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1耳目

「生活支援コーディネーター及び協議体とは1

～その目的、仕組み及び養成について～

・地域包括ケアシステムとの関わり
・地域包括支援センター、社会福祉協議会、協議体の役割

賀疑応答

「生活支援コーディネーター及び協議体とよ」
～その目的、仕組み及び養成について～

・ディスカッション(福岡市、福津市、嘉麻市社協の事例等 )

I 生活支援コーディネーターと協議体に期待される機能と役割
・生活支援コーデイネーターと協議体の活動理念
・地域包括ケアシステムにおけるコーディネーターと協議体の位置づけ
・委員会と協議体の違い
・地域ケア会議について

工 高齢者の生活支援ニーズと生活支援サービス

・高齢者の生活支援ニーズ
・発達する道具と生活支援サービス

・高齢者の生活支援サービス活用上の課題と支援の方法

質疑応答

2コロ

Ⅲ 生活支援コーディネーターが行うべきアセスメントと支援の視点

・生活支援コーディネーターの視点で行うアセスメント

・生活支援サービスを推進・開発ずる上での生活支援ヨーディネーターの視点

M高 齢者に係る地域アセスメントの手法について
(社会資源の把握、地域の生活支援ニーズの把握 )
・生活支援コーデイネーターの視点
・生活支援コーディネーターの役割
・地域アセスメントの意義
・地域アセスメントの方法
・地域アセスメントの留意点

Vサ ービス開発の方法
・サービス開発の意義
・サービス開発の仕組みづくり
・サービス開発のプロセスと方法
・サービス開発の留意点
・グループワーク(1520～ 1620)

管鍵応答

10:00～ 10:05

(60分 )

12:25～ 13:55

(90分 )

14!00～ 14「 10

14コ 0～ 1510
(60分 )

15:25～ 16:25

(60分 )

(90分 )

1,30～ 1'35
11:35-12:95

(60分 )

13:35～ 13:40

13i40～ 13:50

13:50～ 16:20

(150分 )

福岡県生活支援コーディネーター養成研修 実施要項

1 目的
市町村が地域包括ケアシステムの構築を実現するために、介護保険制度のサービ

スのみならず、保険外のサービスを活用しつつ、互助を基本とした生活支援 ,介護

予防サービスが創出されるような取組を積極的に進める必要がある。

その取組を進める上で、地域資源の開発やネットワーク構築等のコーディネー ト

機能を果たすなど、重要な役害1を担う「生活支援コーディネーター (地域支え合い

推進員)」 を養成することを目的とする。

2 日時
1日 目 :平成

2日 目 :平成

月

月

年

年

(全)10:00～ 16:30
(水)10:00～ 16:30

福岡県中小企業振興センター 401会議室
(福岡市博多区吉塚本町 9-15)

1日 目

2日 目

平成 29年 11月 20日 (月 )10

平成 29年 12月 1日 (全)10

1011-16

00--16 i

飯塚商工会議所 大会議室 601
(飯塚市吉原町 6番 12号 )

第 1回

第 2回

3 対象者
・ 生活支援コーディネーター (候補者)

※地域のニーズを踏まえたボランティア養成、サロンの立ち上げ等地域資源開

発の実績がある者が望ましい。

4  i書冑F

平成 26～ 28年度に厚生労働省が実施した生活支援コーディネーター指導者養成

研修に係る中央研修を受講した次の者。

① 社会福祉法人福岡市社会福祉協議会地域福祉部 部長 藤田 博久 氏
② 社会福社法人嘉麻市社会福社協議会    事ィヵ′局長 木山 淳一 氏
③ 社会福社法人うきは市社会福祉協議会     主査 相良 照美 氏
① 直方市市民部健康福祉課              宇野 朝江 氏
⑤ 福津市健康福祉部いきいき健康課       係長 朝長 弘美 氏
0 公益財団法人さわやか福社財団           阿部 かおり 氏
C 社会福祉法人うきは市社会福社協議会        中川 史高 氏
⑤ 社会福祉法人ちヽくおか福祉サービス協会       野瀬 寿 氏

5 研修プログラム

別紙のとおり



連絡会の様子
生活支援コーデイネーター連絡会

県主催で連絡会を開催し、生活支援コーディネーター同士
で悩みを相談・解決したり、取組の報告等をしている。

<対象者>
・県内の生活支援コーディネーター

<内容>
・総合事業等に関する学習

・課題の共有、情報交換

<開催実績>

生活支援コーディネーターの活動内容
は ?
どのように協議体を住民に説明すればよ

いか ?
集めた資源をどのように活用するのか ?

協議体の立ち上げ後、どのように事業展

開するのか ?
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第 1回

第 2回

第 3回

第 4回

第 5回

平成 29年 1月 26日 (木 )

平成 29年 4月 19日 (水 )

平成 29年 フ月 19日 (水 )

平成 29年 10月 18日 (水 )

平成 30年 1月 17日 (水 )

嘉麻市

うきは市

υBサ |1市

福津市

嘉麻市

裕 つ

Ｉ
Ｉ
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連絡会の内容を

マインドマップで

見える化

生活支援コーディネーター
の悩みや疑間について、

皆で話し合い、情報を共有
ずる



平成 29年度厚生労働省老入保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 佐賀県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部長寿社会課地域包括ケア推進室

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

都道府県職員  2.中間支援組織
生活支援コーディネーター  5,その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

⊂淮進体制の構築
日運営】

1.推進主体のネットワーク化

庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

道府県職員による訪問・助言

9.相談窓口の設置

延)アドバイザーの派遣
11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施日調整

16.国や地方厚生局コ支局等からの情報の展開

C)市町村職員向け研修の実施

C)生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

⊂》生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備

―…166-―



生活支援コーディネーター養成研修

0生活支援コーディネーター養成研修(基礎編)
生活支援コーディネーターとなつた者や候補者に対し、基本理念や地域資源の開発手法等に関する知
識及び技術の習得並びに資質の向上に向けた研修を行う。

O生活支援コーディネーター養成研修(実践編)

生活支援コーディネーター養成研修 (基礎編)を受講し、すでに生活支援コーディネーターとしての活動
を開始した者を対象に、他の地域の実践的な取組などを研修し、各地域における活動を充実・強1ヒす
る。

※ 生活支援コーディネーターの活動を
支援する市町担当者も対象

互助を基本とした生活支援・介護予防サービスの創出
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初級研修(年度前半)、 実践研修(年度後半)の実施

生活支援コーディネーターの養成

生活烹機コーディネー
ターの資質向上
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平成 29年度生活支援コーディネーター養成フォローアップ研修

開催要紹

目的 地域における生活支援・介護予防サービスの提供体制の構築を推進
する生活支援コーディネーターを養成するため、活動を行うにあたつ

ての基本理念や、地域資源の把握・開発等に関する知識・技術の習得

並びに資質の向上に向けた研修を実施する。

2 主催 佐賀県社会福祉協議会
(佐賀県長寿社会課からの委託により行います。)

8 内容

9 申込結切 平成 29年 8月 9日 (水 )

10 申込 ,問合せ先
お申し込みはメールまたはFAXに て受 Iす付けます。
佐賀県社会福祉協議会 まちづくり課 (担当 :田 中)
TEL:0952-23-2145 FAX!0952‐ 25‐ 2980

Email:cIュ likヤ
`lぉ
ょgnkell shakvo orir)

3 日時

4 会場

平成 30年 2月 13日 (火)10:80～ 16:30

Ｉ
Ｉ

Ｐ
ω
∞

―
―

佐賀県社会福社会館 (佐賀市鬼丸町7-18)
TEL  0952-23-2145

5 参加対象者 生活支援コーディネエター
市町・保険者生活支援体制整備事業担当職員

(市町・保険者職員の方は、グルーブワークについては

オブザーバー参力日となります。)

原則として、H28年度及び H29年度の生活支援コーディネーター

養成基礎研修を受講された方に限ります。

6 定員 60名
定員を超えた場合は調整させていただくことがありますのでご了承

ください。

7 参加費 無料

講師名 (及び職名 )

佐賀県長寿社会課

地域包括ケア推進ゃ
‐

主査 松本 ゆか り 氏

九州人谷短期大学 福祉学科

教授  中村 秀一 氏

休憩

済昭国 巌 日 道昭 氏

阿蘇市社会福祉協議会

倉田 昌親 氏

九州大谷短期大学 福祉学科

教授  中村 秀一 氏

休憩

九州大容短期大学 福社学科

教授  中村  秀 ―氏

内 容

①生活支援 コーデ ィネーター

等に関す る県内の状況につい

て

○地域包括ケアシステムと生

活支援 コーデ ィネーターに期

待 される役割 (i歯義 )

○県内の生活支援 コーディネ

ーターの活動事例について

(講義 )

〇県外の生活支援 コーデ ィネ

ーターの活動事例について

(講義 )

各事例についてのコメン ト

○グループワーク

・高齢者に係 る地域アセ スメ

ン トの手法

・ 生活文援 コーディネーター

が行 うべきアセスメン トと支

援の視点

・サービスF,同発の手法

時間教

1 0ノノザ
｀

80分

60分

50分

50分

10分

10分

90分

H手  問

10:30～ 10:40

10 : 40-12 i 00

12 : 00-13 : 00

13 :00-13 : 50

13 : 50-14 : 40

14:40-15 : 50

14 : 50-15 : 00

15:00～ 16:30



講師名 (及び職名 )

美作大学 社会福祉学科

学科長 教授

小坂測 稔 氏

体憩

オll屋町役場 介護福祉課
渡辺 理恵 氏

菊池市役所 高齢支援課

旗本 仲二 氏

尾崎 意介 氏

芙作大学 社会福祉学科

学科長 教授

小坂田 稔 氏

休憩

美作大学 社会福祉学科

学科長 教
'x小坂田 稔 氏

内 容

(講義 )

地域 査派 の把握 と開発方法 に

ア
)ラ てヽ

(講発 )

総合 事業通所型サー ビス Bの

事例について

(講義 )

総合事業訪問型サー ビスBの

事例について

質差応答

事例に対する助言等

(グループワーク)

地域資源の把撮、開発方法に

ついて

時間数

(/ノ J｀ )

90

60

50

50

10

10

90

時  間

10:30-12 : 00

12 :00´や18 : 00

13 : 00々ヤ13 : 50

13 : 50々Vと増 : 40

14:40-14:50

14 :50～ 15!00

15 : 00-16 : 30

j

2

3

4

5

6

7

8 内容

9 申込締切 平成 30年 1月 29日 (月 )

10 申込・問合せ先
お申し込みはメールまたはFAXに て受け付けます。
佐賀県社会福祉協議会 まちづくり課 (担当 :田 中、小松 )
TEL:0952‐ 23‐2145 FAX,0952‐ 25・2980

Email i chiilミユOSa営 (ll、・●ィメ‐ぃhakVO(ぅ r ilj
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佐賀県の地域包括ケアシステムの推進方向

地域ケア推進会議

O地域の高齢者の情報を集約し、自立や
課題解決に向けた支援を検討

○個別の高齢者のケアに必要な情報を地

域の多職種で共有し、現場のケア能力
を向上

地域ケア個別会議

県

介護保険者

市町

佐賀県地域包括ケア

推進会臓

地域包括
支援センター
(日常生活困城)

O市町をまたがる全県的な情報・課題を
関係団体も含め、県全体で共有

O課題の解決策や必要な情報を各介護
保険者・市町ヘフィードバック

O市町単位の情報や課題を地域の関係
者で共有

O各種の地域支援事業と連動させながら
地域の課題を解決する対応を実行

地域を中心に地域包括ケアシステムのPDCAサイクルをまわす

地域包括ケアシステムの実現による地域住民の安心
口安全とQOと向上

2

佐賀県地域包括ケアシステム推進会議の主な検討事項

O地域ケア会議

O介護予防

○認知症対策

O在宅医療日介護連携

O生活支援体制整備

Oその他、地域包括ケアの構築に必要となる事項

3
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「地域包括ケア推進庁内連絡会議」について

1目 的
地域包括ケアシステムに係る庁内関係各課(室 )の施策の情報共有及び連携を図るこ
とにより、地域包括ケアシステムの構築を推進する。

2構 成
会 長 :健康福祉部副部長
メンバー :福祉課、長寿社会課、障害福祉課、医務課、国民健康保険課、健康増進課、

薬務課、建築住宅課

事務局 :地域包括ケア推進室
備 考 :必要に応じて部会を設置する。(医介PTを部会に位置付け)テーマにより関

係課に参加を求める ※保健福祉事務所に対しては定期的に情報提供
3所 掌

(1)地域包括ケアシステムに係る庁内関係各課 (室 )の施策の情報共有に関すること
(動 地域包括ケアシステムの構築を推進するための施策の実施に関すること
い)その他、地域包括ケアシステムの構築を推進するために必要な事項
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 長崎県

所属部署名

(所管部署名)
長寿社会課

研修会参加者     (
※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

道府県職員  2.中 間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価色改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業の口とドマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問日助言

9.相談窓日の設置

廻)アドバイザーの派遣
11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施`調整

16.国や地方厚生局日支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

8
生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集 H手引き等の整備
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平成29年度生活支援体制整備事業情報交換会
次 第

9:45

10:OO
～刊O:45

日時 i平成29年 7月 19日 (水 )
刊O:OO-16:刊 O

会場 :長崎農協会館 7階 会議窒

<受 イ甘> *会場 :703号窒

【第刊き日】
『呉と市町の意見交換会』

【第2告 |】

『生活支援体制整備事業 情報交換会』
(生活支援コーディネーターの役割・任務について学びます)

アドバイザー さわやか福祉勁国 会長 堀田 力氏
さわやか橿祉財団 理事 鶴山 汚子氏

①第刊層・第2層の体制づくり (30分 )

平成 29年度生活支援体制強化事業

∩ 宣 当 日 舶

`日

指 十 ベ キ 盗 ヽ

生活支援コーディネーターとその候補者に対して、基礎的な研修や実践的

な研修を実施するとともに、生活支援コーディネーターの配置、協議体の設

置等が思うように進んでいない市町ヘアドバイザー等を派遣することで、実

際に機能する生活支援体制を構築する。

○事業内容

1 基礎研修 (初任者 レベル )
・就任 して間もない生活支援コーディネーター等に対して、基礎的な

研修を実施

・対象者 :生活支援コーディネーター及び候補者、市町・地域包括支

援センター等の関係職員

10:30 <受 1寸 > *会場 :701・ 702号室

Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
ω
Ｉ
Ｉ

2 実践研修 (中級 レベル )
・活動中の生活支援コーディネーター等に対 して

が得られる研修を実施

・対象者 :生活支援コーディネーター及び侯補者

センター等の関係職員

より実践的な情報等

市町・地域包括支援封司iOO
～コ2:20

12:20
～¬3:10

<昼0,体憩>

13:10
～14,40

14:40
～16:10

②E―ズと担い手のl屈り起こし (90分)

③助け合いの創出 (スパイラル)(90分 )

<閉 会>

3 アドバイザー派遣事業
・生活支援コーディネーターの配置、協議体の設置等が思うように進

んでいない市町へ生活支援に知見を有するア ドバイザー等を派遣す

ることで、実際に機能する生活支援体制を構築する。

・アドバイザー :① さわやか福祉財回職員

②既に県内において活躍している生活支援コーディ

ネーター

③県外先進地の生活支援コーディネーター・・・等

・ 5市町に対し年 5回程度の支援を実施

・対象者 :市町及び生活支援コーディネーターと協議体メンバー

16:刊 O



平成29年度生活支援体制強化事業

「生活支援コーデイネーター実践研修会」

日時 i平成30年刊月呵7日 (水 )
10:30～ 16:30

会場 :長崎県庁 1階 大会議室A

目 的 :活動中の生活支援コーデイネーター (SC)等に対して、より実践的な盾報等が得
られる研修を実施

対象者 :SC及びその候補者、市町・地域包括支援センター等の関係職員

講 師 :O/△`益財団法人「さわやア〕`福社財団」会長 堀田力氏
②      ′′         理事 鶴山汚子氏
⑬事例報告者 (県内SC等)

内 容
10:SO― 」2:OO(90)
(1)第 2層の生活支援コーディネーターと協議体づくり
(銃毒 義 :第 2層づくりのポイントなど さわやか傷祉財団 堀田 力氏

・事例紹介

2G Wi通 切な2層の選出 さわやか福祉財団 鶴山汚子氏

13:OO～ 16:30(210)
(2)ニーズと担い手の掘り起こし(301
④語 義 :ニーズと担い手の掘り起こしのポイントなど

,事
lラ」紹介

(3)助け合いづくり(60)
①語 義 :助け合いづくりのポイント

・事例紹介

平成29年度生活支援体制強化事業

「生活支援コーディネーター基礎研修」

日時 :平成29年 11月 7日 (火 )
10:30～ 16:30

会場 i長噂農協会館 7階  702号 室

10:OO <受 付> *会場 :702号室

10:30～    開 会

Ｉ
Ｉ
μ
『
ト
ー
ー

<語話及びシンポジウム>
①生渚支援コーデイネーター・協議体の役割について

さわやズ〕`福祉財団 理事 鵠山 汚子氏

②斯上五島日]における生活支援コーディネーターの活動と協議体

における取組について

新上五島町 第1層 SC 田島 伊勢次氏
新上五島B」 第2層 SC 山□ 将司氏

③シンポジウム・全体討議 (事前情報提供における□答等)
さわやか福祉財団 理事 鶴山 汚

=氏新上五島町 第1層 SC 田島 伊勢次氏
新上五島町 第2層 SC 山□ 将司氏

<昼食・休憩>

<グループワーク>
①第1層・第2層の体布Jづくり (約 60/刀

＼
)

(約60分 )

(約60分 )

②ニーズと担い手の掘り起こし

③助け合いの倉」出 (スパイラル)

¬2:20
～13:20

13:20～

②G W:「居場所づくり」「地縁活動」「有償ボランテイア」
16:30 <閉 会>



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 熊本県

所属部署名

(所管部署名)
健康福祉部長寿社会局 認知症対策日地域ケア推進課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

①.都道府県職員  2.中 間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネエター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築口運営】

1.推進主体のネットワーク化

.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

⑥.現状分析や課題把握

①.都道府県としての基本方針と推進策の提示

⑤.推進策の評価日改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

①.現状分析や課題把握の支援

①.都道府県職員による訪問H助言

9.相談窓日の設置

①.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施口調整

①.国や地方厚生局日支局等からの情報の展開

O.市町村職員向け研修の実施

①.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

⑩.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

⑪.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

O.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集日手引き等の整備
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介護予防・生活支援サービス構築支援事業

介護保険制度の改正により、平成29年4月 1日 から全市町本fで介護予防・日常生活支援総合事業を実施する。そのことにより、各市町村

では、介護保険サービス以外に、介護予防のための住民の集いの場づくりや、介護が必要な状態1こなつても住み慢れた地域で自立して

暮らし続 Iすることができるよう、各々の地域特性により生じる多様なニーズに対し、住民等の多様な主体によるサービスの創出、サービス

内容の充実、サービス提供体制の構築が必要なため、その取組を推進する研修やアドバイザー派遣等を行う。

目指すべき地域ビジョンの明確イヒやニーズの把握、住民

主体の具体的なサービスの叡とに課蓬を感じている市町村

が多い。
/1要介言豊度の軽度化を図るための高齢者が集える煽を、

どのようにして住民主体でつくればよいかわからない。

つ住民主体の生活支援サービス倉!出するための、経い手

の養戒・育成方法がわからない。

O配置された生活支援コーディネーターや協議体が行う、
ニーズ把握、サービスの開発、ニーズとサービスのマッチ

ング等について、具体的にどのように行うかわからない。

蝉 活
=撞
サービス皿也皿佳茎≧

・市町村及び地域包括支援センターの l国当者等を対象とした研修の実施

(?)允産王防ど生活表弾 瓶遺事業
・市町村が主体となつて、効率的・効果的な介護予防・生活支援サービスの仕組み

を構築できるよう、市町村にアドバイザーを派遣し、ノウハウの提供を行う。

(こと生遺支援里r7~て
―
~養成
=支
援4業

・生活支援コーディネーター人材育成の知識等を有する団体に委託し、コーディネ

ーターの養成や活動の支援を行う。

度に全市霊r村に生活支援コーディネーターを配置
轟 し、協議体を設置する。

《

覇
了後の活

動の場

家事子伝い

〕〔

市無「村

地ワ包悟支
援センター

社会福祉

協議会

生活支援]―

ディネーター

を養成・支援
する知識等を
有する団体

生活支援コー
ディネーター連絡会

')居

事催

【生活支援コーディネーター養成研修】H29年9月 呵3日 (水 )、 14日 (木)の 2日間で実施
市町村担当職員、地域包括支援センター職員、社会福祉協議会職員等 延べ240名参加

○基調講演 :熊本学国大学社会福祉学部  今吉 光弘准教授
「生活支援コーディネーターと協議体に期待される機能と

役割について」

O実践報告 I:竹田市経済活性化促進会議
生活支援コーディネーター 高木 住奈枝氏

古荘 陽氏

「生活支援サービスの実施と寄り合い場の運営と

地域やサポートをつなぐ仕組みづくり」

○実践報告 I:熊本市中央区帯山校区第2町内自治会
会長 吉田 晃氏

「2町内は皆大家族～住み慣れた地域で暮らしていくためには～」

熊本市高齢者支援センターささえりあ帯山

生活支援コーデイネーター 芹川 真寿美氏

「帯山2町内の場の形成と資源開発へのサポート実践」

○実践報告Ⅲ :熊本市高齢者支援センターささえりあ水前寺

生活支援コーディネーター 大槻 由美氏

その他熊本市中央区生活支援コーディネーター

「生活支援コーディネーター同士の協働を通した

実践の取り組み」

O実践報告Ⅳ :山都町社会福祉協議会
矢部支部長 歌野 智恵美氏

「住民発信の社会資源開発のとりくみと

住民エンパワメントの視点」

Oグループワーク:

「ニーズの把握と支援の視点及び

地域との協勧の在り方について」

※約20グループごとにワールドカフェ方式での意見交換

【その他実施予定事業】

●生活支援コーディネーター連絡会(3回 )

(県北、県央、県南3ブロックに分けて、県

内の生活支援コーディネーターによる事例

報告や意見交換)

【アドバイザー派遣】
H29年 7月 からH30年 2月 にかけて、県内
刊2市町村への実施支援

〇派遣 :熊本市、上天草市、合志市、玉東町

大津町、甲佐町、芦北町、津奈木町

錦町あさぎり町、湯前町、球磨村
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中山間地域等創生による地域包括ケア推進事業

目的】
中山間地域等においても、高齢者が住み慣れた家や地域で安心して生活を継続することができるよう、地域
の実情に応じた在宅サービス拠点や生活支援サービスの基盤づくりを支援することにより本県の中山問地域等
における地域包括ケア体制づくりを推進する。
【補助事業の実施主体】
中山間地域等で在宅サービス拠点や生活支援サービスの基盤づくりに取り組む市町村及び民間団体
【補助金の内容】
・市町村等が開催する検討会、住民ワークショップや住民サポーター養成講座費用等 :定額50万 円以内
・在宅サービス拠点、生活支援サービスの施設整備費 :補助率 1/2、 10万円以上 100万円以内
・サービス立上げ後の運営費補助 :1月 あたり10万円以内
【県の役割】
・市町村等が開催する検討会や住民ワークショップ等現地活動への参加
・市町村、民間団体、県との間の情報交換会等の開催
・必要に応じて、モデル事業を実施した市町村の担当者やキーパーソンを派遣
・事業の成果についての他の市町対等への情報提供及び普及

'■
!'|111'■● :|す●||||■i':1'ォ ÍI111ナ す「|■ ,|→1'11

地域の在宅サービス拠点、生活支援サービスの基盤づくりのための検討会の開催→地域ビジョンの構築
【構成】市町村、社会福祉協議会、地域包悟支援センター、地域住民 (自治会、老大会、民生委員等)、 在宅サービス事業者、県 帯

事業所説明会・
研修会の実施

住民塵膜会、
ワークショップの実施

地域のユーズ嗣杢・
実態調査の実施畿

在宅サービス拠点等整1甫

例】・ Jヽ規模多機能居宅介護サービスの整備
・介護予防拠点、住民交流拠点の整備 ヘルパー養成講座のB鳳催、ご近所支え合い活動の実施など

生活支援サービス、人材育成等
・ 賢い物支援サービスの創出

在宅サービス拠点や生活支援サービスの基盤づくり

中山間地域等創生による地域包括ケア推進事業

補助額 補助対象経費支援内容

県 ①市町村等
活動経費

50万円以内 事業開始年度の活動に要する4豊費 (検討会等の開催やニーズ調査、ヘル
パーやボランティアの養成等に係る経費 )

②施設整備
費

補助率 1/2以内
10万 円以上 10o万 円以
内

事業開始年度または翌年度のいずれかで在宅サービス拠点、生活支援
サービスの整備等に要する経費

(例 )①事務所改装費、②備品等購入費等

(送迎車、パソコン、事務机、什器等含む )

③運営費 1月 あたり10万円以内 翌年度末までの間で、サービス立上げ後、通算で最大 1

おいて経営安定に必要な運営費

事業開始年度から
2か月間の範囲に

※モデルづくり事業からの変更点として2年 目での施設整備補助が可能

市町村 中地域包括支援センター ロ社会福祉協臓会 日民間団体等

自沿と・グループ・ NPO等

尋 尋
地域住民ご近所見守り体制
の構築

配食サービス

生活支援ボランティア活動等

在宅サービス握供事票を・団体等

小規模多機能居宅介護、訪問介護、

訪間入浴介護、訪問看護、訪問リハ、

通所介護、通所リハ等
生活支援サービス等

・在宅サービス提供体制づくり検討会の設置に

係る構成メンバー及び経費

【構成メラバー】

市町村、社会福祉協議会、地域包括支援セン

ター、自治会、老人会、民生委員、NPO、 社
会福祉法人、在宅サー ビス事業者、県 等
【経費】
・住民とのワークショップ等の開催費
・事業実施に伴うユーズ調査等に係る経費
・事業に必要な広報、宣伝に必要な経費
・ヘルパー・生活支援サポーター・ボラン

ティア養成講座等、家族介護者支援 等
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地域包括ケアシステム構築に向けた民間活動促進事業

介護保険制度の改正等により、今

後、在宅で生活する高齢者の数が増

加する。しかし、県内のほとんどの市

町村が在宅で生活し続けるために必

要な体癖lが整つていないのが現状。

市町村が、民間事業者や団体等の

提供するサービスを、地域資源として

活用する取り組みを促進し、在宅生

の支援の充実を図ることが必要。

O補助内容
市町村と連携して、高齢者等の在宅生活に必要な活動を新たに開発し、取り組

みを行う民間事業者や団体等l_対し、活動費の補助を行う。

(活動の例)
・医療・介護連携(診療所のドクターによる主治医・目1主治医制の検討・展開、

ケアマネとの連携による退院支援ルールの検討・運営)
・生活支援サービス(移動支援、配食、家事支援、ちょつとした困りごと(電球

交換、ゴミ出し等)に対するサービス等)な ど
O補助対象
高齢者等の在宅生活に必要な活動を新たに企画し、展開する民F母島事業者・国

体 (市町村との連携必須)
50万円(1箇所あたり)

県

民 国
間

覧高鸞 箇藤建 、、  連携 /

住民

市町村

サエビスの提供簿

自 には、在宅で生活するための受け皿づくりが必要である。

しかし、行政だけですべての受け皿を提供するのは困難。民間事業者や団体等の新たな取り組みの促進も含め

た活用を図り、フオーマル・インフオーマルに関わりなく総合的に在宅で生活するためのサービス資源の開発が

求められている。

市町村と連携し、在宅で生活するために必要な活動を新たに企画し、展開する民間事業者や団体への活動に対する

※活動例は一事例。事業実施にあたつては、民間主導の多種多様な活動を想定。

〔切れ騒のむし建 竜競 宝担俸■  診療所の医師等が主体となり、在宅医療に贅i司する医師を
0構叢】            増やすための研修会、森見変換会等を実櫨するとともに、

主治医・副主治制について、複数  対応可能な日時Ⅲ疾患等を踏まえた副主治医の決定方法
の医療機関により検討・導入を行う。 や、介護支援専門員等への周知方法の検討、試験的な運

用、効果や課題の検証などを行う。

【税隠■醸サービス0提供体槃0
線 】
小規模な訪間看護ステーションが
多い地域等において、訪問者護ス

テーション相互の連携体制につい
て検討・強化を行う。

ほとお胡 ‐ ビス0残表B
新たなサービス提供について、検

討・運営を行う。

訪固者護ステーシヨンや診療所の医師等が主体となり、ス

テーション相互の連携についての研修等を実施するとともに、

提供体制が弱い地ユ職にサービスを提供する場合のバック

アップの方法や、看取り時の共同対応のルールの検討、運

用などを行う。

・切れ目のない在宅森養支援体制の構築に必須
となる医師の過度な負担を軽激するとともに、在
宅療養が可能な限界点を拡大。
・事業の取組み成果(課題を含めて)を他地域に
離開。

,提供体制が弱い地域や、頻繁にサービスを提
供する必要がある看取り時等に複数の訪間看護
ステーションが連携して対応する体制が整うこと
により、在宅察萎が可能な限界点を拡大。
・事業の取組み成果(課題を含めて)を他地域に
展開。

民間団体等が主体となり、地域に不足している生活支援
サービスの把握をするとともに、不足している生活支援サー

ビスについて、サービス提供の検激、運営などを行う。

・地域で不足している生活支援サービスを提供
することにより、在宅生活が可能慮限界点を拡大。
・事業の取組み成果(課題を含めて)を他地域に
晨開。

地域包括ケアシステム構築に向けた民間活動促進事業

、市町村等に対し研修会やアドバイザー派遣事業等、様々な支援を行つ

ている。
しかし、地域包括ケアシステムのすべてを行政のみで構築することは不可能であり、民間事業所等を地域資源として活用を図り、フォーマ

ル・インフオーマルに関わりなく、また、今後のサービスの充実の必要性から、民間事業所等の更なる取り組みの促進が必要である。市町村

においては、民間事業所等の活用 (育成)が進んでいない状況である。

そこで、地域包括ケアシステムの担し に育 ることにより、様々なモデルを作っていく。そのモデルを全

磐盛角書 棗亀ぬ害
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 大分県

所属部署名

(所管部署名)
福祉保健部高齢者福祉課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

①.都道府県職員  2.中間支援組織  3.市町村職員
④.生活支援コーディネーター 5.その他(学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※○をつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築H運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価L改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問日助言

9.相談窓日の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局L支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

⑩.生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

19.生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

⑩.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

②.事例集B手引き等の整備
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>介 護予防給付 (訪 Po輌介護 通所介護)が市町村事業 (地域支援事業)に耳多行 (H27年 4月 ～)
ン 市町村において、「生活支援コーデイネーター」の酉己置と「協議体」の設置を H29年度までに実施
ン 「生活支援コーデイネーター」については、都道府県単位の研磐を県が実施

各主体の役割

国 :全国から受講者 (各都趨守県から推薦)を集め、都週吋県ごとの講師を養成する中央研修を実施
都週噺県 :主に中央研格受E口者を脳師として、各都趨奇県において地域医療介護総合確保基金を活用し、各市町村の

コーディネーター養破の為の研修を実施

市町村 :研修受 ,脅生をコーデイネーターとして配置

▼

H 29年度事業内容
>生 活支援コーディネーター養成研修の実施※
中央研修受講者でカリキュラムを検討

リキュラム テキス トに沿つて実施

ン 生活支援コーデイネーター遵倍会の実施

各市町村の取組事例等の情報交換

>市町村ヒアリングの実施

―
―
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対象 :配属 1年以上の第 1層、第 2層生活支援コーディネーター

内容 :実践事例を交えた技術及び知識の習得

各自治体の取組の進め方やボイン トなどノウ八ウの共有

現任者向けのフオローアップ研

修会

取組事例集の作成



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援ナるか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 宮崎県

所属部署名

(所管部署名)
福祉保健部 長寿介護課 医療日介護連携推進室

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員  2.中間支援組織  3.市町村職員
4.生活支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等)
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築・運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

県としての基本方針と推進策の提示

推進策の評価 a改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問B助言

9.相談窓回の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

現地視察の実施 B調整

国や地方厚生局 B支局等からの情報の展開

市町村職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集口手引き等の整備

-181-



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援ヨーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 鹿児島県

所属部署名

(所管部署名)
保健福祉部介護福祉課

研修会参加者

※研修会に参加する方全てに

Oをつけてください

1.都道府県職員  2.中 間支援組織  3.市町村職員

O活 支援コーディネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )
6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価・改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問B助言

9.相談窓国の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

15.現地視察の実施・調整

16.国や地方厚生局B支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施

20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業日補助事業等の実施

22.事例集色手引き等の整備
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12 研修資料について  当日配 T出 た` しま坑

13 申込先・お問い合わせ先
社会福祉法Λ電児島県社会福祉協議会 地域柄社部 (担当 :有馬)
〒890-8517 施児島市鴨池新町1番 7号 T馴フ:099 257 3855 FAX:099251ヽ 779

Email ithiikiJBtド hi3に 1庶洵uHk.)ぉ

平成29年度生活支援コーディネーター養成初任者研修カリキュラム

平成29年度生活支援コーディネーター養成初任者研修 開催要領

1 目 的
高齢単身世格や高齢夫婦世帯,認知症高齢者の増力酎こ伴し、在宅における日常fL活に支援が
必要な高齢者の増加がッ

'し
込まれることから,住み憐れた地域で安心安全にその人らしく生活を

おくることができるよう,妹では,医療・介。登・介護予防・生活支援・住まいが包括的に確保
される地域包括ケアシステムの構築を推進しています。

地域包括ケアシステムの1青築にあたつては,その基盤となる生活支援体制整備事業が平成 27

年介護保険制度改正に伴いれJ設され,市町村へ生活支援コーディネーターが配臆されることと

なり,地域ニーズと資源の状況把握,生活支援の担い手養成やサービス開発,関係機関のネッ
トワーク化,ユーズとサービスのマッチングといったこと等が期待されています。
今回の研修は,初任者である生活支援コーディネーターが介準′保険制度や生活支援体制づく
りに必要な知識の見解を図ることを目的として開催いたします。

2 主 催  社会福祉法内電児島県社会福祉う′Й議会 (鹿児島県参話事業)

3 日 程   平成 29年 6月 21日 (水)10時 00分～ 16時 30分 (受付9時 10分～)

4 場 所  鹿児島県庁 2階 「県庁講堂」(鹿児島市鳴池新町 10番 1号 )

5 内 容  別紙「平成29年度生活支援コーディネーター養成初任者蝋修カリキュラム」のとおり

6 定員及び対象者  定員 100ノィ]
(1)生活支援コーディネーターとして初任者の方
(2)生活支援コーディネーター候補者 (活動予定の方)
(3)市口li村行政担当者 (事業木着手市町村も合脅)
(4)県地域振興局・文庁担当者
昨年受講した方も受話可能ですが,定員とのFナR係でお断りすることもございます。

―
―

ド
∞
∞

―
―

ご参力Hく ださい。

7 参加費  無料 (ただし,旅費,宿 l白代,昼食代等については各自でご負担願いますつ

8 申込方法
別紙参加申込書に必

"ズ

事項をご記人いただき,判戎29年 6月 12日 (月 )ま でに鹿児島県
社会福祉 lイデザ議会 地域福祉部へ FAX又 は E― lila l lに てお中し込みください。
かお  界市″「ホ,こっいて lt目立り支″めの うア お中 しムみ 〈だ さい

9 個人情報の取り扱しWこついて
「参加中込書」に記載された個人情幸出ま,研修会名簿の作成等,今 l口 Iの研修に関連する目的
でのみ使用し,他の日的でlた′用することはありません。

10 その他 (研修の位置づけ)
(「生活支援体制整備事業」において)市町村が酉己歴する化活支援コーディネーターは,県が実施

する研修 (当 1'm力 を受講した者が望ましいが,必ずしも研修受講を要件と
'~る

碇)ので Iまなく, コ

ーディネーター就任後に養成研修を受講することも可能となります。 (国ガイ ドラインより)

なお 実践研4歩については, 11月 中旬の実施を予定してお ります。

11 配慮について
研修受講に際 し配慮が広要な方は,参加中込書の備考榊にその内容をご記入 ください。

内  容

開会挨捗

行取鱗明「地燃留括ケアシステム碑築の推速に向けて」

心きゴ♂錦響鶏綱翠栽そ辞筆昴吊委岳ゴ認協諒航i

側係する白冶体や

aVDi舗
綴貯鐵陥瑠 埓離蒙酵穀課籍鮮録簡溌花ぅマ狂

|,里
解を深堕ェ__……………………―一―…Ⅲ……‐――一一……………‐ ……ど

課題)に関する知Htを修イ手する。

爾霊「生活支援コーデイネーターと鵬路体に増待される機臨と役割」

生活支援コーディネーターが活動■るために1盟
"て

な,

協議体年の役割 機能などよ礎的な知識妙 イ学十る

異麟報告「生活支援コーデイネーター業務のワンポイントアドバイス」

生活文振体制整1崎 ■火を先行して取り組んている市巨l'の取り組みを「佐,事例Jと して修得

当初感じていた不ケ

グループワーク「生活支援コーデイネーターの活励が充実するためのヒント」

悩みや課題から現在の丁文り組みに至る経縦や成功例を子び生活支援

ての活I,美践について理解を深める.

iアイスブレイクにより生活支猥コーディネーターの交流を図ろ

′し交換t生 活支援コーディネーターとして円滑に活動する Lで必要
とについて

'■

1停松 める。

てヽ′)動機付 fすと生活支援コーディネーター同士のネットワーク構築細 るマ

閉会

時  間

1000～ 10:10

10:10～ 11:10

【60分 】

13(10～ 13:30

【30分】

1400～ 16:30

【160分】

ユ1:10～ 12:00
【50分】

(12:00～ 13:00)

i3:30～ 1400
【30分】

16:30～



平成29年度生活支援コーディネーター養成実践研修カリキュラム 平成29年度生活支援コーディネーター養成実践研修 開催要領

1 目 的
高齢単身世符や高齢夫婦世帯,認知症高齢者の増力Ыこ伴い,在宅における日常生活に支援が

必要な高齢者の増加が見込まれることから,住蓼隠れた地域で安心安全にその人らしく生活を
おくることができるよう,県では,医療・介護・介護予防・生活支援・住まいが包括的に確保
される地放包括ケアシステムの構築を推,_任 してぃま丸

地域包括ケアシステムの構築にあたつては,その基盤となる生活支援体制整備事業が猾或27

年介護保険制度改正に伴い創設され,市町村へ生活支援コーディネーターが配に晉されることと

なり,地域ニーズと資源の状況把握,生活支援の担い手養成やサービスド月発,関係機関のネッ
トワーク化,ニーズとサービスのマッチングといったこと等が期待されていまi
今回の研修は,生活支援コーディネーターが効果的な事業展開について理解を深め,必要な
知識や技術の修得を得ることを目的として開催いたします。

2主 催

社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会 (鹿児島県委託事業 )

3 日
(1

【2
平成 29年

“

月 14日 (火)9時 20分～ 16時 30分 (受付S時 45分～)
平成 29年 H月 15日 (水)9時 30分～16時 30分

4場 所
庭児島県庁 2階 「県庁講堂」(鹿児島市鴨池新町 10番 lD

5内 容
別紙「平成29年度生l舌支援コーディネーター養成実践研修カヅキュラム」のとおり

6 定員及び対象者  定員 150名
(1)生活支援コーディネーターとして現在配置されている方
(2)生活支援コーディネーター候補者 (活動予定の方)
(3)市呼村行政担当者 (事業未着手市

'il小

すも含む)

(4)県地域振興局・支庁担当者
今回の石)l修には出来る限り,生活支援コーディネーターと市四「本,「行政担当者の両者でご黍加

ください。

7 参加貴
無料 (ただし,旅費,宿 V白代,昼食代等については各自でご負押み買V｀ます。)

B 申込方法
別紙参加申込書に必要事項をご記入いただき,平成 29年 10月 31日 (火)(必若)まで
に鹿児島県社会福祉協議会 地域福ネ上部へ FAX又 はE一 ma,1に てお申し込みください。
なお,各市瞬]本 すヽlこついては取 りまとめの うえ,お申し込みください。

9 個人情報の取り扱しЧこついて
「参加申込書」に記載された個人情報は,研修会名簿の作成等,今回の研修に関連する目的
でのみ使用し,他の目的で使用することはありません。

10 事前課題について

程

日

日

Ｉ

Ｐ
無

―

「m構イヤスメラト建水倦銀|″ 「tl"肘アヤスメント|″謂入の卜 研修Ч日 8銘コピーし持

降継守毯
カー

研修ふりかえり(意見交換 )

隣野弩督綜巖肝付町における生′者支援体制整備事業へ

み取り組み

臆撮琶勝鯉管鞣げ】〔説明

富脇 ゆおヽり

社会福4止学科に向けて

I 地単を知ることから始まる―地域アセステツト1こついて学ぷ―
1 地域アセスメントの3要素
2地域アセスメントの留意点
―「把握した情報Jをどう活かすか/「lB擢過程」をどう活かすか

H 今あるものを大切にすることから始まる―資源開発について学ぷ―
0生活支援ニィズの把握からサイ ス開発
●演習①「地域特性の説明」
●演習②「園域ことの生活支援 ―ズに即した社会資源の整理J
●演習③「支え合いマップ3舌用した繰題解決

^の
取り組み」

鹿児島県社会福祉協議会 地域福祉都 薇l部長 有馬 純久
主幹  ′也下 真也

鞘聟響掛帝♂騨甲暉毒孝●:|,i41届鯨翻銀IttillfllI:■ ε!11ri,1●■ 1111'II■

コーディネート業務の実際

= 
今あるものを大切にすることから始まる―資源呂B発について宇ぷ―
3生 活支援二=ズの把握からサイ ス開発
●演習③「支え合いマップお音用した謀ほ解決への取り組みJ

鹿兜島県社会福祉協議会 地域福祉部 主幹 地下 真也

地山 圭

洋 絵
(意見交換 )

コー
~ィ
ネート業務の実際

パネルディスル ション「地域住民による生活支援活動の取り4嵐み」

事,l発表団体  ヨ北 ―タイムin森山(志布志市)代表 片野 美秀
NPO法 人Lかとしま「ひまわリハウス」(始農市)理事長 吉村

蝙議sぎネ→―悟ぴ糧運撃:ぎ冨歯攣尊螂 躍為豪岳篭令
哲朗

演習

実践報告

実戯報告

講義 演習

語,E演者ロ

講叢 藤習

三慇 駆

演習

開会挨拶

行政説明

演習

特別講議

'TF‖
―

]5:10～ ]6:00

1600～ 16:3(l

導

9:30～ 12:00

甥

13:(Xl～ ]420

1430～ 16100

i6:00～ 16:3(l

ワ:釣～ 9:30

9:3(l～ 10:00

]3:∞～13:30

10ЮO～ 12:00

蜘

13:311～ 15:00

参 くださいぅ 1部イIれ,手修受付の際に提出くだ さい.残 りの 7部 については研修会で使用 しまi



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

都道府県名 沖縄県

所属部署名

(所管部署名)
子ども生活福祉部高齢者福祉介護課

研修会参加者

※研修会に参加ずる方全てに

Oをつけてください

4 コーァィ

2.中 間支援組織  3.市町村職員
ネーター  5.その他 (学識経験者、アドバイザー等 )

6.研修会は欠席

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴都道府県で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で

紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

【推進体制の構築日運営】

1.推進主体のネットワーク化

2.庁内連携の強化

【推進に向けた取り組みの PDCA】

3.現状分析や課題把握

4.都道府県としての基本方針と推進策の提示

5.推進策の評価E改善

【推進策① 市町村の進捗支援】

6.体制整備事業のロードマップ提示

7.現状分析や課題把握の支援

8.都道府県職員による訪問日助言

9.相談窓回の設置

10.アドバイザーの派遣

11.トップセミナーの実施

【推進策② 住民等への普及啓発】

12.広報ツールの雛形の提示

13.住民向けセミナーやシンポジウムの実施

【推進策③ 知恵や経験の共有】

14.情報誌の発行

察の実施・調整

や地方厚生局・支局等からの情報の展開

17.市町村職員向け研修の実施

短⊃生活支援コーディネーター初任者向け養成研修の実施

c⊃生活支援コーディネーター向けフォローアップ研修の実施
20.市町村職員や生活支援コーディネーターの連絡会議の開催

21.モデル事業・補助事業等の実施

22.事例集・手引き等の整備

―…185-―



あなたは、沖縄県が主催する

「沖縄県生活支援 コーデ ィネーター養成研修 (基礎、実践、応用)を

修了されたことを証 します

沖縄県知事
○○○○

殿

修 了 証 書

平成  年  月  日

氏   名

沖縄県生活支援コーディネーター養成研修事業実施要綱

1 患旨
沖縄県生活支援コーディネーター養成研修事業 (以 下 「事業」という。)
は、介護保険法第■5条の45第 2項第5号 でいう生活支援体制整備事業に関
わるコーディネーターなどを養成研修を体系的に実施することを目的と

する。

2 事業の実施主体
事業の実施主体は沖縄県とする。ただし、事業運営の一部を適切な事業

運営が確保できると認められる関係団体等に委託することができるもの

とする。

3 事業内容
仰)研修内容
研修の内容は、次のとおりとする。

実施方法 ナ文び時間

講義及 び演習 と し、

合 計 6時間 とす る。

,■.義

合計

及び演習 とし、
6時間 とす る。

講義及び演習 とし

合計 6時 間 とす る

講義及び演習 とし、

合 計 6時間 とす る。

i性義 を 3時間 とす る

研 修 名称 及 び内容

地域 支援事井_に おける総合事業や

生活支援 l本 制整備事業の理解

コーデ ィネーターの業務 、協議体の

立ち Lげ や地域資源開発、サー ビス

開発等を学ぶ

協Ⅲl体 の円滑な運営等について演習
を中心に学ぶ

上記 (1)～ (3)の研修終了者を対象
コーディネーターの実践力の向上等

協議体の構成や、その候

方へ、生活支援体制整備

補者

事業

となる

を学ぶ

区 分

基礎研修

実と士研修

応用研修

応用研修

初級研修

( 1 )

低)

12)実施回数
上記は)～脩)の 研修を 1会 計年度あたり1回 を目処に開催することとし、
必要に応 じて、離島地域での開催をできるものとする。

4 停了肛書の交付等
(1)県は、上記 3(1)～ (3)の 研修修了者に対 し、別紙様式により修了証書
を交付する。

⑫ 県は、研修修了者について、修了証書番号、修了年月日、氏名、所属
等を記入した名簿を作成 し、管理する。

5 その他
(D この実施要綱に定めるモ)の のほか、当該事業の運営に関し必要な事項
は、別に定めるものとする。

附 則
この要綱は、平成 29年 6月 9日 から施行する。

Ｉ
Ｉ

Ｐ
∞
⇔

―
―



沖縄県
一生活支援コーディネーター養成研修の拡充 日体系化

(1)生活支援コーディネーター養成研修の体系化
県では以下のとおり体系化し、その養成を推進する。
①基礎研修
コーディネーターの役害1やその具体的実務等について習得する。
②実践研修
基礎研修を修了した者で、協議体運営や地域資源開発等について学ぶ。
③初級研修
民生委員、自治会関係者等を対象にし、改正介護保険法の趣旨、地域支援事業等について学ぶ。
④応用研修
①、②を受講した者で、コーディネーター業務、協議体運営の実務等を習得する。
付帯事業 試行的派遣型 (アウトリーチ)によるコーディネーターの派遣
離島過疎地域 (1カ所)にコーディネータを派遣し、高齢者宅への個別訪問や会合等を行い、
市町村での生活支援コーディネータ事業着手のきっかけづくりを行う。

eヽ
と

生活支援
コーディネーター

( ネーターの
任にあたる
者を想定

試行的派遣事業
(アウトリーテ)

沖縄県生活支援コーディネーター養成研修の体系

応用研修

初級研修

―…187-



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援ヨーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

団体名 特定非営利活動法人 サービスグラント

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴団体で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で紹介

する取り組みを選び、Oをつけてください。

①.各都道府県における推進体制の構築日運営 (ネットワークヘの参画等)

2.都道府県間のネットワーク構築

3.市町村の進捗支援 (市町村への訪問日助言、アドバイザーの派遣等)

4.住民等への普及啓発

⑤.知恵や経験の共有 (市町村職員や生活支援コーディネーター向けの研

修等)

6.活動・サービスの立ち上げや運営の支援

〇.その他

―…188-―



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

団体名 公益財団法人さわやか福祉財団

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴団体で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で紹介

する取り組みを選び、Oをつけてください。

① 各都道府県における推進体制の構築・運営 (ネットワークヘの参画等 )

2.都道府県間のネットワーク構築

③ 市町村の進捗支援 (市町村への訪問・助言、アドバイザーの派遣等)

④ 住民等への普及啓発

⑥ 知恵や経験の共有 (市町村職員や生活支援コーディネーター向けの研修

等 )

⑥ 活動
Bサービスの立ち上げや運営の支援

② その他

―-189-―



問・動言、アドパイザーの派遣等)2.市町村の進捗

―
―

ド
〇
〇

―
―

都道府県経由または市町村からの直接依頼を受けて、市町村の取り組み状況や

特性を踏まえて、必要な情報やノウハウの提供等を行つています。

具体的には、研修会から住民への働きかけのプログラム企画及び当日の講師参

加、運営支援など、市町村が主体的に取 り組んでいけるよう、課題を確認 し合

いながら、支援を行つています。

(サポート体制)

都道府県ごとに担当ノーダーを決定 (一部市町村は個別担当)。 原則は継続的

に関わる形ですすめ、個別依頼にも内容に応 じて対応 している。

また、当財国の担当リーダーに加えて、地域で助け合いを実践している全国の

さわやかインス トラクターと共に実施

(さ わやかインストラクターは、当財団の
'F修

・委嘱を受けて各地で1ノリけ合いの推進に当財

団と共に取り組んでいる協lりJ者であり、現在約 150名 )

(3ステップを意識した進め方)

各市町村の取り組み状況を大きく3つの段階に分けて (3ス テップ)実情を把握し、課題

を整理し、展開する日標をlサl確にした支援

ステップ① 基盤整備 (第 1層・第2婿協議体の基盤づくり)
ステップ②―ニーズと担い手の掘り起こし、コーディネート

ステップ③ 生活支援コーディネーター 協議体による地域の課題解決

|(例 )埼玉県での市呼村進捗支援例

県と連携して、希望する全市町村を対
イ象に、「パッケージ推進プログラム」を提供。

取り組み状況に応じて支援″ヽッケージの中から、必要な組み合わせで支援を行つている

「生活支援の体制整備に係る協議体と生活支援コーディネーター」

平成 29年度 パンケ~ジ推進プログラム

1 基盤づくり応援プログラム (基本例)

(1)第 1居協議体の設置又は充実、生活支援ヨーディネーターの選任

(2)第 2層 協議体の設置又は充実、生lf支援コーディネーターの選任

2 住民との協lttl」推進プログラム

(1)相 i民 ワークションプ等によるニーズ把握と担い手づくりの推進

(2)住民の理狗午・参加促進に向けた「助け合い推進フォーラム」の開催

3 個別プログラム
「勉強会J「 フォーラムJな どの個別支援

公益財団法人さわやか福祉財回

都道府県における推進体制への支援の形は主に次の3つです。

各都道府県の取り組み状況に応じてすすめています。

(1)全般的な連携支援
各市町村について、生活支援コーディネーター・協議体の選任設置や効

果的な運営をはじめ、必要な各種研修、互助を創出・充実させていくた

めの働きかけ等への支援を都道府県が行 う際の全般的な取 り組みを支援

※年間を通じて、必要な取 り組みの種類や実施時期、対象の相談、具体

的なプログラムの実施相談等、全市町村への推進体制強化の取り組み

を支援

(2)他の中間支援組織や厚生局と共に全般的な連携支援
上記 (1)について、他の中間支援組織や複数の都道府県に対しては、

厚生局とも連携して共に取り組みを支援

(例 )秋田県でのネットワーク参加例
「こまち助け合い推進研究会」「公益財IJr去人秋Hl県長寿社会振興財引 (LL財団)」

との3者連携

「こまち助け合い推進研究会」は、 新地域支援事業に関する各地の情報の受発信と

共有を図り、県内各地に助け合いを推進することを日的としている。

【事来`内容】

①全国・県内の活動の情報発信・収朱による推進

②県域のフォーラムや研修会の開催

③市町村での楚強会、フォーラム等のハックアップなど

I組織の構成員】(手上げによる参加)

県、県社会福祉協議会、あきたパートナーシップ、秋田県JA中央会、市仙T本 l、

生活支援コーディネーター、地域包括支援センター、市町村社会福祉協議会など

さわやか福社財llは アドバイザーとして参加、LL財劉が事務局を担う

(3)内容ごとの個別支援
都道府県内の各市町村の状況に応じて、必要な取り組みの個別相談を

受けて支援

ネットワークヘの参画等)運営1.各都道府県におけ
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,・″機

地章

助
け
合
い
創
出

・
営
捲
す
地
域
づ
く
り
に
向

け
て
、
■
奮
支
援
封
―
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
菌

体
の
任
務
を
大
き
く
３
つ
に
分
け
て
駐
明
し
た

も
の
で
す
。
「
３
ス
テ
ツ
プ
‐
と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
順
番
通
つ
で
行
う
必
要
は
な
く
、
で
き

る
と
Ｌ
ら
か
ら
並
行
し
て
連
め
、
地
適
ｔ
、
線

り
返
し
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
「目
指
す

地
域
稼
』
つ
実
現
に
道
づ
け
て
い
き
言
す
。

Ｃ
体
制
固
め
―
―
基
盤
づ
く
り

第
１
暇
　
第
２
層
生
活
支
援
ユ
ー
デ

・
ユ
ー

ク
，
お
よ
び
協
磁
体
の
選
任
設
置
な
連
め
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
協
議
体
構
成

損
の
選
任
は
、
形
式
的
決
定
梅
Ｌ
行
取
に
あ
う

と
し
て
ヽ
、
事
英
上
の
選
行
は
、
す
で
に
送
ぼ

れ
て
い
る
生
活
斐
凝
コ
ー
デ
イ
エ
ー
タ
ー
や
筋

議
体
構
成
員
の
鍾
バ
な
任
務
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

自
分
た
ら
と
組
ん
で
活
動
す
る

「損
棒
」
だ
か

ら
で
す
サ

当
初
の
建
僣
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実

績
に
よ
り
手
が
け
る
順
番
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

既
存
の
粋
組
み
を
鴻
用
し
て
協
饒
体
を
構
成
す

る
、
鎮
似
し
た
地
域
の
コ
ｉ
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
活

動
を
行
っ
て
い
る
人
を
選
任
す
る
場
合
も
、
新

し
い
制
度
が
求
め
る
役
朗
を
し
っ
か
り
と
再
譜

識
し
て
も
ら
い
、
面
と
し
て
の
動
け
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
盛
盛
を
闇
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
創
出
し
た
い
活
動
　
サ
ー
ビ
ス
が

増
え
る
に
つ
れ
、
迫
前
の
選
任
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
適
任
で
は
な
い
こ
と
か
わ
か
っ
た
人
を

変
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
今
の
体
制
が
相
応

し
い
か
、
常
時
点
検
を
行
い
ま
す
。

ｅ
ニ
ー
ズ
と
鯉
い
手
の
掲
り
選
こ
し
，

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

地
域
の
状
況
の
把
速
士
担
い
手
の
槻
り
起
こ

し
を
進
め
ま
す
。
手
法
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
面
談
閉
凝
、
そ
し
て
団
ぶ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

か住
民
座
酸
会
）
が
あ
り
ま
す
。

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
強
第
２
層
が
実
施
じ
．

「凶
り
寧
」
と
併
せ
て

い自
分
に
も
で
き
る
こ

と
」
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。
第
１
層

は
こ
れ
ら
を
統
括
し
、
広
域
で
必
要
と

さ
れ
る
酒
勲
創
出
の
支
援
、
五
助
で
解

撲
で
き
な
い
課
題
や
助
け
合
い
に
対
す

る
整
穣
ｒ
つ
い
て
行
政
ヘ
カ
政
策
提
醤

を
行
う
役
割
も
持
ち
ま
す
。

０
生
露
σ
一綾
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

爆
議
体
に
よ
る
地
域
の
癬
題
解
決

地
緑
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
助
け
合
い
の

取
り
縦
み
を
活
性
化
し
な
が
ら
　
必
要

な
鴻
動
を
創
襲
し
て
い
く
と
と
も
に
、

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
し
て
い
き
ま
す
。
触
初

は
、
範
瞬
は
活
動
ヽ
地
域
も
や
や
限
定

さ
れ
ま
す
が
、
察
体
的
ニ
ー
ズ
や
他
の

活
動
か
ら
蹴
発
さ
れ
て
、
型
】
子
が
増

え
、
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
避

め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
積
み
短
な
、

広
め
て
い
く
こ
と
で
、
目
指
す
聴
賊
像

つ
実
現
に
近
●
け
て
い
き
意
す
。

(例 )ア ドパイザー派遣支援例

市町村への支援としてアド/ヽイザー派遣を行つている秘道府県からの依頼を受けて、各市

町村の状況に応じた情報提供や助言、住民フォーラムや勉強会の実施を支援するなどして、

助け合いの地域づくりが進むことを目的に実施。主な取り組みは次の通り。

秋田県 !ネ ットワーク推進体制の取り組みと併せて、個別文援を実施

埼玉県 :県のモデル事業先である市町村について、アドバイザーとして支援

新潟県 :モデルづくり、体制づくりが遅れ気味の市田〕村双方に対しての支援

「体衛1づくり」「移動サービス」「共生型「占場所」の 3つから市町村が希望する

支援を、NPO法人全国移夢),サービスネットワーや河田珪子氏とともに実施

鳥取県 1生活支援体市」整備事業の円滑な推進を目的に個別支援を実施。住民勉強会や

ワークショップの実施などモ,支援

長崎県 :特に体怖1づ くりが遅れているところに重点を置くが、助け合い創出への支援も

実施

熊本県 :他市町村とも同時に実施できる場合は集合研修にするなど工夫して支援

●各種ツージレも活用 全国の取り組み事例を毎号ご紹介しています。

生活支援コーディネーターと協議体の取り組みを

考える情報紙「さあ、やろう」

一‐腕
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ステップ etェーズと輝い手の掘り慮こし、コーデイネート
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臨盛鑢輯④線り罐熟  住民と共に

藤顧鰯姻 助観袢
を噴

に
こ
考
え
て
い
た
。
榊
孫
著
中
心
に
委
員
候

補
者
を
検
歯
し
て
い
た
が
、
こ
の
部
葉
や
協
議

体
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
お
く
こ
た
が
大
変

重
要
で
あ
る
と
の
燃
識
か
ら
、
研
究
会
を
５
年

１
月
よ
り
月
Ｉ
側
の
ペ
ー
ス
で
計
５
日
し
ぅ
か

り
と
行
う
こ
と
に
し
た
▽
メ
ン
バ
ー
は
、
地
域

包
活
支
授
セ
ン
タ
ー
　
行
政
理
絡
区
授
、
民
に

委
Ｈ
、
老
人
ク
ラ
ブ
　
福
祉
張
貝
、
地
繰
に
よ

る
助
け
合
い
を
行

っ
て
い
る
団
体
磐
か
ら
２３
名
、

社
会
穏
祉
協
議
会
　
灯
役
場
か
ら
５
名
が
多
加
。

籍
１
憎
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
ロ

和
択
氏
ら
関
係
者
と
当
財
団
担
当
輩
で
打
ち
含

わ
■
を
行
い
、
町
役
切
健
康
増
磋
傑
の
広
沢
舜

業
副
課
長
、
そ
し
て
、
き
わ
や
か
ィ
ン
ス
ト
ラ

（下
園
参
照
）
を
回
収
し
、
参
加
２
５
０
名
中
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
姿
を
は
１
３
８
名
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
”
感
想
以
外
に
、
今
後
の

取
り
組
み
に
参
加
し
て
み
た
い
人
に
仕
所
　
氏

ヽ
　
電
睛
番
号
，
肥
八
し
て
も
ら
う
捌
を
骰
け

て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
こ
の
欄
に
配
ム
が

あ

っ
た
人
の
思
い
が
冷
め
な
い
よ
う
、
す
ぐ
に

電
話
で
住
民
ワ
ー
ク
ン
言
ツ
プ

ヘ
の
参
加
Ｗ
か

け
を
悩
別
に
行

っ
た
。

が
つ
」
と
の
意
見
が
メ
ン
バ
＝
か
ら
多
く
出
さ

れ
、
取
り
組
み
へ
の
理
解
が
な
か
な
”
得
ら
れ

な
か

っ
た
。
し
か
し
そ
の
都
度
、
阿
や
側
口
氏
、

財
副
関
係
者
が
粘
り
強
く
説
明
を
重
ね
、
次
銘

に

「
こ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
町
の
地
域
づ
く
り

な
ん
だ
」
と

い
う
気
づ
き
に
よ
う
主
体
性
が
生

ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
後
の
ヮ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

に
お
け
る
効
果
的
な
進
行
な
ど
協
議
体
漿
貫
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ

に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
今
で

は
、
協
議
体
の
司
会
進
行
や
資
料
作
成
と
い
っ

た
関
口
氏

の
活
動
を
協
議
体
が
し

っ
か
り
と
支

え
、
増
で
串
直
な
意
見
杢
嵌

を
し
て
い
る
。

歳
娘
雲
，
１
ク
シ
ョ
ッ
プ

町
昼

Ｈ
け
フ
ィ
ー
ラ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記

名
が
あ

っ
た
住
民
の
う
ち
６。
名
が
参
加
し
て
、

３
月
末
に
住
民
リ
ー
ク
ン
コ
ツ
プ
が
臭
艇
さ
れ

た
。こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
は
、
住
民
の
本
当
の

エ
ー
ズ
と
担
い
手
を
見
つ
け
る
た
め
の
小
地
域

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
前
段
階
と
い
▼つ
位
泄
付
り

で
あ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
先
立
ち
財
側
の

婉
隠
会
縫
が

「皆
さ
ん
に
は
、
実
際
の
助
け
合

い
消
動
を

つ
く
り
謝
，
リ
ー
ダ
ー
に
な

っ
て
ほ

し
い
」
と
の
雄
鶴
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
兄

え
る
化
チ
ャ
ー
ト
に
禁
づ
く
４
つ
の
活
動
の
各

グ
ル
ー
プ

（艦
期
所
　
れ
積
　
無
慣
ポ

ラ
ン
テ

ィ
ア
、
地
縁
活
動
）
で
関
四
氏
、
堀
側
会
長

財
Ｍ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ら
が
ミ
ニ
湖
黎
を
行

い
、
各
括
勘
の
な
昧
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
参

加
住
民
に
理
解
し
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
う
ア
で
、

自
分
た
ち
で
つ
く
り
た

い
活
駒
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
行

っ
て
お
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
結
果
と
し

て
ど
の
グ

ル
ー
プ
か
ら
も

「
み
ん
な
が
集
ま

っ

て
話
し
合
え
る
場
所
，
ク居
場
所
´
が
欲
し
い
』

と
の
意
見
が
上
が

っ
た
。

森嫌鰐崩蜘醒め湛剃洵為

Ｏ
Ｌ
活
交
攘
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
，
１
の

競
競
を
見
つ
め
る
目

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ホ
ー
タ
ー
の
問
日
氏
に

は

「こ
の
流
れ
が
淮
切
れ
な
い
う
ち
に
小
地
域

で
ワ
ー
ク
シ
コ
ッ
プ
を
業
施
し
た
い
」
と
の
を

え
が
あ
っ
た
。
し
か
し
助
け
合
い
に
は
、
そ
の

よ
数
が
あ
る
地
域
と
あ
ま
り
な
い
れ
蚊
が
あ
り
、

一
活
に
広
げ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
．
ま
ず
は

モ
デ
ル
地
区
１
か
所
で
回
数
を
通
ね
、
そ
の
籍

験
を
２
か
所
日
以
降
に
生
か
し
、
広
げ
て
い
く

と
い
う
方
法
と
し
た
。

北
永
芽
第
３
区
と
い
う
行
政
連
絡
区
を
含
め

た
北
永
井
地
区
で
は
、
】
年
１０
月
に
地
区
社
協

が
立
ち
た
が

っ
て
お
り
　
第
１
悩
協
鵬
体

の
搬

戒
夏
に
は
第
３
区
の
区
長
で
あ
る
日
下
部
辰
男

氏
も
い
る
。
広
沢
氏
と
鵬
口
氏
が
、
側
区
の
剛

区
装
、
白
治
会
、
民
生
委
Ａ
、
老
大
ク
ラ
プ
な

ど
を
樹
別
に
訪
問
し
、
各
組
織

の
分
合
に
ヽ
出

向
い
て
、
住
民
の
競
し
合
い
を
行
い
逃
め
て
い

く
モ
デ
ル
地
区
に
し
た
い
旨
を
Ｔ
寧
ｒ
説
明
じ

て
、
関
係
者
の
了
承
を
斜
た
．

０
要
０
勘
，
ａ
い
に
感
小
競
鏡
し
か
な
い

住
民
が
本
当

に
四

っ
て
い
る
こ
と

（
エ
ー

ワ蛉
律
ヨツプ

瀑んなの感いを形薩

顔
初
に
鸞
穏
書
の
理
解
を
深
め
る

協
盤
撚
誤
郡
Ｅ
働
け
た
Ｓ
回
の
研
究
負

上
芳
町
は
、
協
確
体
発
足
を
１６
年
６
～
７
月

ク
タ
ー
の
永
宋
厚
工
氏
か
ら
、
新
地
域
支
拶
事

業
や
助
け
合
い
に
つ
い
て
参
加
メ
ン
バ
ー
に
丁

寧
な
レ
ク
テ
ャ
ー
を
行
っ
た
。

ま
た
ヽ
‐６
年
４
月
、
二
芳
町
役
崩
で
は

「こ

の
騨
業
は
Ｗ
づ
く
り
そ
の
も
の
で
あ
る
』
と
の

玲
え
方
か
ら
庁
内
事
業
説
明
会
を
実
施
。
子
ど

も
施
策
蝦
係
諜
や
雛
康
増
進
　
糧
祉
部
智
は
も

ち
う
ん
、
財
務
課
ま
で
を
含
め
た
役
場
の
全
課

関
係
者
が
出
膳
し
　
体
制
税
補
事
業
の
超
旨
の

共
有
を
割
り
、
庁
内
が
連
携
し
て
単
巣
雑
建
を

行
う
土
台
づ
く
り
を
行
っ
た
。

蕪制鳴的狩治瑚取蜘臨ゴ熾継ァンケート

研
究
会
に
よ
る
隈
係
者
の
理
解
や
役
賜
湘
で

の
醗
明
を
経
で
、
町
で
は

「町
民
向
，
フ
ォ
ー

ラ
ム
脚
催
に
よ
る
住
民
へ
の
刑
知
」
に
向
け
た

準
備
に
入
っ
た
，

〈準
蟻
〉

こ
の
町
民
向
け
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
協

議
体
設
隠
と
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

周
如
、
助
け
合
い
の
薬
し
さ
を
住
民
に
畑

っ
て

も
ら
い
活
動

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が

日
的
で
あ

っ
た
．
１６
年
６
月
の
間
程

に
向
け
た

準
備
と
当
日
の
運
髯
は
、
研
究
会
参
加
着
で
実

行
奏
Ц
会
を
構
成
し
て
行
わ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
の
呼
び
か
け
は
、
オ
ラ
ン

配
布
や
町
広
報
級

へ
の
樋
瑕
も
あ

，
た
が
、　
一

番
効
果
的
だ

っ
た
の
は
、
実
行
委
貝
た

う
が
自

ら
の
所
周
ｍ
林
等
な
中
心
に
蔵
投
声
か
け
を
し

た
こ
と
だ

っ
た
。
濡
界
的
に
、
早
い
段
階

で
定

員
を
大
き
く
上
回
る
暉
民
の
参
加
が
見
込
ま
れ

本当
潮
〉

座
席
の
難
般
を
何
度
か
行
う
は
ど
の

協
洸
か
り
と
な

っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
関
曲

氏
が

一普
が
役
割
を
持
ち
、
助
け
合

っ
て
豊
か

な
地
域
生
活
を
」
と
呼
び
か
け
、
盤
削
謎
漑
を

行

っ
た
当
財
団
会
長
の
銘
副
力
か
ら
も
、
助
け

令
い
に
よ
る
楽
し
い
大
上
、
旺
民
主
体
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ツ
プ

の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
住
民
ｔ

呼
び
か
け
た
．
「幼
け
台

い

月
え
る
化
チ
ャ
ー

ト

一
（関
連
Ｉ
Ｐ
Ｈ
）
に
は
林
伊
佐
雄
町
長
寺

参
加
。
自
ら
担
い
手
に
な
ろ
う
と
い
う
柱
民
の

多
さ
に
愁
激
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
研
究
会
メ
シ
バ
ー
は
こ
の
場
で

「
こ
れ
か
ら
は
協
腺
体
と
し
て
獣
張
り
ま
す
′
」

と
力
線
く
よ
Ｈ
し
、
Ｓ
月
実
施
予
定
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ツ
プ

に
つ
い
て
告
知
、
参
加
を
呼
び
か
け

袋

に
つ
な
げ
る
性
掛
け

・
驚
名
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
時

に
は
、

ィ
ン
ケ
ー
ト

研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
遊
鵠

綿
齢
〔

いさ
ど
え
あ
い

ヽ
み
よ
し
一
巽
霞

旺
民
向
け
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
立
ュ
を
経
て
、

当
初
か
ら
朗
究
会
に
参
加
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に

一さ
さ
え
あ
い
　
み
よ
し
」
と
い
う

名
称
の
第
１
層
協
議
体
が
予
定
瀬
り
お
年
７
月

に
発
足
し
た
．
研
究
会
当
初
は
、
一介
殿
保
隣

が
変
ル
わ
か
ら
と
い
っ
て
、
な
せ
私
た
ち
住
民

三芳BIで (よ、体制整備事葉を連める中で

2015年 11月に町社会福祉協協会職員が

第 1層作滞支援コーァ
~イ
ネーターとなつた。

それから第 1閣爾膀体発屋のための研究会、

俄」民向けフオーラム、イエ罵ワークシヨツプ

等々を,きて現在、助け合いや鶴守1整椰ξへの

住民の理解を深めながら、行政区レベルで

のワークンコップを展開している。

_と )セェltl
a埼瓢瞬入閥RF謗

“
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務備化率は2′ 1‰ 1口てフ艇 イヽホ′`点4イものrかを町
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ンでもある。人〔」は1猟 |ポい綬向ぉ

1鋼Rワ ークシヨツブ
てのミニ講座

Ｉ
Ｉ
　
Ｗ
Ｏ
囀

―
―

記入してくれたm】民にけ、

電器で住需ワークン白ップヘの

職           ……:=:―

』)民nt'フ オーラムの嶺十協膀Iホ丼た`オE置すノっ命「究会メンバー

裁19 こヤあやろう !0▼
`嗅
||,tir`Ⅲキ, tヤぁやうう 20 鷲t



3.智恵や経験の共有 (市町村職員や生活支援コ 犠 輔却林どの穀中終Ⅲ

抑 翻

都道府県が行う市町村職員や生活支援コーディネーター向けの各種研修等の支

援をはじめとして、個々の市町村が行う職員並びに生活支援コーディネーター

等向け研修や勉強会、さらに協議体関係者への勉強会等の支援を幅広く行つて

います。

いずれ ()地域のつながりづくりから、いかに住民主体の助け合いの活動を充実

させていくかを中心に、基本語義、実践発表、グループワークなどを交えたプ

ログラムですすめています。ノウハウの提供はもとより、生活支援コーディネ

ーター自身が、目的を明確にして意欲的に取 り組めるような機会とすることを

目指しています。実施時間は、半日、1日 、2日 間のプログラムなど様々です。

(主な取 り組み)全体企画実施から、講師として関わつているものまでを含む

生活支援 コーデ ィネーター養成研修

,生活支援 コーディネーターフォローア ップ研修

・情報交換会

※細
`道
府県内の市凹,村の行政関係者及び生活支援 コーデ ィネーター得が参加 し、それぞ

れが‖古報を提供・共有 しなが ら、i果題解決の機会 とすることを日的 として実施

・班場視察ツアー

※地域の助け合い活動の現すンタ,を角1つ て ,ヽら うことを目的 として実施

◎各種アンケー トの声から

「受け手と文え手が一方通行にテtら ないよ うにす ること、囚 り事は宝物 とい うとらえ方、レトl

り事とできることを両方聞 くことの大切な ど、すすめる際の 重要なポイン トが学べました」

「人 との関係づ くりの部分が色々考えさせ られ ました。住民の人が 自然に意見を出せ る場づ

くりを腹張っていきたい と思いました」

「机察は大変参考にな りま した。地域の困 り事は地域で解決す る上坂が内共成 されていると感

じた。想定 していなかつた ことにも来軟に対応 した り困難なこともとにか くや つてみよう

とい うスピリットがすばらしいと感 じた」

新地域支援 助け合い活動創出ブック

た
。
媛
後
に
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
運
見
を
ま

と
め
て
発
表
し
■
体
で
央
右
さ
れ
た
が
、
非
常

に
，
か

っ
た

夕居
切
肪
と
移
動
を
に
関
す
る
こ

と
以
外

に
も
、
■
済
す
る
う
え
で
の
住
民

の

様

々
な
思

い
が
あ
ふ
れ
る
も

の
と
な

っ
た
。

「
食
撃
の
支
度
」
，
）
み
出
し
」
「終
鴻
　
好
漸
」

「な
い
人
た
ち
と
の
交
流
は
籍
々
が
見
受
け
ら

れ
、
ィ
一
―
ズ
堤
搬
″
と

い
う
本
来

の
大
き
を

役
割
が
機
能
す
る
充
美
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

と
な

っ
た
。

０
そ
の
後
０
勲
憲

北
永
井
第
３
日
で
は
３
月
に
常
２
回
、
５
月

に
第
３
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
を
英
た
。
第
１

ズ
）
と
そ
の
程

い
子
の
売
掘
に
は
、
自
治
会
な

ど
小
地
蚊
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
が
大
変
効
果
的

で
あ
る
。　
一
方
、
心
身
の
健
康
上

の
理
由
や
、

引
き
こ
Ｌ
り
が
う
な
人
な
ど
、
″本
当

に
田

っ

回

の
意
見
を
受

け
て
、
舅
２
回
の
テ
ー

マ
は

「
こ
う
い
う
居
場
所
が
あ

っ
た
ら
い
い
な
」
と

し
て
、
欲
し
い
話
効

へ
の
思
い
を
船
り
冷

つ
た
。

参
加
住
民
か
ら
Ｌ

「
そ
ら
そ
ろ
何
か
形
に
し
て

い
く
た
め
の
講
し
合
い
を
し
た
い
」
と
の
憲
見

が
出
た
た
め
　
第
９
回
は
日
的
の
あ
る
サ
ロ
ン

で
は
な
く
＝
設
型
麿
場
所
の
実
現
に
向
，
て
の

に
話
し
令
い
を
重
れ
な
が
ら
、
助
け
合
い
活
動

を
地
遭
に
地
域
に
広
げ

て
い
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
は
、
こ
に
今
回
の
新
地
域
玄
援
単
莱
が
日

指
す
も
の
だ
．
居
場
所

の
立
ち
Ｉ
げ
に
向
け
、

兵
体
的
な
コ
ロ
は
撃
げ
ら
れ
た
。
今
後
の
取
り

組
み
に
逆
自
し
て
い
き
た

い
．

う
こ
と
は
大
変
難
し
く
、
自
治
余
関
係
者
や
民

生
委
機
等
と
連
携
し
て
、
日
と
か
出
て
き
て
ヽ

ら
え
る
働
と
か
け
が
必
要
と
な
る
，
国

っ
て
い

る
人

の
話
を
じ
か
に
隠
く
こ
と
で
、
「
私
が
手

伝
う
よ
」
と
州
岡
で
自
然
に
手
が
挙
が
る
。
顔

が
冗
え
る
関
係
で
の
つ
な
が
り
か
ら
、
助
け
令

い
が
生
ま
れ
て
い
く
。

●
比
嵌
辞
第
３
区

・
第
１
翻
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
北
永
井
第
３
区
の
舜

話
し
合

い
と
な

っ
た
，
す
で

に
活
財
を
し
て
い
る
人
ａ
客

か
ら
庸
場
所
の
良
き
や
諜
理
、

脚
段
　
湮
雷
な
ど
に
つ
い
て

の
話
を
聞
せ
、
附
Ｈ
氏
か
ら

は
管
理
面

で
の
習
憩

駆
輌

等
々
、
具
体
的
な
惜
報
報
供

が
あ

っ
た
。
様

々
な
課
顧
が

あ
り
な
が
ら
も
，
参
加
祥
民

ほ
居
朗
所
と
い
う
現
実
的
な

縦
論
で
こ
れ
ま
で
以
ｒ
に
無

◆
北
永
寿
繁

３
区

●
郊

１
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

で

出
さ
れ
た
憲
見

療^
じ

（下
買

・
田
り
事
を
ど
）

（　
一
人
さ
り
で
い
る
こ
と
の
不
安
、
孤
独
死

ｏ　
一
人
で
の
外
出
の
不
自
由

ｏ
そ
ち
そ
ろ
車
の
運
転
を
や
め
る
時
期
か

ｏ
ど

み
出
し
、
ど
み
裕
て
軽
の
Ｗ
理

・
椒
の
中
の
機
ら
か
り
　
斜
燎

・
痛
丸
や
け
が
、
認
如
症
に
な
っ
た
晴
の
こ
と

ｏ
自
分
が
日
回
の
Ｘ
彦
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

ｏ
長
主
‘
賓
芝
　
　
・
終
落
　
組
続
、
身
遡
壁
運

金
将
理
に
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
協
う
こ
と
〉

ｏ
屠
鵜
所
　
集
会
議
の
問
激

ｏ

印
で
開
か
け
る
時
の
お
互
い
の
声
か
け

ｏ

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
人
、
趣
妹
の
同
好
会

ｏ
な
所
の
見
守
り

安
番
確
報

（黄
自
い
航
饉
軸
な
ど
）

ｏ
策
言
り
に
出
て
こ
な
い
人
へ
の
対
策

や
終
汚
　
延
活
、
介
霞
の
た
り
の
装
子
燃
組

り
寧
を
話
し
、
付
鍵
に
思

い
思

い
に
書
き
出
し
　
一　
心
に
適
え
を
出
し
合

っ
た
。

ム
が

っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

生
活
支
援

コ
ー
デ
イ
ネ
ー

タ
ー
と
協
脇
体
が
住
民
と
共

Ｉ
悧
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
は
、
Ъ
名
の
参
加
予
定

の
と
こ
ろ
、
近
所
Ｈ
■
で
の
声
か
け
な
ど
に
よ

っ
て
参
加
奮
４５
名
を
は
じ
め
制
係
音
や
覚
学
者

を
含
め
て
列
名
が
柴
ま
っ
た
。
難
病
の
方
な
ど

っ
ぱ

い
に
諾
め
か
け
た
４
民
の
熱
気
に
関
係
者

は
″
側
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
オ
。

瞭
頭
、
協
議
体
委
員
を
代
表
し
て
加
藤
■
大

氏
が
、
介
護
保
険
の
現
状
や
、
今
オ
ゼ
助
け
命

い
な
の
か
籍

の
説
明
を
行

い
、
併
せ
て

，皆
が

ず

っ
と
元
気
に
帯
ら
せ
る
町
を
、
文
え
今
い
で

一
緒
に
つ
く

っ
て
い
き
ま
し
よ
う
′
」
と
協
議

体
の
思
い
を
勲
く
訴
え

た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
は
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
。
「助
け
合
い
体
蹟
ゲ
ー
ム
」
（関

理
Ｉ
Ｐ
‐３
）
の
効
採
も
あ

っ
て
参
加
者
に
は
リ

ラ
ッ
ク
大
し
た
変
気
が
流
れ
、
皆
が
お
０
い
の

承
見
に
４
を
傾
け
な
が
ら
、
自
身

の
不
安
や
関

て
い
る
人
″
に
来
て
も
ら

っ
て
発
苫
し
て
も
ら
　
一　
す
助
け
て
く
れ
る
人
と
共
に
参
加
し
、
会
場
い

―
―

〕
〇
∞

―
―

■
の
よ
う

に
、
小
地
助
で

し

っ
か
り
住
民
の
声
を
引
き

出
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
三
芳

町
で
は
地
域
の
住
民
の
共
鵜

が
深
ま
り
、
「
ま
ず
店
場
所

を

つ
く
う
う
」
と
い
う
典
体

的
な
動
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「席
場
所
」
を
軸

に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
住
民

の
エ
ー
文
を
満
た
す
活
動
が
　
い

!〈 }|ド
彗テr

″ 喝
|

函
一一【・」

新
地
域
支
援
事
業

み
ん
な
で
創
ろ
う
社
会
　
助
け
合
い
社
会

基

本
編

隠
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【
　
繊

一
瀬
　
馘
や
輸
ヽ
盤
群
ｅ
腑
酪
０
（
こ

い
　
ヽ
般
，
ｅ
鰐
熊
　
滋
韓
Ｆ
Ｏ
，
【

ド
　
ｕ
博
剤
爵
潔
要
絆
騨
「
コ
ヽ
Ａ

Ｏ
　
般
離
■
こ
競
書
０
川
州
サ
軒
譲
漑
ｉ
Ｓ
ｔ
Ａ

嘱
　
と
鑢
３
中
―
え
ヽ
前
卜
商
ウ
部
ｅ
る
こ
曲
口
に

ヽ
　
甚
Ｈ
Ｏ
ＩＩ
Ｉ
【
お
前
ド
苗
●
＝
ё
薫
ミ
催
１‐
に
０
督
笛
単
〔
０
，
【

国
　
望
こ
ゆ
，
９
壁
，

どヽ
斑
礁
譴
，
０
彎
釜
斗
）

９
　
翠
対
ｅ
苫
燕
言
，
ヽ
ヨ
卓
ゆ
，
灘
撃
卜
ヽ
１
囁
ゝ
∝
卜
ｅ
遷
【
う
０
ラ
Ａ

ｓ
　
累
鵡
●
４
■
゛
Ｍ
９
■
０
ワ
〔

Ｎ
　
研
虜
光
ｕ
Ｙ
コ
ペ
Ｎ
０
４
浴
哉
〈
こ
Ｆ
む
ケ
Ａ

球

ｃ
，
お
ゆ
料
糾

・
俸
灘
料
湘
募
き
騨
爺
鵠
器
ｉ
避
Ｈ
か
糾
れ
浄
湊
”

輔
和
料
蕗
熱
筑

平成29年度秋田県生活支援コーディネーター (SC)情報交換会
(実践研修会)カ リキュラム

期日:平成30年 1月 24日 (水 )
会場 ;秋田県ゆとり生活創造センター遊学舎 会議室

【講師、アドバイザー】
公益財団法人さわやか福祉財国 会長 堀田 カ
公益財回法人さわやか福祉財回 理事 鶴山芳子

1月 24日 (水 )
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新しい総合事業・生活支援体制整備撃業に関する勉強会 意見交換希望チーマ
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Ⅲ2階協議体の茎器づくり
δ地駐のと―ズ程据士憎い手の構り歳こし
0助け含いの強lЫ (地域課題べの敗組み,
0その範

!´ てく″きヽ

研 修 内 容

受 付

オリエンテーシヨン
開会挨拶  秋田県健康福祉部長寿社会課 課長 千葉雅也

(1)2層の生活支援コーディネーター (SC)/協議体づくり
半講義 :2層づくりのポイントなど  堀田力   (30分 )

事例発表 仙北市包括支援センター 古賀亮子 氏 (15分 )
キGW進行 :適切な2層の選出  鶴山芳子    (40分 )

(2)ニーズと担い手の掘り起こし (町内会レベルのWSな ど)
キ講義 :ニーズと担い手の掘り起こしのポイントなど (30分)
事例発表 由利本荘市南部地域包括支援センター 本多由美子 氏

(第 1層生活支援コーディネーター)(10分 )

昼食・休憩

(3)助け合いづくり
*講義 :助け合いづくりのポイント  堀田力   (30分 )

①居場所
*事例発表 小坂町地域包括支援センター 亀田いさ子 氏
(司 O分)(第 1層生活支援コーディネーター)
キGW 進行 :鶴山芳子 説明 (5分)①居場所づくり (20分 )
*発表・報告  2分 X5G  (10分 )

②地緑活動
導 柳l発表 秋田市御所野地域包括支援センターけやき
(10分)高橋美和子 氏(第 2層生活支援コーディネーター)
キGW ②地縁活動 (20分 )
*発表・報告  2分 X5G  (10分 )

③有償ボランティア
*県外事例紹介 (10分 )
キGW  ③有償ボランテイア (20分 )
キ発表・報告  2分 X5G  (10分 )

(4)ま とめ   10分
閉 会

時 間

9:30
9:50

10:OO～
(85分 )

11:25～
(40分 )

12:05～
13105
13:05～
(30分 )
(45分 )

14:20
(休憩 10分 )
14:30
(40分 )

15:10
(40分 )

15:50
16:OO
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(※埼■県との連携・グループワークの実施 )

平成 30年 1月 17日 日24日 第2層協議体立ち上げセミナー

グループワークの進め方

● 進め方

1.最初にグループ内で、簡単に情報交換をしてください。

(同一自治体の場合は、行政・生洛支援コーディネーターの取組状況の意a哉合わせ。複
共数自治

体の場合は、各自冶体のスケジュールをグループ内で発表)。

2.悟報交換及び事例発表等の取り組みも参者にしながら、各市町ごとのグループで、王見l犬にあ
てはまる日標を具体的に定め、その目標を達成するために隊要な内容を具体的に者えて、事

前課題 (様式H)のスケジユールの試案を更新・充実させてください。
(目標設定の者え,j)

(1)第 2層生活支援コーディネーター・協議体までの全圃域選任設置がまだのところは、

平成30年度中に最大E艮行える取り組みの計画を老えます。

(2)すでに完了しているところは、①体制の充実、②ニーズと社会資源の把握・担い手l屈り起

こ呟 ◎助け合しヽ創出による地域課題の解決から目標を選び、平成 30年度に行う取り組

みの計画を具体的に者えます。

時系列で考えていくことで、日標とやるべき嚇要なこと及びその33期を明確 |こすることが

目的です。可能な限り具体的に考えてみてください。以下の頂目も参考としてください。

(参者)

く主な検討項目例>
□行政・包与舌。社協・第 1層生適支援コーデイネーター・協議体関係者による

方向性確認。意識合わせの戦略会議のP弄ヨ催

□第2層の圏域の決定・再確認
互助を広げるためにどのような圏域設定がよいか?
決めるための関係者こk誰か?
□既仔会議の洗い出し

すでに類似の題旨で洒動しているネットワーク会議をすべて抽出し、協議体や

生活支援コーディネーターとの関係を整理

□第 1層と第2層の役3」分担と運携の仕んの検討

現】犬の確認と新たな方法の検討

(地けに向けた取り組み検討項目例)

□第2層立ち上げ・充実に向けた勉強会 (研究会等)の実施
しヽつ、誰を対象に、このように実施すれば効果的か?
□協議体構成員・生渇支援コーディネーター候補者の洗い出し

おおづかみ・ベストプラクティス・フォーラム等、ん法の検討

□住民ワークショップ (住民座談会)の実施
勉強会やフォーラムと組み合わせた実施の検討

キーバーソンをl屈り起こしてしヽくためのアプローチをどうするア〕`?
□その他 …
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前
日
は
パ
ン
屋
さ
ん
の
車
も
あ

っ
た
が
、
最
近
は

来
な
い
と
開
く
。
継
続
で
き
な
い
理
由
が
何
な
の
か
気
に
な
る
。

４
涼
ム
れ
あ
い
会
館
へ
つ
動

　

一う
ボ
ご
え
応
撥
際
☆
■
１
ヽ

ヽ
」
代
奈
の
永
鳥
奮
江
氏
が
取
り
糧
み
の
蔑
り
。
次
々
に
部
屋
に

入
っ
て
く
心
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
、
マ
マ
た
ち
は
，
チ
，
チ
で
話
し
、

赤
ち
ゃ
ん
は
凛
遠
に
語
屋
の
中
を
移
動
す
る
。
幼
い
子
ら
に
心
懸

さ
れ
て
２
日
間
の
自
役
は
こ
こ
で
終
了
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
な
、
居
場
所
に
つ
い
て

一美
地
研
修
て
わ
か
っ

た
」

一実
際
に
助
け
合
う
姿
を
見
て
は
動
し
た
」

一高
諦
者
が
い

き
い
き
置
躍
し
て
い
る
」

「役
封
を
大
手
■
し
て
い
る
一　
一周
辺

の
住
民
を
と
き
込
ん
で
い
る
一
↓
≧
あ
り
、
職
場
所
の
理
解
、
と

要
性
、
そ
し
て
市
民
を
横
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
，
ほ
と

ん
ど
の
参
加
者
が
沓
い
て
い
る
。

固
常
生
活
支
援
も

「豊
膊
地
区
の
よ
う
な
勁
け
合
い
が
必
要
」

「時
脚
通
貨
の
よ
う
な
仕
組
み
も
い
い
一　
一買
物
困
難
哲
を
ど
う

支
え
る
か
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
あ
っ
た
。
般
に
、

一見
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
し
た

　

「協
譲
体
の
メ
ン
バ

こ
と
も
情
様
楽
存
し
た
い
。
協
祭
に
も
参
加
し
　
研
修
し
て
ほ
し

い
一
手
の
感
経
が
あ
っ
た
。

１
０
０
台
売
り
上
げ
母
成
の
蓑
献
者
．
妄
の
明
美
氏
転

一認
知
籠

法
服
き
ず
カ
ミ
ン
グ
ア
ツ
ト
し
て
い
く
こ
と
で
型
解
者
が
増
え
、

間
耐
モ
相
談
て
き
る
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
ｆ
な
っ
た
」
と
需
り
、

参
加
者
は
身
を
祭
り
出
し
て
脚
い
て
い
た
す

一わ
く
た
ま
子
と
も
査
養

一
へ
移
動
、
集
ま
っ
て
き
て
い
る
方
々

と
昼
貧
。
代
表
の
瑛
措
〓
枝
子
氏
が
中
心
モ
な
っ
て

一子
ど
も
吏

笠
一
を
月
１
回
碑
継
。
地
球
の
多
世
代
の
仲
間
と

一
緒
に

「
子
と

も
た
う
に
安
全
ケ
心
な
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
一
と
取
り
紙

ん
で
い
る
。
会
場
の
大
密
上
交
流
セ
ン
タ
ー
の
謝
理
室
と
和
室
は

た
１
回
ま
で
は
使
用
刑
が
か
か
ら
な
い
が
、
食
事
代
を
微
収
し
て

い
な
い
現
在
の
シ
＾
テ
ム
で
は
翻

数
を
増
や
せ
な
い
の
が
誹
恵
ゎ
和

室
で
，
な
い
マ
マ
た
ち
が
し
ゃ
ベ

っ
た
り
、
食
撃
を
淮
え
た
子
ど
も

た
ち
が
思
い
思
い
に
遂
ホ
空
間
が

心
地
ミ
か
っ
た
。

そ
の
笠
、
芝
川
地
区
社
協
へ
行

き
、
湘
談
段
の
多
阻
£
密
氏
が
取

り
組
み
状
況
砂
説
明
。
こ
れ
ま
で

之
ｎ
地
区
社
協
は
多
醸
氏
を
中
心

警東
部
地
盤
（３月
４
日）

東
部
地
区
は
３
月
４
用
に
実
施
し
、
９
名
参
加
，
密
士
宿
市
内

３
回
体
を
■
療
ぅ

Ｊ
Ｒ
宮
と
宙
駅
に
集
合
、
大
密
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
き
わ
ヤ
か

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
フ
ー
の
木
下
さ
ち
子
さ
ん
が
研
修
の
憐
要
を
説
明

し
、
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
Ｌ
で
、
木
工
房

一
い
つ
で
も
ゆ
め
を
一
ヘ

一
い
つ
で
も
う
わ
を
」
代
表
の
橋
葉
修
氏
が
、
を
年
牲
認
熊
症
の

方
々
を
受
け
入
れ
、
就
労
の
場
づ
く
り
を
し
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
説
明
＾
入
と
人
の
つ
な

が
り
の
中
で
奇
跡
の
よ
う

な
場
面
も
あ
っ
て
、
橋
業

氏
の
思
い
が
現
場
を
つ
く

，
Ａ
し
て
い
る
。
調
戯
で

発
症
し
た
当
事
斎
の
独
野

光
学
氏
は
、
今
や
苫
築
担

当
と
し
て
、
本
Ｉ
房
の
と

ツ
ト
商
品
で
あ
る
ネ
製
車

イ
ス
辞
体
重
計

「ケ
ア
ス

ケ

‐
ル
ふ
じ
こ
ち
ゃ
ん
」

に
、
地
域
全
体
を
お
き
込
み
、
地
経
の
つ
な
が
り
を
監
か
な
も
の

ｋ
し
て
お
り
、
市
内
唯

一
公
の
建
物

（旧
芝
川
町
役
場
）
の
一
主

が
事
誘
用
。
毎
Л
ら
の
日
ｒ

「術
の
輝
譲
室
一
を
鶉
設
し
、
住
民

の
間
り
事
Ｔ
対
応
。
ま
た
役
員
が
中
心
に
な
っ
て
、
住
民
に

「わ

か
り
や
す
い
介
謗
保
険
改
正
」
を
す
孵
で
説
明
す
る
な
ど
、
地
穣

組
織
の
パ
ワ
ー
に
Ｓ
動
し
た
，

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
地
域
は
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
通
給
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
態
」

「地
域
の
特
社
に
含
ユ，
せ
て
、

今
回
の
研
修
を
歩
考

ｔ
し
な
が
ら
浦
動
し

た
い
」

一
い
ろ
い
ろ

な
人
と
つ
な
が
る
こ

Ｌ
が
必
要
だ
と
改
あ

て
感
じ
た
一　
一
魃
ｔ

の
生
活
支
援
ヨ
ー
デ

イ
エ
ー
タ
ー
の
生
の

声
を
開
け
て
真
か
つ

た
一
等
の
感
想
が
あ

っ
た
．

目功け
=し
占ヽ力見学ツアー

ブログラム (栞郎地区)

3月 4日 (十 1 io:00～ 16:OO

桑合 (」 R富士富観)▼ 大冨

士交流セツターて廼旨説明

駁
`〉
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,わくたま子ども農登しで昼

食。恩り網み報告「わくた言

子ども衰彗

取つ組み霊き陸〕 1地区世協」
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1月 28日0
さざんか会館

6:00

できる限り住み慣れた地域で安心して暮らし続けたい 。・・。

球磨村では、高齢化率が■0%超の状況の中、住民同士の “支え合い"

ゃ
立
助け合い"活動といつた住民が主役の地域づくりが必要です。

私達にはこれからどんな支援が必要で、今、何ができるのでしょうか?

このフォーラムで一緒に考えてみましょう !

日時 平成30年「同Z7 日(土)行政説明

Ｉ
Ｉ
　
甲
〇
『

―
―

(鳥取市富安2丁目10コ‐2)

〔活動報告及びl雲介】

鳥取市社会福祉協議会 生 活 支 援 コー プ ィ ター

〔基調講演,

みんなでつくろう 助け含いのまち
‐
講目頭/公益財団法人 さ わ や か福 祉 財 団

理事長清水 肇子 氏

〔実践発表】

住民建体の福祉のまちづくりを目指して
発表者/地域支え愛ネットワークの取組 glそぅ支 え愛 ネ ッ トワー クの会

地域の居場所づくり南大覚寺水曜お気軽サコン

支え愛マツプによる地域の見守り体制の構築 ,可原 町 ′Jヽ倉 集 藩

高校生が鳥取の福祉を考える鳥取県立 鳥取西高等学校

主催/鳥取市・鳥取市社会福祉協議会

鳥取市地域包括ケア推進課 TEL 0357-20-3449 FAX.0857-20-3404

鳥取市社会福祉協議会 TEL 0857-24… 3180 FAX 0857-24-3215

場 所

鬱加費

定  員

申込方法

13時 30分～ 16時 30分

(13時開堀)

石の案路館や書lじ科

無 樹

打00名
※かわせみ周辺の駐車場には限りがあ

りますので、出来る限り乗り合わせでご

来場くださいますようお願いします .

1月 19日 (金)までに 球磨村役

場住民福祉課にお電話またはFAX
にてお申し込み込ください。

参加 申込書は裏面にあります。

「球磨村の現状と課題」
球磨村役増 住民福祉課

基調講演

『最後まで球磨村で暮らすために』
諄師 :公益財団法人さわやか福祉財団

会長 堀田 力 llまつたつとむ)
【講師紹介】

現、公益貝オ団法人さわやか福祉財

団会長・弁護主。につぽん子膏て応

援団団長。社会保障害議会委員、中

央社会福祉審議会委員、高齢者介護

研究会座長、東京者I社会福祉協議会

会長、東京の地域ケアを推進する会

議委員長などを歴任。新地域支援憾

想会議の]子びかけ団体として、国や

市倒J付に提言するなど全国各地で

強力に絆のある地1,。1づくりを推進

中。

パネルデイスカッション
①宮原修小川班班長

②小川公子球磨村ボランティア連絡協議会会長

③西元和代高知県津野町地域の応援隊和 (なごみ)代表

④槻木正剛生活支援キテ・ィネ→―(球磨村社会福祉協議会)

[コ テ・ィネタ]堀田力公益財団法人きわやか福祉財団会長
[ォフr,ゞ―]柳詰正冶球磨村長

織
i   ＼

あ り

手話題眼
●●●
`
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公益財団法人きわやか福祉財団
共催 *八尾市 八尾市社会福社協議会

●八尾市在住・在勤されているみなさまへ lfrl李ⅢIギ
(―ri甥

オ・′、い一【一≡

について  「あるJ「 ほしし刊 「参■J日

助け合い見える化
チヤート
(ある市の例>

駒
心
ゆ
聘
鰤
慎

―
―

ド
Ｏ
∞

―
―

「助け合い見える化チャート」

地縁活動 居場「

'〒

・ (々償ボラン

ティア・イl Ttボランティアの4つに

ついて、ある、ほしい、参力 1~る

を側別に確認してtヽく

「ニーズと担い手の掘り起こし」 新・助け合い体験ゲーム

近隣助け合い体験/ニーズの掘り起こし/担い手の掘り起こし

1080〕 (ドlザ !税込み)送料川途

1 1= メと1範 Iゝ子o撮V建こし」
1   1′ 卜解縦毯

駕譜需鰐」報  (笠 趣!雛気ヨ‖ド酵毎.
1  守 甚

―
 、 |ヽ |:Ⅲ

さぁ、知ろう !

お互いさまがっなぐ10年先

平成 30年 2月 4H(日 )午後 2時～4時

場所*八尾商工会議所(1青水町1-1-6)
中込開始*1月 4日～【先着 150人】

一時保育
あり(有剌)

先着
`名
様

申込み〆切

1/22

寸劇

八老劇団
申込み先 *八尾市社会柄祉協議会

(生活支援コーディネーター)

電計 *072-991-1161

rAX*072-924-0974

手話通訳

要鱗
~記

あり

）

・
了

1

これからますます菌齢化から。

僕もこれから体も弱るやろうし今のままじゃあなあ

でも10午後も葉しくいたいなあ

/土 r

僕にもてきることはあるかなぁ?

ちょつとしたお手伝い

ことア〕`

蕃

速味を通した仲間づくり 気斡
弩

、

メ▼｀

出

会

幹鶉縛よ

泳

みんなでする公園清掃

n 命

毎日の体操て

韓摩維持 !

■li、 i拶却感り絶

報の鮮機ω職姶螂

η
山
β
缶 ■

al肉

′(トロール

一緒に行ける反達  みんなで祭り合わせ

i 
―
liif  i    l   li :  |||I   I I■ ⅢⅢ―

近所のサE:ンまで     スーザく―まで

公益財厨法人

きわやか

itti

腕 B

λ導

'白

亀

ィ  心

―L鬱に
体観義する



5.活動・サービスの立ち上げや運営の支援
公と財団法人さわやか福社財回

全国のさわやかインス トラクターと連携しながら、住民の方々の、何かできる

活動に取り組んでみたいという思いを生かすための講座や勉強会などを各地で

実施しています。また具体的な立ち上げに至る過程では、取り組む地域に出向

いて直接支援を行つたり、連合・愛のカンパ助成金による立ち上げ資金の支援

を行う場合もあります。

居場所・サロンや、有償ボランティア活動、地縁での助け合い活動などについ

て、フォーラムやワークションプなどとも組み合わせながら実施しています。

シリーズ

住民主体の生活支援サー ビスマニュアル

第 3巻「居場所・サ ロンづ くり」

さわやか福祉財団編、全国社会福社 lあ議会発行

(内容)「 居場所・サ ロンJの 定義生まれた背景・感要性

効果/活動を立ち上げるために立ち上げのポイン ト・

「新 しい総合事業」の活用/活動の継続のために/

活 ta力の一層の発展のために/活動に対する支援の

あ り方  など

D

1巨tFlことFン
づくり

√!命■氏品■‖市令、

生活支援体制整備事業が目指す目的に向けて適切にすすむよう、外部学識者や

他の団体と連携しながら、必要な調査研究、政策提言を行つています。

(―例 )

0新総合事業 住民主体の生活支援推進研究会

総合事業におけるB型や通いの場などをは じめ、

Bブザけ合い活動実施時の
ユ
択題整理 と推こ任に向けた具体的提言

(平成 29年 9月 )

●政今指定都市研究会

政令指定都市を対象都市、規模の大きい判
`市
部特有の

R果題について情報を収集し、取り対1みのとントとなる

提案を研究 (平成30年春をめど)

Ｉ
Ｉ
・
Ｐ
Ｏ
Ｏ
ｌ
ｌ

爵後は祟うのが替手のような気がします

が、どうしたらよいでしようか?

男性を碧き工む方渋としていくつか宴段例を

ご紹介します。

●夕方からお酒お鋏める層鶏所などはい

かがでしょうか
'(P22「
景洒鳳1番緊〕

●勇控メF中心で集う場をつくつていると

ころもあ
''歳
す。(,20「舛の呂感所1'服 )

●寮た、男性1こは、会計やテーブルセッ

ティングなど何か役割をお際いするの

も効果動のようです。

韓
はじめるとをに、

'感

域の大連に燃騨びか;才

ることは必要でしようか?

どうしてもしなければいけないということで

はありません力ヽ 自泊会、!釘店衡 (商店術の

空きl`輔を活用した鶏含な.し l、 お人査、子と

も会、近隣のか事積をとさまざまな組織に声

を力■)て婿場所のを在を,Hlつ てもらうことは、

制し地城(″)仲 Nと して大剪なことかもしれま

せた。

X他にお「′うヽれあいの居」酪所」は,住民

にとつてのインフォーマルサービスと

風

一リ
r…
… ……
ひと‐ス,ッ フ‐

と ,要篠若―

感
怠

苺ヽf榛!,

点

畿
迭

強
愈

核となるメンパーlよとのようt霊 して集めれ

ばよいでしようか?

まず身近な仲間にそれとなくあなたが「ふれ

あいの居場所」をはじめたいという思いを伝

えてみてください。あなたの思いに共嗚し、

瘍力したいメンパーは必ずいます。

議揺所に慕心大越寃どのように暉びかけ

集めたらぶいてしようか?

お,11者を集あるのではなく、来たい人が集まる

のが工れあいの居鍛所の特徴といえるでしょ

う。多く(',ふれあいの居残所では、人が人を
'V

んで集▼′ている(田コミ)こ とが多いようです。

また、 い髯〔野菜や革本を群てる、とき物を
常てることによって、牢齢や性男Jを起えた人

避が案まってきたという例もあります.

(PiS参興 )

全 体

鵜増新をはじめてみたいと憩つていますが、

どとから等竜付けてよいかわかりませた。

とんな属器所にしたいか ?イ メージエお驚ち

ですか?分 ,I表を恣考にしてください。また、

イメージアザ〔つかめなかったり 具体的に知り
たい
'働

合は、お近くの猫場所に行つてみては

いかがでしようか
''l場

を見るととントがた

く春ん4まれ、ヒントからイメージカ砿がっ

たり、イメージが臓lまったりします。

その人それぞれが生力ヽされる場、地,,1の人た

ち力(Vlで も曹山に,脂 られて、Fl出 に■、れあえ

る…つまり、「ふれあいの居器所 |を はじaユブた

いというあなた1')思い(理全)が大手であり、

それが積るがないことつ〔とても大切です。ま

た、沖聞の意見〔耳を標けて、反すうして意志

をl調め、また停周に積すというくり返し力(大切

です。みんなで構賜所をつくっていきましょう。

QOこ          」

議
点

ナイ■ はじめる盛あたり,中心となる人の心輸え

手ゝiや必要なととはどんなことでしようか?

肇
■
r

えをこ望介し
=す
 そこで大とくひと もの おかお

の3預 目に分けましたのて,■にしてくたさい

ふ■あいの居鵜
'ア

1を 1とじめらにあ
たり 「この場合は、どうしたら
ぷtヽの?」 という真体

'与

な罐FFに
,チして、いくつかの案筆例から答

韓　

“



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

団体名 特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター(CLC)

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料(A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴団体で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会で紹介

する取り組みを選び、Oをつけてください。

1.各都道府県における推進体制の構築恒運営 (ネットワークヘの参画等)

2.都道府県間のネットワーク構築

3.市町村の進捗支援 (市町村への訪問口助言、アドバイザーの派遣等 )

4.住民等への普及啓発

⑤.知恵や経験の共有 (市町村職員や生活支援コーディネーター向けの研

修等)

6.活動 Hサービスの立ち上げや運営の支援

7.その他
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サービスの受け手か

暮らしと地域をつくる主体ヘ

I亀ゴぽ角と
'

ρ` FγハG,

介
藤
保
険
朗
餃
の
背
景
に
は
、
「
介
麓

の
社
会
ｔ
一
が
お
け
〓
し
た
。
介
護
は
個
人

や
蒙
演
だ
け
の
間
題
で
は
な
く
、
社
会
全

体
で
担
っ
て
い
く
と
い
う
価
値
の
転
換
で

し
た
。
２
０
ｌ
Ｓ
年
４
Я
の
介
藤
保
険
改

重
に
は
、
従
来
避
の
分
離
手
防
か
ら
「地
域

づ
く
り
」
へ
と
い
う
価
値
の
転
換
が
あ
り
ま

す
ｒ
」れ
は
４
地
域
社
会
の
福
祉
化
」
を
基

本
に
、
地
域
支
援
事
業
を
考
え
て
い
く
こ

と
だ
と
い
え
ま
す
。

地
域
に
は
介
護
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
暮
ら
し
の
課
題
が
、
「福
祉
の
課
題
」

と
し
て
解
決
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
生

活
支
援
の
必
要
な
一人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
障
害
者
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
な

ど
、
き
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
悩
み
に
応
え

る
た
め
に
、
生
活
支
援
を
含
め
た
地
域
福

祉
の
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
個
人
の
間

題
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
課

距
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
お

互
い
さ
ま
と
せ
，
視
点
を
も
ち
、
地
域
か

ら
排
除
し
な
い
と
ど
２

一
と
で
す
。
た
と

え
ば
、
認
知
症
の
人
が
大
の
管
理
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
、
危
な
い
の
で
地
域
で
暮

ら
す
の
は
無
理
た
と
す
ぐ
に
決
め
つ
け
る

の
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
そ
の
人
が
地

域
で
暮
ら
せ
る
か
を
と
も
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
づ
く
り
を
制
度
と
し
て

ト
ッ
プ
す
ウ
ン
で
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
ど
な
ら
、
地
域
住
属
自
身
が
地
域

の
福
祉
課
題
を
考
え
、
住
民
同
士
で
お
互

い
に
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め

の
し
か
け
と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
た
の
が
、

協
議
体
と
生
活
支
援
ヨ
ー
デ
ィ
ネ
ー
，
Ｉ

の
設
置
で
す
。
一こ
れ
ま
で
の
地
域
の
支
え

合
い
の
活
動
を
壊
さ
な
い
よ
う
、
そ
う
し

た
活
動
を
認
め
合
い
、
育
む
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
よ
う
。

図
３
は
、
支
え
合
い
活
動
の
展
開
を
樹

木
で
示
し
た
も
の
で
す
。
根
？
」に
あ
た
る

部
分
、
つ
ま
り
友
人
や
ど
近
所
と
の
つ
き
合

い
と
い
っ
た
日
常
的
な
活
動
を
大
手
に
育

む
こ
と
が
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。
宮
城
の
地
で
育
ま
れ
た
、
住
民
の

工
夫
と
知
恵
と
技
を
も
っ
て
こ
の
制
度
を

大
き
く
育
て
、
住
み
償
れ
た
地
域
で
最
期

ま
で
住
み
読
け
ら
れ
る
富
城
を
実
現
さ
せ

Ｉ
Ｉ

］ヽ
Ｏ
Ｐ

Ｉ
Ｉ

”一中
B学難

図 1

大
坂

純
鳶



綿 ? 鑢
"輻
鰻 饉 沙

介霞

''′

うサービス (1次 2次予防)

身体 鳩や機能のni 社会,畑

露 i

鞭

雑

頂瓢静
♪ 酔響…諄 ヽ

・ヽ

｀
評 も 囀齢 吐げ
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図3

発想の

サービスづくりではなく、

地域づくリヘ
一生活支援コーデイネーターと協議体の役割一

地域づくりの木

日
本
に
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る

搬
域
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
一つ
、
千
葉
県
狛
市
で

開
査
を
行
っ
た
東
京
大
学
高
齢
社
会
縛
合
研
究
機
構
の

飯
島
勝
矢
准
教
授
は
「饉
康
畏
寿
の
た
め
の
３
つ
の
柱
」

と
し
て
、
①
社
会
参
加
（就
労
、
余
暇
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
）
、
②
身
体
活
動
（運
動
な
ど
）
、
③
栄
養
（食
，ロ

膝
機
能
）
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
家
か
ら
出
て
仲
間
と
集
い
、

お
し
ゃ
べ
り
や
食
事
を
薬
し
む
社
会
性
を
も
ち
、
散
歩
な

ど
の
連
動
を
し
て
栄
養
を
し
っ
か
り
と
授
る
こ
と
が
、
筋

肉
量
の
減
少
や
虚
弱
を
予
防
す
る
と
ピ
つ
の
で
す
。

２
０
ｌ
Ｓ
年
４
月
の
介
置
保
険
改
正
の
大
き
な
ね
ら
い

は
、
本
人
が
役
割
を
も
っ
て
、
多
様
な
つ
な
が
り
を
維
持

で
き
る
地
域
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
分
護
予
防
で

は
、
要
介
腹
予
備
軍
を
対
象
に
、
要
介
度
状
態
に
な
ら
な

い
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
一こ
れ
か
ら
は
、
す
べ
て

の
高
齢
者
を
対
象
に
社
会
参
加
を
促
し
、
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
の
生
活
支
援
を
目
指
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

づ
く
り
で
は
な
く
、
地
域
づ
く
り
へ
の
大
転
換
で
す
。

日
常
の
交
流
が
、

受
え
合
い
活
動
の
基
盤
に

地
域
で
の
日
常
の
交
流
は
、
支
え
合
い
活
動
の
基
盤
で

す

（図
４
）
。
隣
近
所
と
の
あ
い
さ
つ
や
お
茶
飲
み
は
、
ゆ

る
や
か
な
見
守
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
し
、
立
ち
話
や

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
は
情
報
交
換
の
甥
で
も
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
当
た
り
前
の
営
み
で
、
離
も
こ
の
大
切
さ
に

気
づ
い
て
い
な
い
瑶
合
が
多
い
の
で
す
が
、
一い
の
よ
う
な

個
々
の
地
域
の
営
み
を
見
つ
け
て
、
つ
な
い
で
い
く
と
、
結

果
的
に
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
生
活
を
支

援
す
る
体
制
に
な
り
ま
す
。
そ
の
役
日
を
果
た
す
の
が
、

介
護
保
険
法
の
改
正
で
創
設
さ
れ
た
、
生
活
支
援
ヨ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
霞
体
で
す
。

多
様
な

支
え
合
佛
鴻
動
の
メ
ニ
ュ
ー

支
え
合
い
活
動
に
は
多
機
な
メ
一Ｉ
Ｉ
が
あ
り
ま
す

（図
５
）
。
農
作
物
を
直
売
所
で
売
っ
た
り
、
工八
次
産
業
化

が
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
瑶
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
一般
介
護
予
防
で
は
、
高
齢
者
以
外
に
子
ど

も
、
障
害
者
の
つ
ど
い
の
増
の
利
用
を
露
め
て
い
ま
す
。

地
域
で
ど
ん
な
取
り
組
み
が
あ
る
の
か
を
把
握
し
て
、

Ｉ
Ｉ

］
〇
］

―
！

ヱ

霞
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図S 地競支え合い活動の「メニュー」の例

宮
城
県
に
お
け
る
地
域
支
え
合
い
。
生
活
支
援
の
推
進

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
７５
歳
を
迎
え
、

全
人
口
の
２
割
弱
が
７５
歳
以
上
に
な
る
超
高
船
社
会

が
到
来
し
ま
す
。
営
城
県
で
も
７５
歳
以
上

の
人

日

が
　
２
０
３
０
年
ま
で
角
速
に
上
昇
す
る
と
の
推
計

が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
理
や
買
い
も
の
、
洗

濯
、
締
除
な
ど
の
生
活
支
援
を
求
め
る
高
船
者
が

増
え
る
な
か
　
担

い
手
で
あ
る
１５
，
６４
歳

の
人
口

は
、
‐５
年
に
比
べ
て
２５
年
に
０

９
１
倍
、
４０
年
に

０

７
５
倍

に
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
高
船
４
は
）
け
子
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
担

い
手
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

地
域
支
え
合
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
船
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
疼
ら
し
綻
け
る
た

め
に
は
、
白
治
体
が
地
域

の
実
構
に
応
じ
て
、
区

狭
　
介
護
　
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
文
提
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
．

そ
こ
で
官
取
県
で
は
、官
民
が
湮
糾

協
働
し
て
顔

の
見
え
る
関
係
を
つ
く
る
う
と
、
２
０
１
５
年
７
月

２０
日
に
一宮
奴
県
地
獄
包
括
ケ
ア
推
進
協
議
会
」
を
設

，
し
ま
し
た
矢
パ
長
”村
丼
嘉
消
・宮
斌
県
知
事

４６

団
体
で
構
成
）
．あ
わ
せ
て
、
住
民
を
対
象
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
圏
以

こ
と
の
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、
多
様
な
主
体
に
よ

る
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た

同
年

１０
月
１６
日
に
は
、
「宮
城
県
地
域
支

え
合

い
，生
活
支
援
推
進
連
絡
会
議
ズ

２７
団
体

て

構
成
）
が
発
足
．
１３
人
の
理
皆
委
■
会

（委
員
長

一大

坂
純
・爽
北
こ
ど
も
福
村
専
門
学
院
則
学
院
長
）
を

中
心
に
、
①
声
別
訪
間
に
よ
る
情
報
収
集
・支
援
エ
ー

ズ
の
間
を
取
り
、
②
園
域
別
情
報
交
換
会
の
開
催

Ｏ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
③
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
養
成
研
修
の
実
陣
、
⑤
情
報
紙
「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
支
え
合

い
」
の
発
行
な
ど
、
地

域
の
支
え
合

い
や
生
活
支
援
の
充
実
に
ＩｒＵ
け
た
市

町
村
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
（日
６
）
．

こ
の
運
絲
会
議
は
、県

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
協

議
会
に
置
か
れ
た
５
つ

の
↓
円
委
員
会
の
な
か

の
、
「
コ
く
ヽ
ュ
ニ
テ
ィ
■化

活
支
援
専
門
委
員
会
」
が

取
り
組
む
「地
域
支
え
合

い
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
の

一

つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

宮
取
県
保
健
柄
祉
部

長
を
社
会
政
策
課
は

「地
域
包
銘
ケ

ア

の
実

現

に
向

け

て
、地

域

の

実
情
に
合
わ
せ
た
支
え

合

い
活
動
を
育
む
支
擬

を
し
た

い
」
と
訴

し
ま

す
．

―
―

］
〇
∞

Ｉ
Ｉ

柳 でた
日随d虐■a■ i

活
動
を
認
め
合
い
、
育
む
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
そ
の
と
き
に
、
こ
れ
ま
で
ど
近
所
で
行
わ
れ
て

き
た
撲
拶
や
お
す
そ
分
け
、
ゴ
ミ
出
し
の
お
手
伝

い
な
ど
の
支
え
合
い
の
活
動
を
壌
き
な
い
よ
う
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
が
地
域
に
丸
投
げ
し
た
と
い
う
批
判
も

あ
り
ま
す
が
、
国
は
で
き
る
だ
け
基
準
を
つ
く
ら

な
い
と
い
う
思
憲
が
縛
合
事
業
に
は
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
な
か
ｒ
」
れ
か
ら
の

高
齢
者
が
、
い
ま
の
高
齢
者
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
と
は
硬
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
、
と
発
想

を
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
家
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
支
え
合
い
活
動
の
推
進
役
で
あ
る

「生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
養
成
・配
置

し
て
、
地
域
の
宝
物
を
発
見
し
て
歩
き
、
み
ん
な

で
，
」
の
活
動
は
い
い
ね
―
」
と
認
め
合
う
こ
と
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始
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ま
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そ
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し
て
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地
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に

な
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競
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つ
旬
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て
い
け
ば
よ
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の
で
す
。
新
し
く
生
活
支
援
活
動
を
興
す
の
で
は

な
く
、
地
域
に
既
に
あ
る
取
り
組
み
を
見
つ
け
た

り
、
活
動
を
促
す
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
い
。
地
域
に
あ
る
も
の
を
つ
な
げ
、
積
み
上
げ
る

こ
と
で
、
結
果
的
に
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
仕
組

み
が
で
き
る
の
で
す
。

″ぇ̀器生から「とのように事案を速めて
いt'ばよいのかわからない」という

稲談を受けます力
`、
ますは地域で人力=集っている場を電握して,そこに,,司

購させてもらい、き段住民の指さん力ことんなことを話しているのか関き取る

作茶を積み上げてください、と騒しています。地域に変せてもらうことが大

事です。その際に、■司や所篤側体はゆったりと見守つてください。この事

葉はすぐに結果が出るものではなく、と0年、知年という長い日で育むもので

す。生活支援コーデイネーターは、地域に出向いてお驀飲みをしながら、仁

民の声を鈴うのが仕事です。型とおりtiは進みませたので、多様性を認め

る環境が必要です。

翻

お茶会、食堂 賞室 サロン(ミニデイ)、 情報提供 広報紙発行、lUターン支援 空き家脚晦吾用

当事者の会づくリサロツづくり介護者支援 地域の目十画づくり

買い物支1震、已食 移送、外出支援、ヘルフサービス、見守り、商店、】多動販売、配達

緊急一時支援(泊まりなど)農林氷産の作業支援、便利屋、見送り(葬式)支援、雇用湾J出、0舌相談

環境実化 余暇支援 社会参加支援

都市と農村交′流、宿泊施設

食育、学習支援、子育て支援 子どもの居場所づくり

自主防災 防犯、SOSネットワーク、見守り

食品加工、オリジナルグッズの開発販売 介霊用品隣ヨ発

分類

つながり・ネットワーク支援

日常生活支援

社会生活支援

観光

子育て支狼

防災

商詔 ヒ

富城県

地域支え台い。

生活支援

機追運繕会議

拶

生活費蝦コーディネーター

地増包括寅搬センター

ー 缶:協薦会
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情重交換会

重旨委員会
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鈍
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高齢者自身を含めた住民が、サービスの受け手から暮らしと地域をつくる主体へ。そして、福祉

サービスの提供体制だけでなく、住民同士の動け合いと地域づくりをすすめる体制づくリヘ。これ

が今回の改正介霞保険が目指す姿です。こうした方向を受けてスタートした「新しい総合事業」と

「生活支援サービス体制盟備事業」は、全国―偉ではなく、自治体が内容を決め、地域住民とともに

育てる事業ですが、ゆえに自治体やl主民にとまといも大きく見受けられます。

ここでは、自治体や地域住民、福社専門磯を対象とした兵障県及び愛知県でのセミナーでの議

驚から見えてきた、制度の活かし方を紹介します。

(観方:兵 E匹■会福おL協議会 宏口藍子、日本1凛祉大学福祉社会開霙研究所 蛯rケ7研究推輩センター 小木曽早奮 )

改正命華て黒瞼t君れ`す、

=れ
れ`3の上也蟻ずく:'のポイント

蜘 による
n旧麟
TT砕半呉驚露揺穂

―
―

］
〇
ト

ー
ー

そして「画―的″びサービス整備から多様な地,碗づくリヘ」完類の

社会資源は

騒
よ

地域0案麟をよく知つている住民や関係著 行政が一緒に話し
合って決めていくために、各自溶体が段Eするのが「協議体」です。

住民が動をたくなる実質的″ポ露し合いができる場づくりが選大の

ボイントなので ―つの協議体だけてなく 地域のいくつかの i舌 し

合いのBをつないで重層的必協議体を考える発想う必要です。

今回の改正て配Hされる生活支援コーデイユーターの役密lの

地域には 謹味のカラオケ会やお茶飲みの場などきまざまな支

え台いがすでにあります。そうした資源をますは発見し つない

轄
せん。身近な同僚や上司か

'増
壕の寅え合いを―緒に推道するテームの一員として コーデイネーターととうに考

メンパーを
お害さんにしない
脇議体Jづくりを

宜′吾支援コーデイネーターは、市tX:町 村域 (第 ll砕 )や中学校区1,(第 21,L)に配縦されることが想盆ёれており、地雛のさまさ

まな0'本 や機関における住 [モ 与P9氏改との協個功や、配魅先の掛係者との協働が求めら,1て います。こうした特壇を,きがすため、

a城県では、この研修を生活支援コーデイネーターとして配どlされた人たちのみを対象とするので1すなく、住民や奪P骨職ヤ〕一経
に受講して、チームで書うしやすい地域づくりうヽ進められる体制づくりを目指します。
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■おP奇い合わせ先 全国コミュニティライフサポートセンター(CLC):TEL 022‐ 727‐ 8790

地域福祉 コーディネー
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生活支擬コーデイネーターの上機の

靭

姉ψ関ρ・

縦′|″ 鶏震

礁養

ゝ

講
「

有 1賞サービスの立',上げと)盟営
の ,もな

ィネー ト   |―  ,

鶴 1.=囃 鶉 鸞 ‐ Y諜 ト

と剛擦の方法

地域組 ,■ コーデ ィネー ト中好又研條

合い蒲勤鱒の現地 4,!察

地域支え台い活動の発見の仕方 広げカ
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平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

厚生 (支)局名 関東信越厚生局

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴厚生(支 )局で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会

で紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

可.各都道府県における推進体制の構築日運営 (ネットワークヘの参画等 )

2.都道府県間のネットワーク構築

3.市町村の進捗支援 (市町村への訪間・助言、アドバイザーの派遣等 )

4.住民等への普及啓発

知恵や経験の共有 (市町村職員や生活支援コーディネーター向けの研修

等)

6.活動ロサービスの立ち上げや運営の支援

フ.その他

―-205-―



程
所

日
場

第 6回
'色

虫盛包播ケ7応媛竜ミすい

『隻活東鰻翻―ディをゃ―ター造協議体の協働による

新しいと逸域支援についで』プログラム

平成29年 7月 13日 (木 )13時30分～16時30分 (受付13時～)
埼玉県さいたま市中央区新都心刊-1
さいたま新都心合同庁舎1号館2階講堂

【プログラム内容】

1.13:30～ 13:35  日日会挨拶

2.19:35～ 14:35 基調講演『地域包括ケアシステムの展望」

0東京大学 高齢社会総合研究機構 特任教授 辻 哲夫

3.14:35～ 14:45休憩

4.14:45～¬6:25リレートーク(事例発表と質疑応答)

①高崎市の取細

0高崎市 第1層生活支援コーディネーター 目崎 智恵子

②柏市の取組

0社会福祉法人柏市社会福祉協議会 高橋 史成

③多賀城市の取組

0多賀城市西部地域生活支援コーデイネーター 今野 まきこ

コーディネーター:昭和女子大学 人間社会学部教授 】ヒ本佳子

関東信越厚生局 地域包括ケア推進課長 懸上 忠寿

闘東4語越厚生
'爵『生活糞攘コーディネータースキルアップ等支援事制説明会』

プログラム

日 程  :平成28年司0月 26日 (水)13時～17時 30分
場 所  :さいたま新都心合同庁舎刊号館5階 共用会議室5-刊

【プログラム内容】

1.13:00～ 13:05開会のあいさつ(三宅局長)

2.13:05～ 13:40公益財団法人全国老人クラブ連合会

3.13:40～ 14:15社会福祉法人 全国社会福祉協議会

4.14:15～ 14:50 NPO法人全国コミュニティライフサポートセンター

5.14:50～ 15:05 休憩

6.15:05～ 15:40特定非営利活動法人 全国移動サービスネットワーク

フ.15:40～ 16:15認定特定非営利活動法人 市民福祉団体全国協議会

8.16:15～ 16:50-般 社団法人 全国老人給食協力会

9.16:50～ 17:25公益財団法人さわやか福祉財団

lo.17:25～ 17:30閉会のあいさつ(小森健康福祉部長)
※アドバイザー :医療経済研究機構研究部研究員兼研究総務部次長 月R部 真治

昭和女子大学人間社会学部教授 Jし本 佳子

参加予定団体

O NPO法人全国コミュニティライフサポートセンター
O公 益財団法人 全国老人クラブ連合会
O一 般社団法人全国老人給食協力会
O認 定特定非営利活動法人 市民福祉団体全国協議会
0公 益財団法人さわやか福祉財団
O特 定非営利活動法人 全国移動サービスネットワーク
O社 会福祉法人 全国社会福祉協議会

―
―

］
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5.16:25～ 16:30 閉会挨拶



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業
生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業
「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

厚生 (支)局名 近畿厚生局

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料 (A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴厚生 (支 )局で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会

で紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

1.各都道府県における推進体制の構築色運営 (ネットワークヘの参画等 )

2.都道府県間のネットワーク構築

3.市町村の進捗支援 (市町村への訪問口助言、アドバイザーの派遣等)

4.住民等への普及啓発

恵や経験の共有 (市町村職員や生活支援コーディネーター向けの研修

6.活動Hサービスの立ち上げや運営の支援

フ.その他

―-207-―



平成 29年度厚生労働省老人保健健康増進等事業

生活支援コーディネーター・協議体の効果的な活動のための研修プログラムの開発に関する調査研究事業

「生活支援体制整備事業の推進に向けた市町村支援強化研修会～地域の特性を踏まえた事業展開をどう支援するか～」

生活支援体制整備事業の推進に向けた取り組み紹介シート

厚生 (支 )局名 中国四国厚生局

研修会で紹介する

取り組み

※該当する取り組み全てにO

をつけて下さい

※Oをつけた取り組みについ

て、取り組みの内容が分かる

参考資料(A4で上限 10枚程

度)を併せてご提出ください

貴厚生(支)局で実践している(または実践予定の)取り組みのうち、研修会

で紹介する取り組みを選び、Oをつけてください。

1.各都道府県における推進体制の構築 H運営 (ネットワークヘの参画等)

2.都道府県間のネットワーク構築

③ 市町Jの進捗支援 (市町村
への訪間日助言、アドバイザーの派遣等)

4.住民等への普及啓発

⑤ 知恵や経験の共有 (市町村職員や生活支援
コーディネーター向けの研修

等 )

6.活動 Jサービスの立ち上げや運営の支援

② その他
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